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中国学研究・教育のための 

オープンプラットフォーム構築

コンテンツを中心に
千田　大介（ちだ　だいすけ）

⿋⿋ はじめに
周知のように、我が国の人文学を取り巻く環境
は、近年急速に悪化している。政治・行政は理工
系偏重を揚言してはばからないし、人文系の大学
院の大半は院生数の減少に頭を悩ませている。そ
うしたなかにあって、中国学はとりわけ衰退が著
しい分野であるように思えてならない。
かつての中国学――中国を対象とする文学・史
学・哲学等の人文的学問分野――は、高校までに
中国古典や中国史を基礎教養としてある程度身に
つけた一定数の学生たちによって支えられていた
と言えるが、近年、そのような学生の数は著しく
減少している。もはや中国古典は日本人にとって
教養ではなくなっているといえよう。現代中国に
ついても、2012年の尖閣諸島国有化に端を発す
る日中関係の悪化によって、あたかも “ ケガレ ”
であるかのごとく中国を忌避し貶める風潮の影響
を受けて、やはり興味が持たれなくなっている。
かかる変化は、主に時代と社会・生活習慣の変
化、あるいは政治情勢といった外的状況の変化に
よるものであるが、その一方で中国学界の側の情
報発信にも反省すべき点が無いとはいえまい。
一方、近年の急速なスマートフォンの普及に
よって、若年層の情報行動は大きく変化している。
総務省『平成 29年版情報通信白書』[1]によれば、

2016年、10代の 1日あたりのモバイルネットワー
ク利用時間は平日で 180分、休日では 300分を超
えている。ゲーム・映像・コミュニケーションな
ど、あらゆる情報行動がスマートフォン上で行わ
れるようになっており、リーディングは SNSや
ブログ・ウェブサイトの閲覧として行われている。
PC離れも著しい。
それにもかかわらず、特に人文学においては、

研究・教育の情報化への対応がまだまだ充分とは
いいがたい。一頃のように、メールやWordを忌
み嫌うような人は流石に見かけなくなったが、し
かし情報化のメリットを積極的に生かそうとい
う意識は、全体としては相変わらず高いとは言
いがたい。その一端は、本誌に掲載されたアン
ケート調査結果や「中国学関連学会Webサイト 

アクセシビリティ調査」にも表れている。
社会や学術界の情報化が、国際的に否応なしに

進展する中にあって、中国学界の情報発信や研究
教育はこれまで以上に「与時共進」でなくてはな
らない。
こうした現状をふまえて、情報時代に対応した

中国学研究・教育方法を考究し、その支援・普及
のためのオープンプラットフォームを構築するも
のとして、漢情研の今回のプロジェクトは着想さ
れた。具体的には以下の 3点に関する考究および
開発を課題とする。
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①情報技術の応用による文献分析方法の研究
②中国学研究・教育支援のためのオントロ
ジーおよびデータベースの構築
③情報時代に対応した中国学研究リテラシー
の検討

このうち①は中国学研究への ICT技術利用に
関する課題、③は主に教育・情報発信に関する課
題、②は①③を実現する上での基盤構築というこ
とになろう。全体としては、理論的考究もさるこ
とながら、各種コンテンツ・ツールの作成に重点
を置いているのが特徴であるといえよう。
小稿は、かくして立ち上がり、科研費の助成を
受けることとなった今回の科研費プロジェクトに
ついて、そのコンセプトや計画・見通し、および
現時点での進捗状況について、コンテンツを中心
に概述するものである。

⿋⿋ 情報時代の中国学リテラシー

⿡⿡情報行動の変化をふまえて

前引『平成 29年版情報通信白書』にも明らか
なように、若年層が一人で過ごす時間の大半は、
ネットの利用に振り向けられており、書籍だけで
はなく雑誌、あるいは漫画なども含めて、読書離
れが新たな段階に入っていることは確実である。
SNS慣れした学生が、たかだか数ページの課題
エッセイすら長すぎると文句を言う、という経験
のあるのは筆者だけではなかろう。
そういった若者を、基本的に読書に立脚する中
国学に引き寄せるのには、かれらの情報行動に鑑
みて、ネットを通じた情報発信が有効であること
は自明である。入門書籍の刊行は、当該分野への
興味喚起や啓蒙において、必ずしも有効な方法で
はなくなっているといえよう。スマートフォンで
常時モバイルネットワークに接続して、専らそこ
から情報を収集している若年層にとって、スマー
トフォン・Googleで検索・表示できない情報は、
永遠に視界に入ってこないからだ。
かかる状況をふまえれば、究極的には、中国学

を宣伝する人気ユーチューバーを育成するのが中
国学への興味を喚起する最も有効な方法、という
ことになろうが、流石に現実的ではない。ライ
ティングのプロパーである中国学研究者にとって
は、ネットを通じた信頼性の情報の発信が、現実
に取り得る方策だといえよう。
ところで、昨今の小・中学校では調べ学習が

行われている（夏休みの課題の自由研究も、調べ学習の
一種であると言えるだろう）。筆者の子が通っていた
公立小学校では、2012～ 2013年頃、修学旅行の
見学先について Googleで検索して情報をまとめ
PowerPointでプレゼンテーションするという授業
が行われていた。これは、夙に指摘されている我
が国の学校教育におけるメディア・リテラシー軽
視の一例ということになろうが、いずれにせよ、
分からないこと知りたいことは Googleで検索し、
上位 10件程度の結果を無批判に受け入れる、と
いうのが、ごく一般的な情報収集方法として何の
疑いもなく受け入れられていることが知れる。
大学教育においては、調査・研究方法を学ぶ中

で批判的に情報を読むスキルの習得が重視される
こともあり、教員は「ネット情報を鵜呑みにする
な」、「Wikipediaは信用できない」としばしば学
生に言い聞かせる。それは勿論正しいのだが、一
方で自らが信頼性の高い情報の発信者たり得るこ
とを閑却している人も多いのではなかろうか。
試みに、多くの中学校教科書に掲載され、中国

学の 1つの重要な窓口になっているといえる「魯
迅 故郷」を Googleで検索してみよう。執筆時点
（2018.1.10）でのトップ 5は以下のようになる。

1.魯迅 井上紅梅訳 故郷 - 青空文庫
2.故郷 (小説 ) - Wikipedia

3.故郷（魯迅） | 10min．ボックス 現代文 | 

NHK for School

4.身分による差別を描く：魯迅「故郷」 - 漢
詩と中国文化 - 東京を描く

5.故郷 (魯迅 )のあらすじと主題 簡単／詳し
くの 2段階で | 笑いと文学的感性で

青空文庫の実作品、Wikipedia、NHKの映像作
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論 文

品が上位を占めるのは順当であろう。4・5位は
個人サイトの解説や感想であるが、いずれもサイ
ト運営者は読書家である。ここに中国学プロパー
によるコンテンツが入っていない、本プロジェク
トが問題視するのは、まさしくこの点である。
ネットの情報やWikipediaの記述が信用できな

いのであれば、研究者自身がそれに代わる信用に
足るコンテンツを提供すればよいし、Wikipeida

を書き換えればよい。それが、若年層への中国学
情報への接触可能性を高め、中国や中国文化・日
中交流史などへの理解を深め、さらには中国学へ
の興味を喚起することにも繋がるだろう。
しかし近年、事務負担の増大が問題となってい
る大学教員には、現実的に、教育・研究に加えて
ネットを通じた学習者向け情報の発信まで行う余
力はなかろう。それならば、学会の事業、あるい
は科研費のプロジェクトとして、なんらかの取り
組みがなされて然るべきである。
これは、中国学研究・教育への ITC技術の応
用研究を旨とする本研究会とって、格好の舞台で
あるといえよう。

⿡⿡中国学の入門的コンテンツの構築

以上をふまえて、今回のプロジェクトでは、中
国学の裾野を広げることを念頭に、中国学の知識
の普及の窓口となる入門的なコンテンツの作成を
試みる。
しかし漢情研という小さな研究会が、中国学全
体の入門・普及のための総合的なコンテンツを構
築するのは現実的ではないので、研究・開発対象
の絞り込み、コンテンツ開発方法の工夫といった
戦略が必要となる。
現時点では、以下のようなコンテンツの提供を
考えている。

 ⿟小中高国語・漢文教科書に取り上げられて
いる作品の解説
 ⿟著作権保護期間の満了した概説書のデジタ
ル化

これらは、漢情研サイトに設置したMediawiki

を通じて提供する方針である。Mediawiki は
Wikipediaに使われている CMSで、モバイル端末
に対応しているほか多彩な機能・拡張機能を有し
ており、また多くのユーザーがインターフェイス
に慣れ親しんでいるというメリットがある。
教科書に出てくる作品の解説はネット上に幾つ

も存在しているが、大半は学校教育、あるいは受
験教育のために「正解」を提供することを目的と
しており、作品の広がりやテキストの「快楽」を
プレゼンテーションするものには必ずしもなって
いない。また、中国学を専門としない書き手によ
る不確実な情報が入り込んでいることもある。
こうした点をふまえて、ネット上の既存のコン

テンツ情報を収集・吟味しつつ、いくつかの作品
について、試験的にコンテンツを構築する。ネッ
ト上に既に信頼性の高いコンテンツが存在してい
る場合は、それらへのリンクを掲載するだけにな
るかも知れないが、それも既存の情報をフィルタ
リングするという意味を持つことになろう [2]。ま
た、例えば現地写真、中国の動画サイトにアップ
ロードされている動画へのリンクなども掲載し、
文字情報偏重にならないように工夫したい。
コンテンツの構築には、著作権保護期間の満了

した書籍を活用する。古典詩文については、著作
権切れの邦訳本には事欠かない。また、中国学全
般の概説書として、2016年に著作権保護期間が
満了した武内義雄の『支那学研究法』（角川書店『武
内義雄全集』所収本）を活用することとし、既に全
文の入力を完了している。Mediawiki上に章節ご
とにページを分けて公開し、全文閲覧に供すると
ともに、各ページをテーマ・人名などによってカ
テゴライズして事項名から検索しやすくする。記
述が古くなっている部分については、適宜、補注
を加える予定である。

⿡⿡リファレンス情報の発信

以前、『電脳中国学』シリーズ第三弾の企画を
検討する中で、情報化時代に対応した中国学リ
ファレンス・マニュアルという案が浮上していた
が [3]、執筆の手間がかかり、かつ分量が厖大にな
ることから実現しなかった。今回のプロジェクト
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では、いささか形式を変える形で、改めてそれに
取り組むこととした。
かかる判断に至ったのは、本誌 15号における

「特集 2　東洋学論文検索指南」が思いのほか好
評だったことが理由の 1つである。筆者も中国学
を専門とする同僚から、『電脳中国学入門』以上
の好評をもらった。恐らくその理由は、論文・研
究情報の取得という目的が明確であったことにあ
るのではなかろうか。『電脳中国学』シリーズや
本誌のレビューは、データベースやオンラインリ
ソースの機能を紹介するだけで、いかなる情報の
収集に使えるかという利用目的に即した説明は、
必ずしもしてこなかった。読者の判断に委ねてい
たわけであるが、むしろ、その部分の解説こそが
必要だったのであろう。そうであるならば、調査
方法がデジタル的・アナログ的であるのかを問わ
ず、調査目的に応じてチュートリアル的に解説す
るリファレンス・マニュアルこそが、中国学の研
究・教育における情報化を進める上で重要である
ことになる。
しかし、リファレンス・マニュアルの作成には
厖大な手間と時間がかかり、かつ情報の更新も早
い。『中国学レファレンス事典』（潘樹広編著、松岡
栄志編訳、凱風社、1988）は、工具書の出版点数が限
られデータベースも発達していなかった 1980年
代だからこそ成立し得たといえよう。ともなれば、
リファレンス情報はウェブを通じて提供するのが
妥当である。
こうして、本誌で数回リファレンス特集を組ん
でコンテンツを作成し、それを過去の本誌特集記
事やレビュー、あるいは『電脳中国学』シリーズ
の記事と合わせて整理・公開することによって、
リファレンス・マニュアルの構築を進めるとの方
針が立てられた。本号の特集 3は、その第一弾と
なるものである。
リファレンス・マニュアルは、前章の中国学入
門コンテンツと同じMediawikiシステム上に構築
し、両者を適宜関連付けることで、さまざまな使
い方に対応していく計画である。

⿋⿋ データベースの構築

⿡⿡漢字・音韻情報のデータベース化

漢字は「形・音・義」の三要素から成り立って
いる。我が国では、このうち特に「形」に注目し
たデータベース構築が進んでおり、CHISEはそ
の重要な成果の一つである [1]。一方、「音」と「義」
については、我が国においてデータベース化が相
対的に遅れていると思われる。特に「音」につい
ては、中国語の声調言語としての性質が日本人に
なじみないことも事実ではあるが、むしろそれゆ
えにデータベース化を進めることで音韻の体系を
より把握しやすくなり、さらには音韻によるテキ
スト分析も可能になるなど、メリットも大きいと
考えられる。
筆者はこれまでにさまざまなプロジェクトを通

じて、辞書・韻書等の入力を進めており、これま
でに以下を全文電子テキスト化している。

『説文解字』、『広韻』、『中原音韻』、『韻学
驪珠』、『音韻輯要』、『漢語方音字彙』（下
図は入力済みデータを HTML加工したもの）、『字
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源』、『学生字典』

近代漢語の韻書が多いのは、もともと筆者が代
表を務める中国古典戯曲に関する科研費 [4]にお
いて、曲辞の韻律分析を目的として電子テキスト
化したものが多く含まれるためである。
今回のプロジェクトでは、これらの辞書・韻書
の内容を整合して、音韻および意味のデータベー
スを作成する。Mediawiki上で、見出し字・見出
し語ごとに、音韻情報や意味を列挙したものとな
ろう。さらに、それらをテキスト分析に利用する
ためのテーブル、また特定の音韻の文字を抽出し
て比較対照するような機能も提供していきたい。

⿡⿡固有名詞のデータベース化

中国古典文献を解読する上でしばしば問題とな
るのが、人名・地名・官職名といった固有名詞で
ある。さんざん調査して意味の分からなかった言
葉が、実は人の字号であった、というような経験
をお持ちの方は少なくないことだと思う。固有名
詞を検索できるデータベースは、本誌リファレン
ス特集で紹介されているように多数存在するが、
しかし、そもそもどの語彙が固有名詞であるのか
あたりを付けなくては、検索もできないだろう。
このため本プロジェクトでは、まず人名・地名・
官職名辞典の見出し語一覧（目次や索引）を電子テ
キスト化する。現在、本プロジェクト、あるいは
筆者が別の科研費プロジェクトで作成した、ある
いは作成中の辞書目録に以下のものがある。

『アジア歴史事典』・『中国歴代官制大辞典』・
『中国歴代官職別名大事典』・『中国古今地
名大詞典』・『中国歴代人名大辞典』・『中国
歴史地図集』

いずれも、語彙だけでなく掲載ページ番号も含
めて、『中国歴史地図集』は各巻巻末の索引をメッ
シュインデックスも含めて入力している。このほ
か、『中国古今地名大辞典』の全文も前回科研費 [6]

で入力済みである。
それらをもとに、人名・地名・職官名などのジャ

ンル別に、語彙ごとの辞書掲載ページやメッシュ
インデックス、解説文などを整合したコンテンツ
を作成する。それらは、辞書や地図の索引として
も使うことができる。特に『中国歴史地図集』の
索引は、字の小さな簡体字の部首画数順で非常に
使いにくいので、利用する上での利便性を高める
ことができよう。

⿡⿡データ・テーブルの応用

さらに整合したデータから固有名詞のテーブル
を生成し、テキスト処理への応用を試みる。作成
したデータのテキスト処理への応用としては、ひ
とまず、ボックスに貼りつけたテキストを分析し、
固有名詞である可能性のある語彙をサジェストす
るようなシステムを提供する計画である。
いうまでもなく、これらのテーブルを形態素解

析システムに応用するのが理想であるが、例えば
人名については、一字の姓・名と非固有名詞との
区別が付きにくく、字号などの異称の問題もある
ため、テキスト処理に応用するためには技術的な
検討が必要であると思われるし、官職名について
も複数の官名が地名などを夾みつつ並列・累加さ
れた表記を如何に処理するかといった困難が予測
される。このため、本研究の研究期間およびリソー
スでそれらの問題を解決することは困難であると
いわざるを得ない。
そうした状況をふまえ、情報処理に慣れ親しん

でいない中国学の学習・研究者への訴求力を考え
ると、ひとまず目の前のテキストの解読にただち
に役立つシステムを提供する方が、実現可能性が
高く、かつより高度なテキスト処理への興味を喚
起する入り口としてふさわしいのではないかと判
断した。
当然のことながら、本研究を通じて作成した各

種語彙テーブルはWebを通じて配布する予定で
あるので、それを研究者がダウンロードして独自
の分析に活用することは可能である。いずれにせ
よテキスト処理の基盤となるデータを提供するこ
とで、同分野における研究の深化には貢献できる
ものと考えている。
今回のプロジェクトでは、辞書・韻書のデータ
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ベース、そしてこれらの用語辞典を見出し語ごと
に整合して、Mediawiki上に公開する方針である。
将来的には漢字や語彙にさまざまな意味・文脈情
報を自動あるいは手動で付加することで、オント
ロジーを構築したいと考えているが、本研究期間
はそのための基礎的な作業を行う段階として位置
づけられる。

⿡⿡電子テキスト公開の促進に向けて

ところで、我が国においては電子テキストや
データベースの作製・公開が、一部先進的な機関
や個人の取り組みに留まっており、一般化してい
ないのが現状であり、中国学もその例に漏れない。
昨今では、クラウドソーシングによるデジタル
翻刻も注目を集めているが、しかし組織力や作業
者のインセンティブという点に弱点を抱えている
ことは否めない。
かかる情報発信への意識の低さは、我が国にお
いて情報の発信が学術的業績に数えられないこと
に原因の一つがあるのではないかという指摘があ
る [7]。そこで今回のプロジェクトでは、我々自身
がネットを通じた情報公開を積極的に行うことで
情報公開の意義を示すのももちろんだが、それと
ともにさまざまなデジタルデータの形式と利用方
法に即して、電子テキストやデータベースなどの
研究リソースの公開を業績として評価する基準に
ついて検討し、提言したいと考えている。
これについては、今後、シンポジウムの開催や
本誌での特集などを通じて、研究の深化をはかり
たい。

⿋⿋ 終わりに
以上、いささか雑駁ではあるが、今回の科研費
プロジェクトについて説明してきた。コンテンツ
の構築の方面では、中国学の裾野の拡大を企図し
た中国学の知識の普及の窓口となる入門的なコン
テンツ、中国学研究・教育の情報化を促進するた
めのリファレンスマニュアル、音韻を中心とした
漢字情報および固有名詞の語彙データベースなど
を計画しており、基礎的なデータの入力は既に一

定程度進んでいる。それらを同じMediawiki上に
構築することによって、最終的に一種の中国学ナ
レッジベースを作りあげるのが、今回のプロジェ
クトにおける一つの目標ということになろう。
いうまでもなくこうしたコンテンツの構築は、

研究代表者・分担者だけでなし得るものではない。
今後、漢字文献情報処理研究会会員各位、および
読者諸賢のご助力を仰ぐ場面もあるかと思われる
ので、宜しくご協力を賜れたら幸いである。
データベースの構築においては、経済発展を背

景に、人文学にも潤沢な資金を投下して ICTへ
の対応を進めている中国を前に、日本の中国学が
独自の存在感を発揮することが年々難しくなって
いるのが現状である。しかしそれでも、情報処理
に明るい人文学研究者が新たな情報処理的手法を
応用した研究方法を開発しうるという点には、人
文学と情報科学との棲み分けが明確である中国に
対する、我が国中国学の幾ばくかの優位性も残っ
ているのではなかろうか。そうした可能性を育み
得る新たなオンラインプラットフォームを構築す
ること、それが今回のプロジェクトの最終的な目
標であるといえよう。

注

[1] http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/

index.html（2018.1.10最終確認）

[2] ただしリンクの維持管理という問題が生ずる。

[3] 千田大介「『電脳中国学Ⅲ』千田案　情報化時代にお

ける総合中国学入門ガイド」（『漢字文献情報処理研究』第

11号、好文出版、2010）。

[4] CHISE IDS 漢字検索（http://www.chise.org/ids-find）。詳細に

ついては本誌特集 3「CHISEの使い方」参照。

[5] 「中国古典戯曲の「本色」と「通俗」～明清代におけ

る上演向け伝奇の総合的研究」（2017年度～、科学研究費

補助金・基盤研究 B、課題番号：17H02327）、「中国古典戯曲

総合データベースの応用的研究」（2010～ 2014年度、科

学研究費補助金・基盤研究 B、課題番号：23320077）、「中国

古典戯曲総合データベースの発展的研究」（2008～ 2009

年度、科学研究費補助金・基盤研究 C、課題番号：20520338）、

「中国古典戯曲総合データベースの基礎的研究」（2005
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～ 2007年度、科学研究費補助金・基盤研究 C、課題番号：

17520237）。

[6] 「情報化時代における中国学次世代研究基盤の確

立」(平成 24～ 27年度日本学術振興会科学研究費

基盤研究 (B)、研究代表者：二階堂善弘、課題番号：

23320010）

[7] 本研究会 2014年度夏期公開シンポジウム「情報化時

代における中国学研究基盤を考える」（2014.8.2、関西大

学 CSAC4階セミナースペース）での師茂樹氏の報告「学

術データベースの構築と公開」における指摘。
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2017年仏教学国際学会参加記
師　茂樹（もろ　しげき）

⿋⿋ はじめに
いつの時代にも「文系不要論」は存在してきた
が、ここ数年、大学改革論 [1]の盛り上がりとと
もに「文系不要論」の再燃とそれに対する反発 [2]

が話題となっている。「文系」だけでなく大学業
界全体が、研究資金・人員・研究時間などで余裕
がない状態であり、大学教員が顔をあわせれば愚
痴が出るような状況にもなっている。一方、海外
で行われる国際学会に参加してみると、人文系の
学会であっても研究資金や人員が比較的潤沢であ
り、「文系不要論」的な話題は日本ほど耳にしない。
もちろん、資金や人員が整っているところが国際
学会を開催するわけであるから、不満の声が比較
的少ないのは当然であろうし、実際、主催者以外
の参加者のあいだでは資金不足等を嘆く声が交わ
されてもいる。しかし、日本国内で耳にするよう
な “景気の悪さ ”はほとんど感じられない。
日本と海外の学会で雰囲気が違うのは、資金面
だけではない。筆者が特に感じるのは、新しい方
法論や研究課題に対する寛容さの違いである。筆
者が取り組んでいるコンピュータを利用した仏教
文献の分析や、人工知能と仏教との関係といった
テーマは、文献学中心の日本の仏教学界では残念
ながらある種の “ 色モノ ” 的な位置づけとなって
いるのではないかと思われる [3]。一方で国際的な
研究状況を見ると、文献学が重要であることはも
ちろんであるが、これらの新しい方法論や研究
テーマが “ 色モノ ” 的に扱われることはなく、む
しろ徐々に関心が高まっているようにも思われる。

実際、筆者の研究発表に対しては海外からの問い
合わせのほうが多い。どんなことでも海外の方が
よい、と言いたいわけではないが、海外における
人文学の状況と見比べると、新しい方法論やテー
マに対して消極的な日本の学会の保守性が “ 景気
の悪さ ” にもつながっているのではないか、と邪
推したくもなってしまう。

2017年中、筆者は、仏教学に関する複数の国
際学会に参加する機会を得た。そしてそのなかで、
コンピュータを用いた仏教研究をはじめとする新
しい研究状況が、少しずつではあるが確実に広
がってきていることを実感することができた。本
稿では、ごく限られた範囲ではあるが [4]、筆者が
見聞しえた海外の研究動向をご紹介したい。それ
によって少しでもこの “ 景気の悪さ ” に風を通す
ことができればと思っている。

⿋⿋ 韓国における仏教研究へのコン
ピュータ利用

2017年は韓国仏教史上もっとも著名な仏教者
である元

ウォニョ

暁（617-686）の生誕 1400年となるメモリ
アルイヤーであった。韓国内外で複数の国際会議
が開催され、神奈川県立金沢文庫では特別展「ア
ンニョンハセヨ！元暁法師――日本がみつめた新
羅・高麗仏教」も開催された（6月 23日～ 8月 20日）。
筆者は、そのうちの一つ、5月 19～ 20日に曹渓
寺歴史記念館国際学術会議場で開催された国際学
術大会「21世紀元暁学の意味と展望――元暁撰
述文献の系譜学的省察――」（主催：東国大学仏教文
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化研究院 HK研究団）で発表する機会を得た [5]。ち
なみに HK研究団の HKとは、韓国における人文
学振興政策「Humanities Korea（人文韓国）」の略称
である [6]。
大会全体のテーマはその名の通り元暁の「文献」
を対象としたものであったが、発表のなかで Jörg 

Plassen氏の「元暁の『華厳経』関連注釈書の断片
と中国華厳思想について（Some notes on Wônhyoʼs 

Huayanjing related commentary fragments and the Chinese Huayan 

tradition）」と石井公成氏の「『金剛三昧経論』の成
立事情」は、コンピュータを用いた仏教文献分析
を用いている点で注目された。Plassen氏は、独自
に開発した文献比較プログラムを用いて、これま
で知られていなかった元暁の華厳経注釈書（散逸
書）の逸文を指摘した。これらの逸文は、元暁の
名前や文献名などの出典を明示せずに “引用 ”（現
在の著作権的感覚で言えば “ 剽窃 ”）されたもので、普
通に読んでいては発見できないものである。
Plassen氏はこのような引用を「隠れた引用（hidden 

quotations）」とよび、その重要性を強調した。

図 1 石井公成氏の発表

石井氏の発表は、従来元暁と関係があると言わ
れてきた『金剛三昧経論』について、NGSM[7]を
用いた文献比較などによって従来の説を批判し、
NGSMで発見した初期禅宗文献とのみ共通する
用例を提示することで、元暁よりも強い影響関係
があることを指摘した。実際に NGSMのデモを
しながらの研究報告（図 1）は非常に説得力のあ
るものであり、Plassen氏の発表とともに韓国の研
究者にコンピュータを利用した文献比較を強く印
象づけた。

⿋⿋ IABS におけるコンピュータ利用
関連の発表

仏教学の国際学会である International Association 

of Buddhist Studies（IABS、国際仏教学会）は、三年に
一度、学術大会を開催している。2017年 8月 20

～ 25日、カナダ・トロント大学において、第 18

回学術大会（XVIIIth Congress of the International Association 

of Buddhist Studies）[8]が開催された。仏教文献学だけ
でなく、歴史学・美術史学などを含む研究者が世
界各国から集い、44のパネル・18の部会で 416

件もの研究発表が行われたが、そのなかでいくつ
か、コンピュータを用いた仏教研究に関する発表
も見られた。

21日午後に行われた「仏教研究における情報
処理技術（Information Technologies in Buddhist Studies）」部
会では、以下のようなデジタル・ヒューマニティー
ズ系の発表が集まった。

 ⿟Paul Hackett「電子テキストを用いた実験：
チベット仏教聖典に埋め込まれた口伝の注
釈について（Experiments with E-text: On the Oral 

Commentary Embedded in the Tibetan Canon）」
 ⿟Ligeia Lugli「仏教サンスクリット辞書編
集のためのコーパスを用いた手法（Corpus 

Methods for Buddhist Sanskrit Lexicography）」
 ⿟Ian McCrabb「ガンダーラ語碑文に見
られる定型句の視覚化とパターン分
析（Visualization and Pattern Analysis of Formulae in 

Gandhāran Relic Inscriptions）」
 ⿟永崎研宣「IIIFによる SAT大正蔵図像デー
タベースの可能性（Possibilities of SAT Taishōzō 

Image DB through IIIF）」

最初の三つの発表は、仏教文献の電子テキスト
に関するものである。英語圏でデジタル・ヒュー
マニティーズと言えば電子テキストを用いた校訂
や分析が主流であるが、漢字仏典と比較してデー
タの蓄積が遅れていたインド語の文献も近年は充
実してきており、本格的な利用が始まってきてい
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る印象がある。これらの発表はそれを裏づけるも
のであった。
最後の永崎氏の発表は、近年デジタルアーカ
イブ界隈で国際的に話題となっている I

トリプルアイエフ

I I F

（International Image Interoperability Framework）を用いた「大
正新脩大藏經図像データベース：SAT大正蔵図像
DB」[9]の活用可能性についての話題である（図 2）。
IIIFの概要とその可能性については、永崎氏がす
でに多くの情報を発信しているので [10]ここでは
詳しくは述べないが、筆者が考える IIIFの利点は、
次の 2点である。

 ⿟Web APIである点……従来の画像データ
ベースはビューワーが公開サイトごとに
バラバラであった。しかし IIIFのWeb API

を各サイトが提供すれば、同一のビュー
ワーで複数のサイトを横断して画像データ
を利用することが可能になる。
 ⿟画像アノテーション……IIIFの APIは四種
類あるが、その一つの Presentation APIを通
じて、画像の部分に対して注釈（アノテーショ
ン）を追加することができる。

漢字仏典研究においても、近年、新出写本を用
いた研究が重要となってきている [11]。IIIFを用い
た資料の共有と、それをもとにした国際的な共同
研究は、今後ますます進むのではないかと予想さ
れる。

図 2 永崎研宣氏の発表の様子

さて、この部会以外にもコンピュータを用いた
研究発表がいくつか見られたが、筆者が特に注

目したのはパネル「透明か、半透明か、それと
も不透明か：インド仏教の窓としての漢訳インド
文献（Transparent, Translucent, or Opaque: Chinese Translations 

of Indic Texts as Windows onto Indian Buddhism）」における
Michael Radich氏の研究報告「中国仏典の帰属問
題の内的証拠を推定するためのコンピュータを
用いた新しい方法（New Computer-Assisted Techniques for 

Assessing Internal Evidence of Questions of Ascription in Chinese 

Buddhist Canonical Texts）」であった。ここで言う「内
的証拠」とは、文献が作成された年代や地域など
（帰属問題）を推定する際に用いられる訳語や文体
など文献自体が有している情報のことであり、経
録などの目録情報や写本の識語など、文献外に記
録された「外的証拠」に対して「内的」と言われる。
Radich氏の発表は、コンピュータを用いて語彙や
文体を分析することが、漢訳仏典の年代等を特定
するのに有効である、というものであった。発表
のなかで Radich氏が石井公成氏の NGSMの論文
を先行研究として紹介していたことからもわかる
ように、両者の方法には共通する点が多い（ツー
ルは CBETA用の tacl[12]ほか、独自開発したものを使用して

いるようである）。発表後の懇親会で Radich氏と意
見交換をすることもでき、NGSM的な研究方法
の有効性について意を強くすることができたのは
収穫であった。

⿋⿋ 新しい方法論・研究テーマに向け
て

本誌『漢字文献情報処理研究』第 2 号で
N-gram特集が組まれたのは 2001年のことであ
るが、その後現在に至るまで、日本の仏教学界
で NGSM的な研究方法が普及したとは言い難い。
一方で、Plassen氏や Radich氏の研究発表に見ら
れるように、海外の研究者のあいだで同種の方法
論が（残念ながら、漢字文献情報処理研究会における諸
活動とは独立して）普及しつつあるように思われる。
コンピュータを用いた分析はデジタル・ヒューマ
ニティーズ系の学会で行われることが多いが、上
に紹介したいずれの研究発表もデジタル・ヒュー
マニティーズとは関係がない学会での発表であり、
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石井氏も Plassen氏も Radich氏もコンピュータを
使わない（変な言い方ではあるが）“ 普通 ” の仏教学
において高い評価を得ている研究者であるという
点は、今後の普及を考えるうえでも重要であろう。

2017年 10月 19～ 20日、韓国・東国大学校で
開催された国際学術大会「韓国仏教文献の定本
化と拡張性」（主催：東国大学校仏教学術院 ABC事業

団、仏教文化研究院 HK研究団・土台研究事業団）にお
いて、筆者は「仏教文献とデジタル人文学：日本
の事例を中心に」と題する報告をする機会を得 

た [13]。そこでは、5月に石井氏が残した NGSM

のインパクト [14]を承けるかたちで、漢字文献の
数理的分析を中心に日本での仏教文献のデジタル
化や分析手法などについて紹介をした。そして最
後に、コンピュータを用いた文献分析によって生
じる方法論的問題について、以下のように述べた。

コンピュータを用いた分析方法は、適当な
モデルとツールがあれば、どのような種類
の文献であれ、分け隔てなく適用できてし
まう。従来、研究対象はその方法と密接に
結びついていたが、数理的な研究方法はそ
の領域性を解体する傾向があり [15]、文献
を仏典などに限定するのは研究史的な要請
もしくは研究者の恣意でしかない。
これに関連して文学研究においては、デジ
タル人文学の手法を用いた、比較文学研究
とは異なる「世界文学（Weltliteratur）」研究
が提案されている [16]。Franco Morettiの言
う「世界文学」とは、世界全体を単一の
システムとして捉えようとする Immanuel 

Wallersteinの「世界システム理論」（World-

Systems Theory）や、生物全体の歴史を樹形図
で記述しようと試みたダーウィンの進化論
などにならい、ある時代の文学史的な事象
を世界全体で捉えようとする試みである。
そのためには、一つ一つの文学作品、特に
正典（canon）を精読（close reading）する従来
の研究スタイルとは異なり、世界全体で書
かれた膨大な文学テクスト群（正典だけでな
く雑多な作品も含む）に対して、世界システ

ム理論の分析方法を応用したり、デジタル
人文学的な手法を使ってアプローチをした
りする “遠読 ”（distant reading）という方法が
提案されている。この方法もまた批判が多
いものであるが、精読を否定するものでは
なく、分業するためのものであるという [17]。
仏教学においては、依然として正典（canon）

の精読やそれに基づいた思想の比較・変遷
の研究――たとえば、元暁の『大乗起信論』
の注釈書を精読し、それを法蔵の注釈書と
比較するような研究――が多く、東アジア
の仏典全体を一つのシステムとして分析す
る、というような研究は行われていない。
ましてや “ 唐代以前に書かれた儒教・道教
などを含む漢字で書かれた哲学的・思想的・
宗教的文献全体 ” といった巨大なテクスト
群から、東アジアにおける精神史の動態（の
一部）を見出すことはできるか、といった
問題設定は、多くの批判が起こることが予
想できる。
しかし、『四庫全書』や『大正新脩大蔵経』
などの叢書の全文テキストデータが利用で
きるようになっている今日、文学研究で行
われているような distant reading的なアプ
ローチは、少なくとも技術的には可能にな
りつつあると言える。そこまでしないとし
ても、データベースで検索できるにもかか
わらず、仏教以外の文献を検索しない、言
い換えれば検討対象にしないことについて
は、なぜ検索しないのか、検討対象にしな
いのか、という説明責任が生じるように
なってきている。

ここで参照している Franco Moretti氏の「遠読」
をはじめとする新しい方法論については、先に紹
介したMichael Radich氏ら、コンピュータを用い
た文献の比較研究に積極的な欧米の仏教研究者の
あいだですでに共有されている。Moretti氏によ
る研究は、文献学者が見れば雑としか言えないも
のであるし、実際に多くの批判が投げかけられて
いる。その一方で、方法の新しさが評価され、前
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【研究ノート】2017 年仏教学国際学会参加記（師）

向きな方法論的議論が喚起されてもいるのである。
今後、人文学においても、研究のグローバル化
をふまえ ICTを積極的に導入することが求めら
れるであろう。冒頭に述べた「文系不要論」に対
する日本学術会議の提言では、「歴史資料・公文
書・調査データなどのデータベースの構築は、人
文・社会科学の新たな展開にとって不可欠である
ばかりか、国際的な共同研究の基盤形成にも必要
である」であるものの、「日本における学術基盤
の構築は、欧米はもとより、他の東アジア諸国と
比べても大きく立ち遅れている」ため、「このこ
とを直視し、文理の境界を超えて国内外の研究者
が広く利用可能な総合的学術基盤を構築すること
を、科学者コミュニティの合意を踏まえた国の政
策として位置づけるべきである」と述べられてい
る [18]。本誌『漢字文献情報処理研究』で幾度と
なく議論されてきたように、データベースをはじ
めとする学術情報基盤の構築が急務であることは
間違いないし、その点においてはこの提言に対し
て何の異論もない。しかし、データベースが充実
することによって上に述べたような方法論的議論
が起きていることは、少なくとも「欧米」ではす
でに知られていることであるし、そのような議論
の状況を無視してデータベースを闇雲に構築した
としても「大きく立ち遅れている」状況には変化
はないように思われる。
「文系不要論」に対する「文系」からの回答の一
つとして、積極的なコンピュータ利用があげられ
るのであれば、従来の研究手法に固執せず、新し
い方法論にも寛容な雰囲気を作っていかなければ
ならないのではないだろうか。筆者には、その寛
容さこそが、人文系をとりまく “ 景気の悪さ ” を
打ち破る一つの鍵になるのではないかと思われて
ならない。

注

[1] 近年の大学改革に対する批判的な研究としては、藤本

夕衣・古川雄嗣・渡邉浩一編『反「大学改革」論　若

手からの問題提起』（ナカニシヤ出版、2017）など。

[2] 話題になった書籍として、室井尚『文系学部解体』（角

川書店、2015）、吉見俊哉『「文系学部廃止」の衝撃』（集

英社、2016）など。いずれも「文系」「理系」という二

項対立を助長するような書名であるが、実際には分野

に関係なく、大学を中心とした基礎研究を社会的にど

う位置づけるか、という問題ではないかと思われる。

[3] 一例として、2017年 9月 5～ 6日に開催された日本

仏教学会 2017年度学術大会（第 87回大会）があげられ

る。この学術大会では「人間とは何か――人間定義の

新次元ヘ――」という統一テーマのもと、「地球環境・

生命科学・医療技術などの展開によって」引き起こさ

れた「「生命はどこまで操作してよいのか」「人間と自

然とはどのような関係にあるのか」「延命の問題」「人

工知能」「クローン人間」など、従来の人間定義では

うまく解けない事態」を仏教的な視点から検討する、

という先進的かつ意欲的なものであった（http://nbra.jp/

infomation/meeting2017.html、2018年 1月 4日最終確認）。しか

しながら、実際になされた研究報告のほとんどが、仏

教文献のなかにある人間観を示すような用例を並べて

発表するだけ、というこれまで何度も繰り返されてき

たものであり、上にあげられた問題を検討するものは

ほとんどなかった。筆者は統一テーマに沿おうと「人

工知能を有情と見なすことは可能か」というテーマで

口頭発表を試みたが、全体からすればかえって浮いた

ものとなってしまった。

それとは対照的だったのが、韓国仏教学会 2017年国

際学術大会「仏教と第四次産業」（2017年 12月 2～ 3日、

東国大学校）である。この大会では、人工知能・ヴァーチャ

ルリアリティ（VR）・スマートシティ・IoT（Internet of 

Things、モノのインターネット）などの新技術が普及しつ

つある現代社会のなかでの仏教のあり方をテーマに、

25件の研究報告があった（筆者も「仏教から見た人工生命・

人工知能」と題して報告）。この国際学会は、事前に 5回

のワークショップが開催されるなど、入念な準備が行

われたこともあり、いずれの研究報告も大会のテーマ

に正面から取り組んだものであった。

[4] 仏教学をはじめとする人文学諸分野におけるコン

ピュータ利用やデジタル・ヒューマニティーズ関連の

最新状況については、メールマガジン『人文情報学月

報』（https://www.dhii.jp/DHM/）に収録された永崎研宣氏

をはじめとする諸氏のレポートに詳しい。

[5] 「元暁『中辺分別論疏』の思想史上の位置とその意義」
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という題で発表したが、コンピュータの利用はデータ

ベースの検索などにとどまり、NGSMなどによる分析

を行ったものではない。

[6] HKについては、馬越徹「韓国における人文学振興事

業　―「人文韓国（Humanities Korea）」の戦略性―｜ア

ルカディア学報｜私学高等教育研究所｜日本私立大学

協会」（https://www.shidaikyo.or.jp/riihe/research/308.html、2008年

1月 9日公開、2018年 1月 4日最終確認）参照。

[7] NGSMについては、石井公成 “Classifying the Genealogies 

of Variant Editions in the Chinese Buddhist Corpus.”（『電子

仏典』3、2001）、同「N-gram利用の可能性　仏教文献

における異本比較と訳者・作者判定」（『漢字文献情報処

理研究』2、2001）などを参照。

[8] http://www.iabs2017-uoft.ca

[9] https://dzkimgs.l.u-tokyo.ac.jp/SATi/images.php

[10] 永崎研宣「IIIFに関する日本語情報の私的なまとめ

（2017/10/26 版）」（http://digitalnagasaki.hatenablog.com/iiif、2018

年 1月 4日最終確認）、同「デジタル文化資料の国際化

に向けて：IIIFと TEI」（『情報の科学と技術』67巻 2号、

2017、DOI: 10.18919/jkg.67.2_61）など。

[11] 写本研究の重要性については、拙稿「聖語蔵所収の沙

門宗『因明正理門論注』について」（『東アジア仏教研究』

13、2015）で少しく論じた。

[12] https://pypi.python.org/pypi/tacl

[13] 同大会では、デジタル・ヒューマニティーズ系の発表

として、朴
パク

普
ボラ ム

藍氏による報告「韓国撰述仏教文献のデ

ジタル地形図試演」もあった。そこでは、写本・版本

などを含む韓国撰述文献と、それに対する韓国外の注

釈書類の書誌情報・目録情報をデータベース化し、そ

れぞれが持つ地理情報や年代情報などに基づいて時空

間データベースとして視覚化したものについてデモン

ストレーションが行われた。

[14] 2018年 6月に、同じく東国大学校での開催が予定さ

れている国際会議 “Digital Humanities and Buddhism – 

Focussing on Data Mining and Visualization” では、同大の

朴普藍氏が N-gramによる仏教文献の分析について発

表する予定となっている（筆者は仏教遺跡の復元 3次元

CGで発表予定）。ここからも 2017年 5月の国際学術大

会において NGSM関連の発表が大きなインパクトを

残したことがうかがえる。

[15] 柄谷行人氏は、このような状況を、哲学の問題として

すでに論じている。「フッサールは、哲学者がまだ自

分のものだと思いこんでいる領域が錯覚にすぎないこ

とを知っている。解析幾何学をモデルにする諸科学に

反撥して、それではとらえられないようなものを見よ

うとする「文化科学」あるいは「精神科学」なるものが、

「あたかも数学的なものの本質は数と量にあるかのよ

うに思う一般的先入見にもとづいていることを、彼は

知っている。彼のいう「危機」は、自然科学と文化科

学、諸学問（科学）と哲学といった区別を無効にする

ような形式数学を前提としていたがゆえに、そして、

それが哲学固有の領域をなくしてしまうことを知って

いたが故に、生じたのだ。彼の現象学には、最初から

哲学（者）には何が残されているのかという問いが重

なっている。（中略）フッサールは、二〇世紀の形式主

義が、数学だけでなく、あらゆる領域に浸透せざるを

えないことを察知していたといってよい。それは今日

ではコンピュータ科学や分子生物学に典型的にあらわ

れる。つまり、一九世紀の人たちが、最後の牙城とし

て残しておいた、精神、生命、詩といったものにそれ

が浸透するのである」（柄谷行人『隠喩としての建築』岩波

書店、2004、38～ 39ページ）。

[16] Franco Moretti. Distant Reading. London: Verso, 2013. 秋草

俊一郎・今井亮一・落合一樹・高橋知之訳『遠読――

〈世界文学システム〉への挑戦』（みすず書房、2016）。本

誌所収の拙稿書評も参照されたい。

[17] 前掲『遠読』日本語訳、330ページ。

[18] 日本学術会議 第一部 人文・社会科学の役割とその振

興に関する分科会「提言 学術の総合的発展をめざして 

―人文・社会科学からの提言―」（http://www.scj.go.jp/ja/

info/kohyo/pdf/kohyo-23-t242-2.pdf、2017 年 6 月 1 日）15 ～ 16

ページ。ここで言う「他の東アジア諸国と比べても遅

れている」状況については、「たとえば、中国研究で

は、すでに 260万冊以上の中国語文献がデジタル化さ

れ、中国、アメリカなどの主な図書館や大学で学生、

研究者が自由に利用できる環境が整備されているのに

対し、日本では直接にはこれにアクセスすることがで

きない。日本学術会議日言語・文学委員会・哲学委員

会・史学委員会・地域研究委員会合同アジア研究・対

アジア関係に関する分科会「人文学的アジア研究の振

興に関する提言」（平成 26年［2014年］7月 10日）を参照」

と述べられている。
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デジタルデータの
利活用と長期保存

：大学図書館および
人文・社会系研究者の役割

特集 1

CONTENTS
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▶デジタルアーカイブの動向と研究者の関わり	 安形　麻理… … 20
▶クラウド・ソーシングによるデジタル化資料（マニュスクリプト資料）の活用
	 ――Transcribe Benthamを事例として	 森脇　優紀… … 23
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本特集は、漢字文献情報処理研究会第 20回大会・特別セッション「デジタルデータの利
活用と長期保存：大学図書館および人文・社会系研究者の役割」の予稿集を兼ねている。
本特集では、①図書館資料（特に大学図書館資料）のデジタルコンテンツとしての特性、
②その利活用と保存におけるデジタル化の意義、③図書館員や人文・社会系研究者の考え
る利活用と長期保存、の 3点を議論の中核に据えて、デジタルデータの利活用と長期保
存について現状を整理しつつ今後の課題を洗い出してみたい。

※	本特集は、科学研究費補助金・基盤研究 (B)「情報時代における中国学研究・教育オープンプラッ
トフォームの構築」16H03351、同・基盤研究 (B)「『図書館資料保存論』に関する基礎的研究」
15H02786、同・基盤研究 (B)「逐次刊行物データベースを利用したインドシナ 3国出版思潮の研究」
17H01834 による研究成果の一部である。
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デジタルアーカイブの 

発信と受益の狭間

漢情研特別セッション趣旨説明

小島　浩之（こじま　ひろゆき）

✿✿ はじめに
筆者は現在の職務上、学術情報を発信する側であ
ると同時に、研究者として第三者が発信する学術情
報を利用する側でもある。デジタル情報があふれて
いる現在、この利活用と保存について、発信者と受
信者の双方の立場から一度まとめてみたいと考えて
いた。
しかし、筆者だけでこれを行うのは任が重く、先
伸ばしにしていたところ、漢字文献情報処理研究会
第 20回大会で、特別セッション「デジタルデータ
の利活用と長期保存：大学図書館および人文・社
会系研究者の役割」を企画する機会を得た。そこで、
上述のような視点から、筆者がこれまで考えてきた
ことを簡単に述べて、セッション全体への導入とし
たい。

✿✿ 考えられる諸課題
学術資料の利活用と保存において、デジタル化が
その主流となっているのは周知の通りである。しか
し、図書館員をはじめとするデジタルデータの作成・
管理者、さらにはユーザーである人文・社会科学系
の研究者の多くは、「そもそも何をどのようにデジ

タル化し、爆発的に増加し続けるデータをどう確実
に保存すべきなのか」という課題に対して、正面か
ら議論を深めているとは言いがたい。
もちろん、技術の進展により、デジタル化の範囲

は更に広がり、また、より長期的な保存も可能にな
ることであろう。しかし、技術的な進歩は、こうし
て遺された大量のデータが、利用者にとって真に有
意義なものであるための一つの条件にすぎないこと
に注意する必要がある。少なくとも、図書館員や人
文・社会系の研究者は、様々な形態をもつ学術資料
の特性を、メディアとして分析・相対化し、これを
デジタルコンテンツとした場合に、どのように利活
用し保存するのが望ましいかについて議論し、技術
面における専門家にそのことを提言すべきであると
考える。
今回の特別セッションで特に議論を深めたいと考

えているのは以下の諸点についてである。

1. 図書館資料（特に大学図書館資料）のデジタル
コンテンツとしての特性

2. その利活用と保存におけるデジタル化の意義
3. 図書館員や人文・社会系研究者の考える利活
用と長期保存
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✿✿ 図書館資料（特に大学図書館資料）のデジ
タルコンテンツとしての特性

大学図書館でのデジタル情報の発信において、最
も力が注がれているのは、アナログ資料をデジタル
変換して公開することではなかろうか。具体的には、
貴重書や古文書などのお宝資料から、リポジトリで
公開される研究成果まで、その範囲は拡大しつつあ
る。
そもそも、図書資料の保存の本質とは、内容情報
の転写行為に等しい。情報は書き写されたり、印刷
されたりすることで、長期間の保存を実現してきた。
図書資料のこういった側面を考えると、博物館や文
書館より早くデジタル化がはじまったことは、必然
でもあった。
デジタル化は図書資料にとって、古代から行われ
てきた媒体変換による情報保存という行為と、なん
ら異ならない。この意味で、アナログ資料のデジタ
ル公開を、デジタルアーカイブという言葉で保存も
含めて総括するのは、少なくとも図書資料において
は正論だといえよう。

✿✿ その利活用と保存におけるデジタ
ル化の意義

一方で、こういったデジタルアーカイブでは、研
究分野によっては、満足できない場合もあるだろう。
たとえば、書誌学や古文書学などモノ研究の分野が
これにあたる。
そもそもデジタル画像は、点（ドット）の集合体で

ある。点がいくら微細になろうとも、最小単位が点
であることは変わらない。つまり、どれだけ高解像
度であったとしても、完璧な複製を作ることはでき
ないのである。完璧な複製が不可能であるのは、デ
ジタルに限った話ではないのだが、ことデジタルに

関してはこれを認識できない人が多いように思えて
ならない。
もちろんデジタル化は利用者にとっては便利であ

る。オンラインで公開されれば、同時に別の場所で
複数の人間が利用できる。図書館に出向く時間の短
縮や経費の節約にもなる。図書館側としても貴重な
資料を実際に出納する回数が減り、原資料の保存に
とってもプラスになる。これだけ捉えても、デジタ
ル化により図書館と利用者の双方が得られるものは
大きい。
まとめると、デジタル情報は、利用には便利では

あるが、これを原本と同一視したり、絶対視・神聖
視してはならないのである。

✿✿ 図書館員や人文・社会系研究者の
考える利活用と長期保存

さて、図書館員や人文・社会系研究者はこういっ
たデジタル情報をどのように利活用すればよいのか、
どこまでどのように保存すればよいのか。これは極
めて難しい問題である。なぜならば、その回答は研
究分野によって若干異なる可能性があり、図書館に
おいては管理という側面への配慮が必要になるから
である。このため、今回のセッションにおいて、こ
の点は特に議論を深めたい。

✿✿ おわりに
このように、中心課題として挙げた 3点について、

少し整理をしてみたが、特に最後の点は幅広い議論
が必要であり、筆者なりの展望もまだ開けていない。
今回の特別セッションでは、図書館情報学、キリ

シタン史、情報学、アーカイブズ学など様々な分野
の研究者から報告をしていただき、これらの課題に
ついての現状整理と、今後の展望を討論してみたい。
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安形　麻理（あがた　まり）

✿✿ 1.　デジタルアーカイブの動向

⿟⿟（1）デジタルアーカイブの多様性

デジタル形式の多様な資料を提供するデジタル
アーカイブ（digital archives）は 20年強の歴史の中で
急速に発展してきた。提供の主体も目的も内容も
さまざまである。日本では特に文化財中心で優品
主義である、地域振興との結び付きが強いという
指摘もあるが、最近では研究データとの関係も模
索されるなど、その範囲はさらに広がりをみせて
いる。実践例では、国内外を問わず、デジタルコ
レクションやデジタルライブラリー、デジタル文
化遺産等の多様な名称が使われ、全体的な把握は
難しい。現在のところ、こうした種々の活動およ
びその成果物の両方を指す包括的な用語としてデ
ジタルアーカイブという語が使われている。
各種の調査や論考を参照する際には、デジタル
アーカイブがどのように捉えられているかという
前提に留意する必要がある。

⿟⿟（2）利活用・再利用への関心と権利表示

デジタルアーカイブの国別あるいは国際的な
ポータルの構築が進んでおり、いずれにおいても、
データの利活用・再利用に高い関心が払われてい
る。そのためには、利用条件や権利情報の明示が
不可欠となる。

現在は、利用条件が明示されていない、どこに
記載されているのかが統一されておらずわかりに
くいといった状況にある。これは、図書館や博物
館、文書館等のいわゆるデジタルアーカイブに限
らず、オープンデータについても同様である。こ
うした認識のもと、ISOも権利情報の標準規格の
策定に取り組んでいる。
国外では欧州の文化と科学の一元的なポータル

を目指す Europeanaが、参加機関に対し、メタデー
タはクリエイティブ・コモンズの CC0で提供し、
個別のデータには権利情報を明記することを求め
ている。また、米国デジタル公共図書館（Digital 

Public Library of America）とクリエイティブ・コモン
ズと協力し、権利情報の標準化を進めている。

⿟⿟（3）著作権と孤児著作物

2005年に始まった Google Books裁判は、グー
グルによる著作権保護期間内の本の大規模デジタ
ル化はフェアユースに該当し適法であるという
主張が承認され、2016年に決着した [1]。その際、
トランスフォーマティブ、つまり、本というまと
まりではなく、テキストデータ化し包括的な用語
索引へと変容させ、人々による発見可能性を作り
出したという、高度に変容的な使用態様であるこ
とが重視された。

Google Booksの中には、著作権者の身元または
所在の確認が困難あるいは不可能な、孤児著作物
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（orphan works）も含まれている。孤児著作物の総数
は不明だが、サンプルの 4割から 5割程度という
推計結果が多い。この膨大な量の孤児著作物の利
用円滑化が大きな課題となっている。

⿟⿟（4）長期保存

デジタルアーカイブの目的は利用と保存だとさ
れる。
筆者らが都道府県立図書館、国公私立大学図書
館、国立国会図書館に対して 2012年に行った質
問紙調査（1,437件送付、902件回収）では、マイクロ
資料を所蔵している 474館のうち、マイクロ化や
デジタル化を行う図書館が一定数ある一方で、長
期保存のための媒体変換は行っていないという回
答が 6割を占めていた。また、長期保存の手段と
して最初からデジタル化を採用しているという大
学図書館が 15館あったことも興味深く、デジタ
ルという手段を得ることで、新たに長期保存に取
り組み始めた図書館があることがうかがえる [2]。
デジタル情報の長期保存のための枠組みを抽象
的に定義した標準規格として「OAIS参照モデル」
があり（ISO14721: 2003，2012）、少数ながら実装例
がある。

✿✿ 2.　研究者の関わり

⿟⿟（1）利用者としての関わり

研究者が利用できるデータが飛躍的に増大し、
新たな研究の展望が開けた。たとえば、画像の相
互運用のための国際規格 IIIFに準拠した画像の
公開が進み、研究への応用が期待されている。
一方、書物の物理的特徴に着目し、書誌学的な
研究を行っている筆者の立場からは、原資料のデ
ジタル化の際に研究利用や長期保存が必ずしも意
識されていない画像もあることが感じられる。た
とえば、ページがトリミングされ紙の端のピン
ホール（印刷機に紙をとめた穴）の有無が確認できな
い、縮尺が不明、または一定ではない、活字の形
態の詳細な分析には解像度が不足している、カメ
ラと完全に正対していないため厳密な校合ができ

ない、紙の透かし模様の記録がないなどである。

⿟⿟（2）利用の分析

人文学研究者が画像やテキストデータなどのデ
ジタル複製物をどのように素材として研究に利用
しているかについての研究は、まだ少ない。研究
利用の実態を明らかにすることで、何をどのレベ
ルで保存すべきかを探ることができるだろう。
また、情報の見つけやすさ（ファインダビリティ）

が重要であるが、個別の検索機能やインタフェー
スの評価を除くと、近年、大規模な調査は行われ
ていない。ソーシャル検索などの新しい機能があ
る一方、キーワード検索、ブール演算子、適合度
順出力などの基本的な検索機能がなかったり、検
索機能の詳しい説明がないものも散見される。デ
ジタルアーカイブのファインダビリティ向上のた
めの基礎的な調査が望まれる。

⿟⿟（3）計画策定段階からの関わり

2014年の国際図書館連盟（IFLA）貴重書・写本
分科会による貴重書・特殊コレクションのデジタ
ル化計画のガイドラインは、計画立案過程に焦点
を当てていること、図書館員・学芸員や管理者に
加え研究者と利用者を計画立案過程に参加させ、
研究者のニーズに配慮することを推奨している点
が特徴的である [3]。
では、収録対象資料に関する専門家としての研

究者が計画立案段階から参画しているデジタル
アーカイブは、実際にはどのくらいあるのだろう
か。図書館が主体となる場合、研究者はコレクショ
ン全体あるいは特定資料の解説を執筆する、翻刻
を助けるといった程度の関わりが一般的であろう。
研究者が構築した場合は、プロジェクト終了後に
は更新やメンテナンスが行われないこともある。
計画の確定後に協力する形ではなく、IFLAの
ガイドラインに述べられているよう、資料の選択
やデジタル化の目的の設定など、策定の段階から
研究者が積極的に関わっていくことが求められる。

注
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クラウド・ソーシングによるデジ
タル化資料（マニュスクリプト資料）の活用

Transcribe Benthamを事例として

森脇　優紀（もりわき　ゆき）

✿✿ はじめに
デジタル技術が著しく進歩した現在、図書館、
文書館等の諸資料がデジタル化され、誰でもアク
セスできるオープンデータとして公開されている。
筆者もその恩恵を受けている一人である。
デジタル公開されている資料の中には、手書き
の資料、すなわちマニュスクリプト資料（手稿資
料）も含まれている。しかし、これらは、活字資
料に比べて、誰もが容易に解読できるものではな
い。例えばヨーロッパの古文書では、しばしば略
字が用いられている場合があり、略字の知識など、
ヨーロッパの古文書学の知識が必要となってくる。
筆者は、キリシタン史を専門としており、特に

16・17世紀に来日したイエズス会宣教師の手書
きの書簡を用いて研究している。これまでに何度
も難解な書簡に悩まされた経験があり、ヨーロッ
パのマニュスクリプト資料の解読の難しさを、身
をもって経験している。
このように、特にマニュスクリプト資料におい
ては、それらを単にデジタル公開しても、解読が
困難という理由から、利活用されないままになっ
てしまう場合が活字資料に比して多くなることが、
推察されるのである。
以上のことをふまえると、人文学研究における
デジタル化資料の利用については、単なる公開だ

けにはとどまらない具体的な活用方法が求められ
ている段階に達しているといえよう。
その具体的活用の一例として、クラウド・ソー

シングによるデジタル翻刻の手法があげられる。
この場合のクラウド・ソーシングとは、インター
ネットを利用して不特定多数で進めるプロジェク
トのことを指す。不特定多数の参加者が、時間や
場所を問わずに一様の方法によって、オンライン
で文字資料をテキストデータ化してタグ付けをし、
さらに作業したものを共有してチェックするので
ある。
本稿では、ヨーロッパでの一例として、

University College London（ 以 下 UCL） の Bentham 

Project（以下 BP）によるクラウド・ソーシングを
用いた事業である Transcribe Bentham（以下 TB） の
事例を紹介しながら、クラウド・ソーシングによ
るマニュスクリプト資料のデジタル化の意義や、
今後の活用の可能性について述べる。

✿✿ Transcribe Benthamとは
TB を運営する BPは、1959年に設立され、イ
ギリスの哲学者・社会改革者であるジェレミー・
ベンサム（Jeremy Bentham, 1748-1832）の著作や、主
として UCLの図書館が所蔵する彼の手稿を集成
したThe Collected Works of Jeremy Benthamの刊行を目
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指した。その際、BPは、手稿資料を正確に翻字
することから始めたという。1985年からは、作
業にコンピュータを用いるようになり、TB開始
時には、すでに 20,000葉の手稿資料がテキスト
化されていた。

TBは、2010年 4月に始まり、同年 9月に一般
公開された。TBにおいては、ベンサム関連の手
稿資料を翻字し、エンコーディングする複雑な作
業を担わねばならないが、参加者は経験の有無は
問われず、必要に応じて TB内の学習用ツールで
訓練可能である。翻字されたデータは、TBのス
タッフによって、テキストの正確さとタグ付けの
一貫性のチェックを受け、承認された後は編集が
できないようにロックがかけられる。万一、デー
タに欠陥があったり、作業が部分的であったりす
る場合には、そのデータは編集可能な状態が保た
れる。
作業実績は、2018年 1月 9日の時点で、44,367

葉の資料のうち、19,625葉が、翻刻完了あるいは
部分的に着手されており、うち 18,886葉は、TB

のスタッフによってチェックと承認を受けている。
こうした進捗状況は、TBのWebサイトで随時更
新されている（図 1）。

✿✿ 資料をデジタル翻刻する
実際に TBにおけるデジタル翻刻の様子を紹介

図 1　デジタル翻刻の進捗状況

する。
ま ず、TB の Web サ イ ト 左 上 “Transcription 

Desk” をクリックする（図 2）と、New Users用の
メニューとExisting Users用のメニューが現れる（図
3）。以下、順を追って見ていく。

① Create an account：新規参加者は、まずア
カウント登録が必要となる。アカウント登
録により、誰が・どの資料について・どこ
まで作業したのかが明確となる。現在の登
録アカウント数は 10,000以上あるが、実
際に機能しているのは、その半分か三分の
一であるのが現状である。

② Select a Manuscript：資料は、複数の項目（主
題別、難易度別、年代別、未翻刻資料など）に分
類されており、参加者は、それらの中から、
作業してみたい資料を選択できる。なお、
新規参加者には、未翻刻のリストの中から
選択することを推奨している。

③ Transcription Guidelines：TBにおける資料

図 3　Transcription Desk

図 2  Transcription Desk をクリック

New Users Existing Users

①
②

③
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の翻字とエンコーディングについての規定
が詳細に記されている。

資料を選択すると、作業済 / 作業中のものは、
左側にテキスト、右側に資料の画像が表示される
（図 4）。翻字上の “Click Here To Edit” をクリックす
ると、編集画面へ移動し、テキストの入力とエン
コーディングの作業ができる（図 5）。

✿✿ 研究目的の活用から教育目的の活
用へ
クラウド・ソーシングによるデジタル翻刻は、
難解なマニュスクリプト資料のテキスト化を押し
進めた。この結果、マニュスクリプト資料に誰も
がアクセスしやすくなり、研究利用の面において
も、より多くの情報をより迅速に入手することが
可能となったといえよう。
それだけではなく TBでは、デジタル翻刻作業
の目的として、研究目的の活用に加え教育目的の

図 4　テキストと資料画像

図 5　編集画面

活用も視野に入れている。
マニュスクリプト資料の翻刻作業には、パレ

オグラフィー（西洋古文書学）の知識が必要となる。
そのため、TBでは、「一次史料を用いた研究やパ
レオグラフィーのスキル向上のための新たな機会
を提供」[1]したり、教員のために授業で活用でき
るよう調整をしている。このように資料の内容か
らだけでなく、資料の解読の方法を教え・学ぶと
いう機会を提供し、教育目的の活用にも積極的に
取り組んでいる。

✿✿ おわりに
前述の通り筆者は、ヨーロッパのマニュスクリ

プト資料を用いて研究をしているが、日本におい
ては、こうした資料にアクセスし、翻字・解読の
訓練を積むための環境や、パレオグラフィーを体
系的に学べる体制が、決して十分には整っていな
いと痛感している。実際に、キリシタン研究にお
いては、ヨーロッパの原文書の読解が障壁となり、
若手研究者が育たないのが現状である。
デジタル技術が進歩し、TBのようなヨーロッ

パでの成果を直接参照できるようになり、日本に
おいてもヨーロッパの原文書にアクセスしづらい
という物理的障害は取り払われつつある。ヨー
ロッパのマニュスクリプト資料が少しでも身近な
ものとなり、国内における西洋史研究の発展や西
洋古文書学の体系化につながるよう、こうした成
果をまずは利活用すべきであろう。

注

[1] Melodee Beals, “Review of "Transcribe Bentham" at 

UCL”, p.1. https://warwick.ac.uk/fac/cross_fac/heahistory/

elibrary/internal/rv_beals_transcribebentham_20101026　

（ACCESS:2018/01/09）
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京都大学貴重資料デジタルアーカイブ

現在までの取り組み

西岡　千文（にしおか　ちふみ）

✿✿ 1. はじめに
京都大学附属図書館では、過去 20年以上にわ
たり、所蔵している貴重資料の電子化・公開を進
めてきた。近年、京都大学オープンアクセス推進
事業 [1]等により、人文社会科学系研究基盤の強
化を目的とした古典籍等の貴重資料の電子化・公
開をさらに積極的に進めている。これらを背景
として、京都大学貴重資料デジタルアーカイブ [2]

は、2017年 9月 7日に試験公開され、2017年 12

月 1日に正式公開となった。2017年 12月 1日現
在、3,719タイトル、394,069画像を公開している。
デジタルアーカイブは、画像の国際的な相互利用
の促進を目的とした枠組みである IIIF（International 

Image Interoperability Framework）[3]に準拠している。
本稿は、京都大学貴重資料デジタルアーカイブ
を紹介することを目的とする。次章で IIIFにつ
いて短く紹介し、3章で京都大学貴重資料デジタ
ルアーカイブについて基本的な機能とシステム構
成について述べる。4章で筆者が現在取り組んで
いる各画像の利用状況の可視化について述べ、5

章をむすびとする。

✿✿ 2. IIIF 概要
これまでに数多くのデジタルアーカイブが公開
されてきたが、画像が機関によって異なる方法で
提供され、共有や再利用が難しかった。このよ

うな状況を改善するために、IIIFの取り組みが開
始された。画像の国際的な相互利用を実現する
ために、共通の APIと APIに対応した画像サーバ、
ビューワ等ソフトウェアの開発をコミュニティ
で行っている。2018年 1月現在、4種の APIが公
開されているが、コアとなる APIは Image APIと
Presentation APIである。京都大学貴重資料デジタ
ルアーカイブはこれら 2種の APIを使用している。
以下、Image APIと Presentation APIについて短く
紹介する。

⿟⿟ 2.1. Image API

Image APIは以下のURI構文 [4]「{scheme}://{server}

{/prefix}/{identifier}/{region}/{size}/{rotation}/{quality}.

{format}」によって画像の呼び出しを行う。この
URI構文により、表示箇所（region）、サイズ（size）、
角度（rotation）等を指定して画像を呼び出すこと
が可能である。サムネイルとして使用する場合は、
サイズを小さく指定して画像を呼び出す。また、
IIIF対応ビューワでユーザが画像を拡大・縮小す
る度に、画像の箇所・サイズを変更して画像の呼
び出しが行われている。

⿟⿟ 2.2. Presentation API

Presentation APIは、書誌名、権利情報等のメタ
データや、資料の中でどのような順序で画像が
登場するかといった情報の記述形式を定義する。
Presentation APIでは、 一つの資料がマニフェスト
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という要素に対応している。各資料のマニフェス
トにはその資料を表示するために必要な情報が格
納され、JSON形式のファイルに記述される。マ

ニフェストには以下の情報 [5]が含まれる。

 ⿟JSONが IIIFマニフェストファイルである
ことを示す情報
 ⿟資料全体に関する情報（書誌名、権利情報等）
 ⿟資料を構成する部分についての情報

資料を構成する部分に関する情報について述
べる。マニフェストにおいて資料の各項はカン
バスという要素に対応する。各カンバスは、カ
ンバスに描画する画像・注釈（翻刻・翻訳等）につ
いての情報をもつ。このデータ表現によって、同
項に属していたが散逸してしまった資料を、デジ
タル空間上で一つの項に表示することが可能であ 

る [6]。また、カンバスに画像を描画しないことに
より、欠損した項を表現することが可能である。
マニフェストは、カンバスを順番に並べたシーケ
ンスを含むことで、資料の項の順序を表現する。

Presentation APIが定義する形式に沿って資料に
関する情報をマニフェストファイルに記述するこ
とで、あらゆる IIIF対応ビューワで資料を閲覧
することが可能となる。

✿✿ 3. 京都大学貴重資料デジタル
アーカイブ

本章では、京都大学貴重資料デジタルアーカイ
ブの基本機能とシステム構成について述べる。

⿟⿟ 3.1. 基本機能

本節では、京都大学貴重資料デジタルアーカイ
ブの基本的な機能をユーザインタフェースととも
に紹介する。
▪▪トップページ（図 1）
トップページには、「お知らせ」等とともに、

「ピックアップ」と「コレクション」が表示され
ている。「ピックアップ」は国宝・重要文化財等、
頻繁に利用される貴重資料をカテゴリ別に表示す
る。「コレクション」では、公開されている全資
料を文庫別に表示している。右上に位置するボタ
ンで日本語・英語の言語の切り替えが可能である。図 1：トップページ
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国際的な学術情報流通の促進を目指して、書誌名
等のメタデータのローマ字化にも積極的に取り組
んでいる。
▪▪検索（図 2）
テキストボックスに検索クエリを入力すると、
書誌情報・翻刻テキストの全文検索が行われ、結
果が表示される。
▪▪コレクション情報（図 3）
各コレクション（文庫）のページでは、コレクショ
ンの内容や由来の解説と、コレクションに含まれ
る資料一覧を表示する。
▪▪書誌情報（図 4）
コレクション情報のページで任意の書誌をク
リックすると、レコード ID、書誌名、注記等の
書誌情報が表示される。上部には、IIIF対応の画
像ビューワである Universal Viewerが埋め込まれ
ており、画像を閲覧することが可能である。ビュー
ワ下部には、IIIFマニフェスト、Universal Viewer

とMiradorのアイコンが配置されている。IIIFマ
ニフェストアイコンは、IIIFマニフェストファ
イル（JSON形式）へのリンクが貼られている。こ
のアイコンをMirador等の IIIF対応ビューワにド
ラッグ・アンド・ドロップすると、書誌情報が読
み込まれ閲覧することができる。Universal Viewer

とMiradorのアイコンをクリックするとそれぞれ
のビューワが新タブで立ち上がり、画像が表示さ
れる。ビューワについては、後述する。
▪▪ビューワ
IIIFビューワとして、IIIFのコミュニティで
使用頻度が高いかつ開発活動が活発な Universal 

Viewer[7] と Mirador[8] を 採 用 し て い る。 特 に
Miradorは注釈の表示、画面の分割等の機能が豊
富である。どちらのビューワも、東洋の古典籍の
右から左へのページめくりに対応している。ペー

図 4：書誌情報

図 3：コレクション情報

図 2：検索
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ジめくり方向の指定は、IIIFマニフェストファイ
ルのフィールド viewingDirectionで行う。

⿟⿟ 3.2. システム構成

デジタルアーカイブシステムは、コンテンツ
管理システム（CMS）と画像サーバより構成さ
れている。CMSとして、Drupalを採用している。
Drupalはオープンソースのモジュラー式フレーム
ワークで、開発の容易さ・公開されている機能の
豊富さから、多くのウェブサイトで採用されてい
る。CMSでは、貴重資料の書誌情報や解題等の
メタデータを格納している。IIIF画像サーバとし
て、IIP Image Serverを採用している。画像サーバ
には、画像と IIIFマニフェストファイルが保存
されている。画像は Pyramid TIFF形式で保存さ
れている。IIIFマニフェストファイルは、Drupal

に保存されている書誌情報より自動生成される。
ビューワで画像が表示される際には、Presentation 

APIと Image APIを使用してデータが取得される。
また、「ピックアップ」、「コレクション」の書誌
一覧が表示される際、サムネイル画像は Image 

APIを使用して取得される。

✿✿ 4. 利用状況の可視化
IIIF対応画像ビューワは、Image APIによって
画像を取得し、表示している。Image APIの呼び
出しは、ユーザが画像を拡大・縮小する度に発生
する。よって、ユーザの画像の利用状況（ユーザ
が注視した画像の箇所等）を詳細に記録することが可

能である。そこで、Image APIの呼び出しログを
解析することで、画像の利用状況の可視化を実施
した。Pythonで Image APIの呼び出しログを解
析し画像の利用状況を表すヒートマップを生成
した。

Miradorでは、一つのカンバスへの複数画像の
表示、さらに各画像の透過度を調整することが可
能である。これらの機能を利用して、貴重資料画
像に、その利用状況を示したヒートマップを重ね
合わせて表示する（図 5）。IIIFが提供する機能を
活用することで、簡単に利用状況を表示すること
が可能である。

✿✿ 5. おわりに
本稿では、2017年 12月 1日に正式公開された

京都大学貴重資料デジタルアーカイブについて紹
介した。デジタルアーカイブは、IIIFといった相
互利用性の高い枠組みを取り入れていくことで、
学術情報の流通促進に貢献する。また、正式公開
に合わせ、画像の二次利用が容易になるよう、規
定を改正した [9]。
今後、数点の翻刻・翻訳が存在する資料につい

ては、各翻刻・翻訳の画像における位置情報を取
得し、アノテーションとして表示していく。翻刻・
翻訳が存在しない資料については、このように利
活用が容易な手法で資料を公開することで、その
資料に対する研究が進展し、翻刻・翻訳等の情報
が増えることを期待している。他にも課題はある
が、研究者にとって有益なデジタルアーカイブへ
発展させていきたいと考えている。

謝辞

本稿執筆にあたっては、京都大学附属図書館の
大村明美氏、北條風行氏、赤澤久弥氏、冨岡達治
氏に協力いただいたことを感謝とともに記してお
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図 5：画像の利用状況の可視化
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注

[1] http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/1373844

[2] https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/

[3] http://iiif.io/

[4] http://iiif.io/api/image/2.0/#uri-syntax /

[5] 参考資料：http://www.infocom.co.jp/das/loddiary/iiif/

[6] 参考資料：http://digitalnagasaki.hatenablog.com/entry/2017/ 

07/03/030708

[7] https://universalviewer.io/

[8] https://mirador.stanford.edu/

[9] https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/reuse
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「デジタル化」とメディアの「保存」

媒体変換における原資料の意味

矢野　正隆（やの　まさたか）

✿✿ まえがき
「保存」を、ある目的をもった行為としてみると、
いくつかの異なった方策が絡み合っていることに
気づく。まず思い浮かぶのは、修復をはじめとす
る文化財に対する物理的な関与である。では、同
じ文化財でも無形のものに対する「保存」はどの
ように考えればよいだろうか。また、有形にして
も、たとえば、伊勢神宮などを考えれば、その「保
存」という行為の内実が、必ずしも物理的な維持
を示すとは限らないことがわかるであろう。
筆者が従事しているのは、こうした文化財と認
定されるには至らないが、しかし、比較的希少で
あり、しかも、個別に修復するには、劣化の度合
が著しく、かつ、大量に存在する印刷資料の管理
である（矢野 2014）。こうしたタイプのメディアの
「保存」というと、復刻やマイクロ化・デジタル
化といった媒体変換が、もっとも有力な手段であ
ることは、傍目にも想像がつくことであろう。国
立国会図書館（NDL）をはじめとして、「デジタル
化」と「保存」を結びつける考え方は、こんにち
ではごく自然な考え方として広く受け入れられて
いる。
では、媒体変換したあとの原資料はどう扱う
か。少なくとも「保存」を名目としている場合に
は、代替物が存在するとしても原本はそのまま保
持することが原則となっている。これは NDLも
そうであるし、筆者の現場でもそのようにしてい

る。その背景には、まず、デジタル・メディアの
今後の在り方の不透明性があることは間違いない。
もうひとつ、代替物とは原本とはあくまでも全く
別の存在であるという、ある意味では殊更に指摘
するまでもない、当たり前の視点がある。
前者のデジタル長期保存については、こんに

ち世界中で盛んに議論されており（iPress2017など

を参照）、技術的にもそれなりの進展が期待される。
本稿では、前者について屋下に屋を架するような
ことは避け、後者の視点から、「デジタル化」「保
存」という行為について、改めて考えてみたい。

✿✿ 1. メディアの類型
メディアの「保存」という行為の意味すると

ころを理解する一つの手掛かりとして、博物館
Museum、図書館 Library、文書館 Archivesがそれ
ぞれ主にあつかうメディアの特質を探り、メディ
アの類型化を試みる。

⿟⿟ 1.1. コンテンツとコンテナ

メディアの構造を考える上で、その内容（コ
ンテンツ）と容れ物（コンテナ）に区分する視角は、
特に図書館メディア、つまり、文字等の記号・図
像を紙等の物質に載せるメディアを思い浮かべる
と、感覚的にも受け入れやすいであろう。この
区分は、海野敏が詳細に検討を加えているとお
り、冊子を中心とする狭義の図書館メディアだけ
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でなく、映像やウェブページに至る幅広いメディ
アをカバーするものである（海野 2013）。この区分
方法が、デジタル・メディアとも相性がよいこと
は、その長期保存に関する基本枠組をみても分か
る（杉本 2017）。
この区分は非常に細かいものであるが、その基
本的な発想は、メディアをコンテンツとコンテナ
という二層構造で理解するところにある。しかし、
このように二層に明確に区切れそうにないタイプ
のメディア、たとえば彫刻等に代表される博物館
メディアは、どのようにみればよいだろうか。

⿟⿟ 1.2. メッセージとキャリヤー

メディアをメッセージとキャリヤーからなると
するのは、図書館メディアだけでなく、博物館や
文書館も含めたメディア全般の構造を捉え直そう
とした田窪直規の提示した視角である（田窪 2001）。
その要点は、図書館メディアはメッセージが可動
であるのに対し、博物館メディアはメッセージと
キャリヤーが一体化しており、メッセージだけを
取り出すことができない、とまとめることができ
る。
ただし、これだけをみるならば、この区分は、
コンテンツ―コンテナと同一であり、殊更に言い
換える必要はないように感じられるかもしれな
い。たしかに、田窪の表現にもメッセージとキャ
リヤーがメディアの二層構造をなしているかの
ように読み取れる部分があるが、その原初の意図
に沿って、筆者なりにこの区分を説明しなおすと
以下のようになる。つまり、田窪がメッセージと
キャリヤーの関係を、シニフィアン・シニフィエ
の関係に擬えるように、これらは決して別々の要
素として層を成しているのではない。そうではな
く、同じ一つのメディアは、目に見え手に触れる
という側面からすればキャリヤーであり、そこに
何らかの意味を見出せるという側面からすると
メッセージなのである。たとえば、仏像には、複
雑な曲線からなる木の塊というキャリヤーの側面
と、仏の姿を模するというメッセージの側面があ
り、両者は切り離すことができない。
この区分は、コンテンツ―コンテナに明確に区

分できるように見えるメディアにも適用可能であ
ろう。たとえば、墨で記された文字は、墨という
物理的側面からみればキャリヤーであるし、意味
を担った記号という側面からみればメッセージで
ある。さらに、古文書学における形態論（料紙論など）
のように、通常コンテンツと見なされる部分（墨
の部分）だけでなくコンテナ部分（紙の部分）から
もメッセージを見出すことは可能であるというこ
とになる。
この見方からすれば、あるメディアのどの部分

からメッセージを見出すかは、アクセスする者に
より千差万別であり、どんな解釈も可能である、
とも考える者もあるかもしれない。しかし、本当
にそれが行われてしまっては、メディアはその情
報伝達という役割を果たさないであろう。
ここで、あり得るメッセージのなかから何がコ

ンテンツとみなされるのかを、アクセスの視角か
ら問い直してみる。

⿟⿟ 1.3. コンテンツとコンテクスト

アーカイブズ学の領域において、取り扱う文書
の「現用」「非現用」という区分がある。メディ
アを、発受信という行為に随伴する存在であると
考えるなら、その行為から切り離された状態を「非
現用」と理解することができる。発受信行為にお
いて、メディアのコンテンツの範囲は自明の前提
であり、改めて問い直されることはないはずであ
る。そうでなければ、円滑なコミュニケーション
は不可能となってしまう。
いっぽう、あるメディアにアクセスする者が、

そのメディアがもともと随伴した発受信行為の外
にある場合、たとえば、見知らぬ筆跡のメモ書き
を目の前にした時のことを考えてみると、文字や
図像の表面的意味を読み取ることはできるかもし
れないが、しかし、そのメディアが、いつ誰のど
のような行為に伴ったものなのかは、改めてその
メディアから読み取る必要がある。複数のメディ
アが束になっていれば、その連関が重要になるは
ずだし、文字や図像だけでは意味不明なことも、
コンテナに過ぎないと見なされていた部分から明
らかになるかもしれない。ここでは、メディアの
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コンテンツの理解が、その発受信という行為と結
びついていることに注目しておきたい。
文書館メディア（アーカイブズ）の整理において、

原秩序尊重や原形保存といった原則が強調される
のは、一に、そのメディアが生成して以来の経歴、
つまりコンテクストを再構成するためである。コ
ンテンツよりコンテクストが重要ということでは
なく、コンテクストがなければコンテンツが理解
できないのである。これは、文書館にアクセスす
る者のほとんどが、そのメディアが原初に随伴
した発受信行為の外にあるためであると言える。
いっぽう、出版物を主体とする図書館メディアを
考えると、図書館利用者は、出版というそのメディ
アの発受信行為の中にある（つまり、コンテクストを
共有している）ため、コンテンツの範囲は自明であ
る、ということになる。
この点が、実は、図書館メディアと文書館メディ
アへのアクセスのもっとも異なる部分であると思
われる。

✿✿ 2. デジタル化とコンテンツの行
方

⿟⿟ 2.1. 図書館メディアとデジタル・メディア

コンテンツとコンテナが明確に区分できるとい
う点でいえば、デジタル・メディアの原形は図書
館メディアであると言える。これを敷衍すると、
デジタル化とは、メディアのもつメッセージの一
部を抽出してコンテンツ化し、コンテンツとコン
テナという二層構造に置き換えることである。コ
ンテンツの示す範囲が自明であるためには、メ
ディアの発信・受信行為の中にいることが、最低
限の条件として求められる。
デジタル化される前の原資料が伴った発受信行
為と、デジタル化された後のメディアが伴う発受
信行為とは、まったく別物である。ということは、
この両者においてそれぞれ自明とされるコンテン
ツの内実は、同一であるとは限らないことになる。
このことは、図書館メディアのように、デジタ
ル・メディアに近いものだと、その相違は分かり

にくいであろう。しかし、書籍にも、以下述べる
ような博物館メディア的・文書館メディア的要素
が含まれていることを考えれば、その相違は自ず
と明らかになるはずである。

⿟⿟ 2.2. 博物館メディアとデジタル・メディア

博物館メディアは、メッセージとキャリヤー
の全体が一体であることを特質とする。つまり、
キャリヤーの全体のうち、この部分がコンテンツ
を示しこの部分がコンテナを示すと明確に区分で
きないことを基本とする。これをデジタル化する
ということは、このメディアのメッセージの中か
ら、ある部分をコンテンツとして抽出したことを
意味する。例えば仏像の場合、通常考えられるの
は、その三次元のメディア全体を色彩として読み
取り、これを二次元のコンテンツとして再構成す
るという手法であろう。ここでは、原資料にアク
セスすれば自明のメッセージの多くを切り捨てる
と同時に、直接のアクセスでは不可視のメッセー
ジを明示することになる。そのプラスマイナスを
含めて、原資料にはなかったコンテンツが創り出
されているのである。

⿟⿟ 2.3. 文書館メディアとデジタル・メディア

文書館メディアについて、原資料と、そのデジ
タル化後のメディアとを比較したときに、もっと
も重要な相異は、原資料が伴った発受信行為に、
そのデジタル・メディアは関与していないという
点である。このことは、媒体変換という行為にお
いては、あらゆるメディアについて言えることで
あるが、特に文書館メディアの特質として、コン
テンツはメディアが生成したコンテクストと切り
離せないため、この相異はこのメディアへのアク
セスにおいて特に重要な意味を持つ。結論だけ言
うならば、このメディアをデジタル化する場合、
そのコンテンツが意味をなすようにするためには、
原資料におけるコンテンツだけでなく、そのコン
テクストをコンテンツ化して加えることが求めら
れる。
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✿✿ 3. 各種アクセスの具体例
ここまでは、メディアの構造に関する抽象的な
議論に終始した。では、実際にメディアにアクセ
スする者は、メディアの何を見ているのだろうか。
様々な視角が考えられるが、ここではメディアを
管理する立場（図書館情報学における情報資源組織化論）
と、外からアクセスする立場（歴史学における史料論）
を取り上げて、これらがメディアを見る方法につ
いて考察し、前章までの議論に補正を加えたい
（予稿作成段階では内容未定。報告はこの部分が中心とな

る予定）。

✿✿ むすびにかえて
メディアの「保存」という観点からデジタル化
という手法をみる際に肝要なのは、対象となるメ
ディアのどの部分が「保存」の対象となっている
のかを知ることである。しかし、上記の考察のと
おり、メディアの含むメッセージは、どれほど精
緻に分析したとしても、その全てをコンテンツ化
して他の媒体に移すことは、原理的に不可能であ
る。実は、このことこそが、デジタル化後にも、
その原資料が残されている大きな理由の一つであ
ると言える。我々にできるのは、そのメディアが

消滅する前に、可能な限り多くのメッセージを抽
き出せるように、アクセスを保障することだけな
のであろう。
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近年、専門の研究者以外にも学術情報や研究データを公開し、研究に参加してもらお
うという「オープンサイエンス」が支持を集めつつある。特に日本の場合、研究環境
が今後充実していくという予想は立てにくい。専門家のグループ内だけでなく、外に
対して自分たちの研究成果をアピールし、協力を募っていく必要性はますます求めら
れてくることであろう。その際に必要なのは、想像力ではないかと思う。内に向かっ
て情報発信をする場合であれば、自分と同じようなユーザを想定すればよかった。し
かし、外に向かって発信する場合には、自分とは異なる多様な環境・条件のユーザを
想定する必要が出てくる。研究者にとってのWeb アクセシビリティの意義は、その
ような想像力を養い、適切に情報発信するための手助けになる、という点にもあるの
ではないだろうか。

Webアクセシビリティの現状
	 ――JIS X 8341-3:2016 と障害者差別解消法を中心に	 師　　茂樹… … 36
CMS カスタマイズと業者選定
	 ――「公式サイト」にアクセシビリティを	 田邉　　鉄… … 42
多言語ウェブページの書き方――lang 属性を使いこなす	 千田　大介… … 48
Web フォントの現状	 	 上地　宏一… … 53
HTML における縦書きとルビ――訓点文の表現のために	 千田　大介… … 57
中国学関連学会Webサイトアクセシビリティ調査	 漢字文献情報処理研究会… … 62
主要 OSの読み上げ機能	 	 千田大介・師茂樹… … 72

CONTENTS



36	 ● 漢字文獻情報處理研究　第 17 号

正しい HTML と
Webユニバーサルデザイン特集2

Web アクセシビリティの現状
JIS X 8341-3:2016と	

障害者差別解消法を中心に

師　茂樹（もろ　しげき）

⿇⿇ Web アクセシビリティとその対象
現在、多くの人にとってWeb情報は欠かせな
いものとなっている。スマートフォンが普及し、
WiFiが利用できる場所も増えてきたので、いつ
でもどこでも Googleなどの検索エンジンでWeb

検索が可能になってきている。しかし、検索結果
として出てきたWebページを開いてみると、閲
覧に支障があることも少なくない。パソコンの
ディスプレイを想定したWebページは、スマー
トフォンでは文字が小さすぎて拡大しないと読め
ない場合が多い。しかし、荷物を持っているなど
して、スマートフォンを片手で操作しなければな
らない場合には、拡大やスクロールが面倒である。
逆にスマートフォン用に作られたWebページを
パソコンのブラウザで開くと、文字がやたらと大
きく情報量が少ないこともある。また、どちらの
場合も、広告がコンテンツの本文を読むのを邪魔
をして読みにくいことが少なくない……。
インターネットが世界の隅々にまで広がり、

Webを使うユーザやデバイス、利用環境や利用形
態が実に多様となってきているのに、残念ながら
多くのWebページはそういった多様性を考慮せ
ずに作られている。せいぜいパソコン版とスマー
トフォン版のページが用意されているぐらいで
あろう。しかしWebの情報を必要としているの
は、この二種類のユーザにはとどまらない。Web

アクセシビリティとは、ユーザの多様性に配慮し、

Webアクセス上のトラブルをなるべく少なくす
ることで、できるだけ多くのユーザがWebで提
供される情報に支障なくアクセスでき、支障なく
サービスを受けることができるようになることを
目指すものである。

Webアクセシビリティは「情報バリアフリー」
などと呼ばれることも多く、しばしば障害者や高
齢者のためのサービスだと考える人もいるが、そ
のような考え方ではWebアクセシビリティの本
質を見誤る可能性がある。本稿の後半で「障害者
差別解消法」をとりあげるように、Webアクセス
への支障が比較的多い障害者や高齢者への配慮は、
確かにWebアクセシビリティの中心的な課題の
一つである。しかし、冒頭に述べたようなスマー
トフォンとパソコンの差や、片手が使えないなど
の一時的に生じた困難な状況（障害）を考慮する
こともまたWebアクセシビリティの課題なので
ある。
情報通信機器・サービス全般のアクセシビリ

ティに関して指針を示している JIS X 8341-1:2010

「高齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信にお
ける機器，ソフトウェア及びサービス―第１部：
共通指針」では、アクセシビリティの対象につい
て次のように述べている。

インタラクティブシステムの利用者は、在
宅者、生徒、技術者、事務員、販売員、ウェ
ブ設計者などの役割を果たす消費者又は専
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門家である。そのような様々な対照グルー
プの個人は、身体、感覚及び認知の能力に
大きな個人差があり、一つ一つの対照グ
ループとして分離し無視することはできな
い。能力の差は、日常生活動作にかか（関）
わる能力を制限する様々な要因から発生
し、“ だれでも経験すること ” であるかも
しれない。したがって、アクセシビリティ
は、幅広く定義された利用者グループを扱
う。次に例を示す。
─ 身体、感覚及び認知の障害が生まれつ
きあるか、又は後天的に生じた者

─ 高齢者（高齢化率が増加しつつある。）で
あって、身体、感覚及び認知の能力が
衰え、新規性の高い製品及びサービス
の利用が困難な者

─ 一時的な障害を持つ者。例えば、腕を
骨折した者、眼鏡をなくした者

─ ある状況のため利用が困難な者。例え
ば、騒々しい環境で働く者、又は他の
仕事で両手がふさがっている者

ここで述べられているように、障害の有無や年
齢に関係なく、どのようなユーザであってもWeb

アクセシビリティの恩恵を受けることができる。
Webのユーザは一様ではなく、同じユーザでも時
や場に応じて状況が変化するからである。

⿇⿇ JIS X 8341-3:2016 の概要
JIS X 8341-3:2016「高齢者・障害者等配慮設計
指針――情報通信における機器，ソフトウェア
及びサービス－第 3部：ウェブコンテンツ」は、
Webアクセシビリティに関する JIS規格であり、
先に引用した JIS X 8341-1:2010とともに情報通信
機器・サービスのアクセシビリティについて定め
られた 7つの規格（JIS X 8341-1～ 7）の一つを構成
している。「高齢者・障害者等」とあるが、先に
も述べたように、高齢者・障害者のみを対象にし
ているわけではない。

JIS X 8341-3は最初 2004年に制定されたが、以
下のような経緯をたどって現在にいたっている [1]。

 ⿟ 2004年 6月、「JIS X 8341-3:2004」が初め
て制定された。国内外の既存ガイドライン
などを参考に，日本語特有と思われる事項
も網羅した独自の指針であった。
 ⿟ 2008 年 12 月、「WCAG（Web Conten t 

Accessibility Guidelines）2.0」がW3C勧告になっ
た。
 ⿟ 2010年 8月、「WCAG 2.0」を包含する形
で JIS X 8341-3 が 改 正 さ れ「JIS X 8341-

3:2010」となった。
 ⿟ 2012年 10月、「WCAG 2.0」がそのまま「ISO/

IEC 40500:2012」になった。
 ⿟ 2016 年 3 月、「WCAG 2.0」が ISO/IEC の
国際規格になったことを受けて、その一
致規格となるように改正され「JIS X 8341-

3:2016」となった。

したがって、JIS X 8341-3:2016は日本の規格で
あるが、国際規格であるWCAG 2.0[2]と同等の内
容となっている。後に見るように、Webアクセシ
ビリティにおいては多言語対応も念頭に置かれて
いる。全世界に向けて公開されているWebの性
質を考えれば当然であるが、Webアクセシビリ
ティは国際規格でこそ意味を持つのである。

ちなみに 2017年 12月、WCAG 2.1[3]が最終ワー
キングドラフトとして公開されており、近い将
来に新しい規格（勧告、Recommendation）となるこ
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とが予定されている。これが制定されれば JIS X 

8341-3にも反映されると考えられるが、ここで
は議論中の内容については触れず、現行の JIS X 

8341-3:2016についてのみ概観する。

⿇⿇ Web アクセシビリティの原則
JIS X 8341-3:2016では、以下の四つの原則が定
義されており、それぞれの原則の下に、ガイドラ
インが設定されている。

1. 知覚可能の原則
2. 操作可能の原則
3. 理解可能の原則
4. 堅牢の原則

以下、各原則とガイドラインについて簡単に見
ていきたい（ここではすべてのガイドラインについて紹
介することはしない。詳細は規格本文を参照されたい）。
最初の「知覚の原則」は、Webページ中のすべ
ての情報や各パーツ（ボタンなど）は、どのような
ユーザでも知覚できなければならない、という原
則である。たとえば、視覚障害があるからといっ
て、画像など視覚的に提供されている一部の情報
やリンク、サービスにアクセスできない、という
ことはあってはならない、ということである。こ
の原則から、以下のようなガイドラインがあげら
れている。

 ⿟ 画像で表現されている情報やボタンなどに
ついては、音声ブラウザ（Webページ上の文

字情報を音声合成で読み上げることで、内容を聞

くことができる）で読み上げ可能にするため
の文字情報を付加する。
 ⿟ 動画を提供しているページであれば、その
内容を文字情報でも提供したり、字幕や手
話などで音声情報を代替したりする。
 ⿟ 文字を読みやすくするために、背景とのコ
ントラストや大きさに配慮する。

次の「操作可能の原則」は、Webページ上に
あるリンクやフォームなどが、すべてのユーザに

とって操作可能でなければならない、という原則
である。この原則に関するガイドラインとしては、
次のようなものがある。

 ⿟ 視覚障害や肢体不自由、あるいはケガをし
たときなど、マウスなどのポインティング
デバイスの操作が困難あるいは不可能な場
合がある。その対策の一つとして、すべて
の操作をキーボードだけでできるようにす
る。その際、ゆっくりとした動作でも確実
に操作できること（たとえば、次々に変わって
行く画像に対して、タイミングよくキーを押さな

いといけないようなインターフェースにはしない

こと）が求められる。
 ⿟ ユーザがWebページの内容を読み（あるい
は音声ブラウザで聞き）、それを操作するのに
十分な時間が提供されている。
 ⿟ いわゆる「ポケモンショック」（光過敏性発作）
のように、閃光の明滅などによって発作が
引き起こされる場合がある。そのような可
能性のあるコンテンツは提供しない。
 ⿟ 音声ブラウザでWebページを聞く場合、
ページ上部によくあるメニューのように複
数ページで繰り返し登場する部分を毎回聞
かされるのは苦痛である。したがってこれ
らをスキップすることができるようになっ
ているべきである。

最後のメニューのスキップについては、あまり
知られていないので少し補足しておきたい。たと
えば、以下のようなWebページがあったとする。

これを音声ブラウザで読み上げた場合は、「○

○○学会ホームページ

　学会紹介　入会案内　学会誌　お問い合わせ

■新着情報
2017/12/25 学会誌を送付しました。
……………………………………………………
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○学会ホームページ　学会紹介　入会案内　学会
誌　お問い合わせ　新着情報　2017年 12月 25

日　学会誌を送付しました……」という具合に先
頭から文字情報を一つ一つ読み上げていく。一般
的なWebページのデザインでは、メニューであ
る「学会紹介　入会案内　学会誌　お問い合わせ」
の部分はどのページにも存在するため、ページを
移動するたびに毎回この部分が読み上げられるこ
とになる。

そこで、上図の［メニューをスキップする］の
部分に「■新着情報」へのリンクを貼ることで、
メニューを繰り返し読み上げることを回避できる
ようにするのである。この［メニューをスキップ
する］の部分は、1ドット× 1ドット程度の小さ
な透明画像などを使い、alt属性で「メニューを
スキップする」などの文字情報を付加する、といっ
た手法がとられる。そうすることで、視覚的なデ
ザインを損なわずに、音声ブラウザのユーザに対
しても配慮をすることができるからである。
さて、第三の「理解可能の原則」は、Webペー
ジの内容が誰にでも理解できるようになっていな
ければならない、という原則である。ガイドライ
ンには次のようなものがある。

 ⿟ コンテンツの全体、あるいは一部が、何語
で書かれているかがソフトウェア（音声ブ
ラウザを含む各種ブラウザ、検索エンジンのロボッ

ト、翻訳ソフト等）に判断できるようになっ
ている。
 ⿟ 一般的な読解力（一つの基準として「前期中等
教育レベル」があげられている [4]）で理解でき
る内容にする。特に、専門用語や略語など

○○学会ホームページ［メニューをスキップする］

　学会紹介　入会案内　学会誌　お問い合わせ

■新着情報
2017/12/25 学会誌を送付しました。
……………………………………………………

については解説があったほうがよい。
 ⿟ 発音がわからないと意味がわからない表記
については、発音がわかるようにする。
 ⿟ 入力フォームについては、間違いがおこら
ないような配慮がなされているべきであ
る。

要するに「誰にとってもわかりやすく書きま
しょう」ということであるが、他の原則とは異な
り、技術的に解決できない部分も多い。
最後の「堅牢性の原則」とは、多種多様なユー

ザエージェント（各種ブラウザ、検索エンジンのロボッ
トなど）が確実にWebページを解釈できるように
する、という原則である。言うまでもなくWebは、
人間がそれを読み、サービスを利用するために存
在する。しかしながら、人間は直接Webページ
を読んでいるのではなく、音声ブラウザ等を含む
多種多様なブラウザが HTMLなどを解釈した結
果を読んでいる。また、我々は読みたいWebペー
ジを探すために検索エンジンの力を借りることが
多いが、それが可能なのは検索エンジンのロボッ
ト（クローラ）が事前にWebページを「読み」、そ
れを解析、インデックス化しているからである。
つまり、Webの「ユーザ」は多くの場合人間では
なくコンピュータのソフトウェア（ユーザエージェ
ント）なのである [5]。したがって、これら多様なユー
ザエージェントが「読む」ことを考慮して、Web

ページを提供する際には以下のようなガイドライ
ンを守ることが求められてくる。

 ⿟ HTMLなどの規格を遵守する。
 ⿟ HTMLなどで使われる id等については、
一意でなければならない。

以上紹介してきた JIS X 8341-3:2016の種々のガ
イドラインには、それぞれ A・AA・AAAという
三段階の達成基準が設けられている（Aが最低レベ

ル、AAAが最高レベル）。たとえば、画像に代替テキ
ストを付加するのは Aであり、最低限達成して
おかねばならないこととされている。
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⿇⿇ 障害者差別解消法
JIS X 8341-3:2016は、単なる規格にとどまらな
い。「障害者基本法」をはじめとする障害者関連
の法律や、国が進める障害者基本計画、省庁が出
している様々なガイドラインによって、国・地方
の行政機関や独立行政法人などが守るべきものと
位置づけられているからである [6]。
「障害者基本法」第 22条では「情報の利用にお
けるバリアフリー化等」が定められているが [7]、
ここにあげられている「障害者の利用の便宜が図
られるよう特に配慮しなければならない」という
部分はWebアクセシビリティのことと解される。
また、平成 25（2013）年に制定され、平成 28（2016）

年 4月 1日から施行されている「障害者差別解消
法」（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）
では、「障害者基本法」で示された理念に則り（第
1条）、障害者に対する差別の禁止とともに、障害
者に対して「合理的な配慮」を行わなければなら
ないと定めている。先の「障害者基本法」をふま
えれば、Webアクセシビリティはこの「合理的な
配慮」の一つと位置づけることができ、これを行
わない場合には障害者に対して差別をしていると
みなされる。
「合理的な配慮」という用語には、どの程度のこ
とを行えば「合理的」と言えるのか、という具合
に、曖昧な印象もある。しかし、行政機関や独立
行政法人などに対しては「必要かつ合理的な配慮
をしなければならない」と義務（第 7条 2項）になっ
ており、民間事業者に対しては「必要かつ合理的
な配慮をするように努めなければならない」（第 8

条 2項）とある。後者については努力を求めてい
るだけにも見えるが、内閣府は、

民間事業者の取組が適切に行われるように
するための仕組みとして、この法律では、
同一の民間事業者によって繰り返し障害の
ある方の権利利益の侵害に当たるような差
別が行われ、自主的な改善が期待できない
場合などには、その民間事業者の事業を担
当する大臣が、民間事業者に対し、報告を

求めたり、助言・指導、勧告を行うといっ
た行政措置を行うことができることにして
います。[8]

と述べており、民間の事業者に対しても義務に近
いかたちで要求していると考えられる。
「障害者基本法」や「障害者差別解消法」に JIS 

X 8341-3:2016の名前は出てこない。しかし、国
の ICT政策を担う総務省が出している「みんな
の公共サイト運用ガイドライン（2016年版）」では、
これらの法律と JIS X 8341-3:2016との対応が明ら
かにされている。このガイドラインは「障害者差
別解消法」や JIS X 8341-3:2016の制定をうけて公
開されたものであるが、そのなかでは、以下のよ
うに、2017年度中に国・地方自治体のWebペー
ジをすべて JIS X 8341-3:2016の AAに適合するこ
とが求められている [9]。

1. ウェブアクセシビリティの確保
2016 年 4 月に障害者差別解消法が施行さ
れたこと、障害者基本計画（第 3 次）の対
象期間が 2017 年度末までとなっているこ
と等を踏まえ、速やかに対応してください。

(1) 既に提供しているホームページ等
JIS X 8341-3:2016の適合レベル AAに準拠
しているホームページ等
ウェブアクセシビリティ対応の取組を継続
し、更に取組を推進（適合レベル、対象範囲、
取組内容の拡大等）する。
適合レベル AA に準拠していないホーム
ページ等
速やかに、ウェブアクセシビリティ方針を
策定・公開し、遅くとも 2017年度末まで
に適合レベル AAに準拠（試験の実施と公開）
する。

(2)新規に構築するホームページ等
• 構築前に「ウェブアクセシビリティ方
針」を策定

• 構築時に適合レベル AA に準拠（試験
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の実施と公開）

この総務省のガイドラインがどの程度、実施さ
れているのかはわからないが [10]、少なくとも JIS 

X 8341-3:2016が国からのお墨付きを得ているこ
とは間違いない。
筆者は大学に所属しているため、どうしても大
学や研究機関のWebサイトの状況が気になって
しまう。現在、Webサイトを持っていない大学・
研究機関等は存在しないといってよいだろうが、
そのなかでWebアクセシビリティに配慮されて
いるのはどれほどであろうか。筆者は、大学等の
すべてのWebサイトをチェックしたわけではな
いが、短い時間でトップページの画像がどんどん
変化するサイトや、上部のメニューを音声ブラウ
ザに毎回読み上げさせているサイトなど、Webア
クセシビリティをふまえているとはとても思えな
いサイトを数多く見かけた。ここまで見てきたよ
うに、Webアクセシビリティを確保すること、す
なわち JIS X 8341-3:2016に適合したWebサイト
を構築することが、今や義務（国公立大学等）ない
し義務に近いもの（私立大学等）になっていること
は、もっと周知されるべきではないかと思われる。
大学では、社会的マイノリティの問題や文化多様
性の大切さなどを教育・研究しているであろう。
そういった大学がWebアクセシビリティに配慮
しないのは「紺屋の白袴」と受け取られかねない
のではないだろうか。

注

[1] 情報通信アクセス協議会・ウェブアクセシビリティ

基盤委員会「JIS X 8341-3:2016 解説」（2016年 4月版、

https://waic.jp/docs/jis2016/understanding/201604/、2016 年 4 月 7

日公開、2018年 1月 2日最終確認）。一部表記を変更した。

[2] https://www.w3.org/TR/2008/REC-WCAG20-20081211/。

日本語訳は https://waic.jp/docs/WCAG20/Overview.html。

[3] https://www.w3.org/TR/WCAG21/

[4] 「前期中等教育レベル」、すなわち中学生程度の読解力

で読める内容にすべし、というガイドラインは、達成

基準としては AAAであり、逆に言えばすべてのWeb

ページが求められているガイドラインではない。

[5] 人間が読む「文書のWeb」から、機械が読む「データ

のWeb」へ、というセマンティック・ウェブのコンセ

プトも、ここに由来する。

[6] 以下の記述は、総務省「みんなの公共サイト運用

ガイドライン（2016 年版）」（http://www.soumu.go.jp/main_

content/000439213.pdf）22～ 30ページに基づく。

[7] 「第二十二条 　２ 　国及び地方公共団体は、災害その

他非常の事態の場合に障害者に対しその安全を確保す

るため必要な情報が迅速かつ的確に伝えられるよう必

要な施策を講ずるものとするほか、行政の情報化及び

公共分野における情報通信技術の活用の推進に当たつ

ては、障害者の利用の便宜が図られるよう特に配慮し

なければならない。」（障害者基本法）

[8] 内閣府「障害を理由とする差別の解消の推進に関す

る法律についてのよくあるご質問と回答＜国民向け

＞」（http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/law_h25-65_qa_kokumin.

html、2018年 1月 2日最終確認）、A6。

[9] 前掲「みんなの公共サイト運用ガイドライン（2016年

版）」34ページ。

[10] 筆者が本稿執筆時点で京都市のサイトをいくつか

チェックしてみた範囲では、達成度にばらつきがある

ようである。
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CMS カスタマイズと業者選定

「公式サイト」にアクセシビリティを

田邉　鉄（たなべ　てつ）

⿇⿇ 0．はじめに
組織・機関のWebサイトに、コンテンツ管理
システム（CMS）が導入されるケースが増えてい
る。専門的な知識を必要とするサーバ管理やサイ
トデザインは極力外注する一方で、公開まではな
るべく外に漏れてほしくないような、賞味期限の
短いコンテンツの制作は内部で行いたい、という
希望が多いからだ。

CMSは、パソコンで日本語入力ができる程度
の技量があれば、1～ 2度説明を受けるだけで記
事の掲載・更新・削除等は簡単にできるようにな
る。大変便利なものだが、ユーザインタフェース
やビジュアルデザインはおいそれと変更できな
い。Webアクセシビリティを考えたとき、万が一、
CMSシステムがWebアクセシビリティを考慮し
ない HTMLを吐き出すようなものであった場合、
サイト全体が「アクセシビリティへの配慮が足り
ない」ことになってしまう。特に、組織・機関の「公
式サイト」の場合は、一度決めたビジュアル要素
を簡単に出したり引っ込めたりできないのが普通
である。思わぬクレームが来ることもあり、外注
先の業者と十分に相談して、デザインを変更する
ための意志決定と作業の流れをあらかじめ決めて
おいたり、責任分界点を明確にしておいたり、気
を遣わねばならないことがたくさんある。
本稿は主として大学の人文・社会系の学部や研
究科等が、公式サイト管理のために CMSを導入
しようとするとき、「担当者」となった教員が直

面する可能性のある困難について、筆者の経験に
基づいて述べるものである。
セキュリティに関する諸々の懸念から、一部の

固有名詞はイニシアル等に変更している。また、
内容の多くは筆者が実際に経験したことをもとに
しているが、他大学等の担当者からの聞き書きや、
部分的に脚色を施したところもあり、いわゆるセ
ミ・ドキュメントの形をとっている。こうしたや
り方には異論もあるだろうが、同様の困難に直面
している皆様に、少しでも有益な情報を提供する
ための方便であり、ご容赦頂ければ幸いである。

⿇⿇ 1．ことの発端
筆者が所属する北海道大学大学院国際広報メ

ディア・観光学院は、2000年に国際広報メディ
ア研究科として誕生した、学部を持たない独立大
学院である。もともと、教養部から分かれた言語
文化部という言語教育担当部局を母体として設立
されたこともあり、大学院としての教育義務の他、
外国語教育の責任部局として、配下に外国語教育
センターを持つ。

2008年に、研究科は教育組織としての学院と
研究組織としての研究院に改組された。学院は 2

専攻化して、国際広報メディア・観光学院となっ
た。従来の国際広報メディア研究科の教員の大半
は、メディア・コミュニケーション研究院の所属
となった。一方、新しく設けられた観光創造専攻
の教員は、一部は研究院に、一部は観光学高等研
究センターに所属することになった。これらに加
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え、一部の研究院教員は、学院での教育に携わら
ず、教育学院多元文化教育論専攻での教育を行う
よう組織されたため、教員リストを作るだけでも
「学院のみ」「研究院のみ」「学院と研究院両方」
という３つのカテゴリが存在することになる。
研究院の教員は、外国語教育センターにも同時
に所属し、それぞれ外国語の授業を担当している。
加えて東アジアメディア研究センターや、メディ
アツーリズム研究センターといった、付属研究組
織も設立された。さらに留学生センターや筆者が
所属する情報基盤センターなど、外部組織に所属
する教員がいることも考えると、非常に複雑な組
織構成になっている。書いている筆者も、パンフ
レットを見ながら組織名を再確認したほどだ。こ
れらの入り組んだ組織について、それぞれの独立
性を保ちながら一体感のあるWebサイトで広報
しようというのだから、担当者は相当頭を悩ませ
ることになった。
研究科時代には、言語教育系と研究科系、それ
ぞれ一人ずつの担当者が、HTML手書きでペー
ジを作成していた。学院と研究院に改組されたと
きも、2人で分担するのではなく、学院・研究院
は 1人で担当し、外国語教育センターをもう 1人
が担当していた。仕事量で言えば学院に 1人、研
究院 +外国語でもう 1人、というのが妥当だと思
うし、ことによるとそれでも学院の方が負担が大
きくなるだろう。外国語教育センターのWebペー
ジは、年に 2～ 3回まとめて更新するだけだから
だ。ただ、研究科時代から大学院のサイトを一人
でメンテナンスしてきたＫ教授は、「窓口が増え
ると、サイトがぐちゃぐちゃになる」と、自分以
外の手がサイトに入ることを嫌がり、引き続き学
院・研究院とも面倒を見ることになった。筆者は
もともと、外国語教育センターのサイトを担当し
ており、それをそのまま引き継いだ。
我々と同時期に学院―研究院体制に移行した大
学院は、従来の研究科のサイトをそのまま、学
院・研究院共通のサイトとして、トップページの
タイトルだけを変更していることが多い。けれど
も、先に述べたように多数の研究組織の寄り合い
所帯である本学院では、そのような単純な手法は

とれなかった。そこで、学院・研究院・外国語教
育センターの 3組織に、個別のカラースキームを
適用することで、一見してどの組織のコンテンツ
なのかわかるようにし、独立性と一体感という矛
盾した要求に応えた。このときはまだ「すべての
利用者に知覚可能な形式で表現すること＝色だけ
でしか区別できないコンテンツを作るべきではな
い」という、知覚可能性の原則すら考慮していな
かった。たとえば「教員プロフィール」のカバー
ページは、学院・研究院それぞれに同じタイトル
で存在していたが、その内容は異なっており、うっ
かりすると「どちらを見ているのか」わからなく
なることがあった。
ハイコントラスト・文字サイズを変えても崩れ

ないレイアウトなど、その当時の技術と担当者の
技量で可能な範囲でアクセシビリティに配慮して
いたが、Webで提供する情報が増えるにつれて、
ひとりの教員が全体に目配りして更新を続けるこ
とは困難だと感じることが多くなった。

⿇⿇ 2．脱・属人化を目指して
CMS利用が一般的になる以前は、学部・研究

科公式サイトの多くは、ネットワークに詳しい、
少数の教員によって運営されていることが多かっ
た。特に人文系の学部では、サーバ管理やWeb

メンテナンスについては、はじめから「カタギの
教員が扱うようなものではない」と考えられるこ
とが多かった。そのため、部局としてのWeb広報・
Web管理は属人的なものにならざるを得ず、その
知識や技術は継承されることがなかった。
一方で、前身の言語文化部時代から蓄積されて

きたWebコンテンツは膨大なものになっていた。
そのうち紀要およびジャーナルの目次、学位論文
のリスト等は、増える一方だったが、これらは原
則として機関リポジトリに収めることになり、大
学院のサイトで個別に扱う必要はなくなった。そ
の一方で、教員個人や、学内グループでの直近の
研究活動とその成果が、入試広報の立場から重要
な課題になっていた。また、2008年に Twitter日
本語版が運用を開始したころから、Web上の広報
活動も、ブログや SNSといった個人のメディア
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表現にも目配りする必要が生じつつあった。
加えて、定年や転出などの理由で、担当者は変
わることがある。公式Webを持続させるために
は、「属人」的な体制をあらため、作業をマニュ
アル化し、担当者の交代を容易にする必要があっ
た。
当時入試広報を担当していた N教授から、「入
試情報については、入試委員会が直接Webを触
れるようにしてほしい」という要望があった。当
時大学院のWebサイトの更新情報は大半が入試
に関わるものであったので、情報の発生するとこ
ろでWebを更新する、というコンセプトは、そ
れまでの「Webの更新作業は K教授が一元的に
行う」という方法と矛盾しているにもかかわらず、
関係者の間でそれほど違和感なく受け入れられた。
これまで更新を一手に引き受けていた K教授は
担当を退き、サイト管理をアウトソーシングする
ことと、CMSを導入して教職員が誰でも必要に
応じてWebを更新できるようにする、というプ
ランがセットになっていたため、K教授としても
否応もなかった。

⿇⿇ 3．業者選定の勘どころ
サイト運営の業者は、ふたつの選択肢があっ
た。ひとつは「コンテンツ制作」を中心に、CI

も含めた企業の広報マネジメントを手がける A

社、もうひとつは、CALLシステムの運用で以前
から付き合いのあった、「システム開発」を中心
に行っている B社である。
選定にあたっては、セキュアなシステムである
ことのほか、以下の 3点を特に重視した。

(1)利用者にとってアクセスし情報を得やす
いデザインとインターフェースを実現した
ものであること。全体のデザインがカラー
スキームに基づいて行われていること。

(2)コンテンツ管理システム（CMS）が組み込
まれることによって、HP管理担当の教員
や職員が、掲載情報の日常的な更新を簡単
に行えるシステム環境が整備されること。

(3)外国語教育センター等三つの異なる組織

の HPが一体として効率的に運用され、維
持管理も一元化して可能となるような工夫
が施されていること。

A社と B社はどちらも、この 3つの条件はクリ
アしていたが、特に (2)の CMSの考え方が異なっ
ていた。A社は「コンテンツファースト」の考え
方をとり、「学院紹介」「学生生活案内」「入試情
報」などの従来からあるコンテンツに加え、「教
員のコラム」や「学生からのメッセージ」といっ
た新しいコンテンツを、スタティックなページと
して作り込み、CMSで動的に生成するのは、基
本的に受験生へのお知らせや、イベント情報だけ
にする、という提案であった。ただし、基本は
コンテンツ開発を行う企業なので、CMSの開発
や運用は自社ではなく、他のソフトウェア開発業
者へ下請けに出す、ということであった。その下
請け業者は、早くから CMSとして広く使われて
いるWordPressのカスタマイズについては実績が
あった。だが、提案の中では、コンテンツに個別
の編集権限を付し、権限の適用範囲や、管理者権
限のグレード分けなどを細かく設定できるように
する、といったこちらの細かい要望に対応するた
めには、独自の CMSを開発するしかないだろう、
としていた。
一方、B社の考え方は、サイト構造とデザイン

テンプレート、それにコンテンツ・データベース
と、初期デザインを用意するが、あとはトップペー
ジも含めて、原則としてすべてのページを大学側
で書き換えることができるように CMSを設定す
る、業者が書き換える場合、軽微なものは保守サー
ビスの一部として、大規模な改修が必要になった
場合には相談、という提案であった。CMSは公
開されている汎用のものを自社でカスタマイズし
て使用できる、とし、WordPressと Movable Type

を候補として挙げた。
選定にあたった当時は新学院の受験生確保が最

重要課題であり、ユーザにアピールする良質なコ
ンテンツを、短期間に多数公開しなければならな
いという機運が高まっていた。多くの教員が「教
員がコンテンツを作るのは手間と時間の無駄だ」
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「サーバ管理もコンテンツ制作も全部外に出して
しまうのがよい」と考えており、それが結果を後
押しした。結局コンテンツファーストを標榜する
A社に発注することが決まった。Webサーバは学
内に持たず、A社が契約したデータセンターに置
くことになった。
従来のコンテンツはディレクトリ構成を維持し
たまま、テンプレートを用いて見栄えを統一した。
また、A社から新しいコンテンツとして「教員の
研究コラム」「学生ブログ」「留学生のための札幌
案内」などの提案があり、独自コンテンツをいく
つか作って公開した。Webだけの成果ではないだ
ろうが、翌年度の受験者数は前年と比べて数 %

増加した。サイト改修の結果についてはそれなり
に満足のいくものであった。
ただ、不満な点もあった。教職員が自分たちで
更新できる CMSは、独自のもので、「入試情報」
のコーナー以外はスタティックなWebページで
構成されていた。そのため、たとえば教員や学生
の受賞報告、研究の成果、イベント情報などは A

社に連絡をして更新を依頼する必要があった。そ
もそも紀要の目次や学位論文のタイトル、イベン
ト情報などは、都度更新が必要なものであり、業
者に連絡すればすぐに対応してもらえるとはいえ、
できれば即載せたいものである。
また、事情によりサイトの保守は、年間契約で
はなくスポットで行っていたため、契約で年次・
月次・学期ごとのルーティンとして本契約に含ん
でいるもの以外は、ちょっとした更新にも工数（＝
料金）が発生する。また、システム周り、たとえ
ばCMSのセキュリティ対策のための改修や、サー
バソフトの更新については、自社対応ではないた
め、都度料金が発生した。
入試広報担当の N教授は、唯一自分たちで更
新可能な、CMSで構成された「入試情報」のコー
ナーに、動的な更新が頻繁に必要になるような情
報全てを詰め込む、という方法でこの状態を切り
抜けようとした。その結果、本来は研究成果のペー
ジで取り扱うような、教員の出版情報や、学位論
文のタイトルまでも、入試情報の下にまとめて置
かれるようになった。結果、「紀要の古い号の目

次は、スタティックな過去のWebページの中に
収められているが、新しい号は入試情報の中にあ
る」というねじれた構造のサイトとなってしまっ
た。
筆者は「A社のようなコンテンツを中心に扱う
業者は、Webサイトやサーバの開発や管理、運用
には弱い」「自分で rootを持たないとWebは思い
通りにならない」という論法を取りたいわけでは
ない。ただ、Web整備は「まとめて外に投げれば
よい」ものではなく、担当教職員と業者の担当者
が十分にコミュニケーションをとって一緒に練り
上げて行かないとうまくいかない。
最終的に A社とは当初の約束である 2年を経
過した後は契約せず、あらためて複数の業者から
プレゼンを受け、最終的に B社と契約を結んだ。
そして、HTML5対応 CMSを用い、従来のコン
テンツを整理し直した上で、全体を、ユーザも管
理者も使いやすいよう作り変えることにした。

⿇⿇ 4．CMS 選びとカスタマイズ
CMSは、筆者がなれていたWordPressを、と提
案したが、複数のブログを運用するのが容易なこ
と、また、業者が慣れていることから、Movable 

Typeを採用することになった。
WordPressとMovable Typeはどちらも――開発

元の言を信じるならば――基本システムと標準添
付のテーマについてはWAI（Web Accessibility Initiative）

のガイドラインを満たしていることになっている
が、問題がないわけではない。「ブログ管理」シ
ステムとして世に出た二つのシステムで、最も多
いアクセシビリティ上の問題は、いわゆる「Here

症候群」であり、Another HTML Lint5 でアクセシ
ビリティチェックをかけると「同一テキストが異
なる飛び先にリンクされている」という警告が大
量に出るたとえばトップページに複数の「新着情
報」をおいたときに、それぞれについて「記事一
覧」へのリンクを貼る、というような場合が該当
する。むろん、文脈（直前の要素）によって説明さ
れていることが期待できるのであれば、無視する
こともできるが、テンプレート上の aタグに title

属性を含める、あるいは aタグあるいは navタグ
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に aria-label属性を設定し、スクリーンリーダーで
アクセスした時にナビゲーション音声が流れるよ
うにしておくのがベターだろう。
また、hタグについて「あまり神経質になる必

要はない」という向きもあるようだが、hタグに
よる見出しは、スクリーンリーダーにおけるナビ
ゲーションポイントとして用いられることが多い
ので、アクセシビリティ文脈では、依然として順
番や使い方のブレが問題になる。特に、サイドメ
ニューでは、「h1～ h3は使わない」とか「そも
そも hタグはおかない」から、「気にせず何でも
使ってよい」という意見まであり、ちょっと頭
を悩ますところである。navで囲み、aria-labelに
「ローカルメニュー」「グローバルメニュー」「サ
イドバー」などと設定すれば、とりあえずそこに
あるものが何か、は、聞くだけで判別できる。こ
の手の細かい課題を、一つ一つ相談しながら潰し
ていった。
以下、カスタマイズの具体的な作業手順・留意
点・業者と教職員の役割分担等について順を追っ
て述べる。

Movable Typeでスタティックに見えるサイトを
構築するには、ダッシュボードから「ウェブサイ
ト」を作成する。その配下にスタティックな「ウェ
ブページ」と動的に更新する「ブログ」を必要な
だけ追加する。
今回の大学院の公式サイト構築の場合、まず「国
際広報メディア・観光学院」「メディア・コミュ
ニケーション研究院」「外国語教育センター」等々、
組織ごとに「ウェブサイト」を作成した。サイト
にはそれぞれトップページのほか、コーナー別の
ナビゲーションページを「ウェブページ」として
作成し、各コンテンツは「ブログ」の記事として
作成した。それに加え、「共通情報」というウェ
ブサイトを追加作成した。この「ウェブサイト」
はコンテンツが直接表示されるわけではなく、複
数の組織にまたがったコンテンツについて、指定
したサイトの適切な箇所に自動的に追加する、と
いう機能を実現するために設けた。講演会などの
イベント情報ならば学院と研究院、外国語授業の
TA募集広告なら、学院と外国語教育センターと

いう具合に適切な「ウェブサイト」に簡単に掲載
できる。共通情報には、「教員プロフィール」「イ
ベント情報」「新着情報（一般のお知らせ）」「ジャー
ナル目次」の 4つの「ブログ」を設けている。前
3つは選んだ「ウェブサイト」から適宜引用され
る。「ジャーナル目次」は、機関リポジトリ等か
らの収集用に提供している。
デザインの変更は、まずマスター・テンプレー

トの制作から行った。業者からの提案をもと
に、サイト構造・全体の色の設定やロゴタイプの
表示などを決めていった。続いて、それをカテ
ゴリごとのテンプレートに落とし込んでいった。
Movable Typeは「ウェブページ」の中にも、ブロ
グのコマンドを挿入できるようになっているので、
統一感のあるデザインを作るのは難しくない。
テンプレートには、言語タグを追加した。本サ

イトは日本語・中国語（繁体・簡体）・韓国語・英
語のコンテンツを用意しており、一つの記事に対
して、翻訳を入力すれば一度に多言語で公開でき
る。もちろん、担当者の私が自身で対応可能な中
国語はともかく、全てのコンテンツを多言語化す
るのは難しく、実際には大半の記事が日本語だけ
で公開されているのだが。
各々のコンテンツのアクセシビリティについて

は、チェックサイトに HTMLを流し込むなどし
て、個別にチェックしながら作業を進めた。ここ
までは、主として業者による作業である。
この時点で、「ウェブページ」と「ブログ記事」

の一部をプリントアウトし、教授会構成員全員に
配布し、改善に関する意見を求めた。これで、ア
クセシビリティ 4原則のうち、知覚可能性につい
ては、ほぼ担保できた。
ただ、もともとのサイトが、前述のとおり「入

試情報」以下に多数のコンテンツがぶら下がって
いたため、サイト構造を適切なものに戻す作業は
難航した。教員名簿など、もともとあったものを
破棄して、プリントアウトやサイトのコピーから
新たにデータを起こして作成したものもあるが、
大半は担当者が「それっぽい」ところにリンクし
ただけで、不十分な移行しかできなかったコンテ
ンツも多い。
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デザインと同じように、サイドメニューなどの
ナビゲーションについても意見等求めたが、こち
らはほとんど反応がなかった。問題がなかったわ
けではなく、たとえば、サイドメニューとメイン
コンテンツに同じ名前の（たとえば「入試要項」など）
リンクがあり、それぞれ別々のページを指してい
るというケースが複数みつかった。要するに、年
度が替わった時に、更新を忘れたリンクがあった、
ということなのだが、カテゴリ別のトップページ
など、「まとめページ」が増えると、手作業では
チェックするにも限度がある。現在のところは研
究支援員等の手も借りてチェックをしているが、
システムの改修でもう少し簡便なやり方がないか
考えている最中である。操作可能性についてはま
だまだ検討の余地がありそうだ。
また、理解可能性については、主として担当者
や広報委員会メンバーがリンクを実際にたどりな
がらチェックを行った。その結果、リンクの文字
列をMovable Typeデフォルトの日本語リソースそ
のままにし、場所によって指す場所が異なるリン
クが多数あることがわかった。
堅牢性については、Movable Typeで可能な限り、

多くのユーザ・エージェントで利用できることを、
多くの端末を会議室に持ち込んで、一通り確認し
た。
これらのチェックは、公開前だけではなく、公
開してからも続けて行われた。部局の「公式サイ
ト」としては、「走りながら直す」というような
リスキーな方法はとるべきではないのかもしれな
いが、2010年の公開から、1～ 2年は細かい改修
に明け暮れた。直しきれないところも残ったため、
未だに古いコンテンツにまつわるバグ報告が上
がってくることがある。
今後、引き続きチェック体制を整備していくと
ともに、Movable Type自体にチェックルーチンを
組み込むなどの、自動化の試みも進めたい。

⿇⿇ 5．セキュリティとアクセシビリ
ティ

おしまいに、セキュリティについても触れてお
きたい。セキュリティとアクセシビリティは相容
れぬこともあり得るからだ。
パソコン用の読み上げソフトを使ってWebを
閲覧する場合、Webのテキストを読み上げるほ
か、リンクなどの操作も音声でガイドする。画像
がある場合は、画像に alt属性が付されている場
合はそれを読み上げる。画像の扱いを選べるよう
になっているものもある。
ところが、これがセキュリティ上の問題になる

ことがある。近年、組織のメールアドレスをその
まま掲載すると、すぐにスパムメールの標的にさ
れてしまうようになった。そこで、公式サイトで
メールアドレスを掲載する時には、aタグによる
リンクを使わずに、さまざまな手段を使い、問題
を避ける。
メールアドレスを分割して JavaScriptでまとめ

て表示したり、＠マークを別の記号に置き換えた
り、画像で表示したり、といったところが主な対
策である。これらの対策の眼目は、「機械からも
人からもメールアドレスに見えないようにする」
ことである。だが、アクセシビリティの観点から
は、「情報が文字として理解できること」が望ま
しく、何らかの手段で「フルのメールアドレス自
体」が取り出せるようになっていなければならな
い。
今回のサイトについては、それぞれのメールア

ドレスの利用者に、メールアドレス掲載の可否を
問い合わせる対応にとどまった。

⿇⿇ 6．おわりに
本稿執筆中に、アクセシビリティチェッカーで

「中　文」という表記が引っかかっているのを見
つけた。Webのアクセシビリティ向上は一日にし
てならず、ということであろう。
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多言語ウェブページの書き方

lang属性を使いこなす

千田　大介（ちだ　だいすけ）

⿇⿇ はじめに
近年の個人Webページはブログサービスを使う
ケースが多いし、学校や機関でも CMSの利用が増
えているため、HTMLの meta要素に触れる機会が
減っているのは事実である。しかし、Webサイトの
管理を行わなくなった場合や、カスタマイズをした
いときなどには、やはり文字コードや言語設定の知
識が欠かせない。
特にWordPressなどの CMSが生成する HTMLは

必ずしも正確ではないし、CMSの使い方は熟知し
ているが正しい HTMLやユニバーサルデザイン、
まして多言語・多漢字設定は全然わからない、とい
うWebコンテンツ作成・運営業者も少なくないので、
やはりクライアント側が基本的な知識を持っておく
必要がある。
以下、HTML5に基づいて、Webページにおける
文字コードや言語の設定方法について、概説したい。

⿇⿇ ページの言語・文字コードの指定
HTML5では doctype宣言の後に記述する html要

素で、lang属性を使って言語を指定する。

<html lang="ja-JP">

この例では、この HTML文書が日本の日本語（ja-

JP）で書かれていることを表している。これによって、
ページの言語を明確化して、翻訳、さらには読み上
げなどが容易にできるようにする。

現実には、これが誤記されているページが多すぎ
るため、Googleは html要素の lang属性を一切参照
していないというが [1]、しかし html要素の言語が
適切に設定されているか否かは、Webページのアク
セシビリティの指標の 1つでもあるので、情報発信
者の社会的責任として正確な言語指定を心掛けたい
（langの属性値の書き方については、後で詳述する）。
また、head要素以下では、meta要素の charset属

性によってページを記述している文字コードを指定
する。
文字コードには、JISコード、GBコードなどの

ローカルコードを指定することもできるので日本語
ならば JISコードと考えがちであるが、ページの言
語は html要素の lang属性で指定できるので、文字
コードと言語とは切り離して考えて良い。すると、
JISコードのページでは、例えば簡体字や携帯電話
絵文字などが外字になってしまい文字化けなどの問
題が発生する蓋然性が高くなるが、国際的な統一文
字コードであるユニコードを使えばかかる問題が発
生しにくいのだから、ユニコードを使った方がよい。
特に、多言語混在ページや、JIS X 0208に収録され
ない漢字を多用するようなページではユニコード以
外の選択肢はありえない。インターネットWWW

の標準化団体であるW3Cも、HTML5ではユニコー
ドの符号化方式の一種である UTF-8の使用を推奨
している。
実際の HTMLファイルでは、<head>属性の下に

以下のように記述する。



	 Journal of JAET vol.17●	 49

多言語ウェブページの書き方（千田）

<head>

 <meta charset="utf-8">

 ……

</head>

なお、文字コードに UTF-8を指定したら、その
HTMLファイルも UTF-8で保存しなくてはならな
い。既存の HTMLを <meta charset="utf-8">に書き換
えたが、ファイルそのものは euc-jpのままだったた
め文字化けしてしまった、というようなミスはしば
しば発生するので、注意されたい。

⿇⿇ lang 属性と中国語の指定
lang属性は、html要素のみならず、div・p・span

などなど、あらゆる要素の中で指定することができ
る。中国語の指定方法だが、以前は、以下のように
属性値を書くとされていた。

zh-CN

zh-TW

「zh」は ISO 639で定義される言語コードで、中国
語を表す。「CN」・「TW」（大文字でも小文字でもよい）
は ISO 3166で定義されている行政区画名のコード
で、それぞれ中華人民共和国・台湾を表す。これは
それぞれ「中華人民共和国の中国語」・「台湾の中国
語」を意味している。
日本語の場合は日本以外でほとんど使われていな
いため、「ja」のみ、あるいは「ja-JP」（日本の日本語）
で問題ないし、英語の場合も地域による正書法の違
いがないので「en-US」（アメリカの英語）のように書
けば支障ない。しかし中国語の場合は、表記法と行
政区画とを完全に同一視することができず、たとえ
ば「中国の中国語」では中華人民共和国で繁体字に
よって書かれたドキュメントを指定できない、また、
方言の差異を表すことができない、といった問題が
あった。
そのため 2009年の BCP47[2]で定義された IETF言
語タグで、中国語の属性値は以下のように指定する
こととなり、上述の書き方は非推奨となった。

zh-Hans

zh-Hant

「language-script」（言語 -用字）の順で表記する。「zh」
は中国語を表す言語タグ、「Hans」は簡体字を、「Hant」
は繁体字を意味する用字サブタグである。つまり、
それぞれ「簡体字中国語」・「繁体字中国語」となる。
これに地域名を付加することもできる。その場合

は、「language-script-region」（言語 -用字 -領域）の順に
表記する。

zh-Hans-CN

zh-Hant-TW

前者は「中国の簡体字中国語」、後者は「台湾の
繁体字中国語」を表す。領域サブタグは「CN」が中国、
「TW」が台湾、「HK」が香港、「MO」がマカオ、「SG」
がシンガポールである。
また共通語・方言など発音の種類を、拡張言語サ

ブタグとして指定することができる。拡張言語サブ
タグは IANAによって管理されている [3]。以下に一
覧を掲げる。

 ▪cmn 普通話（共通語）
 ▪guoyu 国語（共通語、台湾共通語）

 ▪wuu 呉語（上海・江蘇・浙江方言）
 ▪czh 徽語（安徽方言）
 ▪hak 客家語
 ▪yue 粤語（広東語）
 ▪nan 閩南語（福建南部・台湾方言）
 ▪cpx 莆仙語（莆田方言、興化方言）
 ▪cdo 閩東語（福建東部方言）
 ▪czo 閩中語（福建中部方言）
 ▪mnp 閩北語（福建北部方言）
 ▪gan 贛語（江西語）
 ▪hsn 湘語（湖南語）
 ▪cjy  晋語（山西方言）

 ▪och 上古漢語
 ▪ltc 晚期中古漢語
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 ▪lzh 文言

 ▪pinyin ピンイン
 ▪bopo 注音符号

 ▪cpi 中国ピジン英語
 ▪csl 手話中国語

 ▪zhx 中国語ファミリー

共通語、各地の方言のみならず、古代漢語・ピン
イン・注音符号、さらには手話なども定義されている。
拡張言語コードは、言語コードの次に記述する。
中国語であれば、例えば以下のように指定すること
ができる。

zh-cmn-Hans-CN

zh-cmn-Hant-TW

それぞれ「中国の簡体字の共通語中国語」・「台湾
の繁体字の共通語中国語」という意味になる。拡
張言語コードは言語コードの直後に記述する。「zh」
を省略して、以下のように書いても良い。

cmn-Hans-CN

cmn-Hant-TW

ただし、省略すると言語を認識できない音声ブラ
ウザもあるので、省略しない方がよい。
地域名を省略して以下のように指定することもで
きる。

zh-cmn-Hans

zh-cmn-Hant

いずれにせよ、拡張言語サブタグを記述すること
によって、どのように読まれるのかを意識した指定
となっている。逆に、中国語の表記の共通性を生か
して、広く全ての中国語話者を相手に情報発信する
のであれば、拡張言語サブタグを記述する必要はな
い、とも言える。

方言では、香港の広東語は以下のように指定する。

zh-yue-HK

zh-yue-Hant-HK

上の例は「香港の広東語」、下の例ならば「香港
の繁体字の広東方言中国語」となる。「yue-Hans-HK」
（香港の簡体字の広東方言）というのも、そろそろあり
得るのだろう。
中国語方言の指定は、例えば専用の漢字が使われ

る広東語の部分だけフォントを指定したいときなど
に役に立つだろう。「主要 OSの読み上げ機能」で
検証しているように、現時点で主要 OSは、段落ご
とに lang属性を見て読み上げ言語を切り替えること
ができるようになっている。現在は普通話・台湾国
語・広東語程度しかTTSが提供されておらず、フレー
ジングコンテンツの lang属性も参照されていない
ようだが、将来的には、文中の方言音の引用を TTS

を切り替えて読み上げるように進化していただきた
いものである。
ピンインの拡張言語サブタグ「pinyin」を使う場

合は、前に用字サブタグ「Latn」を書かなくてはな
らない。

zh-Latn-pinyin

注音符号は次のようになる。

zh-Bopo-pinyin

中国古典のページやコンテンツは、「lang="lzh"」
と指定する。Wikipediaには中国語文言版が作られ
ているが、その html要素の lang属性はキチンと「lzh」
になっている（Wikipediaには広東語などの方言版があるが、

いずれもそれぞれの方言の拡張言語サブタグが記述されてい

る）。

⿇⿇ lang 属性を設定する
現在、主要なブラウザでは、lang属性で言語が設

定されていればその言語のフォントを使って表示し
てくれる。従って、例えば以下のように記述すれば、
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複数言語が混在した文を、各言語のフォントで表現
できる。

<p> 日本語では <q lang="ja-JP"> 浅 </q>、

簡体字中国語では <q lang="zh-Hans"> 浅

</q>、 繁 体 字 中 国 語 で は <q lang="zh-

Hant"> 淺 </q> と書く </p>

前述のように langはグローバル属性なので、さま
ざまな要素に記述することができる。以下は、段落
<p>の言語を指定した例である。

<p lang="lzh"> 子曰：學而時習之，不亦說乎。

</p>

<p lang="zh-Hans-CN"> 学习并时常复习，

不是很快乐吗？ </p>

<p lang="ja-JP"> 子曰わく、学びて時にこ

れを習う、亦た説ばしからずや。</p>

⿇⿇ CSS を設定する

スタイルシートを使って、言語ごとの表示を設
定する方法はいくつかあるが、HTML5+CSS3では
lang疑似クラスがしばしば使われる。

<!DOCTYPE html>

<html lang="ja">

<head>

<meta charset="utf-8">

<title> 中国語表示テスト </title>

<style type="text/css">

p:lang(lzh) {font-family: 

"MingLiU";}

p:lang(zh-hans) {font-family: 

"SimHei";}

p:lang(ja) {font-family: "MS 

Mincho";}

</style>

</head>

<body>

<p lang="lzh"> 子曰：學而時習之，不亦

說乎。</p>

<p lang="zh-Hans-CN">学习并时常复习，

不是很快乐吗？ </p>

<p lang="ja-JP"> 子曰わく、学びて時に

これを習う、亦た説ばしからずや。</p>

</body>

</html>

スタイルシートで、

要素 :lang( 属性値 ){ スタイル }

と記述することで、要素の lang属性が指定された箇
所のスタイルを設定できる。上の例では、言語属性
が指定された pのフォントを設定している。
要素名を書かない場合、lang属性が指定された全

ての要素の書式をまとめて設定できる。

<!DOCTYPE html>

<html lang="ja">

<head>

<meta charset="utf-8">

<title> 中国語表示テスト </title>

<style type="text/css">

:lang(zh-hans) {font-family: 
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"SimHei";}

:lang(zh-Latn-pinyin) {font-

family: "WG Pinyin Serif";}

:lang(ja) {font-family: "MS 

Mincho";}

</style>

</head>

<body>

<p lang="ja-JP"> 飛 行 機 は 中 国 語

で <q lang="zh-Hans-CN"> 飞 机 </

q> と い い <span lang="zh-Latn-

Pinyin">fēijī</span> と 発 音 す る。</

p>

</body>

</html>

p・q・spanタグに、スタイルのフォント設定が反
映されていることがわかる。
上の例ではローカルのフォントを使用しているが、

HTML5+CSS3ではウェブフォントによって、ロー
カルフォントに依存せずに表示フォントを設定する
こともできる [4]。
このほか、CSSの属性セレクタなどを使って、言
語ごとの書式を設定することもできる。興味をお持
ちの方は、CSS3の解説・マニュアルなどを参照し
ていただきたい。

⿇⿇ おわりに
以上のように、中国語の lang属性の書き方は、以

前の zh-cn・zh-twではなく、用字サブタグを用いた
zh-hans・zh-hantが推奨されるようになっている。ま
た、用字サブタグ・言語サブタグを使うことで、方
言・文言文・ピンイン、さらに本稿では言及しなかっ
たが中国の少数民族言語の言語タグも定義されてお
り、ウェブにおいてより簡単かつ精確に表現できる
ようになった。lang属性の書き方が以前に比べて複
雑化した側面もあるが、しかしその意味を理解して
CSSと組み合わせることで、よりスマートに多言語
混在ページを表現することができるだろう。
また、主要 OSの読み上げ機能が現状で段落ごと

の多言語混在に対応しているので、例えば文言文の
原文と日本語訳を対照させたページ、中国語スキッ
トの下に日本語解説を配した語学教育ページなど、
lang属性を正確に使いこなすことによって、アクセ
シビリティに優れた研究・教育コンテンツを作成す
ることも可能になっている。
より麗しくアクセシビリティに配慮したウェブデ

ザインのために、こうした機能を使いこなしていき
たいものである。

注

[1] h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v = i s W - K e -

AJJU&feature=youtu.be&t=55m54s（2018/01/07最終確認）

[2] https://tools.ietf.org/html/bcp47（2018/01/07最終確認）

[3] https://www.iana.org/assignments/language-subtag-registry/

language-subtag-registry（2018/01/07最終確認）

[4] 本誌「Webフォントの現状」参照。筆者のサイトに自作

ピンインフォントのウェブフォントによる表示サンプル

を設置してあるので、参照されたい。https://goo.gl/PJghbJ
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Web フォントの現状
上地　宏一（かみち　こういち）

⿇⿇ はじめに

近年、特に企業などのWebページを閲覧する
と珍しいフォント（書体）でリード文が表示され
ていて目を惹くことがある（あるいは、スマートフォ
ンなどで通信速度が速くない時に閲覧中のページのフォン

トが途中で変化して驚くこともある）。従来、見出しな
どを特徴づけるために、本文と異なるフォントを
ワンポイントで利用し、画像として作成して配置
することが多かったが、画像として固めた状態で
用意すると、スマートフォンのような画面サイズ・
縦横比の異なる閲覧環境に対して、文字面の再構
成ができないため、見にくいWebページとなっ
てしまう。そこで、画像ではなくテキストのまま、
ネットワーク上の任意のフォントをWebページ
で利用することができるようになっていて、これ
を「Webフォント」と呼ぶ。

パソコンにおける文字の表示・印刷は「フォン
トファイル」と呼ばれる、ある特定の文字集合に
対する字形情報が集約されたデータファイルに依
存している。フォントファイルは通常、パソコン
に複数インストールされていて、豊富なバリエー

ションによって文書・Webページの表現力を上
げることができる。ところがパソコンごとに用意
されているフォントファイルの種類が異なるため、
こちらのパソコンでは表示できるけれども、あち
らのパソコンではフォントファイルが足りないか
ら表示できない、といったトラブルが発生する。
そこで、どのパソコンでも文字を同じように表示
できる、というWebページにおけるユニバーサ
ルデザインを実現するために「Webフォント」が
活用されはじめている [1]。以下、Webフォントの
現状について紹介する。

⿇⿇ Web フォントの実態
Webフォントは HTML5 + CSS技術 [2]に由来
していて、CSSの @font-face記述がその実態であ
る。CSSでは font-familyプロパティにより HTML

内の任意のタグやクラスなどに対してフォント
の優先順位リストを指定することができるが、@

font-face記述を使うと、そのリストにネットワー
ク上のフォントファイルのエイリアスを指定する
ことができる。具体的には以下のような記述とな
る。サンプルとして作ったフォントファイル（「〓」
記号に対して「大雨」の創作漢字を割り当てている）を
「heavyRain」という名称のエイリアスとして定義
し、「gaiji」クラスに対して適用している。

<!DOCTYPE html>

<html lang="ja">

<head>

<meta charset="UTF-8">

<title>Web フォント </title>

<style>

@font-face {

図 1　Web フォント使用例（AXIS Font コンデンスを使用）
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font-family: heavyRain;src: 

url("http://glyphwiki.org/

glyph/kamichi_heavyrain.

ttf");

}

body { font-family: serif; 

font-size: 300%; }

.gaiji { font-family: heavyRain 

}

</style>

</head>

<body>

今日はひどい <span class="gaiji"> 〓

</span> です。

</body>

</html>

⿇⿇ 指定できるフォント形式
Webフォントとして指定できるフォントファイ

ル形式は、以前とは方針が変わり整理された。現
状では以下が標準とされている。

 ⿟WOFF

 ⿟WOFF2

図 2　Web フォントサンプル（MacOS 上の Firefox）

図 3　Web フォントサンプル（iPhone 上の Safari）

WOFFはWeb Open Font Formatの略で、フォン
トファイルとして一般的な TrueType形式、ある
いは OpenType形式をベースに、グリフデータの
圧縮機能やWebフォントのためのメタデータが
付与された形式であり、広く解釈すると TrueType

形式や OpenType形式のフォントファイルそのも
のもこれに含まれる。WOFF2はWOFFの圧縮方
式を変更した新バージョンである。
一方、従来から業界標準としての扱いも含め、

以下の 2つも利用されていた。

 ⿟EOT（WEFT)

 ⿟SVG（または SVGZ)

EOT形式はマイクロソフトが中心に提案して
いたもので、WEFTというツールを使って EOT

形式のデータに変換する必要があった。Internet 

Explorer 9以前は EOT形式のみに対応していた
ため、従来Webフォントを利用するには EOT形
式の用意が必須であった。逆に言えば、IE9の
WOFF対応により、ようやくWebフォントが実
用段階に至ったとも言えるだろう。

SVG形式は単純に文字字形をベクトルグラ
フィックデータとして XMLで記述し、それらを
まとめてフォントデータとして読み込むものであ
る。構造はシンプルであるが、個々のグリフのレ
ベルでWebフォントを扱うことはあまりないた
めか、サポートが終了扱いとなっている。

WOFF形式は IE, Firefox, Chrome, Safari, Operaと
いったパソコンの主要ブラウザや Androidおよび
iOSのスマートフォン標準ブラウザで対応してい
るため、現状で広く使えると言って問題ない。

⿇⿇ フォントファイルのライセンス問題
従来、Webフォントが扱いにくかった理由はい

くつかあるが、その一つにライセンス問題がある。
一般的なフォントファイルは、例えばWindows

における「MS明朝」のように OSに標準添付さ
れているもの、Microsoft Officeにおける HG書体
や年賀状ソフトにおける筆文字フォントのように
アプリケーションにバンドルされているもの、あ
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るいはダイナコムウェアのようなフォントメー
カーから直接購入するもの、などの形態により自
分のパソコンにインストールされる。これらは原
則として自分のパソコン内で利用し、また印刷す
るところまでがライセンス上認められているが、
フォントファイルのデータを加工したり、それを
インターネット上において第三者が利用できる状
態にしたりすることはライセンス違反となり、こ
の制限によってWebフォントは実質的には使え
ない技術であった。
これに対し、Google Fontsのようにライセンス
フリーのフォントファイルを集めて、Webフォン
トして利用できるサービスが充実してきている。

 ⿟Google Fonts (https://fonts.google.com)

 ⿟Google Fonts +日本語早期アクセス (https://

googlefonts.github.io/japanese/)

文字種の関係で多くは欧文書体に限られるが、
Google Fonts +日本語早期アクセスのように数種
類の日本語フォントについてもWebフォントと
しての利用が始まっている。ただし使ってみると
わかるが、日本語の漢字をWebフォントとして
使うには文字種が多く、ページの表示の遅さにフ
ラストレーションが溜まり、実用的ではない。日
本語フォントファイルは一般的に数メガバイトの
データサイズであり、Webフォントとしては不適
である。

⿇⿇ プロユースWebフォントの充実
一方で、いわゆる商業（商用）フォントと呼ば
れるプロユースのフォントを積極的にWebフォ
ントとして利用する有償サービスも充実してきた。

 ⿟フォントプラス（https://webfont.fontplus.jp/）

特徴は以下の 2点である。

 ⿟使われている文字種のみのサブセット化
 ⿟APIとしての提供

先述の通り日本語は漢字の文字種が多いため
Webフォントに不適である。そこで印象の変化の
大きい「かな文字」のみをWebフォントで切り
替えることがなされてきた。しかし、実際にWeb

ページ 1枚に使われている漢字の数はそれほど多
くない。そこでWebページごとに（Webサイトごと

に）使用文字種を絞ってサブセットとしてのフォ
ントデータを作成し、Webフォントとして利用す
る技術が開発されている。これはライセンスとの
兼ね合いが気になるが、サービス事業にフォント
ベンダーが乗り入れたり、WOFFのライセンス
に関するメタデータなどを活用したりするなどし
て、「キレイ」な形でクリアしているものと考え
られる。

APIというのは、先述のWebフォントの @font-

faceの記述部分について、サービス利用者が @

font-faceの代わりに指定された 2,3行を書いてお
けばすぐに自分の契約した書体を呼び出すことが
できるという工夫である。またフォントファイ
ルが閲覧者のブラウザに読み込まれるまでの間
に、代替フォントを表示するかどうかなどの細か
い機能や設定についてもサービス提供各社で状
況は様々であるが、多くは APIを活用して自動的
に対応してくれる。実際は <script>タグによって
プログラムを呼び出し、コンテンツ提供者の契約
形態やユーザーの閲覧環境に応じて動的に展開し、
Webフォントを使えるように準備する形を取って
いるようである。

図 4　フォントプラス　トップページ
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⿇⿇ ユニコード新規収録字や外字の共有
近年追加されたユニコードの拡張漢字 C, D, E, 

F集合や、それにも含まれない異体字をWebペー
ジで利用するときは、従来通り花園フォントやグ
リフウィキを活用してフォントファイル（外字ファ
イル）を共有したり、あるいはWebフォントとし
て利用したりすることが適切であろう。グリフ
ウィキでは「ウェブフォントフィルター」と称し
て任意のウェブページ上の任意の漢字集合につい
て任意の漢字グリフを当てて表示する仕組みも準
備している。若干試作の状態ではあるのだが、容
易に利用できるので強くオススメする。

 ⿟ウェブフォントフィルター [3] (http://fonts.

jp/webfont.html)

⿇⿇ おわりに
自宅パソコンのインターネットへの常時接続が
当たり前になってきたことや、スマートフォン

の CPUパワーやブラウザ表示環境がパソコンと
遜色ないレベルになってきたことから、一般的な
Webコンテンツの表現力についてもさらに前進し
ている今日、その力を支える要素技術としてWeb

フォントが活用されてきている。多漢字環境への
応用についても今後発展の余地があると思われる
が、引き続き注目していきたい。

注

[1] 本誌第 10号（2009年発刊）掲載の記事「ソフトウェア

レビュー・アプリケーションソフト　Webブラウザ」

では「実用段階間近」と紹介されていた。

[2] 本稿は以下の技術文書をベースに執筆している。

https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/CSS/@font-face

（2018/01/11最終確認）

[3] 本誌第 11号（2010年発刊）掲載の記事「ソフトウェア

レビュー　フォント・ブラウザ・多漢字」の「Webフォ

ントフィルター」の項も参照して欲しい。
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HTML における縦書きとルビ

訓点文の表現のために

千田　大介（ちだ　だいすけ）

⿇⿇ はじめに
日本や中国では転倒的に文を縦に書く。そう
した言語のコンテンツを表現するため、HTML・
CSSでは縦書きへの対応が進められている。ここ
数年でブラウザの縦書き対応が進み、現在では
Edge・Chrome・Firefox・Safariなどで縦書きが表
示できるようになっている。
その一方、ウェブページを縦書きにする方法が
あまり知られておらず、自動縦中横設定が実装さ
れていないといった問題もあるため、相変わらず
アジア言語のウェブページは横書きが主流であり
続けているし、恐らくそれが変わる日は永遠に
やってこないのだろう。
日本語のさまざまな表現の中で、横書き化が困
難であるのが漢文の訓点文である。そもそも、縦
書きの中国語文言文の文献を、日本語に訳するた
めの便宜的方法として考えられたものであるだけ
に、訓点文は垂直の書記方法が前提となっており、
例えば横書き文では「レ」点が「不レ知」となっ
てしまい、前後の文字を読む順番をひっくり返す
という視覚的な効果が損なわれてしまう。
このため、ウェブにおいて訓点文は縦書き表
現されるべきなのであるが、その際にネックに
なるのが、再読文字の左右の振り仮名や送り仮
名である。従来、それを HTMLで表現する方法
は、tableを使って擬似的に表現するくらしかなく、
実用的ではなかった。このため、ウェブにおいて
訓点文を表現する際には画像や PDFなどに頼ら

ざるを得ず、それがコンテンツ作成の手間と負担
を増大させ、かつアクセシビリティを損なうこと
になっている。こうした状況は、HTML5・CSS3

において縦書き・ルビ対応が発展し、ブラウザへ
の実装が進んだことで変化しつつある。
本稿では、HTMLにおける縦書きの設定方法

と、左右ルビの書き方について、概説する。

⿇⿇ ページを縦書きに設定する
CSS3で縦書きは、writing-modeプロパティを

使って設定する。プロパティの値としては以下の
ものがある。

 ▪horizontal-tb

 ▪vertical-rl

 ▪vertical-lr

 ▪sideways-rl

 ▪sideways-lr

「horizontal」は横書き、「vertical」は縦書き、
「sideways」は全ての文字を時計回り 90度横倒し
にした縦書きをそれぞれ意味し、「tb」は上（top）

から下（bottom）、「rl」は右（right）から左（left）、「lr」
は左から右に、それぞれ行が並ぶことを意味する。
つまり、日本語や漢文・中国語の縦書きの場合は、
「vertical-rl」（縦書き・右から左）を指定することになる。
ここで注意が必要なのが、Internet Explorer対策

である。IEは、IE5で他のブラウザに先がけて縦
書き表示に対応したが、プロパティ値の書き方が
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現在とは少々違っており、「縦書き・右から左」
ならば以下のように指定する。

tb-rl

CSSでは IEのみに「tb-rl」を適用させるため、
以下のように記述する。

-ms-writing-mode: tb-rl;

writing-mode: vertical-rl;

writing-modeプロパティは、HTMLのあらゆる
要素に適用可能で、例えば、任意の 1行を縦書き
にする、表の特定のセルを縦書きにする、といっ
たこともできるのだが、現実的には、ページ全体
を縦書きにするか、あるセクションだけを縦書き
にするか、ということになるだろう。
ページ全体を縦書きにする場合は、html要素
に writing-modeプロパティを適用し、CSSに以下
のように記述する。

html {

-ms-writing-mode: tb-rl;

writing-mode: vertical-rl;

}

body要素に適用してもページ全体が縦書きに
なるのだが、その場合、筆者のWindows 10環境
の Firefox（57.0.4）では、ページの左上にあわせ
て、つまりページ末尾から開いてしまった。html

要素に適用すればページ右上に合わせて開くので、
上記のように設定した方がよいだろう。

⿇⿇ セクションを縦書きに設定する
横書きのドキュメントの中で、訓点文などの
部分だけを縦書きで表示する場合は、div要素に
writing-modeプロパティを適用するのがよかろう。
その場合は、クラスセレクタを使って書式を設定
するのがよかろう。

div.tate {

-ms-writing-mode: tb-rl;

writing-mode: vertical-rl;

}

……

<p> 許慎の説文序に </p>

<div class="tate">

<p>「漢興有 <sub> 二 </sub> 艸書 <sub>

一 </sub>」</p>

</div>

<p> という一句があるが……

このままでは縦書き部分の文字数が多くなった
場合、セクションの高さがウィンドウの高さにま
で拡大され、非常に見にくくなる。このため、セ
クションを縦書きにするときには、高さを設定し
ておいた方がよい。ボックスの高さをウィンドウ
の 30%とし、合わせて太さ 1px・実線の囲い罫線
を設定しておく。

div.tate {

height: 30%;

border: solid 1px;

-ms-writing-mode: tb-rl;

writing-mode: vertical-rl;

}
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⿇⿇ ルビ要素の書き方
HTML5・CSS3におけるルビについては、本誌
第 15号の川幡太一氏の論考に詳しい [1]。同論考
などをもとに改めてまとめると、ルビは HTML

で一般に以下のように書く。

<ruby><rb> 単 于 </rb><rp>（</rp><rt>

ぜんう </rt><rp>）</rp></ruby>

ruby要素は、ルビを振るテキストとルビ全体の
範囲をマークアップし、rb要素がルビを振るテ
キストを、rt要素がルビテキストを示す。rp要素
はルビ表示に対応していないブラウザで表示する
括弧等になる。このとき、rb要素を省略して以
下のように書いても良い。

<ruby> 単 于 <rp>（</rp><rt> ぜ ん う </

rt><rp>）</rp></ruby>

テキストの 2つのルビを振りたい場合は、2つ
目のルビを rbc要素で指定する。

<ruby> 利 瑪 竇 <rp>（</rp><rt> り ま と う

</rt><rtc> マ テ オ・ リ ッ チ </rtc><rp>）</

rp></ruby>

rp・rt・rtcの閉じタグは省略できる。

<ruby> 利瑪竇 <rp>（<rt> りまとう <rtc> マ

テオ・リッチ <rp>）</ruby>

執筆時点で rtcルビコンテナに対応したブラウ

ザは Firefox（上）のみで [2]、Chrome（下）・Edgeで
は上手く表示できない（Edgeでの表示も Chromeと

ほぼ同じである）。rtc要素に括弧が付かないのは、
rubyそのものの表示には対応しているためであろ
う（以下では、Firefoxのみを用いて検証する）。

Firefoxでは、rtcで指定した第 2のルビが第 1

のルビの上に表示されている。これは、CSSで
ruby-positionプロパティを指定して変更できる。

<style type="text/css">

rtc.sample {

ruby-position : under;

}

</style>

……

<p><ruby> 利瑪竇 <rp>（</rp><rt> りまと

う </rt><rp>）</rp><rp>（</rp><rtc 

class="sample"> マテオ・リッチ </rtc><rp>）

</rp></ruby></p>

前述の要領で html要素を縦書きに設定すると、
以下のように表示される。

このように Firefoxでは、既に訓点文に必須な
縦書き・左右ルビを表現できるようになっている。
これを応用すると、例えば以下のようなページを
作成することができる。

<!DOCTYPE html>

<html lang="ja-JP">

<head>

<meta charset="utf-8">

<title> 縦書きテスト </title>

<style type="text/css">

div. 漢文 {
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-ms-writing-mode: tb-rl;

writing-mode: vertical-rl;

border: solid 1px;

height: 35%;

padding: 1%;

}

rtc. 再読 {

ruby-position : under;

}

. 訓点文 {

font-size: large;

font-family:  "Yu Mincho";

}

. 書き下し {

font-size: medium;

font-family:  "Yu Mincho";

margin-top: 1em;

}

. 通釈 {

font-size: medium;

font-family:  "Yu Gothic";

margin-top: 2em;

}

sub{

letter-spacing: -0.4em;

}

</style>

</head>

<body>

<p> 再読文字「将」は以下のように訓ずる。

</p>

<div class=" 漢文 ">

<p class=" 訓 点 文 "> 君 <ruby> 将

<rt> まさニ <rtc class=" 再読 "> ス

ル カ </ruby><sub> 二 </sub><ruby>

何 <rt>　　 ヲ </ruby><ruby> 以 <rt>

　　テ </ruby><ruby> 教 <rt>　ヘント

</ruby><sub> 一 レ </sub><ruby> 我

<rt>　　ニ </ruby>。</p>

<p class=" 書き下し "> 君将に何を以て

我に教へんとするか </p>

<p class=" 通釈 ">（あなたは私に何を教え

ようとしているのか）</p>

</div>

<p>「将」は「まさニ～セントス」と読み、「い

まにも～しようとしている」という意味を表

す。</p>

</body>

</html>

⿇⿇ おわりに
これによって、ウェブにおいて HTMLで訓点

文を表現することがまがりなりにも可能になって
いるのは非常に喜ばしい。今後、他のブラウザへ
の実装が進むことを期待したいし、またかかる技
術状況の変化が、日本で朽ち果てつつある厖大な
漢文訓読資料および和製漢文資料のデジタル化・
有効活用に道を開くことを祈りたい。
ところで、アクセシビリティの観点から見た場

合、HTMLによる訓点文にいくつかの問題があ
ることを指摘しておきたい。
まずルビである。現時点でスクリーンリーダー

は、ルビを振られたテキストとルビを、HTML

に記述された順番にそれぞれ読み上げてしまい、
ルビを漢字を読み上げる代替テキストとして扱っ
ていない。逆にルビ＝漢字の読みとして読みあげ
られるようになると、送り仮名だけを付けるため
に「＿＿ヲ」とルビを指定した場合、漢字の読み
方が正確に記述されていないことになってしまう。
そもそも、スクリーンリーダーは HTMLに記述
された通りにリニアに読み上げていくので、返り
点による読み順の変更に対応できない。
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返り点にも問題がある。ユニコードでは 3190

～ 319Fに 16字の漢文用記号が定義されている
が、仏典などの複雑な文になると、定義されてい
る「㆐㆑㆒㆕㆖㆗㆘㆙㆚㆛㆜㆝㆞㆟」だけではと
ても足りない。また、これらの文字は読み方が定
義されていないため、スクリーンリーダーが読み
上げてくれない。その意味では、通常のカタカナ
の「レ」や CJK統合漢字の漢字を使った方が良
いともいえる。
返り点という視覚的要素を用いてリニアなライ
ティング方向に操作を加え、それによって中国語
の文言文を日本語として読むことを可能にする訓

点文は、そもそもアクセシビリティという側面か
らは非常に厄介な存在であり、むしろ視覚障害者
向けには読み上げが容易な書き下し文を提供した
方が手っ取り早く問題を解決できよう。こうした
点は、漢文コンテンツの構築とともに、今後、検
討が重ねられるべきであろう。

注

[1] 「HTMLのルビ標準化の現状と課題」（川幡太一、『漢字

文献情報処理研究』第 15号、好文出版、2014）

[2] https://caniuse.com/ にて 2018/01/08に確認。
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中 国 学 関 連 学 会 Web サ イ ト 
アクセシビリティ調査

漢字文献情報処理研究会

⿇⿇ はじめに
Web技術は、HTTPや HTMLなど、様々な形
式的な約束事（プロトコル、規格など）の上に成り立っ
ており、それを遵守することがユニバーサルなコ
ミュニケーションの前提となっている。アクセシ
ビリティ、バリアフリー、ユニバーサルデザイン
などといったことも、Webの世界での「約束事」
の一部であり、それに情報発信者が対応していく
ことがWebにアクセスしているすべての人々の
コミュニケーションを保証することにつながるの
である。
本調査では、中国学関連の学会のWebサイト
について、Webアクセシビリティの観点から評価
を行う。ここで評価するのは、あくまでWebサ
イトがWebアクセシビリティを中心とした各種
規格に適合しているかどうか、という形式的なこ
とであってWebサイトに書かれている内容の質
を評価するものではない。
調査対象となる学会は以下のとおりである。

1. 日本中国学会（http://nippon-chugoku-gakkai.org）

2. 東方学会（http://www.tohogakkai.com）

3. 日本現代中国学会（http://www.genchugakkai.

com）

4. 日本中国語学会（http://www.chilin.jp）

5. 歴史学研究会（http://rekiken.jp）

6. 史学会（http://www.shigakukai.or.jp）

7. 日本印度学仏教学会（http://www.jaibs.jp）

8. 日本道教学会（http://www.taoistic-research.jp）

9. 日本図書館情報学会（http://jslis.jp）

10. 漢字文献情報処理研究会（http://jaet.sakura.

ne.jp）

いずれのWebサイトについても、検証対象は
トップページ（複数言語があるときは、日本語のトップ
ページ）とし、他のページについては特にコメン
トすべき場合を除いて行わない。調査は複数回に
わたるが、最後にすべてのサイトをチェックした
のは 2018年 1月 8日である。

Webアクセシビリティの評価項目は多岐にわた
るが、ここでは以下のポイントにしぼって評価を
行いたい。なお、項目の後にある［1.1、A］等は、
JIS X 8341-3:2016の見出し番号と達成基準を表す
（Aが最低レベル、AAAが最高レベル）。

① HTML構文チェック・アクセシビリティ
チェック
ア HTMLのバージョン（HTMLファイル

冒頭の doctype宣言を確認する。doctype宣言

がない場合は「doctype宣言なし」とする）［4.1、
A］

イ The W3C Markup Validation Service

（https://validator.w3.org） の HTML 構 文
チェック（出力結果が膨大になる可能性が
あるため「Result」部分のみをあげる）［4.1、A］
ウ Another HTML Lint-5（http://www.htmllint.

net/html-lint/htmllint.html） に よ る HTML

構文チェック（出力結果が膨大になる可能
性があるため点数のみをあげる）［4.1、A］
エ Another HTML Lint-5 アクセシビリ
ティチェック（http://www.htmllint.net/wac/
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ja/）のなかの「日本工業規格 

JIS X 8341-3 (A)」（最低レベル
ではあるが、出力結果が膨大にな

る可能性があるため「問題あり」「問

題の可能性大」の数のみあげる）

②言語設定
ア日本語以外のページの有無と
その種類
イサーバの文字コード設定の確
認（Chromeデベロッパーツール [1]

でHTTPヘッダを確認）［3.1.1、A］
ウ HTMLタグによる文字コー
ド・言語指定の確認（htmlタグの lang属

性、aタグの hreflang属性、metaタグによる

charsetの指定。詳細は本特集内「多言語ウェ

ブページの書き方」参照）［3.1.1、A／ 3.1.2、
AA］

③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応
ア主要ブラウザ（Internet Explorer、Edge、

Chrome、Firefox、Safari）による表示の違
い［4.1、A］
イスマートフォンへの対応［4.1、A］

④音声ブラウザ対応
ア画像に対する説明（imgタグの alt属性の

有無、内容）［1.1、A］
イナビゲーションメニューをスキップす
るリンクの有無［2.4.1、A］

⑤短評（①～④の結果を踏まえての総合的な評価）

また、上のチェック以外に、すべてのページを
複数の音声読み上げ機能でチェックをした。
上の①～④について簡単に説明しておこう。ま
ず①と③はWebアクセシビリティの規格である
JIS X 8341-3:2016における「堅牢の原則」に概ね
相当する（本特集内「Webアクセシビリティの状況」参照）。
すなわち、Webアクセシビリティの向上のために
は、ブラウザなどのユーザエージェントが適切に
処理できるよう様々な規格に準拠していなければ
ならない、ということであり、特に①（ア）～（ウ）

は、Webアクセシビリティのための前提条件であ
る。いずれも機械的なチェックであるため完璧で
ない部分もあるが、参考になる有益な指摘も多い
（ただし、以下の報告では一つ一つの指摘はとりあげない）。
次の②は本誌読者の関心が高いであろう多言語

対応関連の項目である。多言語対応は言うまでも
なく、言語の違いという障壁（バリア）を少しで
もなくすための取り組みであり、Webアクセシビ
リティの一つである。Webページが何語で書かれ、
どの文字コードで書かれているかを適切に示すこ
とによって、ブラウザの表示や音声による読み上
げ、翻訳ソフトによる翻訳などが、適切に行われ
る可能性が高まる。言語や文字コードの指定は
Webサーバ側での指定と HTML内での指定があ
るが、後者については本特集内「多言語Webペー
ジの書き方」を参照されたい。
最後の④のアは JIS X 8341-3:2016における「認

知の原則」に、イは「操作可能の原則」に対応す
る（前掲「Webアクセシビリティの状況」参照）。この
二つは、特に視覚障害者の利用が多い音声ブラウ
ザとの関係が深い項目である。
調査期間と紙面の都合上、これだけの調査しか

できなかったが、関心のある読者はぜひとも①イ
～エであげているサービスを使って気になるWeb

ページをチェックし、そこで出力されるメッセー
ジに目を通していただければと思う。

Chrome デベロッパーツール
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日本中国学会　http://nippon-chugoku-gakkai.org

① HTML構文チェック
ア doctype宣言なし
イエラー 11・警告 2

ウ -336点
エ問題あり 3、問題の可能性大 1

②言語設定
ア日本語・英語・簡体字中国語・繁体字
中国語・韓国語・英語
イサーバでの文字コード指定なし。
ウ各フレームの HTMLでは lang属性に
よる言語指定あり（ただし日本語ページ
のみ）。

 metaタグによる文字コード指定あ
り（言語ごとに文字コードがことなる。日
本語の場合、<meta http-equiv="Content-Type" 

content="text/html; charset=Utf-8">）。
③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応
アブラウザによる表示の違いなし。
イスマートフォン対応ページなし。

④音声ブラウザ対応
ア画像ファイルに対する alt属性なし。
イ左フレームにメニューがあるが、右フ

レームにスキップするためのリンクは
ない。

⑤短評……今回チェックしたサイトのなかで
はもっとも多くの言語のページを提供して
いる。
　しかし、フレームによってメニューと本
文を分け、HTMLをはじめとする標準に
準拠していないなど、前時代的なWebサ
イトとなっており、アクセシビリティには
ほど遠いサイトとなっている。

東方学会　http://www.tohogakkai.com

① HTML構文チェック
ア HTML 4.01 Transitional

イエラー 26・警告 0

ウ -3点
エ問題あり 7、問題の可能性大 45

②言語設定
ア日本語・英語ページあり
イサーバでの文字コード指定なし。
ウ html タグにおける lang 属性なし。

metaタグによる文字コード指定あ
り（<META http-equiv="Content-Type" 
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content="text/html; charset=UTF-8">

③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応
アブラウザによる表示の違いなし。
イスマートフォン対応ページなし。

④音声ブラウザ対応
アトップの写真画像に alt属性がない。
イ画面左側にメニューがあり、その先頭
に「本文へジャンプ」リンクあり。

⑤短評……他のサイトにも見られることであ

るが、「出　版　物」のように全角スペー
スを入れてしまったために、音声ブラウザ
では「で　はん　もの」と読みあげてしま
う。また「2013(平成 25年 )年」という表
記は「にせんじゅうさん へいせいにじゅ
うごねん とし」と読み上げてしまう。こ
のような、少し書き方を工夫すればアクセ
シビリティが向上する表記が散見される。

日本現代中国学会　http://www.genchugakkai.com

① HTML構文チェック
ア HTML 4.01 Transitional

イエラー 352・警告 0

ウ -104点
エ問題あり 0、問題の可能性大 16

②言語設定
ア日本語のみ。
イサーバでの文字コード指定なし。
ウ htmlタグにおける lang属性なし。
 meta タグによる文字コード指定
あ り（<META http-equiv="Content-Type" 

content="text/html; charset=Shift_JIS">）。
③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応
アブラウザによる表示の違いなし。
イスマートフォン対応ページなし。

④音声ブラウザ対応
ア「Whatʼs new」「new」など、一部の文
字情報を画像で表現している部分に
alt属性がない。
イ画面左側にメニューや事務局の情報が
あるが、これらをスキップするための
リンクはないようである。

⑤ 短 評 ……HTML の ヘ ッ ダ 中 に「IBM 

WebSphere Studio Homepage Builder Version 

12.0.4.0 for Windows」を使って制作された
ことが書かれている。ホームページ・ビル
ダー 12は 2007年発売のソフトウェアであ
り、それがそのまま使い続けられているの
かは疑問であるが、いずれにせよアクセシ
ビリティを考慮していないWebページ制
作ソフトウェアは使用すべきではないだろ
う。
　文字コードは Shift_JISであり、英語・中
国語などのページもない。情報発信は日本
だけでかまわない、ということなのであろ
うか。
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日本中国語学会　http://www.chilin.jp

① HTML構文チェック
ア XHTML1.0 Transitional

イエラー 5・警告 2

ウ 23点
エ問題あり 0、問題の可能性大 0

②言語設定
ア日本語・英語・簡体字中国語
イサーバでの文字コード指定あり
（Content-Type:text/html; charset=UTF-8）。
ウ htmlタグにおける xml:lang属性あり
（<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" 

xml:lang="ja">）。
 metaタグによる文字コード指定あり
（<meta http-equiv="Content-Type" content="text/

html; charset=utf-8" />）。
③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応
アブラウザによる表示の違いなし。
イスマートフォン対応ページなし。

④音声ブラウザ対応

ア画像ファイルなし。
イ画面左側にメニューがあるが、これら
をスキップするためのリンクはないよ
うである。

⑤短評……他サイトと比べれば、多言語対応
しており、アクセシビリティにも配慮され
ている。

歴史学研究会　http://rekiken.jp

① HTML構文チェック
ア HTML5

イエラー 3・警告 5

ウ 22点
エ問題あり 1、問題の可能性大 25

②言語設定
ア日本語・英語ページあり。
イサーバでの文字コード指定なし
ウ htmlタグにおける lang属性あり（<html 

lang="ja-JP">）。
 metaタグによる文字コード指定あり
（<meta http-equiv="content-type" content="text/

html; charset=UTF-8" />）。
③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応

アブラウザによる表示の違いなし。
イスマートフォン対応ページなし。

④音声ブラウザ対応
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アタイトル、メニュー、各国語のページ
に行くための「日本語」「English」、新
着情報の見出しである「お知らせ」、
新着情報の詳細を見るための「more」
などの文字情報が画像で作られている
が、いずれも alt属性がない。

イ画面上部にメニューがあるが、これら

をスキップするためのリンクはないよ
うである。

⑤短評……文字情報に画像を多く使っている
ものの、alt属性がないために、視覚的な
デザインばかりを重視して音声ブラウザ等
への配慮を欠いているのではないか、と言
わざるを得ない。

史学会　http://www.shigakukai.or.jp

① HTML構文チェック
ア HTML5

イエラー 4・警告 16

ウ 50点
エ問題あり 6、問題の可能性大 18

②言語設定
アサーバでの文字コード指定あり
（Content-Type:text/html; charset=UTF-8）。
イ htmlタグにおける lang属性あり（<html 

lang="ja-JP">）。
 metaタグによる文字コード指定あり
（<meta http-equiv="content-type" content="text/

html; charset=UTF-8" />）。
③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応
アブラウザによる表示の違いなし。
イスマートフォン対応ページなし。

④音声ブラウザ対応
ア alt属性は適切に指定されていると思
われる。

イ画面上部にメニュー、左側にナビゲー
ションがあるが、これらをスキップす
るためのリンクはないようである。

⑤短評……ヘッダによれば、オープンソース
の CMS「concrete5」上で実装されている
ようである（https://concrete5-japan.org）。文字サ
イズを変更できるようになっているのはア
クセシビリティ上、望ましい対応であろう。

日本印度学仏教学会　http://www.jaibs.jp

① HTML構文チェック
ア HTML 4.01 Transitional

イエラー 16・警告 13 

ウ -133点
エ問題あり 6、問題の可能性大 3

②言語設定
ア日本語・英語ページあり。

イサーバでの文字コード指定あり
（Content-Type:text/html; charset=UTF-8）。
ウ htmlタグにおける lang属性なし。
 meta タグによる文字コード指定
あ り（<META http-equiv="Content-Type" 

content="text/html; charset=UTF-8">）。
 日本語ページ・英語ページへのリンク
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ボタンに hreflang属性による言語指定
（ja、en）あり。

③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応
アブラウザによる表示の違いなし。
イスマートフォン対応ページなし。

④音声ブラウザ対応
ア alt属性は適切に指定されていると思
われる。
イナビゲーションメニューや画面右のメ
ニューバーがあるが、これらをスキッ
プするためのリンクはないようであ
る。

⑤短評……多言語対応については、サーバ
や HTML内で適切に設定されているため、
問題はないと思われる。また、imgタグの
alt属性も適切に指定されており、その面

でも大きな問題はない。ただし、スマー
トフォン対応がなく、視覚障害者用にメ
ニューをスキップする機能もないため、ア
クセシビリティへの配慮は今一歩というと
ころである。

日本道教学会　http://www.taoistic-research.jp

① HTML構文チェック
ア XHTML1.0 Transitional

イエラー 443・警告 52

ウ -507点
エ問題あり 4、問題の可能性大 24

②言語設定
ア日本語ページのみ。
イサーバでの文字コード指定なし。
ウ htmlタグにおける lang属性、xml:lang

属性なし。
 meta タ グ に よ る
文 字 コ ー ド 指 定
あ り（<meta  h t tp -

equiv="Content-Type" 

c o n t e n t = " t e x t / h t m l ; 

charset=UTF-8" />）。
③各種ブラウザ・スマート
フォンへの対応
アブラウザによる表示
の違いなし。
イスマートフォン対応 ナビゲーション非表示 ナビゲーション表示
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ページあり。左側のナビゲーションの
表示・非表示を切り替えることができ
る（下図）。

④音声ブラウザ対応
アメニューの下にある写真に alt属性が
ない。
イ画面左側にメニューがあるが、これら
をスキップするためのリンクはないよ

うである。
⑤短評……「Googleサイト」（https://sites.google.

com/）を利用しており、アクセシビリティ
等はそれに依存している。Googleは lang

属性を無視しているとのことなので（本
特集「多言語ウェブページの書き方」参照）、
Googleサイトにおいても lang指定は存在
しないのであろう。

日本図書館情報学会　http://jslis.jp

① HTML構文チェック
ア HTML5

イエラー 0・警告 14

ウ 56点
エ問題あり 1、問題の可能性大 0

②言語設定
ア日本語ページのみ。
イサーバでの文字コード指定あり
（Content-Type:text/html; charset=UTF-8）。
ウ metaタグ（<meta charset="UTF-8">）によ
る文字コード指定あり。

③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応
アブラウザによる表示の違いなし。
イスマートフォンではメニューや記事の
配置などが変化する（下図）。

④音声ブラウザ対応
ア画像ファイルなし。
イページ先頭に「コンテンツへスキッ
プ」というリンクがあり、メニューを
スキップすることができる。

⑤短評……CMSとしてメジャーなWordPress

によって構築されて
いる。メニューのス
キップ、スマート
フォン対応など、ア
クセシビリティと
いう点では、今回
チェックしたなかで
もっとも考慮された
サイトであると言え
る。

漢字文献情報処理研究会　http://jaet.sakura.ne.jp

① HTML構文チェック
ア XHTML1.1

イエラー 0・警告 0

ウ 55点

エ問題あり 0、問題の可能性大 0

②言語設定
ア日本語ページのみ。
イサーバでの文字コード指定あり
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（Content-Type:text/html; charset=UTF-8）。
ウ X M L 宣 言（ < ? x m l  v e r s i o n = " 1 . 0 " 

encoding="UTF-8" ?>）・meta タ グ（<meta 

http-equiv="content-type" content="application/

xhtml+xml[2]; charset=UTF-8" />）による文字
コード指定あり。

③各種ブラウザ・スマートフォンへの対応
アブラウザによる表示の違いなし。
イスマートフォン対応ページなし。

④音声ブラウザ対応
ア alt属性は適切に指定されていると思
われる。
イナビゲーションメニューや画面右のメ
ニューバーがあるが、これらをスキッ
プするためのリンクはないようであ
る。

⑤短評……PukiWiki（https://pukiwiki.osdn.jp）を

用いたサイトであるが、今回チェックをし
たサイトのなかでは唯一W3Cのバリデー
タで合格するなど、機械的なチェックでは
総合的に見てもっとも高い成績だったとい
えるだろう。ただし、アクセシビリティへ
の配慮という課題は残されている。

⿇⿇ 総評
以上、大ざっぱではあるが、10学会のWebサ

イトのアクセシビリティについてチェックを行っ
た。冒頭でも述べた通り、上で行ったことはあく
まで規格に対する適合性を評価することであって、
情報発信の内容ではない。ましてや、学会活動の
是非について述べたものでもないことは、繰り返
し確認しておきたい。
全体的に言えば、残念ながらWebアクセシビ
リティに対する配慮はほとんどなされていない、
という現状であることが明らかになった。前掲
「Webアクセシビリティの現状」でも述べられて
いるように、障害者差別解消法などによって、特
に国公立大学などではWebアクセシビリティが
義務化していき、民間団体でも義務に近いかたち
で要請されることが予想される。大学内のサーバ
で運営されている学会Webサイトも少なくない
ことを考えると、今後は各学会においてWebア
クセシビリティへの対応がますます求められてく
るのではないだろうか。
評者も経験があるが、Webを通じた情報発信な
どはしばしば「パソコンに詳しい人」たち、特に

「若手」の仕事とされる。そしてこの仕事を引き
受けた人々のなかには、少ない予算（場合によって
は予算ゼロ）のなかで、手持ちの知識やスキルをや
りくりしながら何とか公開までこぎつけた、とい
うところもあるだろう。以前はそれでもよかった
のかもしれないが、今日求められている学会Web

サイトにおけるアクセシビリティへの対応は、学
会の社会的役割はどういったことか、学会として
どのような人々に情報発信をするのか、予算内で
どのように優先順位をつけるのか、といったポリ
シーに関わる問題であり、組織全体あるいはトッ
プの判断によって決められるべきことであって、
「若手」の判断で決められることではない。それ
を思えば、今後は「パソコンに詳しい人」「若手」
に押し付けるのではなく、学会としての整備体制
を整える必要もあるだろう。
また、CMSを用いていた史学会、日本図書館

情報学会、漢字文献情報処理研究会の点数が全
体的に高かったことには注目したい（例外は Google

サイトを使っている日本道教学会であるが、これに限らず

Googleは独自のポリシーで規格を守らないことも多く、今



	 Journal of JAET vol.17●	 71

中国学関連学会Webサイトアクセシビリティ調査

後もこのような状況は続くのではないかと思われる）。学
会Webサイトは担当者が交代するものであるか
ら、CMSで管理することが運営上も現実的であ
るが、そのうえ適切な CMSを選択することで
アクセシビリティの改善にもつながるとすれば、
CMSを用いていない学会は CMSの導入を検討し
てもよいのではないだろうか。
前掲「Webアクセシビリティの現状」でも述べ
られているように、Webアクセシビリティは、障
害者や高齢者のためだけではない。今後、学会の
次世代を担う若手研究者や留学生などをどのよう
に取り込んでいくかが課題となってくるだろうが、
そういった人々が触れているデバイスや言語環
境などに配慮することもまたWebアクセシビリ
ティの目的の一つである。本調査が、今後のより

よい学術情報発信のための議論を喚起することが
できれば幸いである。

注

[1] Chromeの［表示］→［開発 / 管理］→［デベロッパー 

ツール］で表示することができる。デベロッパーツー

ル上部に［Network］タブがある。それを選択してペー

ジを再読込すると、ブラウザに表示される各種ファイ

ルが一覧表示される。そのなかでHTMLファイル（Type

が「ドキュメント」）を選択すれば、HTTPヘッダが表示

される。

[2] サーバから通知される content-typeが text/html であ

るにもかかわらず、HTMLヘッダでは application/

xhtml+xmlとなっているのが問題である。
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主要 OS の読み上げ機能
千田　大介（ちだ　だいすけ）師　茂樹（もろ　しげき）

⿇⿇  はじめに
Webアクセシビリティにおいて重要な技術の

一つが音声合成による読み上げ機能である。最近
リリースされた OSには、読み上げ機能が搭載さ
れているものが多い。ここでは、パソコン用 OS

としてWindowsと macOS、スマートフォン用 OS

として iOSと Androidの読み上げ機能の設定方法
を解説する。
なお、Windowsと Androidは千田が、macOSと

iOSは師が担当した。

⿇⿇ Windows 10
Windows 10における読み上げ機能を使う前に、

まず読み上げたい言語の TTS（合成音声）を追加
しなくてはならない。
［設定］から［時刻と言語］を開き、左メニュー
の［地域と言語］をクリックする。［言語］に
TTSを追加したい言語が見あたらない場合は、ま
ず「言語の追加」左の［＋］をクリックして目的
の言語を追加する。
次に、TTSを追加したい言語をクリックし、表

示されたボタンから［オプ
ション］を選択、左メニュー
の［言語パックをダウン
ロード］および「音声認識」
の下の［ダウンロード］を
クリックする。しばらくす
ると、ダウンロードが完了
し TTSが使えるようにな
る。
中 国 語 の TTS は、 中

国 普 通 話 は 男 声 の
「Kangkang」、女声の「Huihui」・「Yaoyao」、台湾国
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語は男声の「Zhiwei」、女声の「Yating」・「Hanhan」、
香港広東語は男声「Danny」、女声「Tracy」が提
供されている。
ナレーション機能は［設定］の［簡単操作］か
ら設定する。音声の種類、スピード、ピッチなど
を調整して、［ナレーター］を［オン］にする。
ナレーションはWindows＋Ctrl＋⏎で起動する。
ブラウザは Edgeとの相性が良いようである。
以下のような HTMLを用意して読み上げ機能

を試験した。

<!DOCTYPE html>

<html lang="ja">

<head>

<meta charset="utf-8">

<title> 多言語テスト </title>

</head>

<body>

<p lang="zh-Hant-TW"> 子曰：學而時習

之，不亦說乎。</p>

<p lang="zh-yue-Hant-HK"> 子 曰： 學

而時習之，不亦說乎。</p>

<p lang="zh-Hans-CN">学习并时常复习，

不是很快乐吗？ </p>

<p lang="ja-JP"> 子曰わく、学びて時に

これを習う、亦た説ばしからずや。</p>

<p> ゴ ミ は 台 湾 で <span lang="zh-

Hant-TW">垃圾 </span>、中国で <span 

lang="zh-Hans-CN"> 垃 圾 </span>、

<span lang="en-US">junk</span> の

訳語としても使われる </p>

</body>

</html>

ナレーションのフォーカスがブラウザ画面にあ
たっているときには、全てがデフォルトの読み上
げ言語で読み上げられる。一方、カーソルキーを
操作するなどして段落ごとにフォーカスを当てた
場合は、p要素に lang属性で指定された言語で読
み上げる。ただし、span要素で中国語の lang属
性を指定した箇所は読み飛ばされた（英語は読み上

げる）。段落単位で多言語が混在した文書の読み
上げに対応していることがわかる。
筆者の環境（Windows 10 Pro x64）では、繁体字中

国語関係に問題が見られた。使用する言語に繁体
字中国語を一種類しか選べないため、台湾・香港
設定を共存させることができないのである。一方
を削除した上でもう一方を追加すると、台湾国語・
広東語両方の TTSをインストールできるのだが、
しかし台湾国語と広東語の読み分けが上手くいか
なかった。

⿇⿇ macOS
macOS High Sierraにおける読み上げ機能の設定

は、［システム環境設定］の［アクセシビリティ］
から行う。

［アクセシビリティ］で設定できる読み上げ
機能は、「スピーチ」で全体的な設定を行い、
「VoiceOver」で画面上の音声読み上げの設定を行
う。
これに加え［解説］では、オンにすることで、

動画やテレビ番組などにオーディオ解説がある場
合にそれを再生できる。音声で文字入力が可能な
「音声入力」もここで設定できる。音声で様々な
操作が可能な「Siri」の設定は［システム環境設定］
にある独自の設定項目から行うが、［アクセシビ
リティ］では「Siri」を音声ではなく、キーボー
ドから操作するための設定が可能である。
［スピーチ］を選択すると、［システムの声］で
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日本語以外の音声も含めた読み上げ音声を追加・
選択することができる。［再生］をクリックすれ
ばサンプル音声を聞くこともできる。

 

最初は日本語しか設定されていないので、それ
以外の言語を追加するときには［システムの声］
→［カスタム］を選択する。

 

中国語に関して言えば、「中文普通話」を話す
中国の Ting-Ting、「国語」を話す台湾のMei-Jia、「広
東話」を話す香港の Sin-ji（いずれも女声）から選

択することができる（「 」内の言語名は、サンプル音

声での自己紹介による）。チェックボックスをチェッ
クすることで、音声ファイルがダウンロードされ、
インストールされる。
なお、VoiceOverのヘルプによれば「VoiceOver

が読み上げているテキストに言語が関連付けられ
ていると検出された場合、自動的に別の声に切り
替わり、テキストはその言語で読み上げられます」
とあるが、筆者（師）の試行した範囲では言語の
違いをうまく検出することができず、デフォルト
の言語で読み上げてしまうことがほとんどであっ
た [1]。
たとえば、下記のような lang属性でタグごと

に違う言語を指定した HTML[2]をブラウザ（Safari）

で表示し、読み上げようとしても、デフォルトの
言語でしか読み上げてくれない。

<!DOCTYPE html>

<html lang="ja">

<head>

<meta charset="UTF-8">

<title>HTML5 サンプル </title>

</head>

<body>

<p lang="ja"> あけましておめでとうご

ざいます。</p>

<p lang="zh">新年快乐。</p>

<p lang="ko">새해복 많이 받으세요 .</

p>

</body>

</html>

しかし、ブラウザ上で「新年快乐。」を選択し（デ
フォルトが日本語であれば「しんねんかい」と読み、「乐」

は読まない）、一度ブラウザからフォーカスを外し、
再びブラウザにフォーカスを戻すと、中国語音声
で「xīn nián kuài lè」と発音する。
なぜこのような動作になるのか、現在のところ

原因はわからない。
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⿇⿇ iOS
iPhoneや iPadに搭載されている iOSには、画
面上の文字情報を読み上げる VoiceOver機能があ
る。以下の説明では iPhoneの画面を例としてあ
げる。

VoiceOverは［設定］→［一般］→［アクセシ
ビリティ］で設定する。［アクセシビリティ］の
なかには様々な機能があるが、読み上げに関する
ものは一番上の［VoiceOver］と上から 5番目の
［スピーチ］である。［VoiceOver］をオンにする

と、全体の操作方法が変わってしまうので（後述）、
日本語以外の言語を設定したい場合には先に［ス
ピーチ］を設定するとよい。
［VoiceOver］をオンにすると、画面上の各項目
の読み上げが始まる。たとえば、左上の［＜一般］
をタップすると、［一般　もどるボタン］と読み
上げる。

iOSの場合、タグごとに lang属性で言語指定を
した HTML（macOSの項参照）を、自動で音声を切
り替えて読み上げてくれる。

VoiceOverがオンになると、操作体系が変化する。
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1. 操作したい項目（メニュー、ボタンなど）を 1

回タップして選択。
2. 選択した項目を操作する場合には、画面の
任意の場所をダブルタップ（対象項目をダブ
ルタップする必要はない）。

3. スクロールする場合には 3本指でスワイ
プ。
読み上げの声を変えたい場合には、［アク
セシビリティ］→［スピーチ］→［声］を

タップする。

［声］のなかには各国語のリストがあり、それぞ
れで設定が可能である。中国語は一番下である。
［中国語］のなかでは、macOSと同様、「中国語（中
国）」「中国語（台湾）」「中国語（香港）」を読み上
げる声を設定することが可能である。ただし、声
に複数種類あるのは「中国語（中国）」のみである。

⿇⿇ Android

❶

❷
❸

❹

❺
❻

❼

❿
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Androidの読み上げ機能は「TalkBack」という。
TalkBackは以下の手順で起動する [3]。
［設定］を開き［ユーザー補助］をタップする
（❶）。［TalkBack］をタップして（❷）、TalkBackを
［ON］にする（❸）。
日本語 Androidの場合は、標準では日本語と
英語の TTSしか使えない。言語を追加するには、
［TakBack］の起動設定画面の右上の［設定］をタッ
プする（❹）。［テキスト読み上げの設定］をタッ
プ（❺）、Googleテキスト読み上げ］右の［ ］をタッ
プ（❻）、［音声データをインストール］をタップ
（❼）、一覧から追加する言語をタップ（❽）、音声
セットをダウンロード（❾）する。標準の読み上
げ言語は［Googleテキスト読み上げの設定］の［言
語］（❿）をタップして変更する（⓫）。ダウンロー
ド済みの［音声セット］をタップして読み上げに
使う音声の種類を選択できるが、中国語はいずれ
も一種類しか音声がない。

TalkBackをオンにした際には、タップで項目を
選択、ダブルタップで操作になる。ウェブをブラ
ウズするときにはタッチガイドを使い、1本指で
ゆっくりとドラッグしてアイコン・ボタン・テキ
ストなどを選択していく。本体の音量大・小ボタ
ンを同時に押すことで、TalkBackを起動・停止で
きる。

Windows 10の検証に用いた多言語混在サンプ
ルファイルを Chromeに表示させて TalkBackで
読み上げてみた。Chrome全画面にフォーカスし
た状態ではデフォルト言語で読み上げられるが、
タッチガイドで段落を選択すると、lang属性の設
定通りに普通話・台湾国語・広東語などで読み上
げられた。日本語段落内に span lang=で言語を指
定した箇所は、中国語は読み飛ばされ英語は読み
上げられた。

⿇⿇ おわりに
主要 OSの読み上げ機能の設定方法をごく簡単

に紹介してきた。より詳細な設定方法や操作方法
については、各 OSが提供するヘルプやチュート
リアル、解説ウェブページなどを参照していただ
きたい。
多言語機能についていえば、主要 OSはいずれ

も、複数言語の段落が混在したウェブページの読
み上げに、一部に問題はあるとはいえ、基本的に
対応している。こうした機能は、視覚障害者向け
のみならず、中国学関連ウェブページの作成にお
いても有効に活用できるものと思われる。今後の
Web標準や機能のアップデートに目を配るととも
に [4]、より詳細に機能を検証していく必要があろ
う。

❽

⓫
❾
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注

[1] https://www.apple.com/accessibility/mac/vision/ に は、

HTMLに適切な言語属性がマークアップされていれ

ば、VoiceOverが言語を自動的に切り替えて読み上げる、

とあるが、筆者（師）の試行した範囲ではこれもうま

く動作しなかった。

[2] ちなみに Another HTML Lintで 100点満点である。

[3] 検証には Xperia Z5（Android 7.0）を用いた。

[4] 例えばW3Cはで CSS Speech Module（https://www.w3.org/

TR/css3-speech/）が勧告候補となっている。
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情報化の進展によって中国学の調査方法は大きく変化しているが、数多くのデータベースや参考図書
を駆使して如何に目的の情報を探すかという方法がむしろ見えにくくなっている側面もある。そこで
本特集では、ネット・データベースなどのデジタル的手法と紙媒体などによるアナログ的手法を区別
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解説：CNKI 工具書館

⿤⿤ 中国学調査の起点
中国語の「工具書」とは、辞書・百科事典・図
書目録など、調査にあたって手引きとなる本のこ
とで、日本語の「参考図書」に相当します。中国
学に限らず多くの学問分野の専門課程では、まず
ものごとの調査方法を身につけなくてはなりませ
んが、それは多くの場合、参考図書の使い方を学
習することにほかなりません。
中国の出版界では 1990年代に参考図書ブーム
がおこり、数多くの辞書・事典が出版されました
が、その一方でどのような参考図書があるのか全
体の把握が難しくなり、また似たような参考図書
が多数刊行されてしまったことで、かえって定番
の参考図書や調査方法が見えにくくなってしまっ
たきらいもあります。

9,466部の参考図書の約 2,000万項目（執筆時点）
を一瞬でまとめて全文検索できる CNKI工具書館
は、中国関連調査の効率を劇的に高める革命的な
データベースです。しかし日本国内での知名度は
まだまだ低く、機関契約している大学・機関はさ
ほど多くないようです。
以下では、CNKI工具書館の使い方、CNKIア

カウント作成の方法などについて概説します。
なお、CNKI工具書館のトップページの HTML

のタイトルは「中国工具書網絡出版総庫」（中国工
具書ネット出版総アーカイブ）となっていますが、い
ささか長いこともあり、ここではトップページの
ロゴに従い「CNKI工具書館」と呼びます。

⿤⿤ ユーザー登録
⿙⿙ユーザー登録手順
CNKI工具書館は無償でも参考図書の総合索引

として使うことができますが、参考図書の項目の
全文閲覧は有償ですので、機関契約、あるいはユー
ザー登録が必須です。

CNKI工具書館のユーザーアカウントは、論文
データベースと共通ですので、アカウント取得済
みの人は、同じ ID・パスワードでログインでき
ます。
アカウント未取得の人は、以下の手順で登録し

ます。
❶「注册」（ユーザー登録）をクリック。

❷任意のユーザー ID（半角アルファベット・数

字と「_」の組み合わせ 6～ 64字）を入力。
❸パスワードを入力。
❹メールアドレスを入力。中国国内のサービ
スなので、Gmail（Gmailのソリューションを使っ

❷
❸
❹
❺

❻
❼

❶
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ている大学などのメールを含む）は使わない方
がよい。
❺右図のキャプチャを入力。
❻「我已看过并同意《CNKI 用户注册协议》」
がチェックされていることを確認。
❼「立即注册」（直ちに登録）をクリック。

エラーが出たら、指示に従って登録内容を修正
します。ウィチャットなどのアカウントによるロ
グインにも対応しています（ページ右側のアイコン）。
登録が完了したら、ページ上部の「登录」をク
リックし、IDとパスワードを入力してログイン
します。

⿙⿙デポジットのチャージ方法
CNKI工具書館では、1項目を全文表示するご

とに、0.2元（文の長さによる従量課金ですが大抵の項
目は 0.2元で見られます）課金され、ユーザーアカウ
ントのデポジットから差し引かれていきます。

CNKI工具書館を個人でわざわざ有償利用する
のは……、と思う人もいることでしょう。しかし、
論文やレポートの執筆中に手元にない辞書を大至
急調べなくてはならない、機関契約の範囲外の新
聞・雑誌記事や学位論文などを読まなくてはなら
ない、といったケースはしばしば発生するでしょ
う。CNKIのアカウントは全データベースで基本
的に共通ですので、ユーザー登録してデポジット
をチャージしておくに越したことはありません。
国内で CNKIアカウントにチャージする方法と
しては、東方書店が代理販売しているプリペイド
カードを利用する方法が一般的でしょう。このほ
か、チャイナモバイル（中国移動）のバウチャーカー
ド（充値卡）、銀聯カード、アリペイ（支付宝）、ウィ
チャットペイ（微信支付）なども使えます。
チャージするには、ログインした状態でトップ
ページの「充值」をクリックします。

「CNKI 充值中心」が開くので、下のアイコンか
ら決済方法を選んでクリックし、あとは指示に
従って情報を入力していきます。

⿤⿤ 検索と閲覧
⿙⿙基本的な検索・閲覧手順
トップページの検索ボックスにキーワードを入

力し「检索」（検索）をクリックすれば、全データー
ベースを検索できます。

検索語ですが、簡体字と繁体字は同一視検索さ
れますが、常用漢字体への対応は不十分で、例え
ば日本の略字体「権利」で検索しても 1件もヒッ
トしません。
面倒なのが繁体字の書籍のテキストデータが原

書の字体そのままに入力されていることです。こ
のため Unicodeの CJK統合漢字に複数の異体字が
登録されている所謂「コードセパレート文字」を
含んだキーワードを検索する場合、例えば「説文」
と「說文」、「啓蒙」と「啟蒙」、「青山」と「靑山」
とでは検索結果がまったく異なってきます。検索
語を入力するときには、コードセパレート文字が
含まれてないか充分に注意し、含まれている場合
には後述する「高级检索」（エキスパート検索）機能
を使って、複数の字体のキーワードを or検索す
るようにしましょう。
また、検索ボックス右のドロップダウンメ

ニューで、検索範囲を設定できます。「词条」が
全文、「词目」が見出し語、「辅文」が解説文にな
ります。検索範囲によっては、「精确」（完全一致）
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⿙⿙詳細な検索条件の設定
CNKI工具書館は大量の参考図書を登録してい

るため、キーワードによっては検索結果の数も膨
大になってしまいます。効率的に使いこなすには、
検索結果をうまく絞り込まなくてはなりません。
このため CNKI工具書館には、さまざまな検索条
件設定方法があります。
複数の検索語を半角スペースで区切って入力す

ると、and検索になります。
全文検索の場合は検索語にワイルドカードを使

うことができます。「?」は任意の 1字を、「*」は
0字以上の任意の文字列を表します。
また、検索ボックス右の「高级检索」をクリッ

クすると、エキスパート検索画面が開き、より詳
細に検索条件を指定することができます。

まず、左の「检索导航」（検索ナビ）で検索する
参考図書のジャンルを選択します。
検索語は 3語まで入力でき、それぞれ全文・見

出し語・書名などの検索対象を選択できるほか、
検索語の検索条件として「并且」（and）・「或者」（or）・
「不包含」（not）を指定することができます。
前に言及したコードセパレート文字の例では、

「词条」：「説文」、「或者」「词条」：「說文」と指定
することで、「説文」あるいは「說文」が出現す
る全ての項目を検索できます。
⿙⿙検索対象を指定した検索
検索対象とする参考図書を個別に指定すること

と「模糊」（あいまい）が選択できます。
検索結果は 1ページ 10件ずつ、参考図書の項
目の冒頭 1/4程度とともに表示されます。ここま
では無償で利用できますが、案外、表示された部
分だけで必要な情報が手に入るものです。

検索結果の見出し語名、あるいは解説文摘要の
後の「阅读全文 >>>」（全文を閲覧する）をクリッ
クすると、ログインしていない場合はログイン画
面が、ログイン後は課金の確認画面が開きます。

課金を確認すると、当該項目の全文が表示され
ます。課金した当日は何回見ても大丈夫ですが、
北京時間の 24時を過ぎると改めて課金されます。

参考図書の項目全文の下には、他の参考図書の
検索結果が、さらに下には関連する論文・記事な
どの一覧が表示されます。
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が実行されます。

❖❖ 漢語大詞典 &康熙字典（知網版）

CNKI工具書館では、独立したデータベースを
いくつか提供しています。「漢語大詞典 &康熙字
典（知網版）」もその 1つです。
『漢語大詞典』には香港商務印書館の CD-ROM

版がありますが、文字コードに収録漢字約 1万 3

千字の Big5コードを使っており、Big5コードに
収録されていない漢字がカットされているなど、
紙版の完全な電子化ではありません。
それに対して CNKI版は『漢語大詞典』を忠実
にデジタル化しているようです。例えば「龓」は
香港商務印書館版には収録されていませんが、
CNKI版では検索・閲覧することができます。

検索方法は工具書館と大差ありません。1項目
あたり概ね 0.2元の課金額も同じです。

⿤⿤ おわりに
CNKI工具書館は、デジタル時代の中国学の「知

のポータル」であるといえるでしょう。以上の解
説を参照に縦横無尽に使い倒して、皆さんのニー
ズにあった参考図書や使い方を探し出してくださ
い。

（千田　大介）

ができます。検索ボックス右の「书目浏览」（書
目閲覧）をクリックすると、参考図書の一覧画面
が開きます。

ジャンルから絞り込む場合は、左
の「学科导航」（分野ナビ）の「more」

をクリックし、任意のジャンルを選

びます。

参考図書一覧の上の検索ボックス
から、参考図書を検索することもで
きます。例えば官職名を調べたいと
きには、タイトルを「官」で検索し
ます（❶）。

ジャンルや検索で絞り込んだ結果から、書影の
下のチェックボックスをクリックして検索対象と
する参考図書を選びます（❷）。検索結果が複数
ページある場合は、全てのページで対象参考図書
を選びます。
その上で、ページ上部の検索ボックスに調査
したい語句を入力して「选书检索」（書籍選択検索）
をクリックします（❸）。
チェックを入れた参考図書だけを対象に、検索

❶

❷

❸
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解説：刊本・鈔本・影印本・排印本

⿤⿤ 中国文献学とは
中国において、書物に関する学問の総体は文献
学や校

こうしゅう

讎学などと呼ばれています。中国文献学
は、版本学・校

こうかん

勘学・目録学・典蔵学の 4つの分
野から成り立っています [1]。日本人が、書物に関
する学問として思いつく書誌学は、中国文献学の
体系には存在しないのです。
版本学はテキストの系譜・内容を研究する書誌
学に似た分野、校勘学はテキストを比較して文字・
内容の誤りを正すという校訂の分野、目録学は書
誌解題・分類を通して書物を学術大系に位置づけ
る分野、典蔵学は公私の蔵書の構成や、蔵書の収
集・保管・散逸、さらには蔵書家そのものについ
て研究する分野です。この 4分野は、相互に連関
しており、どの分野も他のいずれかを欠くと成立
しないのです。
こういった中国文献学の考え方については、以
下のものが入門書として最適でしょう。

 ⿟『書誌学のすすめ : 中国の愛書文化に学ぶ』
（高橋智著、東方書店、2010）

この本が特異なのは、文献学と書誌学の融合を
めざしている点にあります。漢籍（☞解説：漢籍・
準漢籍・和刻本）を主な対象としつつも、文献学で
はなく、敢えて書誌学という言葉をタイトルにつ
けたのは、この本が「中国で生まれた書物は中国
人の感覚で捉えなければなら」ず、「それが日本
に渡って来たら、日本人の感覚で捉えなければな
らない」（引用はいずれも同書の 168頁）という意識
で貫かれているからなのです。
つまり日本に所蔵される漢籍について言えば、
それを生み出した中国人の感覚と、それを購入し
て、読み継ぎ保存してきた日本人の感覚の両方を
検討しなければ、書籍や蔵書の本質は理解できな

いということになります。中国に所蔵される古典
籍についても、明治期に日本で収集されたものや、
近年に日本から買い戻されたものなどが多くあ 

り [2]、こういった感覚を含めて分析する必要性は
変わらないと考えられます。

⿤⿤ 文書・記録・編纂物
ところで近代的な歴史学では、文献は文書・記

録・編纂物の 3つに分けられます。文書とは、あ
る者から他者への働きかけをする書類、記録とは、
ある者が事実の発生から間もない時点で自らのた
めに記した書類、記録とは、ある者が事実の発生
から一定の時間的経過の後にある目的のために文
書や記録を利用して書き著した書類のことです [3]。
このうち、先ほど説明した文献学の範囲に含

まれるのは編纂物だけで、記録は一部が含まれ [4]、
文書は原則含まれません。このように、近代以降
の学問体系においては、文献という言葉が文書、
記録、編纂物の総体を指しているのに対して、中
国学でいうところの「文献」は、ほぼ書物のみを
指している点は注意が必要です。この前提を踏ま
えた上で、様々な書物に関する基礎事項をみてゆ
きましょう。

⿤⿤ 刊本（版本）・鈔本とその周辺
書物は、印刷物と手書きのものに大別されま

す。印刷物を刊本もしくは版本（板本）と呼びます。
より正確には、刊本は印刷出版された書籍の総称、
版本は刊本のうちの木版印刷本の総称です。木版
印刷とは木板に文字や絵を彫って版下とするもの
です。木版画をイメージするとわかりやすでしょ
う。版下となった木板を版木（板木）といいます。
このため厳密にいえば、活字本は刊本ではあっ

ても版本ではありません。一方で版には edition

の意味もあることから、活字版という言い方も許
容されます。ただし活字板とは書きません。
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手書きのものは鈔
しょう

本
ほん

といいます。抄本とも書
きもますが、こちらは必要な部分のみを写した本
（抄録本）の意味もあるので、積極的に使用しない
方が無難です。なお、写本は中国文献学にはない
用語ですが、説明上の言葉として使っても問題あ
りません。
唐代に発明された印刷術は、北宋時代に盛んと
なり、以後、官刻（国家による出版）・私刻（私学や
個人による出版）・坊刻（民間書店による出版）あわせ
て膨大な量の書物が出版されるようになりました。
印刷が一般的となった宋以後、各時代の木版印
刷物を、宋

そう

版
はん

・金
きん

版
ぱん

・元
げん

版
ぱん

・明
みん

版
ぱん

・清
しん

版
ぱん

などのよ
うに、「王朝名＋版」の型式で言い表します。た
だし、版木は補修を経て長く保存されることも稀
ではなく、明代に彫られた版木を使って清代に印
刷されるというような場合もあります。このため
「王朝名＋版」と名付けられたものには、印刷が
後代であるものも混じっている可能性があります。
また、宋

そう

本
ほん

・元
げん

本
ぽん

などのように「王朝名＋本」と
表現する場合もあり、こちらは刊本にも鈔本にも
使える用語です。活字本の場合は、木活字版（本）、
泥活字版（本）、鉛活字版（本）といったように活
字の素材で、もしくは素材の上に王朝名を付して
明木活字版（本）などのように表します。

⿤⿤ 古典籍を手にとってみよう

図 1	 標準的な線装本

一般的な漢籍は図 1右のように、紙を山折りに
して、束ねて絹糸で綴じてあります。こういった
装幀を線

せん

装
そう

と呼びます。中国の線装本は縦長で
四つの綴じ孔

あな

があるのが普通です（四つ目綴）。こ

帙 天

背

地

前
小
口

題
簽

れに対して、朝鮮本（☞解説：漢籍・準漢籍・和刻本）
は判型が大きく五つ目綴じ、和刻本（☞同上）は
漢籍に比べて相対的に横の長さが長く四つ目綴じ
です。
本の綴じられている一面を背、綴じられていな

い三面を小
こ

口
ぐち

、小口のうち特に上面を天、下面を
地、折り面を前小口と呼びます。表紙の左上に
は、書名を記した小紙片（題

だい

簽
せん

）が、表紙を開くと、
書名や著者名を大きく記した頁（封

ふう

面
めん

）がある場
合もあります。また、天や地にも書名が書かれて
いることがあります。これは、西欧の本と異なり
表紙が弱いので、書架に寝かせて置くのが本来の
収蔵方法だったからです。さらに本を保護するた
めに帙

ちつ

（図 1左）と呼ばれる保護容器を使ってい
ることもあります。
出版経緯や解説を、本文に先立って記した部分

を序文、本文のあとに記した部分を跋
ばつ

文といい、
両者を併せて序跋と呼びます。出版が何度も繰り
返されるとそのたびに序跋は増えてゆきます。こ
のため、序跋は出版時期の確定にとって重要な情
報源となります。
序跋や目次の後、もしくは巻末には、今でいう

奥付に相当するものがみられることがあります。
これを木記や刊記などと呼びます。
各頁は袋綴になっているので、印刷の最小単位

は、これを開いた一紙になります（図 2）。これが
版木 1枚分に相当し、その様式を版式といい、時
代ごとに特徴があります。行を隔てる罫線は、木
簡時代の簡冊（☞解説：甲骨文・金文・簡牘）の名残
とされています。最近では使う人も少なくなりま
したが、日本の原稿用紙の様式に似ていると感じ
た人も多いでしょう。原稿用紙が簡牘、版本と続
く流れの中にあるのはなんとも不思議ですね。
全体の枠を匡

きょう

郭
かく

（辺欄、版匡）と呼び、一本線
ならば単辺、二重線ならば双辺といいます。短辺
で囲まれているものを四周単辺、双辺で囲まれて
いるものを四周双辺といいいます。図 2はよく見
ると上下が単辺で左右が双辺（内側に細線、外側に
太線があります）となっています。こういったもの
は、左右双辺と呼びます。
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図 2	 版式の例（『日知録集釈』清道光十八年刊本、巻
十七の三十葉目）

図 2のように中央で山折りする前の見開き状態
の紙を葉

よう

（紙葉）、本文が印刷されていない中央の
行を版

はん

心
しん

、版心にある【】を魚
ぎょ

尾
び

といい、版心の
中央で折り重ねた紙葉の束を綴じたものが冊子で
す。版心にむかって右側を表

おもて

、左側を裏と呼びま
す。版心に書かれた葉数と表・裏の語を組み合わ
せ、「三十葉の表」や「三十葉の裏」というよう
に表現します。30Aとか 30Bと簡単に記すことも
あります（Aは表、Bは裏を意味します）。
現代の縦書きの出版物では、見開き右側に偶数
頁、左側に奇数頁がきますが、線装本の場合は、
見開き右側に前葉の裏が、左側に次葉の表が位置
します。このように線装本は、洋装本と構造が異
なるので正確には頁という概念がありません。
版心には書名や篇名（余白が少ないので簡称である

ことが多い）、巻数、葉数などが入ります。時には
版木を彫った技術者（刻工）名が入ることもあり、
出版年代確定のための証拠となります。
図 2の場合、大きな文字で本文が書かれるとと

もに、適宜小文字で注釈が入っています。このよ
うに本文一行分の幅に、二行にわたって書かれる
注釈を双行注と呼ぶことも覚えておきましょう。

⿤⿤ 種々の装幀とその変遷
ほかにも装幀には、紙を貼り継いで先端に軸を
付け、ロール状に巻いて保存した巻

かんじくそう

軸装（巻
かんすぼん

子本）、
巻かずに一定間隔で折りたたんだ経

きょうせつそう

折装（折
おりほん

本）、

魚尾

三十葉の裏 三十葉の表

版心

葉数

書名簡称・巻数
版心を谷折りにして、折り目の部分を糊付けして
束ね、冊子に仕立てた胡

こちょうそう

蝶装などがあります。書
物の装幀は巻軸装 → 経折装 → 胡蝶装 → 線装の
順に発展してきたとされています。私たちが一般
に目にする漢籍のほとんどは線装で、それ以外の
装幀の書籍を実際に取り扱うことは稀ですが、知
識として身につけておきましょう。

⿤⿤ その他の本を表す名称
このほか、古典籍を扱う際によく出てくる用語

には覆刻本、影
えい

印
いん

本、石印本があります。いずれ
も印刷技術から名付けられた名称です。
覆刻本は版本を分解して、紙を版木に貼りつけ

てもとの通りに彫ったもの（被せ彫り）。覆刻であ
る旨の記述がない場合もあり、この場合は、諸本
を比較検討しないと原刻か覆刻か区別できない場
合もあります。影印は版本を写真撮影して印刷複
製したものです。石印は清末に西洋から伝わって
盛んになった印刷法で、手書き原稿の複製を簡単
に作れることから大いに利用されました。清末や
民国刊本のうち手書き風の印刷物は、ほぼ石印本
です。
一方で近代以降の活字印刷物は、排

はい

印
いん

本と総称
されます。古典籍の排印本のうち句読点を切った
ものを断句本や標点本、さらに諸本を比較検討し
た校訂が加わったものを点校本と呼びます。ただ
し近年では、活字化された古典籍には句読と校訂
が同時に施されているのが一般的なため、標点本
＝点校本の意で通用しています。
このほか、素性・内容の良い本のことを善

ぜん

本
ぽん

と
いい、転じて貴重書の意味にも使われます。また
一部分だけ残った端本のことを零

れい

本
ほん

（紙葉一枚のみ

ならば零葉）と呼びます。
本稿で述べた内容について、さらに深く知りた

い場合は、以下の書籍を参照してください。

 ⿟『古書のはなし：書誌学入門』（長澤規矩也著、
冨山房、1976）

 ⿟『漢籍版本入門』（陳国慶著、沢谷昭次訳、研文
出版、1984）

 ⿟『漢籍版本のてびき』（魏隠儒・王金雨著、波
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特集 3解説：　刊本・鈔本・影印本・排印本

多野太郎・矢嶋美都子訳、東方書店、1987）

 ⿟『図説中国印刷史』（米山寅太郎著、汲古書院、
2005）

ここまで書物の基礎を学んだ上で、近代中国に
おける、古典籍の出版について振り返ってみま
しょう。
古典籍の出版は、覆刻による木版印刷から、版
本や写本の中から最良の善本を選んで、書写して
石印本を作るように変化します。そのうち写真技
術が発達してくると、善本を写真撮影して影印本
として出版するようになります。こうしてでき
たものが『四部叢刊』（☞解説：叢書）や「百衲本
二十四史」（☞解説：伝記資料）といった、中国文献
学の基礎となる善本の影印本です。
排印本では、1920年代以降、句読点を切った
断句本がたくさん出版されました。これらは版本
に比べて読みやすい反面、素性のあやしい本に
基づいていたり、誤字脱字が多かったりしまし
た。1970年代頃から点校本が多く出版されはじ
め、いまや基本的な古典籍はかなりのものが点校
本となっています。
その一方で、2000年頃から盛んになった電子
テキストは、現在では研究になくてはならないも
のになっています。有料のものから無料のものま
で含めるとインターネット経由で入手できるもの
は数限りなくあります。
つまり、この一世紀あまりの間に、中国研究で
使われるテキストは、善本の影印から点校本へ、
さらにはインターネットの進展に伴い電子テキス
トへと変わってきているのです。
こういった状況の中で、改めて古典籍の版本に
ついて理解を促そうとしているのは、電子テキス

トもオンライン上の便利なツールも、みなそのも
とをたどれば版本に行き着くからなのです。みな
さんが使用する点校本やデータベースは、版本か
ら文字情報が抜き出されて、そこに校訂や句読な
ど、整理者の学術知識が多少加わったものに過ぎ
ません。情報を抜き出す段階で誤りがなかったと
は言い切れず、整理者の知見が絶対的に正しいと
も限りません。疑問を感じた時には、版本にまで
遡ってチェックする必要があることを、頭の片隅
にでも留めておきましょう。

注

[1] 文献学をいくつの分野に切り分けるか、そしてどのよ

うな名称とするかについては、複数の説が存在します。

ここでは、程千帆・徐有富『校讎広義』全 4冊（齊魯書社、

1988-1998）の説に従いました。なお、後掲の高橋智『書

誌学のすすめ』は「校勘学」「版本学」「目録学」の三

分野としています。

[2] 中国で散逸した古典籍を明治期に日本で収集した人物

として、揚守敬がよく知られています。彼は数万巻の

漢籍を買い求めただけでなく、これらのうち重要なも

のを「古
こ

逸
いつ

叢書」として覆刻しました。また近年では

日本に所蔵されていた漢籍や中国古文書の買い戻しが

まま見られます。大部なものでは、2013年に大倉集

古館所蔵の 2万冊以上の漢籍が、北京大学図書館に売

却され、大倉文庫として公開されています。

[3] 富田正弘「中世史料論試論」『中世公家政治文書論』

吉川弘文館、2012。

[4] たとえば、皇帝の日常の言動を記録した「起
き

居
きょ

注
ちゅう

」な

どは、中国文献学の範囲に含まれる「記録」だといえ

るでしょう。

（小島　浩之）
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解説：漢籍・準漢籍・和刻本

⿤⿤ 漢籍・準漢籍
漢籍とは本来「中国の本」という意味であって、
古代から現代まで、広く中国で出版された書籍は
全て漢籍ということになります。ひとまずこれを
広義の漢籍としましょう。
ただし「中国の本」というのは非常に曖昧な定
義で、中国語で書かれた本なのか、中国で出版さ
れた本なのかという疑問が残ります。本来的な意
味では、中国語で書かれ、かつ中国で出版された
本ということですが、通常は、漢文で書かれ、中
国で出版されたものを指します。ただし前述のよ
うに時代は問わないので、漢文で書かれたもので
あれば、明清時代の線装本であっても、近年の出
版物であっても漢籍となります。
一方で、現代中国の出版物と区別して、清朝末
までに刊行された漢文の線装本を指す言葉として
「漢籍」が使われることもあります。むしろ、一
般的の人々の認識はこちらになるでしょう。これ
を狭義の漢籍としましょう。
さて、日本、朝鮮半島、ベトナムなど漢字文化
圏では、輸入した漢籍をそのまま、もしくは新た
に注釈を附して国内用に出版することがあります。
和刻本（日本）、朝鮮本（朝鮮半島）、安南本（ベトナム）
などで、これらを総称して準漢籍（中国語では域外
漢籍）と呼びます。ただし、これらを漢籍の一部
として理解する場合もあります。
このように漢籍という言葉は、一応の原則はあ
るものの、研究者や図書館によって想定する範囲
が、微妙に異なる場合があることを注意しておき

ましょう。

⿤⿤ 和刻本
日本で出版された書物はみな和刻なのですが、

一般に和刻本とは、和刻漢籍、つまり漢籍の内容
に相当するものを国内で出版したものを指します。
中世に京都や鎌倉で刊行された禅籍（禅僧が執筆・

出版に関わった書籍）に、五山版と呼ばれるものが
あります。これは宋元版を覆刻したもので、その
様式を忠実に再現しているものも多く、学術的に
大変価値の高いものです。
また、儒教の経典（経書）、歴史書、法令のほか、

個人の文集から随筆に及ぶ漢籍に、訓点を施した
り、新たな注釈を附したものも多く出版されまし
た。これらの中には、今でも歴史研究や文学研究
の基本資料とすべきものも多く、かつ漢文資料の
理解にとっても非常に有用なものがあります。こ
の和刻本の伝統は明治以降も受け継がれ、山名留
三訓点の『資治通鑑』、瀧川亀太郎の『史記会注
考証』は、いずれも中国史研究の基本資料となっ
ています。
汲古書院からは、和刻本の影印として「和刻本

正史」、「和刻本明清資料集」、「和刻本漢詩集成」、
「和刻本漢籍随筆集」の各シリーズが出ています。
また、冨山房の「漢文大系」は、近代の出版物で
すが、やはり和刻本の延長にあるものとして、特
に経書を読む際に参考になります。

（小島　浩之）
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特集 3解説：　四部分類と目録学

解説：四
し ぶ
部分類と目録学

⿤⿤ 四部分類とは
漢籍には四部分類と呼ばれる伝統的な分類法が
あります。これは、漢籍を経

けい ぶ

部（儒教）・史部（歴
史）・子

し ぶ

部（諸学）・集部（文芸）といった学術内容
で分類するもので、最上位に「部」と呼ばれる経・
史・子・集の四つの大分類を置き、各部を類・属・
目の順で展開し 細分化してゆくものです。
四部に分類される書籍のことを四部書（旧学書）
といい、それ以外の伝統的四部分類では対応でき
ない近代の学術分野の書籍を新学書として区別し
ます。旧学であるか新学であるかの判断は、出版
年代や装幀方法とは無関係であり、学術内容が旧
学に属せば、最新の出版物でも四部書として取り
扱います。ただしこれらは原則であって、東洋学
の専門図書館以外では、古典籍（狭義の漢籍）にの
み四部分類を適用していることが多いでしょう。
また、四部書の中でも、大部なシリーズものに
ついては、叢書部として独立させます。つまり冊
子体で「漢籍目録」と言った場合、経・史・子・
集・叢書の五部の排架順に漢籍を記録したものを
指します。一方で検索上の利便性から、目録上だ
け叢書部の書籍を全て四部に分類しなおして（分
出して）表現した冊子目録もあり、この場合は「漢
籍分類目録」といいます  。
四部分類の確立は、唐代に編纂された『隋書』
経籍志に遡りますが、現在の分類体系の直接の淵
源は、清朝の乾隆 47（1782）年に成立した『四庫
全書』の分類です。このため、四部分類は四庫分
類とも呼ばれています。現在の最も標準的な四部
分類は、京都大学人文科学研究所の分類です。こ
れは天津図書館の分類目録を基に、吉川幸次郎・
倉石武四郎らが体系化したもので、その後の漢籍

目録の編纂に大きな影響を与えました。

⿤⿤ 目録学とは
ところで、中国における「目録」ないしは「目

録学」とは、長い年月を経て学術の総体を表す歴
史の学問として成立したものであって、学術内容
を表す分類と表裏一体の関係にあります。単なる
書誌情報の記録だけではなく、版本の優劣や伝来、
さらには内容にまで踏み込んだ解題を有し、分類
して当該時代の学術大系上に相対的に位置付ける
ことが、最終的にあるべき目録の姿なのでした。
こういった、分類－目録－書籍の関係を理解す

るには、中国の書籍と学問の発展の通史である内
藤湖南の『支那史学史』（弘文堂、1949、『内藤湖南全集』

11、筑摩書房、1969および平凡社東洋文庫に再録）は通
読しておきたいものです。また、目録学の日本語
概説には、

 ⿟『目録学』（倉石武四郎著、汲古書院、1979）

 ⿟『中国目録学』（清水茂著、筑摩書房、1991）

 ⿟『知の座標 : 中国目録学』（井波陵一著、白帝社、
2003）

などが、中国書の翻訳には、

 ⿟『目録学発微 : 中国文献目録法』（余嘉錫著・
古勝隆一ほか訳注、平凡社、2013）

 ⿟『中国古典学への招待 : 目録学入門』（程千
帆ほか著・向嶋成美ほか訳、研文出版、2016）

などがあります。
（小島　浩之）
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⿡⿡言葉の意味の選択

Q	 わからない漢字を漢和辞典で引いたらたくさんの意味が書
いてあるのですが、どれを選べばよいのでしょうか？

❖❖ 意味を選択する手順
作品や文献資料を正確に解釈することは、人文
学研究者にとって一生涯の課題であるといえるで
しょう。慣れてくると、この文脈でこの言葉が出
てきたらこの意味である、というパターンが身に
ついてくるものですが、どんなベテランや権威で
あっても、誤訳や解釈ミスからはどうしても逃れ
られません。
その意味で、質問に対する正解は究極的には存
在しないことになるのですが、それでも間違いを
減らすことのできる考え方の手順はあります。
①虚詞か実字かを考える
漢文すなわち中国語の文

ぶんげん

言文の語彙は、自立語
にあたる実字と付属語にあたる虚字に大きく分け
られます。わからない漢字や熟語が虚字でしたら、
その虚字独特の構文になっていることが多いので、
確認してみましょう。
現代中国語の場合は、漢文よりは品詞が明確に
なっていますので、構文や前後の言葉から品詞を
推測して意味を絞っていくこともできます。
②用例を見る
辞書の用例には、厳選された典型的な言い回し
や特徴的な言い回しが引かれています。辞書を引
いたら、読んでいる文と同じような言い回しの用
例がないかを探してみましょう。見つかったらし
めたもの、その例文と同じように解釈すればよい
です。
③並んでいる順に当てはめて考える
辞書の語釈の並び順は、実字・虚字などで大き
く分類された中では、一般的に使われる頻度が高

い順番に配列されます。品詞や用例から絞り込め
なかったら、辞書に並んでる順番に意味を当ては
めてみて、文意が通るかどうか考えてみましょう。

❖❖ 拾い読みは禁物
誤訳の典型的なパターンとして特に注意したい

のが、拾い読み解釈です。文を解釈するときに、
まず知っている単語だけを拾い出して、そこから
何をいっているのかを推測し、わからない単語の
意味はその推測にできるだけ近いものを選ぶ、と
いう読み方のことです。この読み方では、本人は
読めているつもりでも、人から見るとまったくお
かしな訳になっていることがしばしばです。
こうした読み方をしていると、推測した意味に

当てはまらない言葉が出てきてしまい、それを訳
さずに飛ばしてしまうこともしばしばです。文に
は一字として意味の無い言葉は書かれていないと
いう前提に立ち、むしろ上手く訳せない言葉が
あったら、文全体の解釈が間違っていることを疑
うようにしましょう。
もちろん文を解釈する上で文脈や情景を把握す

ることは大切ですが、それは前後の確実に解釈で
きる文や句に基づいて考えられるべきものです。
そもそも、漢文や現代中国語の異文化の発想は、
現代日本のそれと大きく異なっているのですから、
文を解釈するときには余り想像力を働かせすぎず、
できるだけ文法構造から理論的に考えていくべき
です（なお詩歌の場合は、動賓構造＝ VOの順番がしばし

ば転倒する、対偶を考慮しなくてはならないなど、また別

の難しさがあります）。
（千田　大介）
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特集 31. 漢字をしらべる　音読みの種類

⿡⿡音読みの種類

Q	 小説『封神演義』に出てくる「聞仲」の正しい読み方は、「も
んちゅう」でしょうか「ぶんちゅう」でしょうか？

❖❖ 音読みの種類
漢和辞典を引くと、漢字の音読みが複数並んで
いますので、熟語として収録されていない漢語や
漢字の人名などをどの読み方で読めばよいのか、
慣れていないと戸惑ってしまいがちです。
多くの漢和辞典では漢字に複数の音読みがある
場合、まず意味によって分類した上で音読みを列
挙し、それぞれに「呉」・「漢」・「唐」・「慣」など
のように記号が付いています。これらの記号は漢
字の音読みの種類を表します。

「呉」は呉音を表します。
中国の南北朝時代の南朝
から朝鮮半島経由で日本
に伝わった漢字の発音が
元になっていて、主に仏
教用語に使われます。
「漢」は漢音で、遣唐使
らがもたらした唐の都・
長安の標準的な発音に基
づく読み方です。
「唐」、唐音は鎌倉時代

以降に伝わってきた漢字音で、行灯「あんどん」、
緞子「どんす」などがそれです。漢字の読み方の
体系としては伝わっておらず、単語ごとに読み方
が決まっています。
「慣」は慣用音で、呉音や漢音から外れているも
のの、一般化している読み方のことです。
ちなみに、音読みが 1つしかない漢字は、呉音
と漢音が一致していたり、どちらか一方の読み方
しか日本に伝わってこなかったものです。

❖❖ 読み方の原則
中国の人名を日本語で読む際には、訓読みで読

んではいけません。訓読みは漢字を日本語の意味
に訳したものであって漢字本来の発音ではないの
で、中国から渡来した漢語や人名は、中国の漢字
の発音が元になった音読みで読みます。
まずはじめに、調べている人名に習慣的な「読

み癖」がないか調べます。例えば、唐の「孔穎達」
は「こうえいたつ」ではなく「くようだつ」と読
び慣わしています。読み癖があるような人物はい
ずれも有名人ですので、まずは『大漢和辞典』あ
るいは歴史事典などで探してみましょう。
特定の読み癖が確認できなければ、原則として

漢音で読むことになります。「任」という漢字の
音読みは「にん」が一般的ですが呉音ですので、
姓の場合は漢音で「じん」と読みます。質問の例
では、「聞」は「もん」が呉音、「ぶん」が漢音で
すので、「ぶんちゅう」が正しい読み方というこ
とになります。
姓の場合に特別な読み方をする漢字もあります。

「単」姓は「たん」ではなく「ぜん」と読みます。
これは中国で古来、意味によって発音が違ったも
ので、現代中国語の発音も「dān」・「shàn」と
異なります（なお、匈奴の「単

ぜん う

于」の「単」は「chán」

と読みます。「冒頓単于」を「ぼくとつぜん
4 4 4 4 4 4

う」と読むのも、

中国での読み分けに基づいており、現代中国語でも「Mòdú  

Chányú」という特殊な音で読まれます）。
ただし、仏教関係の人名は呉音で読むことにな

ります。江戸時代の渡来僧・慧林性機「え
4

りんしょ
4 4

う
4

き」は、「慧」を「え」、「性」を「しょう」と
それぞれ呉音で読んでいます。
訓読みで読まない、読み癖や仏教用語を除いて

漢音を優先する、というのは、人名のみならず他
の固有名詞や漢語にも広くあてはまるルールです
ので、しっかりと覚えておきましょう。

（千田　大介）

「聞」の音読み
（大修館書店『漢語林』）
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⿡⿡くずし字（行書や草書）を読む

Q	 授業の発表で引用しなくてはならない清代の文集の序文
が、くくずし字で書かれていて読めません。どうしたら読
めるでしょうか？

❖❖ 漢字書体の変遷の基礎
中国学を専攻する学生は、専門の知識が深まり
さまざまな一次資料を取り扱うようになると、く
ずし字に触れる機会も出てくるものです。
漢字のくずし字である行書や草書は、一見する
と楷書を崩したものと考えがちですが、これらは
楷書の成立より古い書体とするのが定説です。

    金文    篆
てんしょ

書       隷
れいしょ

書      楷書       行書       草書

図 1　漢字の書体の種類（竹原悠崖書）

青銅器の銘文用であった金文の書体から発展し
た篆書は、秦の始皇帝により国家の書体とされま
す。しかし篆書は、官僚が日常業務の中で能率的
に文書を作成するための文字ではなく、竹簡に書
きやすい隷書が書体の主流となりました。その隷
書を走り書きしたところから生まれたのが、行書
や草書です。一方の楷書は、紙に書きやすい漢字
書体として、六朝時代を通じて確立してゆきます。
一般には行書より草書の方が、より簡略化され
ています。「草」に草稿・下書きの意味があるよ
うに、本来、草書はよりプライベートなものに、
行書はよりフォーマルなものに、という使い分け
があったようです。中国における簡体字、日本に
おける新字は、漢字の簡略化に際して、草書にな
らっているものが多くあります。

❖❖ くずし字を読むには
くずし字を読むためには、漢字の崩し方の特徴
を覚えなければなりません。初心者は、偏と旁

つくり

に

わけて考えてみること、実際に書いてみることが
重要です。部首さえ判読できれば、各種の字書を
検索でき、形と文脈から候補を絞り込めれば、検
索も効率的になります。
くずし字は、時代や個人による差も大きく、楷

書では全く違う形なのに、崩すと同じように見え
たりもします。たとえば、言（ごんべん）と氵（さ
んずいへん）は、書き方によってはほぼ同じに見え
ます。これを見分けるには文脈から考えるしかあ
りません。ツールを使って対照範囲を絞り込むこ
とはできても、最終的な判断には語学力・文章読
解力が必要となるのです。
行書や草書の読解に役立ち、入手しやすい日本

語による字典類には以下のものがあります。

① 『五体字類』（法書会編集部編、西東書房、1916

初版）

② 『くずし字用例辞典』（児玉幸多編、近藤出版社、
1980初版）

❖❖ オンラインでくずし字を検索する
 ⿟東京大学史料編纂所「電子くずし字字典」
（http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller）

このデータベースは、徳川光圀の命による草書
字典『草露貫珠』と、史料編纂所所蔵史料の画像
から切り出した文字情報からなっています。
前掲の URLから、史料編纂所のデータベース

選択画面にアクセスできるので、「辞典・字典」
の項目から「電子くずし字字典データベース」を
選択します。別メニューとして木簡字典との連携
検索もあるので、必要ならばそちらを選択してく
ださい。文字、読み、部首とその組み合わせで検
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索することができます。読みは音読みが「カタカ
ナ」、訓読みが「ひらがな」と区別されているので、
入力の際に注意してください。語句検索を選択す
れば熟語からの検索もできます。
このデータベースは、日本史研究のために作成
されたものですが、『草露貫珠』の書体の用例は、
中国の漢から明までのものを集成しているので、
東アジア研究においても十分利活用できます。た
だし、『草露貫珠』では明示されている文字の出
所等が、電子くずし字字典では省略されています。

 ⿟木簡・くずし字解読システム　MOJIZO

（http://mojizo.nabunken.go.jp/）

MOJIZOは、くずし字の撮影画像を取り込むだ
けで、上記の「電子くずし字字典」と「木簡字典」
から候補となる漢字を列挙してくれます。部首も
わからず、文脈や形からも類推不能な場合、切り
札となるツールです。解析できる画像は以下の条
件を満たす必要があります。

1. １文字分であること
2. 画像容量は 4MB以下
3. 画像形式（拡張子）は jpg、png、gif、bmp

4. 筆跡が明瞭であること
5. 背景が均質であること

MOJIZOの場合、撮影してすぐに読み込めると
いう点では、スマホでの利用が便利です。文字の
背景を無地にし、文字のコントラストを際立たせ
るよう加工した方が検索の精度が上がります。こ
の点、MOJIZOで解析する画像を簡単に編集で
きる iPhone用アプリMOJIZOkinが、App Store で
配布（無料）されており、大いに役立ちます。

図 3　 MOJIZO

試しに『くずし字用例辞典』から龍の草書の一
つを取り込んでみました。スマートフォン（iPhone 

SE、iOS11.2.1）で撮影し、MOJIZOkinで背景をホ
ワイトに変換してから読み込んで、「解析する」
ボタンを押すと、結果が表示されます。検索結果
には木簡字典とくずし字辞典から上位 6候補が示
され、いずれも「龍」字が含まれていました。
なお、裏写りなどで背景に余計なものが入った

未加工の画像を使うと、龍字が上位 6候補に含ま
れない場合もありました。やはり取り込む画像の
画質は重要なようです。

 ⿟書同文漢字網「草書在線」（https://hanzi.

unihan.com.cn/CaoShu）

漢字（簡体字もしくは繁体字）を入力すると、対応
する草書を画像で示してくれます。古代から清代
までの代表的な書家の筆跡を選んで画像化してい
ますが、典拠は不明です。

（小島　浩之）

図 2　電子くずし字字典検索結果の一部

『草露貫珠』
の原本には、
左は南宋か
ら元の趙孟頫、
右は明の董
其昌の字であ
ることが注記
されているが、
検索結果では
明示されてい
ない。

編纂所所蔵史
料のものは出
典が明記され
ている
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⿡⿡字書にない異体字をしらべる

Q	 南宋時代の裁判記録を読んでいたら、「 」という漢字が
出てきて、漢和辞典を調べても載っていません。どのよう
に調べたらよいでしょうか？ 

❖❖ 異体字とは
字形・字体が異なる漢字のことを異体字といい
ます。たとえば、苗字によく使われる辺・邊・邉
や島・嶌・嶋・隝はそれぞれ相互に異体字です。
このように異体字という概念は、相対的なもので
す。なにを正規とするか、またなにを同一視する
か区別するかというのは、時代や個人の立場に
よって変化するというのが本来的な考え方です。
一方で、科挙が行われるようになると、国家が
正規の字体を指定・統一するようになります。こ
れを正字といい、一般に異体字とは正字でない字
形と考えられるようになりました。現在の日本の
字書では、清朝につくられた『康煕字典』の字体
が、正字の規準となっています。
たとえば、角川書店から出ている漢和辞典『新
字源』では、正字を見出し字（親字）として掲げ
たあとに本字、異体字、古字、別体字、俗字、誤
字などに分類しています。『大漢和辞典』や『漢
語大詞典』などの大辞典では、異体字も親字とし
て掲げ、正字への参照を指示しています。
しかし、字書に載っていない異体字も多くあり
ます。質問のような民事裁判の文書のほか、通俗
文学、私文書など、官ではなく民が主体となるも
のには、字書にもない多種多様な異体字が見られ
ます。

❖❖ オンラインで異体字を調べる
異体字を調べるにはオンラインのツールを使う
方が便利です。というのも、一般的な紙の字書類
は、漢字の部首や読み（音・訓・ピンインなど）がわ
からないと効率的に検索できません。漢字総画で

の検索もできますが、なかなか面倒です。また
四
しかく

角号
ごう ま

碼など漢字の形による検索方法もあります
が、こういった索引を完備している字書は多くあ
りません。

 ⿟CHISE IDS 漢字検索（http://www.chise.org/ids-

find）

CHISE IDS漢字検索では、漢字を部品の集
合体として検索することができます。質問の 

「 」という文字であれば、制と巾を漢字の構成
部品とみて、この 2文字を検索ボックスに入力し
て「検索開始」ボタンをクリックするだけです（☞
解説：CHISEの使い方）。残念ながら「制」と「巾」
の組み合わせではヒットがありませんでした。

 ⿟漢典（http://www.zdic.net/）

漢典はオンラインの漢字・熟語検索ツールです。
トップページのメニューから「字典」をクリッ
クすると、読み（ピンイン）・形状（四角号碼など）・
Unicodeからの検索オプションボタンが現れます。
ここで使える形状からの検索は、読みや部首がわ
からなくても、漢字を検索できて便利なのですが、
紙幅の関係もありここでは採り上げません。詳し
く知りたい場合は、オプションボタンで検索方法
を選んだ上で、検索ボックスに何も入れずに検索
すると説明（中国語）が表示されます。
漢典では漢字を入力して検索し、そこから芋づ

る式に異体字を見つけることもできます。この場
合、メニューから「条目」をクリックし、ボック
スに漢字を入力します。
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検索結果の異体字欄には異体字が一覧になっ
ていますから、詳しくみたい文字をクリックす
ると文字の詳細が表示されます。漢典収録の漢
字は Unicodeの CJK統合漢字拡張 E（CJK Unified 

Ideographs Extension E）まで含まれていますから、コ
ンピュータ上で扱えるほぼ全ての異体字が収録さ
れていることになります。ただし、拡張漢字に関
する詳細な情報は省略されているので、これらは
存在を確認できる程度と考えてください。
なお漢典では簡体字を正字としていますから、
慣れていないと戸惑うかもしれません。

図 1　「漢典」検索結果での異体字表示

 ⿟書同文漢字網「巧筆在線」（https://hanzi.

unihan.com.cn/Qpen）

巧筆在線は、テキスト入力や大規模データベー
スの作成を行う書同文が公開する「書同文漢字網」
のコンテンツの一つです。手書き認識で、読みや
部首のわからない漢字の検索ができます。。

図 2　巧筆在線での手書き認識

ただし、収録漢字は統合漢字拡張 A（CJK Unified 

Ideographs Extension A）までの範囲に止まっています。
また漢字の意味や読みなどの説明はなく、あくま

で字形が検索でき、対応するフォントが表示され
るだけです。中国の大規模データベースからテキ
ストを得たような場合に、異体字を確認する際に
は便利でしょう。

 ⿟台湾教育部異体字字典（http://dict2.variants.

moe.edu.tw/）

部首か筆画から異体字を検索できます。フォン
トの無い字は画像で表示され、各文字をクリック
すると意味や典拠などの情報が示されます。
部首や筆画が確定できていることが前提なので、

使い勝手はよくありませんが、異体字の典拠を、
古い字書の版本画像で示してくれている点は、信
頼がもてます。 

さて、残念ながら質問の「 」字はどのオンラ
インツールでも見つかりませんでした。

❖❖ 異体字字書を調べる
目的の文字がオンラインで見つからなかった場

合、中国や日本で刊行された異体字字書に手懸か
りを求めてみましょう。異体字字書は多くありま
すが、雄山閣の「異体字字書集成」のシリーズが
基本的なものを復刻しており便利でしょう。
探したところ、遼代の字書である『龍龕手鑑』

巻三に、目的の文字が掲載されていました。ただ
し、発音が示されているだけで意味はありません
でした。
このように手を尽くしても、意味のわからない

異体字は多くあります。この字のように確定でき
ない場合、何らかの誤記の可能性もありますし、
文脈から判断して意味を類推するしかありません。
質問の字は、『清明集』巻 1に「今以二人所 銭
数計之」などとして出てきます。文法的に「所」
の下には用言がきますから、この文字は動詞です。
全体の内容が金銭横領の話であることから、「い
ま、二人着服した銭を計算すると」とすると辻褄
が合うので、「着服する」の意味だと結論づけら
れます。

（小島　浩之）
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解説：CHISE の使い方

⿤⿤ 漢字（メタ）情報のオンライン検索
漢字あるいは熟語そのもののオンライン検索サ
イトとは異なり、文字が持つ様々なメタ情報を
データベース化し、オンラインで検索できること
により、たとえば漢字部品をもとに漢字を検索す
ることができます。その代表例が CHISEデータ
ベースです。

CHISEデータベースでは漢字の構造情報（IDS）

をメタ情報として保持し、また漢字部品を再帰的
に分解してマッチングを行う「CHISE IDS漢字
検索」サービスが提供されています。探している
漢字に含まれる部品（群）を指定すれば、その部
品（群）を含む漢字を絞り込んで探し出すことが
できます。CHISEデータベースが収録する文字
は、文字コードの範疇にとらわれないあらゆる概
念の「文字」をも含みうるため、探し出された結
果もバラエティに富んでいます（逆に言えば、コン
ピュータで標準的に利用できない文字も出てくることに注

意）。この CHISEワールド（と敢えて表現しますが）
に興味をもった方はぜひ過去の本誌記事を参照し
てください [1]。

⿤⿤ 具体的な検索画面
検索ページは非常にシンプルで、部品を入力す
るテキストボックスと検索ボタンが 1つあるのみ
となっています。テキストボックスに漢字部品と
なる文字を区切らずに入力します。その際、入力
する部品群の順番は結果に影響されません。検索
ボタンを押すと下に結果が表れるはず…ですが、
今回のケース（「制巾」）では候補が見つかりませ
んでした。そこで「巾」を消して「制」が含まれ
る文字で検索してみることにします、すると 60

個ほど候補が現れました。
一番初めの「制」は検索キーワードそのもので
すが、次の「𡝧」からは「制」を含む漢字が並び

ます。初めに記述されている「U-00021767」（あ
るいは「U+」で始まるもの）はユニコードのコード番
号です。つまり「𡝧」は U+21767というコード

図 1　CHISE IDS 漢字検索

図 2　「制」と「巾」を含む漢字を検索

図 3　「制」を含む漢字の検索結果
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番号でいわゆる拡張漢字 B集合に含まれる文字
とわかります。続く「(link map)」は説明を省き
ますが、その後ろの「⿱制女」が CHISEデータベー
スに登録されている「𡝧」の文字構造情報となり
ます。なお、それぞれの情報はリンクとなってい
て、たとえば「𡝧」をクリックすれば「𡝧」の文
字情報が表示されます。当該漢字は女部 8画の漢
字で諸橋『大漢和辞典』6407番といった情報が
記載されています。
候補一覧に戻って候補 8番目の「𢳅」のように

「制＋〇」という漢字にさらに別の漢字部品を加
えた入れ子構造の場合は、一段下がって表示され
ます。9番目の「𪷘」と合わせて「掣」という漢
字部品を構造に含む漢字であることがわかります。

注意点として、あまりに一般的すぎる漢字部品
を指定すると、永遠と再帰的に検索を行います。
この場合自動的に途中で検索を打ち切ってそこま
での結果が表示されますが、一覧が長くて探すの
が大変です。

⿤⿤ 入力の難しい部品を指定する
例えば「漢」の右側の部品を指定するときにど
うすればよいでしょうか。この場合にはまず「漢」

図 4　「𡝧」の文字情報一覧

で検索し、文字構造情報を出してコピー＆ペース
トする方法があります（リンクとなっている文字をコ
ピーするのが難しい場合は文字の少し上部の空白部分で操

作すれば簡単です）。
また「亻」→「人」、「氵」→「水」のように一

部の漢字部品同士は共通化されています。「人動」
で「働」が、「水𦰩」で「漢」が検索できます。

⿤⿤ おまけ：グリフウィキ手書き検索
筆者が運営している明朝体漢字データベース

「グリフウィキ [2]」では登録されている漢字字形
を手書きで検索できるようになっています。ユニ
コード収録の漢字集合に限って言えば CHISE IDS

漢字検索だけでよいのですが、CHISE データベー
スに含まれていない場合に、もしかするとグリフ
ウィキに漢字字形が登録されている場合がありま
す。注意点として、グリフウィキには実在しない
と思われるものも含め、様々な漢字字形が登録さ
れているため、結果として出てきたものが何なの
かは改めて推測する必要があります。漢字字形に
は名前がついていますので、ほとんどの場合は名
前をもとにその漢字の所属（何に由来するか）を推
測できます。

 ⿟グリフウィキ漢字検索（http://glyphwiki.org/

search/hwr.html）

 ⿟同モバイル版（http://glyphwiki.org/search/hwrm.

html）

手書き検索といっても、あくまでも明朝体デー

図 5　「漢」を検索して部品「𦰩」を表示する 図 6　手書きによる検索結果　1 回目
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タの骨格線をもとに検索しますので、明朝体の文
字のように書く必要があります。モバイル向けの
方が書きやすいかもしれません。
例の「制＋巾」を調べたところ、残念ながら候
補は出てきませんでした。2回試しても出てこな
いということは、登録されていないようです。

⿤⿤ おまけ２：グリフウィキの部品情
報を使う

グリフウィキでは、漢字字形を登録する際に
字形を専用のツールでデザインします。その際
に、既存の漢字部品を呼び出すことができるため、
漢字部品の再利用が多くなされています。そこで
「制」という漢字部品を使った漢字字形の一覧を
出してみましょう。まずグリフウィキで「制」の
ページを開きます。するとおそらく「制」の漢字
そのものが他の漢字内で部品として使われている
ようです。そこでページ下部にある「このグリフ
を内部で引用している他のグリフ一覧」を表示し
ます。
すると…、「制」を含む漢字がいくつか並びま

図 7　手書きによる検索結果　2 回目

すが、やはり「巾」を含む漢字はありませんでし
た。残念！

注

[1] 「ソフトウェアレビュー CHISEプロジェクト」、『漢字

文献情報処理研究』第 3号、2002年。「特集 2 漢字処

理技術の最新動向 – CHISE Project」、『漢字文献情報処

理研究』第 4号、2003年。

[2] グリフウィキ http://glyphwiki.org/

（上地　宏一）

図 8　「制（u5236 という文字名）」の情報ページ

図 9　「制」を部品として使っている漢字グリフ一覧
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特集 3解説：　叢書

解説：叢
そうしょ
書

⿤⿤ 叢書の概要
叢というのはもともと「草むら」、書は「本」
の意味（現代中国語でも「书」といいます）です。一
箇所に群がり集まるというところから、多数の著
作をまとめて刊行したものを叢書と呼びます。叢
書は「シリーズ物」として説明されますが、収録
される著作は原則として既刊の作品であるため、
現代のシリーズ物のように、個々の著作の独立性
が強くありません。むしろ、叢書は一定の原則・
形式の下に、著作をアンソロジー的に配置したも
ので、個々の著作は叢書の下の一コンテンツだと
考えるべきでしょう。
京都大学人文科学研究所の漢籍分類では、叢書
を次の六つに分けています（井波陵一『京都大学人文
科学研究所漢籍分類一覧 : 部 -類 -属 -目 -例』京都大学人

文科学研究所附属漢字情報研究センター、2005）。

ア限定された編集方針にとらわれない叢書
イ善本の複製を目的とした叢書
ウすでに失われた書の復元を目的とする叢書
エ地縁を基準に編集された叢書
オ血縁を基準に編集された叢書
カ個人の全集

これを眺めることで、中国の叢書の性格につい
ておぼろげに理解できるでしょう。
叢書は宋代から刊行されていますが、特に盛ん
になったのは明代以降です。なかでも清代は、イ
やウの目的をもった学術的色彩を帯びた叢書が多
く刊行されました。

⿤⿤ 代表的な叢書とその特徴
⿙⿙『説
せっぷ
郛』

元までの経書・史書・小説を集めた叢書です。
ただし、内容をまとめなおし再編集しているので、

使用する場合は、他の資料との比較が欠かせませ
ん。特に明代に増補された『重較説郛』は、当時
の叢書から内容を増やしているだけなので、引用
には注意が必要です。しかし、『説郛』以外にみ
られない資料も多くあり、資料価値は高いです。
⿙⿙『漢魏叢書』
漢から魏晋南北朝時代の著作を収録した叢書で、

四部にわたる総合的な叢書は『漢魏叢書』に始ま
るともいわれています。明から清にかけて、改版
のたびに内容が増補され、数多くの種類がありま
すが、明の程栄が最初に編集した 38種本が最も
よい版本だとされています。
⿙⿙『四庫全書』
清朝の乾隆帝時代に、中国国内に存在していた

書物を集め、字句や内容の誤りを正した上で解題
を付け、四部分類で体系化したものです。ただし、
科挙の受験参考書や詞曲のたぐいは採録されませ
んでした。また、清朝に都合の悪い書物は収録し
なかったり、部分削除や改竄したりするなど、大
きな問題もはらんでいます。このため、レポート
や論文で、安易に『四庫全書』本を引用するのは
控えましょう。ただし、他の版本で文字や句作り
に疑問がある時、『四庫全書』本は校訂の参考に
なることがあります。また、影印も多く、市販の
データベースも存在するので、参照用としては便
利です。
同時に作成された目録と解題は『四庫全書総

目提要』（通称：『四庫提要』もしくは『四庫提』）と名
付けられました。総目とは総目録、提要とは要
旨・解題のことです。これ以後、中国で出版され
る書物には、序跋の一つとして『四庫提要』が載
せられていることもあります。なお、『四庫全書』
に採録されなかった書籍類は、『四庫提要』に
「存

ぞんもく

目」として、目録と解題のみが残されています。
また、『四庫全書』を補うものとして、近現代

に編纂された叢書に『続修四庫全書』と『四庫全
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書存目叢書』があります。『続修四庫全書』は、『四
庫全書』編纂以降の書物 5,212種（『四庫全書』の約
1.5倍）を収録したものです。『四庫全書存目叢書』
は、『四庫全書』に採録されなかった書籍のうち、
現存する 4,508種を影印出版したものです。これ
らは原本を忠実に影印しており、安心して使用で
きます。
⿙⿙『四部叢刊』初編・続編・三編
民国時期に、可能な限りで古典籍の善本を集め
て影印した叢書です。点校本の底

ていほん

本（元となった本）
の多くがここから採用されています。古い索引類
も『四部叢刊』本を底本としています。当時の最
良の版本が採録されているので、現在でも参照価
値の高い叢書です。
⿙⿙『叢書集成初編』・『国学基本叢書』
どちらも、民国時代に王雲五（商務印書館総経理）
が企画した排印本（一部は影印本）の叢書です。古
典籍を活字化するだけでなく、句読を切っており
（断句本）、古典籍の版本が気軽に見られない時代
はとても重宝しました。
しかし、校訂されていない上に、底本が善本と
は限らず、また版本から活字にする際のミスタイ
プもままあります。どちらの叢書も国内の図書館
の所蔵は多いので、ざっと内容を確認するには便
利ですが、レポートや論文等に直接引用するのは
避けた方が無難です。
なお、ほかにも台湾や上海から『叢書集成』と
いう叢書が出ていますが、いずれも王雲五の『叢
書集成初編』を独自に発展させたものです。

⿤⿤ 叢書目録
叢書に含まれる個々の著作は長いものから短い

ものまで様々です。一つの著作が叢書内で複数冊
にわたることもあれば、逆に一冊の中に複数の著
作が入る場合もあります。通常は総目次がついて
いるので、どの冊子にどんな著作が入っているか
を一覧することはできます。しかし、書名や著者
名からの検索はできず、また、複数の叢書の内容
を同時に検索・確認する手段もありませんでした。
このため近代に入ると、書名や著者名から、叢書
に収録される著作を検索できるような工具書が相
次いで作られます。
こういった叢書の内容検索のために完備された

目録類が叢書目録です。叢書において個々の著作
タイトルのことを「子目」といいます。叢書目録
は、これまで時間をかけて総目次を繰るしか手段
のなかった子目の検索において、大幅な時間短縮
をもたらしました。代表的な叢書目録には次のよ
うなものがあります。

① 『中国叢書綜録』（上海図書館編、新華書店上海
発行所、1959～ 1962）

② 『中国叢書広録』（陽海清編撰、湖北人民出版社、
1999年）

③ 『中国叢書綜録続編』（施廷鏞編撰、北京図書
館出版社、2003年）

②は①を補うもの、③は①と②を補うものとし
て編集されており、原則として各目録間に重複は
ありません。ただし、これらの規模を超える大部
な叢書が次々に出てきているため、現在では図書
館のオンライン目録で検索する方が便利になり
つつあります（☞解説：中国国家図書館 OPAC、解説：

NBINet 聯合目録）。
（小島　浩之）
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⿡⿡叢書の収録書籍をさがす

Q	 唐代の後半期に書かれたという『翰林院故事』の原典を確
認したいのですが、どうやって探したらよいでしょうか？

❖❖ CiNii Books や OPAC で検索する
『翰林院故事』とは、韋執誼（?-808?）が書いた、
翰林院（皇帝の命令書を執筆する役所）に関する備忘
録のようなものです。
まずは CiNii Books（☞解説：CiNii Books）や大
学図書館の OPACで試してみましょう。しか
し、書名も著者名も見つかりません。次に NDL 

ONLINE（☞解説：NDL ONLINE）で書名検索すると、
清代の『知不足斎叢書』に収録されていることが
わかりました。このように、CiNii Booksや大学
図書館の OPACで検索してもヒットしない古典
籍は、叢書の中に埋もれているかもしれません。
書誌の詳細をみると、『知不足斎叢書』の第 13

集の 98、99冊目に宋・洪遵の『翰苑群書』が収
められており、その一節に目当ての内容が含まれ
ているようです。『翰苑羣書』は洪遵が翰林院に
関する書物を集めて集成したもので、ある意味こ
れも小さな叢書といえなくはないでしょう。

❖❖ 全国漢籍データベースを検索する
叢書に入っていることがわかったので、次に全
国漢籍データベースの子目検索を試してみました
（☞解説：全国漢籍データベース）。すると、『四庫全書』
と民国時代の『百部叢書』にも入っているようで
す。少し掘り下げて詳細をみてみると、『四庫全書』
本は 595冊目がやはり『翰苑群書』に充てられて
おり、その中の一節に「韋執誼翰林院故事」とあ
りました。『百部叢書』本は『知不足斎叢書』を
まるごと収録したものでした。

❖❖ 中国国家図書館 OPAC・NBINet
聯合目録を検索する
後で詳述しますが（☞解説：NDL ONLINE、解説：

NBINet聯合目録）、これらは叢書の子目検索にも便
利なツールです。検索したところ中国国家図書館
OPACでは『知不足斎叢書』、NBINet聯合目録で
は『中華再造善本』と『唐代譜牒科挙職官名録書
匯』という現代の叢書類がヒットしました。

❖❖ 再度、CiNii Books や OPAC で検
索する

ここまでで、『翰林院故事』という書物は、宋
代に洪遵が『翰苑群書』に収録したものだけが残
り、清朝になって『知不足斎叢書』や『四庫全
書』に収められ、近代になるとそれがさらに『百
部叢書』に収められたという構図が見えてきまし
た。このように中国の叢書は、過去の叢書を呑み
込んでどんどん巨大化していく傾向があります。
『翰林院故事』について、叢書の子目だろうと予
想して調べ始めたわけですが、実際にはさらにそ
の下のレベル、子目の子目だったのです。そこで
『翰林院故事』を含む『翰苑羣書』について、改
めて CiNii Booksを検索してみましょう。すると、
今度はどの叢書もヒットしました。実は日本の大
学図書館の目録システムは、構造的に子目までし
か記述できないため、子目の子目にあたる『翰林
院故事』では検索できなかったのです。
また CiNii Booksを再度検索すると、『叢書集成』
本と呼ばれる断句排印本の存在も確認できました。
ひとまずの確認ならば排印本で十分でしょうが、
研究論文などに使うのであれば、少なくとも『知
不足斎叢書』本と付き合わせてみるべきでしょう。
『四庫全書』本は内容に辻褄の合わないようなこ
とがあれば、校訂の参考までに確認してみましょ
う。

（小島　浩之）
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解説：CiNii Books

⿤⿤ CiNii Books の概要 
 ⿟CiNii Books（https://ci.nii.ac.jp/books/）

図 1　CiNii Books 検索画面

CiNii（サイニイ）は、国立情報学研究所（NII）

が提供するわが国の学術情報検索サービスです。
CiNiiには、CiNii Articles（学術論文の検索）、CiNii 

Books（大学図書館の所蔵検索）、CiNii Dissertations（博

士論文の検索）のメニューがあります。ここでは
CiNii Booksについて採り上げます。

CiNii Booksには、図書・雑誌検索、著者検索、
内容検索の検索方法があります。図書・雑誌検
索は一般的な OPACと同じです。書名や著者名
などキーワードを入力して検索ボタンをクリック
すれば、検索結果が表示されます。著者検索は著
者名典拠データが検索できるので、人物の別名の
調査に役立ちます（☞解説：さまざまな別名）。また
著者単位で著作が表示されます。内容検索は外部
データから取り込んだ、図書の目次や内容説明情
報などが検索できます。図書の検索については、
図書・雑誌検索が最も精度が高く、他の二つの検
索は補完的な使い方にならざるを得ません。

NIIの目録システムは、現代の出版物を基準に
しているので、古典籍を同一に扱うことについて
は、図書館員の中でも賛否が分かれています。ま
た、NIIの目録システムに参加していない大学図
書館もあるので、CiNii Booksで、中国の古典籍の

所蔵情報が検索できるのは、日本の大学図書館の
一部と考えた方が無難です。とはいえ、2018年 1

月段階で、CiNii Booksで検索できる清朝末（1911年）

までに出版された書籍の書誌数は、103,010もあっ
て、それなりの情報量があります。

⿤⿤ 中国書籍を検索する
図書・雑誌検索には、詳細検索画面もあり、検

索ボタン下の「詳細検索」をクリックすることで
表示されます。以下、この画面で中国書籍を検索
する場合のポイントを説明しますから、適宜、組
み合わせて検索してみてください。

図 2　 CiNii Books　詳細検索画面

① 検索対象：雑誌を検索する必要がなければ
「図書」を選択しておきましょう。ただし、
統計資料や白書は、図書と雑誌のどちらに
もなり得るので注意してください。

② 別名を含む：前近代の中国人は、字・号・
諱などの別名をもっているので（☞解説：
さまざまな別名）、著者名で検索する場合は
チェックを入れておきましょう。

③ 資料種別：鈔本（☞解説：刊本・鈔本・影印本・
排印本）だけを検索したい場合は、「文字資
料（書写資料）」を選択します。このほかに、
地図やマイクロフィルム・音声・映像など
の資料に対象を限定することもできます。

①

②

③ ④ ⑤
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④ 言語種別：現代中国語の書籍も漢文資料（和
刻本など準漢籍を含む）も中国語を選択しま
す。残念ながら出版国では絞り込めません。
⑤ 出版年：年代で絞り込むことができますが、
出版年不明の書籍には無効です。

なお、検索キーワードは日本の漢字、簡体字、
繁体字どれでも検索結果は同じになります。
また、キーワード検索では、以下のような論理
演算も使用できます。

 ⿟AND検索：複数のキーワードをスペース
でつなぐことで、全てのキーワードを含む
書籍を検索します。
 ⿟OR検索：複数のキーワードを ORでつな
ぐことで、入力したいずれかのキーワード
を含む書籍を検索します。
 ⿟NOT検索：キーワードを NOTでつなげ
ることで、前のキーワードを含んで後の
キーワードを含まない書籍を検索します。

詳細は以下のマニュアルの A-3をみてください。

 ⿟https://support.nii.ac.jp/ja/cib/manual_keyword

⿤⿤ CiNii Books の書誌単位
書籍は複数冊で構成されているものもあるので、
タイトルと冊数が一対一対応になるとは限りませ
ん。現代の目録法にはタイトルごとに一つの書誌
で表現する方法と、1冊ごと（これを物理単位とい
います）に一つの書誌で表現する方法があります。
たとえば上下二冊の本の場合、タイトル単位の書
誌であれば一つの書誌に 2冊セットであることが
示され、物理単位の書誌の場合、上下が別に表現
されて二つの書誌になります。CiNii Booksはタ
イトル単位の書誌となっていますから、複数冊か

らなる本でも、タイトルが同一なら書誌も一つに
まとめられています。ただし、あまりに冊数の多
いものはシステムの構造上、数十冊づつを一書誌
として複数に分割されています。
多くの冊数からなる書籍の場合、実際に出版さ

れている冊数を図書館が全て所蔵しているとは限
りません。書誌に記録された冊数と実際の所蔵の
冊数が異なることがあるため、図書館で資料を請
求する前によく確認してください。

図 3　 CiNii Books の書誌・所蔵表示

⿤⿤ 書誌の階層
叢書の場合、CiNii Booksで検索・表示できる

のは原則として子目までです。子目の子目（細目、
☞叢書の収録書籍をさがす）は、ほぼ検索できないと
考えてください。
叢書名と子目のような関係を、現代の目録学で

は、叢書名－子目なら 2階層、叢書名－子目－細
目なら 3階層といったように、構造化して階層で
とらえます。NIIの目録システムは、2階層で全
ての書誌を表現するように設計されているので、
細目の部分が表現できない場合が多いのです。
少量であれば、書誌上に注記するなどの方法が

あるのですが、大部なものであると情報量が多く
システムが対応できないのが現状です。
なお、2020年に NIIの目録システムの大幅な
刷新が予定されており、書誌単位や書誌構造のと
らえかたも現状と変わる可能性があります。

（小島　浩之）
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⿤⿤ NDL ONLINE とは
 ⿟NDL ONLINE（https://ndlonline.ndl.go.jp）

NDL ONLINE（国立国会図書館オンライン）は、正
式名称を「国立国会図書館検索・申込オンライン
サービスいいます。2018年 1月からそれまでの
NDL OPACに代わるサービスとして提供を始め
ました。

図 1　 NDL ONLINE トップページ

NDL ONLINEは、「国立国会図書館の所蔵資料
及び国立国会図書館で利用可能なデジタルコンテ
ンツを検索し、各種の申込みができるサービス」
（NDL ONLINEのヘルプによる）とのことです。蔵書
検索に限らず、デジタルコンテンツの検索・閲覧
や、複写サービスの申し込み（要登録）を一つに
統合した新らたなシステムということのようです。

⿤⿤ NDL ONLINE の書誌単位
CiNii Booksの解説で述べたように、現代の

目録法には書誌の表現方法として、タイトル単
位のものと物理単位のものがあります（☞解説：
CiNii Books）。CiNii Booksはタイトル単位でしたが、
NDL ONLINEは物理単位で書誌を表現していま
す。このため、たとえば 20分冊からなる図書でも、
タイトルが同じであれば、CiNii Booksは一つの
書誌で表現しますが、NDL ONLINEは 1冊ごと
に書誌が表示され、合計 20件の書誌になります。

ただし、古典籍に関しては、必ずしもこの限りで
なく、帙単位であったりタイトル単位であったり
もしています。いずれにせよ、検索結果として表
示される書誌数が膨大になる可能性があるので、
CiNii Books以上に検索条件を絞り込むことをお
すすめします。そこで、検索条件を様々に設定で
きる詳細検索の使用法を中心にみてゆきましょう。

⿤⿤ NDL ONLINE で中国書籍を検索する

図 2　 NDL ONLINE 詳細検索画面

トップページの検索ボックス右端に「詳細検索」
ボタンがあります。切り替えには、一瞬○を引き
下げたくなるのですが、○の下をクリック（もし
くはタップ）します。以下、この画面で中国書籍を
検索する場合のポイントを説明しますから、適宜、
組み合わせて検索してみてください。

①検索対象：NDLでは、民国以降の出版物
は図書、清朝までの出版物は漢籍扱いです。
必要に応じて「図書」もしくは「和古書・
漢籍」を選択してください。ただし、統計
資料や白書は、図書と雑誌のどちらにもな
り得るので注意してください。

②検索対象複数選択：検索ボタン直下の「複
数を選ぶ」をクリックすると、検索対象を
複数選択できます。

③「和古書・漢籍」を選択した場合、さらに
対象を絞り込むためのサブメニューが表示
されますから、「漢籍」にチェックを入れ
ましょう。和刻本など準漢籍（☞解説：漢籍・
準漢籍・和刻本）も NDLでは漢籍として分

②

① ① ①
②

③ ⑥

④
⑤
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類されています。
④出版年：年代で絞り込むことができます。
⑤言語・国名コード類：本文言語、原文言語（翻
訳本などの原書の言語）、国名コード（出版国名）
を選択できます。現代中国語の書籍も漢文
資料（和刻本など準漢籍を含む）も、本文言語
は中国語を選択します。検索対象を「和古
書・漢籍」、本文言語を「中国語」とした
場合に、国名コードを「日本」に指定すれ
ば和刻本のみが検索できます。
⑥刊本・鈔本（☞解説：刊本・鈔本・影印本・排印本）
の絞り込み：「和古書・漢籍」を選択した
場合に表示されるサブメニューです。「印
刷資料」（刊本）か「書写資料」（鈔本）を選
択できます。最初は両方にチェックが入っ
ているので、必要に応じて一方のチェック
をはずしてください。

⿤⿤ 検索結果の表示など
必要な情報を入力・選択して、検索ボタンをク
リックすると、検索結果の一覧が表示されます。
書名の前に資料形態を示すアイコンが表示されて
います。本のアイコンは冊子体資料、雲のアイコ
ンはデジタル公開資料です。
本と雲が組み合わさったアイコンは冊子を所蔵
し、かつデジタル公開しているという意味になり
ます。デジタル化の単位が異なる場合、図 3のよ
うにグループとして、複数の雲のアイコンをもっ
たサブ書誌が列挙されます。
検索結果一覧から、必要なものを選びタイトル
をクリックすると、その書誌の詳細が表示されま

す（図 4）。

図 3　検索結果一覧表示

図 4　詳細結果表示

デジタル公開されているものは、右上の「デジ
タル」（囲った部分）をクリックすると、国立国会
図書館デジタルコレクションでの公開画面に移り
ます。
このほか、「デジタル」の上部の右斜めへの矢

印アイコンをクリックすると、同じタイトルで
国立国会図書館サーチ、Webcat Plus、CiNii Books、
Google Book Searchを検索することができます。
また、上部のカートのアイコンをクリックすると、
複写サービスなど各種サービスの申込みができま
す（要登録）。

（小島　浩之）

グループ表示
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⿤⿤ 叢書目録としてのOPAC
ここで中国国家図書館の OPACを取り上げる

のは、なにも中国に資料調査に行ってほしいから
ではありません。それが叢書（☞解説：叢書）。の
子目――収録書籍の索引として利用できるからで
す。
中国の古典文献は、単独で刊行されているもの
もありますが、その大部分が叢書に収録されてい
ます。かつて書籍がどの叢書に収録されているの
かを調査するときには、『中国叢書綜録』（上海図
書館編、上海古籍出版社、1982）を引くのが定番でした。
その後、中国・台湾では『叢書集成続編・同三編』、
『続修四庫全書』、『四庫全書存目叢書』などの大
規模叢書の刊行があいつぎ、『叢書綜録』はすっ
かり時代遅れになってしまいました。
その欠を補うのが図書館の蔵書検索、OPACで

す。しかし、日本国内の OPACや漢籍目録では、
叢書のタイトルは検索できるものの、子目まで全
部入力されているケースは稀です。一方、ここで
紹介する中国国家図書館 OPACや次項で取り上
げる台湾 NBINet聯合検索は、叢書に収録された
書籍のタイトル・著者・版本情報などを、それぞ
れ 1部の図書として登録していますので、それが
どの叢書に収録されているのかを簡単に調べるこ
とができるのです。

⿤⿤ 中国国家図書館OPAC の使い方
中国国家図書館は、清末に設立された京師図書
館に起源し、中華民国時期には国立北平図書館、
中華人民共和国建国後は北京図書館と呼ばれまし
たが、1998年に現在の名称に改められました。
なお、現代中国語で「国家」は英語「national」
の訳語として使われますので、日本語に訳せば「国
立」の意味です。つまり、国家図書館＝国立図書
館＝ナショナル・ライブラリー、ということにな

ります。

 ⿟中国国家図書館（http://www.nlc.cn/）

中国国家図書館の OPACは、トップページの
テキストボックスから検索することができます。
このとき、デフォルトの状態では、検索に「文

津搜索」（文津サーチ）を使う設定になっています。
中国国家図書館の蔵書だけでなく、学位論文や
CNKIなど他のデータベース・ナレッジベースを
まとめて横断検索できて便利なのですが、単純に
本を探すのには、必要ない情報がたくさんヒット
してしまうので不向きです。
通常の OPACを検索するには、テキストボッ

クス右のドロップダウンメニューから「馆藏目录」
（館蔵目録）を選択します。

それでは例として、宋・周必大の『竜飛録』を
探してみましょう。
中国国家図書館 OPACでは、検索語は簡体字

で入力するのが基本ですが、繁体字の「龍飛錄」
や常用漢字体「竜飛録」でも検索できます。検索
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語を入力したら、「检索」（検索）をクリックすると、
検索結果一覧が表示されます。順番に見ていくと
周必大の『竜飛録』が見つかります。

書籍のタイトルがリンクになっていますので、
クリックすると、詳細情報が表示されます。

こうして『竜飛録』が『叢書集成三編』・『四庫
全書存目叢書』に収録されていること、収録され
ている巻数などを調べることができました。
そうしたら、日本の OPACを検索して『四庫

全書存目叢書』を所蔵している図書館を調べて閲
覧します。
中国国家図書館 OPACでは書籍タイトルのほ

か、著者名、出版社名、主題などによって検索す
ることができます。

⿤⿤ ユーザー登録について
中国国家図書館ではユーザー登録すると、学位
論文の検索・閲覧や地方志データベースなどの
サービスが使えるようになります。ユーザー登録
の方法については、以前、本誌第 15号の「特集 

2　東洋学論文検索指南・中国の論文を探す」で
詳細を解説しましたが、その後、大きな変化があ
りました。

中国では近年、インターネットアクセス・携帯
電話番号などについて、IDカード・パスポート
などの有効な身分証明書による実名登録制が施行
されていますが、中国国家図書館もその例に漏れ
ず、新規ユーザー登録に実名登録が必要になって
います。執筆時点では新規ユーザー登録に、中国
国内の携帯電話番号で認証（携帯電話番号に SMSで

認証コードが送られる。携帯電話番号は既に実名登録制に

なっているので、これで実名確認できたことになる）する
「快速注册」（スピード登録）と、個人情報を一々入
力する「常规注册」（通常登録）の 2つが用意され
ていますが、通常登録は登録画面のインターフェ
イスが整っておらず、また中国国内の住所・電話
番号・郵便番号などの入力も必要なので、日本か
らの登録は難しそうです。

このためローミングアクセス可能な実名登録済
みの中国の携帯電話番号を持っていない限り、日
本からの新規ユーザー登録はできなくなっていま
す。今後、是非とも、海外からの登録もできるよ
うにしてもらいたいものです。
ただ、以前に作ったアカウントは実名登録して

いなくても（少なくとも現時点では）そのまま使えま
すし、中国国家図書館で入館証を作れば、そのカー
ド番号とパスワード（デフォルトでは、誕生日の西暦
下二桁・月・日の 6桁の数字）でログインできます。
現状では、既にアカウントを取得している人は

それを大切に使い、未取得の人は北京を訪れた際
に国家図書館でパスポートを提示して入館証を発
行してもらう、という対応になるでしょう。

（千田　大介）
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⿤⿤ 台湾の図書館総合目録
NBINetとは、台湾の全国図書書目情報ネッ
ト（全國圖書書目資訊網、National Bibliographic Information 

Network）の略称で、図書館蔵書の総合目録の作成、
内外の図書情報の提供、書目規格の統一などを
行っています。以下で紹介する NBINet聯

れんごう

合目録
は、NBINetが提供する台湾の図書館蔵書の総合
目録で、我が国の CiNii Booksに相当するものだ
と考えてよいでしょう。

NBINet聯合目録には、中央研究院図書館・故
宮博物院図書文献館などの研究機関の図書館、主
要な大学図書館や公共図書館、国家図書館などの
蔵書が登録されており、それらをまとめて検索す
ることができます。

 ⿟NBINet聯合目録（http://nbinet3.ncl.edu.tw/screens/ 

opacmenu_cht.html）

NBINet聯合目録も中国国家図書館 OPACと同
様に、中国大陸や台湾で刊行された書籍のみなら
ず、叢書の子目も個別に登録しているので、叢書
の索引として使うことができます。
前に紹介した中国国家図書館 OPACは、日本
からのアクセスが不安定になり繋がり難いことが
ありますし、後述のように NBINet聯合目録でし

かヒットしない書籍・叢書もありますので、両者
を相補的に使うべきでしょう。

⿤⿤ 聯合目録で検索する
聯合目録の検索ボックスに検索語を繁体字で入

力し、左側のドロップダウンメニューで検索する
項目を選択します。
ここでも宋・周必大の『竜飛録』を検索してみ

ましょう。「書名」：「龍飛錄」で検索すると、以
下の 3件がヒットします。

書籍のタイトルがリンクになっていますのでク
リックすると、詳細な書誌情報が表示されます。

『中国野史集成』に収録されていることがわか
ります。これは、さきほど中国国家図書館 OPAC

を検索した際にはヒットしていませんでしたが、
逆に『叢書集成三編』・『四庫全書存目叢書』が出
て来ません。
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次に検索する項目を「關鍵詞」（キーワード）に
切り替えて検索してみます。

今度は『叢書集成三編』や『四庫全書存目叢書』
がヒットしていますが、『中国野史集成』が見あ

たりません。
ちょっと不可解な結果ですが、いずれにせよ、

書籍を探すときには「書目」と「關鍵詞」の両方
を検索してみるべきだ、ということがおわかりい
ただけたと思います。
ところで前の『中国野史集成』の 3件の検索結
果を見比べると、ヒットしたタイトルが、書名の
み、書名＋巻数、書名＋巻数＋版本情報、などと
いう具合に微妙に異なっていますが、いずれも出
版年は同じ 1993年になっています。どうも、書
籍のデータを登録した図書館によって、目録の取
り方が統一されていなかったために、同じ書籍が
それぞれ別個に登録されてしまっているようです。
このため、NBINetではヒット件数が多くなり

がちです。ただ、出版年が同じであれば同じテキ
ストである蓋然性が高くなりますので、それを手
がかりに、実際に書誌情報を確認する件数をある
程度絞り込むことができるでしょう。

（千田　大介）
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⿤⿤ 全国漢籍データベースとは
 ⿟全国漢籍データベース（http://kanji.zinbun.

kyoto-u.ac.jp/kanseki）

図 1　全国漢籍データベーストップページ

全国漢籍データベース（以下、漢籍 DBと略）は、
わが国の主要な公共図書館・大学図書館が所蔵す
る漢籍の目録データベースです。ここでの漢籍
の定義は、「中国人が中国語を用いて著した書物
のうち、おおむね清代まで（辛亥革命以前）の人物
が著した書物」（『漢籍目録 : カードのとりかた』京都大

学人文科学研究所附属漢字情報研究センター編、朋友書店、

2005）を原則としています。
漢籍 DBは、京都大学人文科学研究所を中心と
する全国漢籍データベース協議会が運営してお
り、登録データが年々増えています。同協議会の
公式発表（http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/kansekikyogikai/）

によれば、登録機関は 74機関、登録レコードは
923,779レコード、リンクする漢籍の巻頭画像は
14,652枚とのことです（2017年 4月現在）。
京都大学人文科学研究所、東京大学東洋文化研
究所、宮内庁書陵部、東洋文庫、静嘉堂、内閣文庫、
蓬左文庫、尊経閣文庫、国立国会図書館、東京都
立中央図書館、大阪府立中之島図書館など、研究
者の間では、漢籍コレクションの所蔵で知られる
多くの機関が参加しています。これまでは個別の
冊子目録でしか検索できなかった漢籍が、まとめ

て検索でき、一度に書誌事項を比較検討できるよ
うになり、大変便利になりました。
このように複数の図書館の目録を一度に検索で

きるものを総合目録といいますから、漢籍 DBは
日本の漢籍総合目録と言い替えられます。

⿤⿤ 基本的な検索方法とポイント
トップページの簡易検索画面は、検索ボックス

だけのシンプルな作りです。検索ボタンもなく、
キーワード入力後は、キーボードのエンターキー
をたたくことで検索実行となります。
常用漢字、簡体字、繁体字のどれでも検索結果

は同じになります。ただし、簡易検索では書名と
著者名の検索しかできません。また、検索に時間
がかかり、検索結果の表示件数の調整機能がない
ので、ヒット数が多いと非常に見づらいです。こ
のため、検索対象が具体的に決まっているようで
あれば、右メニューの「詳細検索へ」から詳細検
索画面に進んで、検索条件を追加して検索する方
がよいでしょう。

図 2　詳細検索画面

①異名・別名での検索：先ほど述べたように、
検索における字体は問われないのですが、
入力データの文字列を検索するだけのシス
テムになっているので、異名・別名には完
全に対応していません。このため検索結果
が思わしくない時は、キーワードを変えて
検索し直す必要があります。
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②出版年による検索：「刊年」での検索は西
暦には対応していないので、年号と漢数字
の組み合わせで検索します。これも入力さ
れたデータ通りの検索しかできません。
③子目検索：子目検索用のボックスを使うと、
当該書籍を含む叢書を検索することができ
ます。同時に書名検索用のボックスにも同
じ書名を入力すると、叢書（☞解説：叢書）
ではない単行書だけを検索できます。
④ Keyword検索：検索ボックスの最下段には、

Keyword検索用のボックスがあります。こ
こでの検索は、書誌データ全てが対象とな
ります。ですので、鈔本、影印本、左右双辺、
魚尾など、書誌事項を示す用語（☞解説：刊
本・鈔本・影印本・排印本）を入力しても、該
当用語を含むデータを抽出できます。検索
に少し時間がかかりますが、漢籍目録の構
造を理解できていると、様々な角度からの
検索が可能です。
⑤所蔵機関欄：所蔵機関をプルダウンメ
ニューで選択して絞り込むことができま
す。複数の所蔵館を指定したい場合は、
Controlキーを押しながら、検索対象とし
たい所蔵機関名をクリックしてゆきます。

キーワードは " "（ダブルコーテーション）で括る
ことで完全一致検索（該当のキーワードを含む検索で
はなく、キーワードと完全に同じ文字列の検索）になり
ます。このほか、論理演算も使えますが詳細は「全
国漢籍データベース検索のコツ」（http://kanji.zinbun.

kyoto-u.ac.jp/kanseki?tips）を参照してください。

⿤⿤ 検索結果の表示
検索が終了すると、図 3のように結果の一覧が
表示されます。全体を眺めた上で、必要なものに
ついて書名部分のリンクをクリックすると、書誌
詳細表示に移ります。
一覧表示中、簡略書誌の末尾に jpgと記載のあ

るもの（図 3でいえば 7番目の書誌）は、書誌詳細表

示画面において、図 4のように刊本の冒頭などの
画像が公開されています。これは、漢籍 DBを実
質的に開発・運営している京都大学人文科学研究
所が、所蔵漢籍の書誌情報に画像情報を追加して
いるものです。

図 3　検索結果一覧（簡易書誌一覧画面）

図 4　書誌詳細表示

書誌の内容は、所蔵館によりかなり差がありま
す。データの多くが既存の冊子目録やカード目録
から入力されているので、それらの記述の精粗が
そのまま出ていると考えられます。版式など書誌
情報が詳しいものや、分類番号や元となった冊子
目録のページ数など、所蔵に関する情報にまで目
の行き届いているものもあれば、書名・著者名・
刊年・所蔵機関以外に、ほぼ情報のないものもあ
ります。このため具体的な利用に際しては、改め
て請求記号などを確認する必要のあるものもあり、
あくまで所蔵の概要をつかむためのデータベース
として理解しておいた方がよいでしょう。

（小島　浩之）
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⿡⿡版本を集める

Q	 宋の高承の『事
じ ぶ つ き げ ん
物紀原』の点校本（中華書局、1989）巻八

の紙に関する項目を読んでいますが、意味がよくわかりま
せん。字句が正しいのかどうかは、どうやって確認したら
よいでしょうか？

❖❖  異本を集めて比べてみる
『事物紀原』は、物事の沿革や経緯を典拠に基づ
きながら簡潔に記した本で、事典がわりになる便
利な資料です。質問の箇所は、王隠の『晋書』を
引用して紙という文字の沿革を述べているところ
で、「王隠『晋書』曰、魏太和六年、張揖云、古
之素帛、依書長短、随事截繙、枚数重沓。名番紙、
故従糸。」となっていますが、確かに「随事截繙」
や「故従糸」などの部分の意味が取りにくいですね。
ここに書かれている内容を確認するために、ま
ずは『事物紀原』にどのようなテキストがあるの
か、漢籍解題を確認してみましょう。

① 『東洋史料集成』（平凡社編集部編、平凡社、
1956）

② 『中国史籍解題辞典』（神田信夫・山根幸夫編、
燎原書店、1989）

③ 『アジア歴史事典』（貝塚茂樹［ほか］編、平凡
社、1959-1962）

④ 『四庫提要弁証』（余嘉錫著、北京科学出版社、
1958）

①の内容は正確で豊富ですが、出版が古いです。
②は収録内容が少ないのが難点です。③はアジア
に関する大辞典で、漢籍に関する項目も充実して
います。ひとまず②、③、①の順にみてゆくとよ
いでしょう。なお③の復刻版では①が附録となっ
ています。
中国語の解題は、『四庫全書総目提要』を確認
しましょう。ただし『四庫提』はそのまま信用で

きない部分もあります（☞解説：叢書）。このため『四
庫提』を利用する場合は④も参照しましょう。
これらの漢籍解題によれば、『事物紀原』の最

も古い版本としては、日本の静嘉堂文庫が所蔵し
ている宋版（南宋・慶元 3年刊）があるほか、一般
的なものとしては、明人が内容を補訂した 2種の
版本（正統九年閻陳華刻本（陳刻本）および正統一二年閻
敬刻本（閻刻本））があることがわかります。
書物は書写や覆刻のたびに、誤りが増えてゆき

ます。また、避諱（☞解説：さまざまな別名）や情報
操作により、意図的に字句や内容を変えられてし
まうこともあります。このため、一般には書写や
刊行の古い本ほど、元の形式や内容が残る善本だ
とされています。
この場合、最良の善本は宋版ですから、可能で

あればこの版本と比較検討したいものです。点校
本の説明を見ると、静嘉堂の宋版とは比較検討さ
れていないようです。

❖❖ 漢籍目録や善本の影印にあたる
漢籍解題で情報を得たら、実際の目録で版本、

鈔本の所蔵状況を確認しましょう。全国漢籍デー
タベースを使えば楽に確認できます（☞解説：全国
漢籍データベース）。宋版は静嘉堂文庫に、2種の明
版が複数の図書館に所蔵されていることがわかり
ます。
静嘉堂文庫の宋元版の多くは、清の蔵書家であ

る陸心源の皕
ひゃく

宋
そう

楼
ろう

旧蔵書です。素性の確実な信頼
できる善本ですが、これまでは、静嘉堂に直接出
向き、マイクロフィルムを閲覧するしかありませ
んでした。しかし、2016年 9月から、有償では
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ありますが、オンライン画像データベースとして
公開され、購入した機関では自由に閲覧すること
ができます。また、国立国会図書館でもマイクロ
フィルム版が閲覧できるようになりました。

 ⿟静嘉堂文庫所蔵宋元版（https://j-dac.jp/infolib/

meta_pub/G0000018SGDB）

宋版を確認すると、「随事截繙」は「随事截維」
となっていることがわかりました。ただし、これ
でも意味はまだよくわかりません。また、点校本
は明版で「張揖」が「張楫」となっているのを、
別の本を元に修正していますが、宋版では「張揖」
と正しく印刷されていました。
次に明版を確認してみましょう。陳刻本は東京
大学東洋文化研究所でデジタル公開されていまし
た。また、CiNiiで検索すると、閻刻本は台湾の
国立中央図書館所蔵本が、『事物紀原集類 : 附索
隱』（新興書局、1969）として、影印出版されてい
ることがわかりました。

 ⿟貴重漢籍善本全文画像（http://shanben.ioc.

u-tokyo.ac.jp/）

図 1　静嘉堂文庫所蔵宋元版トップページ

図 2	 東京大学東洋文化研究所貴重漢籍善本全文画像トッ
プページ

これらを利用して比較してみると、閻刻本はほ
ぼ点校本と同じでしたが、陳刻本は「王隠『晋書』
曰、魏太和六年、張楫云、古者用素帛為書。随事
長短裁截、惟計数重沓。名曰番紙、故其字従糸。」
となっており、かなりの違いがありました（下線
部は点校本との相違部分）。テキストがここまで違う
と、引用元まで遡って確認する必要がありそうで
す。

❖❖ 原典を確認する
引用されている『晋書』は、正史（☞解説：伝記資料）

として残っているものとは異なります。『晋書』は、
複数あったものを唐の初めにまとめなおしたため、
それまであった『晋書』は散逸してしまいました。
散逸した中から、様々な本に引用されているもの
を抜き書きして整理したものに、清の湯球による
『九家旧晋書輯本』があります。これを確認すると、
王隠『晋書』の補遺に、より詳細な文章が掲載さ
れ、その出典として唐・徐堅らの『初学記』、宋・
李
りぼう

昉らの『太平御覧』が挙げられていました。
『初学記』も『太平御覧』も類書と呼ばれる、一
種の百科事典です。『初学記』は唐の初め、『太平
御覧』は北宋の初めに作られました。成立年代か
らすれば『初学記』が最も古いのですが、『初学
記』の記述は、まとめなおされており、王隠『晋
書』の原文そのままではありませんでした。この
ため、王隠『晋書』の原文をそのまま引用したも
のとしては『太平御覧』が最も古くなります。
『初学記』には点校本があり、『太平御覧』には

図 3	 『事物紀原』陳刻本
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宋版の影印本があります。
これらを確認すると、質問の箇所は、張揖が編
集した『古今字詁』という字書の中での紙という
文字の解説でした。最後の「故従糸」という部分
は、紙という文字の部首が糸であることを述べて
いたのです。
字句の異同としては、「随事截繙」は「随事截絹」、

「番紙」は「幡紙」となっています。「随事截絹」
ということであれば、「適宜、絹を切りそろえた」
と解釈でき、絹織物が細長い形状であることから
は、「番紙」ではなく、旗を意味する「幡紙」で
ある方が妥当に思われます。
以上から、この資料を改めて校訂し直すと、「王
隠『晋書』曰、魏太和六年、張揖云、古之素帛、
依書長短、随事截絹、枚数重沓。名幡紙、故従糸。」
（昔の素帛は、書物の分量により、適宜絹を切りそろえて、

逐一数え上げて折り重ねた。そこで幡紙と名付けられ、「紙」

の字は糸部に属することとなった。）とできるかと思わ
れます。「紙」という文字の語源が、書写材料と

しての絹に基づいていることを説く、興味深い資
料です。
今回のように、うまくデータベースや影印本が

使えない場合、漢籍データベースでヒットした所
蔵館に、直接出向いて確認するしかありません。
また、明・清時代の注釈本や、江戸時代の和刻本
（☞解説：漢籍・準漢籍・和刻本）があれば、その成果
も大いに利用しましょう。『事物紀原』にも和刻
本があります。
底本の字句を変更せずに、他の本との相違点を

示すのが校異です。校異から一歩進んで、文字を
修正したり、複数の本から正しい形に復元したり
するのが校訂です。校訂は証拠を挙げつつ論証す
る研究行為なので難易度が高いです。まずは、複
数の本を比較して、相違点の一覧を作成すること、
つまりしっかりした校異を行うことを目標にしま
しょう。

（小島　浩之）
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⿡⿡タイトルから詩をさがす

Q	 資料に銭
せんけんえき
謙益の「次韻贈張燕筑」という詩が引用されてい

ます。この原典はどうやって探せばよいでしょうか？

❖❖ 古典文献データベースの限界
中国の古典詩文は全文データベースの構築が進
んだ結果、現在では多くの作品が全文検索できる
ようになっています。詩に関していえば、宋代ま
での作品はほぼ網羅されているのですが、明・清
代ともなると残っている作品の数量があまりにも
厖大であるため、データベース化されているのは
まだまだ著名文人の作品に限られるのが現状です。
さて、質問の事例の銭謙益ですが、まず人名辞
典（☞歴史的な人物の伝記情報をしらべる）を調べて
みましょう。すると、清の乾隆年間に明・清二つ
の王朝に仕えた「弐

じしん

臣」として批判され、その著
作が禁書になったなどと解説されていると思いま
す。このため明末清初を代表する文人であるにも
かかわらず、彼の作品は『四庫全書』に収録され
ていません。古典文献データベースで収録の可能
性があるのは『中国基本古籍庫』・『中華経典古籍
庫』ということになりますが、残念ながらどちら
も彼の別集を収録していません。
唯一、愛如生の『歴代別集庫』が収録していま

すが、同データベースは版本画像を集めたもので、
しかも全文検索に対応していないので、詩歌の原
典探しのために使うメリットはありません。
このため質問の事例については、旧来のアナロ

グ的方法で探すことになります。

❖❖ 別集を探す
詩を引用する際には総集あるいは別集から探す

のが原則ですが、総集が詩を羅列するだけなのに
対して、別集にはしばしば校注や箋

せんちゅう

注（注釈）が
施されているので詩の解釈の助けになります。銭
謙益の場合は、明・清詩の断代総集がないので、
自ずと別集を探すことになります。
このとき、点校本（活字本）を使うか、版

はんぽん

本や
影
えいいんぼん

印本を見るか、という問題があります（☞解説：
刊本・鈔本・影印本・排印本）。詩そのものを研究対
象として扱うのであれば、版本や影印本を参照し
てテキストクリティークする必要がありますが、
他の資料に引かれた詩歌の原典を確認するだけで
あれば、整理・校訂されて読みやすい排印本で充
分でしょう（ただし繁体字縦組みのものに限ります）。
別集の場合、タイトルが作者の本名（姓・諱）
を含む『銭謙益集』のようになっているのは現代
になってから整理・編纂されたものに限られ、一
般的には、たとえば李白『李太白集』、杜甫『杜
工部集』のように、字・号などの異称が使われま
す（☞解説：さまざまな別名）。このため、まず人名
辞典などを引いて、その人物の異称や別集のタイ
トルを調べる必要があります。
『中国人名大辞典』を引くと「所著初學、有學二
集」とありますので、別集のタイトルが『初学集』・
『有学集』であることがわかります。
まずは叢書の収録書籍から排印本まで幅広く収

録している NBINet（☞解説：NBINet聯合目録）で検『歴代別集庫』
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索してみましょう。作者「錢謙益」で検索すると、
600件あまりヒットします。ヒットしたデータを
順に見ていくと、上海古籍出版社から『牧斎初学
集』・『牧斎有学集』・『銭牧斎全集』が刊行されて
いることがわかります。これらを図書館で探して
確認することになります。
排印本によっては、詩題索引が付されているこ

ともありますが、これらについては残念ながら索
引がありませんので、目次から探すことになりま
す。すると、『牧斎有学集』巻五に「贈張燕筑」
という詩があり、本文を見ると題が調査中の「次
韻贈張燕筑」であることがわかります。このよう
に、目次や索引が誤っていることもありますので、
注意が必要です。

❖❖ 元代までの詩歌はデータベース検
索で

質問の例は、データベース化の恩恵が及んでい
ない明・清の詩歌だったので、本を直接めくって
調べる必要がありましたが、元代以前の詩歌は基
本的に全てデータベース化されているので、タイ
トルや詩句を全文検索することができます。
『四庫全書』・『中国基本古籍庫』などの大規模兼
手文献データベースであれば、いずれも宋代以前
の古典詩を大量に収録していますが、最も信頼性
が高いのは中華書局の『中華経典古籍庫』でしょう。
『中華経典古籍庫』は、『先秦漢魏晋南北朝詩』・『全
唐詩』・『全元詩』などの断代総集のほか、注釈の
施された詩文別集も多数収録しており、かつ中華
書局などの比較的信頼性の高い排印本の影印画像
も収録されているので、詩歌の原典調査を同デー
タベースだけで完結することができます。
ただし『全宋詩』については版元が中華書局で

はなく北京大学出版社であるため収録されていま
せん。別途、『全宋詩分析系統』を検索する必要
があります。

（千田　大介）

『牧斎有学集』
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解説：別集・総集・選集 

⿤⿤ 定義
個人の作品集を別集、複数人からなる作品集を
総集といいます。南朝・梁の『七録』という図書
目録では、文集の分類名称として別集、総集とい
う言葉がみられます。これがのちに四部分類にも
取り入れられ、集部の分類名となりました。
一方、一定のジャンルから文学作品を選択的に
採録したものを選集といいます。選集は、宋以降
に表れた総集の中の一ジャンルです。

⿤⿤ 別集の特徴
別集には、著者本人の編集によるものと、第三
者が編纂したものがあります。唐の白居易の『白
氏長慶集』（『白氏文集』）の編纂過程は、両者を併
せたもので、最初、友人の元

げんしん

稹が編纂したものに、
白居易が随時、作品を加えてゆき最終的な別集が
完成しています。
宋以降、印刷が盛んになると、競って別集が出
版されるようになります。著名人の別集に複数
バーションが存在するというのもよくあることで
す。後世の編集者による文章への校訂・注釈があ
るものや、伝記や年譜（☞解説：伝記史料）が付い
ているものなど、多種多様です。
別集の名称には様々な呼び名があります。表
示に迷ったら、『四部叢刊』（☞解説：叢書とは何か）
に収録されているものはそれに従い、無いものは
字・号などの異称による名称（☞タイトルから詩を
さがす）に従っておけばよいでしょう。
中国では、別集の影印本・点校本の出版や、デー
タベースの提供も増え、多くの別集にアクセスし
やすくなりました。しかし、総集に比べるとまだ
少ないため、別集を探すには、時代別に出版され

ている「文集篇目分類索引」等のアナログ工具書
も威力を発揮してくれます。

⿤⿤ 総集と選集の特徴
総集の大部なものには、古代から南朝・梁まで

の詩文を集めた『文
もんぜん

選』や、これを継いで、梁末
から唐末までを扱った『文

ぶんえんえいが

苑英華』など、複数の
王朝にまたがるものがあります。
これに対して、王朝単位でまとめられた総集は、

断代総集と呼ばれます。断代総集の代表は、清
朝に勅命で作られた『全唐詩』（唐代に詠まれた詩の
総集）と『全唐文』（唐代に書かれた文章の総集）です。
これにならって、清朝から現代までの間に、続々
と『全○詩』・『全○文』（○には王朝名が入る）など
という断代総集が作られました。
このほか、『全唐五代詞』・『全宋詞』や、『全元

散曲』・『全明散曲』など、文学のジャンルごとに
断代総集が編集されています。
選集は、ある基準によって作品を選んで集めた

ものです。例えば『唐詩選』は、唐代の詩歌の名
作を集めたもので、日本ではよく読まれています
が、明代に出版業者が著名文人の名を騙って出版
したとさており、中国で唐詩の選集の定番は清の
沈
しんとくせん

徳潜の『唐
とうしべっさいしゅう

詩別裁集』になります。
総集は便利ですので、出典の確認などによく使

われますが、注釈などは付されていません。注釈
を参照したいとき、また研究対象となる作品につ
いては、できるだけ別集を参照した方が良いで
しょう。選集は、読みやすく、作品の評価を知る
資料としては役に立ちますが、二次編纂物ですの
で、その選集以外に作品が収録されていない場合
を除いて、資料引用に使うべきではありません。

（小島　浩之）
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⿡⿡石刻資料をしらべる

Q	 歴史の教科書に出ていた「大秦景教流行中国碑」の原文を
確認したいのですが、どう調べればよいでしょうか？

❖❖ 大秦景教流行中国碑とは
大秦とは東ローマ帝国、景教とはキリスト教
ネストリウス派のことを指します。431年にヨー
ロッパでネストリウス派は異端とされたため、そ
の勢力を東へと移します。このネストリウス派の
中国での布教の経緯と、その保護の状況について
記録したのが、唐の建中 2（781）年に建てられた
この碑文です。
長らく土中に埋まっていましたが、明末に出土
すると、イエズス会のポルトガル人宣教師・アル
ヴァロ・セメドの目にとまって紹介されたことも
あり、西洋でも注目を集めました。8世紀におけ
るアジアでのキリスト教布教の実態を記している
貴重な資料です。
原石が中国の西安碑林博物館に現存するほか、
そのレプリカが京都大学や高野山にあります。

❖❖ 拓本を見る
石刻の原石は物理的に大きなものが多いうえ、
年月を経て表面が摩耗すると、肉眼では文字を読
み取りづらくなります。このため、碑文の原文を
確認するのに最も適しているのは拓本（☞解説：拓
本）です。こういった有名な碑文の場合、拓本の
写真版も出版されています。また中国からは以下
のような石刻の拓本写真集が出版されています。

 ⿟『北京図書館蔵中国歴代拓本史料匯編』（北
京図書館金石組編、中州古籍出版社、1989-1991）

書同文社からは『中国歴代石刻史料匯編』全文
検索版（有償）も出ています。
まず CiNii Booksや OPACで、碑文のタイトルや、

「石刻」などのキーワードで検索してみましょう。

また、拓本を所蔵している機関で、目録データ
ベースやデジタルアーカイブを公開しているとこ
ろもあります。

① 東洋文庫拓本検索（http://124.33.215.236/open/

TakuhonQueryInput.html）

② 京都大学人文科学研究所所蔵石刻拓本資料
（http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/db-machine/imgsrv/

takuhon/）

③ 淑徳大学中国石刻拓本デジタルア－カイブ
ズ（http://www.shukutoku.ac.jp/shisetsu/takuhon/）

①は東洋文庫所蔵の拓本を検索するシステムで
す。キーワード「景教」で検索すると 2件のヒッ
トがありました。オンラインで原文を見ることは
できませんが、所定の手続きを踏めば東洋文庫の
閲覧室で拓本を見ることができます。

図 1　東洋文庫拓本検索での検索結果

図 2　京都大学人文科学研究所所蔵石刻拓本資料
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②は、京都大学人文科学研究所所蔵の拓本リス
トかつデジタルアーカイブです。文字列を網羅的
に検索・比較できるところに特徴があります。
トップページから「文字拓本」をクリックする
と、時代別の拓本リストのメニューページとなり
ますから、唐の「標題リスト」を選択します。ブ
ラウザの検索機能を使って、「景教」で検索し、ヒッ
トしたものの詳細が図 2です。
文字を拡大して読むためには、右下の DjVu（デ

ジャヴ）のアイコンをクリックします。DjVuは文
字に特化した圧縮画像形式です。この形式の画像
をパソコン上で開くには、あらかじめ、トップペー
ジからプラグインのインストールが必要です。

図 3　DjVu による拡大画像

③は、淑徳大学が所蔵する拓本の一部をデジタ
ルアーカイブで公開するものです。今回の碑文に
該当するものはありませんでした。

❖❖ 過去における石刻の移録
唐代の碑文であっても明末まで土に埋められて
いたこともあり、図 3からわかるように、この拓
本の文字は明瞭です。
しかし、石刻によっては拓本を採る時には既に
石が割れたり、欠けたり、表面が摩耗してしまっ
ていたりして、文字の判読が困難な拓本もありま
す。このような拓本で読めない部分を補ったり、
原石も拓本も散逸した石刻の原文を確認するには、
『金石萃編』などの金石学の考証資料を確認する
必要があります。金石学とは、青銅器や石刻につ
いて研究する学問の総称です。宋代から古い碑文
の位置や内容の記録、さらには内容の考証などが
行われるようになりました。

これらの資料は、宋から清までの金石学者が当
時の石刻の状況を記録し、内容を書き写した（こ
れを移録といいます）ものです。現存する石刻につ
いても、過去の状況がわかるので、モノとしての
石刻を考えるには重要な情報源となります。また、
古い移録は善本と同じで最新の拓本より正しい可
能性もあります。このため、石刻を移録したもの
は、拓本を校訂する資料となり得ます。原石が現
代まで伝わるなかで、被せ彫りや改竄がなされた
可能性もありますし、拓本自体が偽物だという可
能性も 0ではありません。拓本であっても研究に
使用する際には、版本・鈔本（☞解説：刊本・鈔本・
影印本・排印本）と同様にテキストクリティークが
必要なのです。
石刻の移録先を検索できるのが、『石刻題跋索

引』です。

 ⿟『石刻題跋索引』（楊殿珣、商務印書館、1940初版）

巻末に索引があるので、これを使って「景教」
で探してみると、18種の金石学の書物に移録さ
れていることがわかります。
ただし、石刻の名称がどの書物でも同じとは限

りません。「大秦景教流行中国碑」についても、「景
教流行中国碑」、「唐景教流行中国碑」、「景教留行
中国碑」などまちまちです。このため検索も全て
に共通のキーワードである「景教」でなければ、
うまくできません。探したい石刻を代表するよう
なキーワードを素早く判断することが、この索引
検索のコツの一つになります。
『石刻題跋索引』が対象としている金石学の書物
を、影印して出版したのが『石刻史料新編』です。
『中国石刻関係図書目録』の附録に、書名・著者
名索引があります。

 ⿟『石刻史料新編』第 1輯～ 4輯（新文豊出版、
1977-2006）

 ⿟『中国石刻関係図書目録（1949-2007） : 附「石
刻史料新編」（全 4輯）書名・著者名索引』（高
橋継男、汲古書院、2009）

（小島　浩之）
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解説：甲骨文・金文・簡牘

⿤⿤ 出土文献
出土文献とは、考古学的な発掘調査、盗掘、そ
の他偶然の発見により、文字通り土の中から出
現した文字資料の総称です。具体的には甲骨文、
金文、簡

かんとく

牘、帛
はくしょ

書、璽
じ い ん

印、貨幣、石
せっこく

刻、そして
敦
とんこう

煌・吐
トゥルファン

魯番文献のような紙の写本・文書類など
が該当します。
敦煌・吐魯番文献や竹簡・帛書による写本など
はともかくとして、甲骨文や璽印なども「文献」
と称するのは、これらの資料が伝

でんせい

世文
ぶんけん

献、すなわ
ち伝統的に継承されてきた漢籍（☞解説：漢籍・準
漢籍・和刻本）と対置されるものだからです。日本
ではしばしば出土文字資料、あるいは図像などの
無文字資料も念頭において出土資料と呼ばれます。
古代の出土文献、あるいは出土文献に用いられ
ている古文字（隷

れいしょ

書以前の文字）の総合的な概説書
としては、以下のものなどがあります。このうち
③は簡牘の解説が中心です。

①『中国古代漢字学の第一歩』（李学勤著、小
幡敏行訳、佐野光一閲、凱風社、1990）

②『アジアと漢字文化』（大西克也・宮本徹編著、
放送大学教育振興会、2009）

③『地下からの贈り物』（中国出土資料学会編、
東方書店、2014）

本稿ではこれら出土文献のうち、古代の甲骨文・
金文・簡牘に絞って解説することにします。

❖❖ 甲骨文
甲骨文とは亀の腹甲や牛の肩甲骨などに刻まれ
た文字資料です。1899年ごろから世に知られる
ようになりました。そして羅

らし ん

振 玉
ぎょく

兄弟の調査や
王
おうこくい

国維の研究によって現在の河南省安
あん

陽
よう

市が出土
地であり、殷王に関する資料であることが示され、

1928～ 1937年の殷墟発掘によって多くの甲骨が
得られたことでそのことが証明されました。
内容は殷王や王族による卜

ぼくせん

占の内容を記録した
卜
ぼくじ

辞が大半を占めますが、ほかにも少数ながら卜
占に必要な資材の入貢を記録した記

き じ こ く じ

事刻辞、氏族
の系譜を記録した家

か ふ こ く じ

譜刻辞、文字の練習用に刻ま
れた習

しゅうこく

刻などがあります。図 1のような長文のも
のは少なく、ほとんどが短文で、かつその多くが
破砕して断片となっています。

また近年では山東省の大
だいしん

辛荘
そう

甲骨、殷の次の周
による陝西省の周

しゅう

原
げん

・周
しゅう

公
こう

廟
びょう

甲骨など、殷墟以
外でも甲骨が発見されています。
概説書としては上記①～③のほか、以下のもの

があります。このうち⑤は文字通り甲骨文の読み
方を扱った入門書です。④はどちらかというと中
級者向けです。

④『甲骨文の世界』（白川静著、平凡社東洋文庫、
1972年。後に『白川静著作集』第 4巻、2000）

図 1　甲骨文

 （『中国国家博物館典蔵甲骨文金文集粋』3）
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⑤『甲骨文字の読み方』（落合淳思著、講談社現
代新書、2007）

⑥『甲骨文の話』（松丸道雄著、大修館書店あじ
あブックス、2017）

❖❖ 金文
金文とは青銅器の銘文のことで、石刻と合わせ
て金
きん

石
せきぶん

文という呼称もあります。広義では秦漢時
代の銘文も範疇に含まれますが、一般的には殷周
時代の銘文を指して言います。殷周金文も、祭祀
儀礼に用いられた礼

れいき

器（あるいは彝
い き

器とも）の銘文と、
東周期の兵器などに見られる、製造を担当する官
吏や工人などの名前を記録した「物

ぶつろくこうめい

勒工名」式の
銘文の二種に分けられます。
礼器銘文は、紋様と同じく陶

とうはん

范によって、器の
内壁や内底などに鋳込まれます。殷代は族

ぞく き

徽と
いって、氏族や職能の紋章のような印や祖先の号
のみを鋳込んだ簡単なものが多いのですが、殷末
以後は長文化していきます。内容は青銅器を作っ
た者の軍功や官職の任命、その他主君から褒賞を
受けたことを記録するものが多く、また取り引き
や裁判の記録など契約書に類するものも見られま
す。礼器は宗

そう

廟
びょう

などでの祭祀儀礼に用いられ、そ
の際に銘文が祖霊に読み上げられたと考えられて
います。礼器銘文は西周期に多く作られ、東周期
には減少していきます。

金文は、基本的に青銅器の所有者の名前＋青
銅器の器種名で呼ばれます。たとえば図 2・3の
利
り き

簋の場合は、利という人が所有した簋という器
種ということです。なお、この利簋は周王朝が殷
王朝を倒した牧

ぼくや

野の戦いについて記録したものと
されます。このように殷周史の史料となる金文も
多く存在します。
概説書としては①～③のほか、以下のものがあ

りますが、⑦・⑧のどちらも金文の入門書という
より、金文の内容を読み解いて当時の歴史につい
て解説したものです。

⑦『金文の世界』（白川静著、平凡社東洋文庫、
1971年。後に『白川静著作集』第 5巻、2000）

⑧『周―理想化された古代王朝』（佐藤信弥著、
中公新書、2016）

❖❖ 簡牘
簡牘とは書写材料として用いられた竹片や木片

の総称です。簡は竹片、牘は木片を指します。牘
はまた二行以上の文章を記す幅広の簡を指して言
うこともあります。絹の布に文章を書いた帛書と
合わせた簡

かんはく

帛という呼称もあります。それぞれ先
図 2　利簋

（『中国国家博物館典蔵甲骨文金文集粋』26）

図 3　利簋　銘文拓本

（『殷周金文集成』4131）
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秦時代から、紙が書写材料として普及する魏晋の
頃まで広く使われました。現在発見されている最
古の簡牘は、戦国初期の前 433年頃のものとされ
る曾

そうこういつぼ

侯乙墓竹簡ですが、それ以前の殷や西周の頃
にも簡牘が使用されていたのではないかと考えら
れています。出土地域は保存の条件がよい、内モ
ンゴル・新疆・甘粛など乾燥した西北地域の砂漠
地帯か、湖北・湖南など地中に水分を多く含んだ
南方地域に偏る傾向にあります。
竹簡・木簡は図 4のように一枚の簡に一行ずつ
文章を記し、順序に沿って紐で編綴され、本文が
書かれた面を内側にして丸め、円筒状にして保管
されます。公文書を送る場合は封

ふう

泥
でい

といって印章

を押し付けた粘土で封緘されました。このような
紐で綴じる簡

かんさく

冊には竹片が多く用いられ、木片に
よる簡冊は、あくまで竹が入手しにくい西北地域
などでの代替品です。
木簡は、上端を丸く削った荷札にあたる楬

けつ

、二
枚一組で割り符として使用し、目印として刻歯と
呼ばれる切り込みを入れた符

ふ

、多面体で各面に回
覧用の触れ文などを記すのに用いられた檄

げき

など、
様々な形態と用途を持つ単独簡と呼ばれるものに
多く用いられました。
簡冊についても、その内容は法律類・裁判の記

録・戸籍・官府の帳簿などの公文書・記録類、『論語』
『周易』『老子』『孫子』といった諸子の書や史書・
医書・識字用の教科書・算数書・日

にっしょ

書（占いの書の
一種）などの書籍類、書簡、遣

けん

策
さく

（墓の副葬品のリスト）

など様々です。上記③は出土地別に主要な簡冊の
内容をまとめています。発掘調査によって出土し
たもののほか、近年は研究機関が盗掘によって得
られたものを、骨董店などを経由して買い入れる
ケースが増えています。
概説書としては①～③のほか、以下のものがあ

ります。⑨はカラー図版入りで簡牘を出土地別に
解説、⑩は漢晋の木簡を中心に解説、⑪は戦国竹
簡の概説書です。

⑨『中国古代簡牘のすべて』（横田恭三著、二玄社、
2012）

⑩『木簡・竹簡の語る中国古代（増補新版）』（冨
谷至著、岩波書店、2014）

⑪『竹簡学入門』（陳偉著、湯浅邦弘監訳、草野友子・
曹方向訳、東方書店、2016）

（佐藤　信弥）

図 4　復元竹簡（武威漢簡『儀礼』）

（『武威漢簡』図版貳肆）
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特集 3解説：　拓本

解説：拓本

⿤⿤ 拓本とは
拓本とは、金石（この場合の金とは青銅器を意味し

ます）に鋳込まれたり、刻まれたりした文字や文
様を墨で紙に写しとったものです。こういった文
字や文様はそのままでは読み取りにくく、凹凸は
写真にもきれいに写りにくいので、採

さい

拓
たく

（拓本を

採ること）するのが一番よいのです。
ともすると、青銅器や石に墨を塗って、紙をあ
てるようなことを思い浮かべるかもしれません。
しかし、そんなことをすれば、資料が墨で汚れる
うえ、写しとった文字や文様は左右反対の鏡像に
なってしまいます。
資料の凹凸に沿って紙をあてて、タンポ（布で

綿を包んで団子状にした道具）で、ネリ墨を薄くたた
きつけてゆくのです。こうすると、刻まれた部分
には墨が入らず白くなり、そうでない部分は黒く
なりますから、白黒の陰影ができ、文字や文様が
浮かび上がるのです。
拓本は土器、青銅器、貨幣、画像石（石に絵や文

様を刻んだもの）などにも使われますが、ここでは
石に刻まれた文字や文様（石

せっこく

刻）を中心に説明し
ます。

⿤⿤ 碑文と墓誌
代表的な石刻には、碑文と墓誌があります。
碑文は、外に立てられ人々の目に触れるため、
為政者による権威や権力の象徴、功労者の顕彰、
歴史的に重要な記録などのために立てられました。
皇帝の命令である詔勅や、争いごとなどの記録も
碑文として彫られ、永久保存の証拠としての役割
を果たすこともありました。力・水・火に弱い紙
に比べて、石は永久性を期待されていたのです。
しかし、石も年月とともに風化・摩耗してゆき
ます。文字や文様が摩耗してすり減ると、拓本で
美しい陰影が出しにくくなくなります。このため、

拓本は早い時期に採られたものが良いものだとさ
れています。よい拓本は、文字や文様との境界線
が美しく（単にはっきりしているというだけではない）、
黒い部分であっても、石材の細かな凹凸に合わせ
て濃淡がつけられ、まるで石の表情を写しとった
かのように見えます。
唐や宋に採拓されたものは唐拓、宋拓と呼ばれ

非常に貴重です。また、原石から直接採拓したも
のを原拓や真拓といい、原拓を再度、石や木に彫っ
てから採択したものを模拓といいます。
拓本は、一枚ものも多いですが、書道の手本と

して、折本に仕立てた法
ほうじょう

帖もあります。法帖には
一人の書をまとめた単帖と，複数人の書からなる
集帖があります。
一方の墓誌は、死者の事績を黄泉の国に伝える

ため、死者とともに土中に埋められました。近年
の開発により、中国では大量の墓誌が出土してい
るため、拓本の数も毎年増加しています。
石刻資料や拓本についての概説は、ひとまず以

下を参照してください。

① 『中国書画話』（長尾雨山、筑摩書房、1965）

② 「碑刻学」（黄永年、氣賀澤保規訳補注解、『書論』
25，27，29，1989-1993）

⿤⿤ 石刻資料利用上の注意点
石刻資料は、発掘報告などで内容が公表された

り、断代総集（☞解説：別集・総集・選集）の補遺と
して、まとめて出版されたりします。これらの多
くは墓誌の形式や、実際の字体を無視して、文章
内容だけを移録しています。このため、研究論文
への引用にあたっては、拓本やその写真版を必ず
確認するようにしましょう。

（小島　浩之）
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⿡⿡干支で書かれた日付を換算する

Q	 漢文資料を読んでいたら、記事の日付が「延光二年八月庚
午」とありました。これは西暦何年何月何日になりますか？ 

❖❖ 干支とは
年号を確認するには、『東方年表』（☞解説：年号

（元号）をしらべる）が便利です。これによれば、延
光は後漢の安帝の年号で、延光二年は 123年にあ
たります。ここで日付が漢字二文字で書かれてい
ますが、これは干支という表現方法です。
実際の暦

れきじつ

日（こよみ上の日付）を特定する前に、
まずは干支について簡単に説明しましょう。

表 1　干支一覧

干支とは、十
じっかん

干（甲乙丙丁戊己庚辛壬癸）と十二支
（子丑寅卯辰巳午未申酉戌亥）を、表 1のように順に
繰り返し並べてできた、60通り（10と 12の最小公

倍数は 60）の組み合わせのことです。これを年月日、
時間、方角などに適用していました。60才を還
暦というのは、干支が 60年で一回りすることに
ちなんでいます。

❖❖ オンラインツールで日付を調べる
 ⿟When（Web サ ー バ ー 版 ）（http://hosi.org:3000/

index.html）

本来は Ruby言語のライブラリであるWhen.exe 

Ruby版のWebサービスです。あらゆる暦を表現
して変換することを目的としているので、中国に
限らず、世界中の暦に対応しています。

図 1　When トップページ

最初に左画面のツリーから、東アジア >中国 >

後漢と展開すると、後漢の年号が一覧になります。
その中から「延光」を探してクリックします。

図 2　年月日の設定

メイン画面上部に年月日のプルダウンメニュー
があるので、年号が「延光」に設定されているの
を確認して、年月日を選択します。干支は対応す
る日付と対になって表現されているので、この時
点で、延光二年八月庚午は延光二年八月四日であ
りことがわかります。設定が完了したら「更新す
る」をクリックします。
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図 3　西暦変換結果

中央メニューに各暦による変換結果が表示され
ます。西暦の場合、通常は 1582年 10月 15日以
降がグレゴリオ暦、それより前がユリウス暦です。
今回は 123年なので、ユリウス暦で表示されてい
るのが求める西暦になります。
延光二年八月庚午は延光二年八月四日であって、
これを西暦換算すると 123年 9月 11日になります。
このように旧暦は太陽暦と、厳密には一致しま
せん。このずれが大きくなると月と季節が対応し
なくなるので、季節調整のため、約三年に一度の
割合で加えられるのが閏

うるう

月です。中国と日本では、
使用する暦の違いから、閏月の挿入される月が異
なる場合があるので、外交史研究などで両者の同
時代の資料を扱う場合は、注意が必要です。

Whenの使い方について、より詳しくは本誌第
15号に、開発者の須賀隆氏による解説があるの
で、参考にしてください。
このほか、中国暦だけに限れば以下のようなオ
ンラインツールもあります。

 ⿟台湾中央研究院「両千年中西暦転換」（http://

www.shuiren.org/chuden/toyoshi/sinocal/02.htm）

両千年中西暦転換は、前漢から民国までの期間
について、中国暦から西暦へ、逆に西暦から中国
暦への換算ができるサイトです。中国暦から西暦
への換算は、干支にも暦日にも対応しています。

図 4　両千年中西暦転換トップページ

❖❖ その他
アナログの工具書で、以前から使われている暦

の対照表には以下のようなものがあります。

 ⿟『三正綜覧』（内務省地理局編著、1880）

 ⿟『二十史朔閏表』（陳垣著、国立北京大学研究所
国学門、1926初版）

 ⿟『中国史暦日和中西暦日対照表』（方詩銘・
方小芬編著、上海辞書出版社、1987）

なお、年月日の漢数字に、通常の漢数字ではな
く、表 2の下段のように、画数の多い漢字が使わ
れていることがあります。通常の漢数字（表 2の

上段）を小字というのに対して、表 2の下段のよ
うな数字を大字といいます。

表 2　漢数字の小字と大字

一 二 三 四 五 六 七 八 九 十
壱 弐 参 肆 伍 陸 柒 捌 玖 拾

大字を使うのは数字の改ざんを防ぐためです。
古文書などにはよく見られますし、近代の書籍で
も、出版年月日や価格が大字になっているのを稀
に見かけます。また一日は朔日、月の二日から九
日までは漢数字の前に初をつけて、初二日、初三
日…初九日と表記することもあります。

（小島　浩之）



126	 ● 漢字文獻情報處理研究　第 17 号

デジタル時代の
中国学リファレンス　①特集 3

解説 ：年号（元号）をしらべる 

⿤⿤ 工具書
中国の年号は、いろいろなWebサイトで一覧

が公開されており、Wikipediaにも各年号の解説
があります。このため、Googleなどの検索エン
ジンを使えば、いつごろの年号なのか、ほぼ特定
することができます。ただし、信頼できるツール
としては、紙媒体の工具書を超えるものはありま
せん。

①『東方年表』（藤島達朗・野上俊静編、平楽寺書
店、1955）

②「アジア年表」『アジア歴史事典』9巻付表（平
凡社、1959）

 

図 1　『東方年表』

①は東アジアの年号と、西暦、干支、王朝名、

皇帝名などを対照させたもので、末尾に年号索引
がついています。ポケットに入る大きさなので携
帯にも大変便利です（大字版という A5版サイズのもの

もあります）。
②は中国の年号を五十音順に並べて、西暦と対

照した一覧表です。
①には、安南の年号や僭

せん

偽
ぎ

年号（歴史上、正式の
王朝・国家として認められていない権力による年号）は含
まれていません。こういった年号は②で検索・確
認ができます。

⿤⿤ 一世一元の制と踰年改元
改元は、皇位の継承時だけでなく、祥瑞や天災

など天変地異や、人心の一新など、様々な事由に
より行われました。則天武后の最晩年（701年）な
どのように、久視、大足、長安と 3度の改元があ
るような年もあります。明代からは一世一元の制
といって、皇帝一代につき一つの年号とする制度
が定まりました。このため明・清時代の皇帝は、
一般に年号 +帝の通称で呼ばれます。
皇位の継承による改元の場合、注意すべきは踰

ゆ

年改元です。これは、年の途中で皇帝が死去した
場合、年が改まるのを待って改元することです。
踰年改元では、皇位継承と改元との間にタイムラ
グができてしまいます。たとえば、明の弘治帝（孝
宗）は、弘治 18（1505）年 5月に没し、帝位は正
徳帝（武宗）が継ぎますが、年号が正徳に改まる
のは 8ヵ月後の翌年正月です。この間、年号は弘
治のままで、正徳帝が皇位にあったことになりま
す。一世一元の制にとらわれすぎると、たとえば
弘治 18年 8月に出された皇帝の命令を、弘治帝
の命令だと誤解しかねません。
図 1の『東方年表』は、ちょうど該当部分です
が、年号と皇帝在位期間が一目で理解できるので、
こういった誤認を防いでくれます。

（小島　浩之）
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⿡⿡歴史地名をしらべる

Q	 諸葛孔明が「泣いて馬謖を斬る」きっかけとなった、「街
亭の戦い」が行われた場所について、どのように調べたら
よいでしょうか？

❖❖  歴史地名を確認する辞典類
三国時代、蜀の諸葛孔明が魏を攻めた第一次北
伐では、先鋒に抜擢した馬謖が街亭の戦いで魏に
大敗し、蜀軍は敗退に追い込まれます。
街亭の戦いがあったのは、建興 6年（228）のこ
とですから、1800年近く前になります。こういっ
た古い地名は、現在の行政地名から消失してし
まったものも多いです。仮に同じ地名が見つかっ
たとしても、名前が同じだけで全く違う場所で
あったりします。そのため、歴史地名は、現在の
行政地図やオンラインマップでは、確認できない
ものと考えてください。歴史地名の沿革や、対応
する現在の地域、その典拠を調べる辞典には、以
下のようなものがあります。

① 『中国古今地名大辞典』（臧励龢ほか編、商務
印書館、1931初版）

② 『中国歴史地名大辞典』（史為楽主編、中国社
会科学出版社、2005）

③ 『中国古今地名大詞典』（戴均良ほか主編、上
海辞書出版社、2005）

①は古典的なツールですが、出版後 90年近く
たつので、出版時点の最新の地名が既に古くなっ
てしまっているところが難点です。②と③は最も
新しい歴史地名の大辞典（といっても 10年前の刊行

になりますが）です。基本的にはこの 3冊で十分な
情報が得られます。

❖❖ 『中国古今地名大辞典』で調べる
『中国古今地名大辞典』の「街亭」の項目をみて
みると、この「街亭」は、甘粛省平番県の北方に

あったようですが、魏晋南北朝時代の地名なので、
目的の地名とは異なるようです。よく見ると、街
泉県の項目も参照するよう指示がありました。そ
こで、「街泉県」の項目を見てみると、街泉県と
は漢代の県名で甘粛省泰安県の北東にあたるよう
です。街亭の戦いが行われた場所であることも書
かれており、こちらが探している街亭であること
がわかりました。
泰安県は甘粛省天水市泰安県として存在してい

ますが、もう一方の甘粛省平番県は、現在では甘
粛省蘭州市永登県になります。先述のように、『中
国古今地名大辞典』は最新の地名に対応していな
いので、この例のように、もうひと手間がかかる
場合もあります。
なお、『中国古今地名大辞典』のデータについ

ては、科学研究費補助金・基盤研究（B）「情報時
代における中国学研究・教育オープンプラット
フォームの構築」（研究課題番号：16H03351、研究代表

者：二階堂善弘、研究期間：2017-）において、データベー
ス化して公開することを計画しています。

❖❖ オンラインツールによる歴史地名
の検索

これに対して、『中国歴史地名大辞典』と『中
国古今地名大詞典』のデータは CNKI工具書館で
検索することができます。

 ⿟CNKI工具書館（http://gongjushu.cnki.net/refbook/

default.aspx）

CNKI工具書館は、有償のデータベースですが、
検索と検索結果一覧の閲覧は無償です。CNKI工
具書館の詳細については、「解説：CNKI 工具書館」
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を参照してください。ここでは、『中国歴史地名
大辞典』と『中国古今地名大詞典』のデータを検
索する方法に限って説明します。

CNKI工具書館では、トップページの検索ボッ
クスに直接キーワードを入力しても検索できます
が、全ての参考図書が検索対象となるので、結果
が膨大になってしまいます。地名辞典だけを検索
するには、ページ中央部のメニューから「专科辞

典」（専門辞典）をクリックします【図 1-①】。
ページが切り替わったら、左メニューの「哲学
与人文科学」の「地理」をクリックすると【図
2-②】、メイン画面に地理に関する工具書の表紙
画像が一覧になります。この中から、『中国歴史
地名大辞典』（上下 2冊）【図 2-③】と、『中国古今
地名大詞典』（上中下 3冊）【図 2-④】にチェック
を入れた上で、検索ボックスに「街亭」と入力し、
「选书检索」（選択した書籍の検索）をクリックしま
す【図 2-⑤】。

図 2　工具書選択画面

②

③

④

⑤

図 3のように検索結果一覧が表示されます。ど
ちらの辞典からも、『三国志』に出てくる街亭が、
現在の甘粛省張家川回族自治県の西北であったこ
とがわかります。これ以上の詳細な情報の閲覧は
有償となりますが、今回は無償の範囲内で十分な
結果を得ることができました。

図 3　検索結果一覧

張家川回族自治県と、『中国古今地名大辞典』
から情報の得られた泰安県とは、隣接しています。
このため街亭は、泰安県側からみれば北東に、張
家川回族自治県側からみれば西北にあたり、両方
の辞典の記述に矛盾はありません。いずれの県も
天水市の管轄下にありますから、大雑把に言えば、
街亭は現在の甘粛省天水市となり、詳しく言えば
泰安県と張家川回族自治県の県境付近となります。
このように細かい歴史地名になると、現在の具

体的な地名と対応しないこともあります。この場
合は、この例のように、近隣の行政区域名称を使っ
て位置を表現するしかありません。
なお、こういった歴史地名辞典が依拠してい

るのは、正史の記述やその注釈、各時代の代表
的な地理書の類です。なかでも、清・顧祖禹の
『読

どく し ほ う よ き よ う

史方輿紀要』は、明代までの記録をまとめた
歴史地理書であって、多くの歴史地名辞典が参照
していると考えられます。

（小島　浩之）

①

図 1　CNKI 工具書館トップページ
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⿡⿡歴史地名の場所を確認する

Q	 街亭の地図上の場所を知りたいのですが、どうしたらよい
でしょうか？

❖❖ 歴史地図
前項で、歴史地名辞典類を使って、街亭が現在
のどのあたりであるのかが分かりましたが、次に
それを地図上で確認してみましょう。
地名辞典から、街亭が現在の甘粛省天水市、よ
り詳しくは天水市泰安県と天水市張家川回族自治
県の県境付近ということまではわかりました。
これを地図上で確認する場合、現代の地図を
使って、泰安県と張家川回族自治県の範囲を確認
することはすぐできます（☞現代の地名の位置をしら
べる）。しかし、長い距離の県境のどのあたりな
のかは、さっぱりわかりません。このため、こう
いった歴史地名は、現代の地図上に歴史地名をプ
ロットした歴史地図で確認しなければなりません。

❖❖ 中国歴史地図集とは
 ⿟『中国歴史地図集』（譚其驤主編、地図出版社、
1982-1987）

歴史地図で最も使い勝手がよく、詳細であるの
が『中国歴史地図集』です。この歴史地図集は
B5版の 8冊本で、簡体字版のほか香港や台湾で
出版されている繁体字版もあります。第 1冊目「原
始社会・夏・商・西周・春秋・戦国時期」からは
じまり、時代順の構成をとり、第 8冊目「清時期」
で完結します。
さて、この質問での街亭は三国時代の地名です
から、第三冊目の「三国・西晋時期」を調べるこ
とになります。各巻末には、部首順筆画順の地名
索引があるので、これを使って街亭を検索すると、
次のようにありました。

街亭（三国）15-16　③ 6

最初の数字はページ数です。原則として見開き
で 1枚の地図が描かれているので、15ページか
ら 16ページにかけての見開きにまたがる地図と
いう意味になります。また、各地図には 1度ごと
に緯線・経線が引かれています。この緯線経線の
マトリクスでできた空間の場所を示すのが、次の
丸数字＋アラビア数字になります。各地図ともに、
縦方向に上から丸数字、横方向に左からアラビア
数字が振ってあります。ここでは③ 6となってい
ますから、縦③、横 6で囲まれた空間内を指して
います。

該当部分には、図のように街亭の名前を確認す
ることができました。この地図では、現在の地名・
地図記号・各種境界線・地形などは全て茶色で書
かれています。それ以外の色による文字、記号類
は、全て歴史的な内容に関わる事項です。
なお漢情研では『中国歴史地図集』索引のオン

ライン検索サービスを近日公開予定です。
（小島　浩之）
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⿡⿡現代の地名の位置をしらべる

Q	 陝西省の莘里村がどこにあるのか、どうやって調べたらよ
いでしょうか？

❖❖ 地図検索サービスで調べる
現代中国の地名を調査する際、以前は『中国地
名録』を引いて、『中華人民共和国地図集』で確
認する、という方法しかありませんでしたが、同
地図は鎮級（☞解説：中国の行政区画）の地名までし
か収録していないため、村レベルの小さな地名を
調べることができずに苦労したものです。現在で
は、オンライン地図検索サービスが増えたお陰で、
地名の検索が格段に楽になるとともに、村などの
小さな地名も簡単に探せるようになっています。
地図検索サービスで地名を探すとき、県級以下
の小さな地名は全国に同じ地名が複数存在するこ
とが多いので、検索の効率を高めるために、「�
西省 莘里」といったように、省など大きなレベ
ルの地名も同時に指定するようにしましょう。検
索範囲の指定ができるサイトでは、省市区などを
指定して検索します。

❖❖ 地図集から探す
中国の紙版の地図帳の定番は、以下になります。

 ⿟『中国地図集』（中国地図出版社、2004）

『中華人民共和国地図集』の全面改訂版にあたり
ます。まず気候・地質や産業などの自然地理・人
文地理の主題図を掲げ、その後に省市区ごとの全
体図、主要都市図を収録しています。等高線は描
かれませんが、地勢・植生が色で表現されていま
す。また、巻末にはピンイン配列の地名索引が付
されていて、郷級以上の地名を検索できます。
それぞれの省市区・都市の地図には、沿革・自

然・産業・名所・名産などの概説が掲げられてお
り、各地域の概況を理解することができます。
ただし、省市区図の縮尺は 52万分の 1（天津市・

上海市）～ 650万分の 1（内モンゴル自治区・新疆ウイ

ル具辞地区）で、村級の地名も収録されないなど、
詳細さという点に不満が残ります。
中国ではモータリゼーションの進展に伴い、詳

細なロードマップが刊行されるようになっていま
す。代表的なものに以下の地図があります。

高徳地図で「莘里村」を検索 『中国地図集』莘里村付近を拡大（載っていない）
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 ⿟『中国高速公路及城郷公路網地図集』（中国
地図出版社）

毎年改訂版が刊行されています。主要地図は地
区級単位で村級まで記載されており、『中国地図
集』よりもはるかに詳細です。巻末の索引は郷・
村レベルまで収録しているものの主要地名に限ら
れており、「莘里」は見あたりません。
中国のロードマップは、筆者が経験したところ
でも、郷村レベルの細い道が誤っている、建設中
の高速道路が開通済みとして描かれているといっ
たケースが多々ありますので、正確性という点で
は若干の注意が必要です。また、等高線も地勢も
描かれていないので、単純に位置や距離・道筋な
どを調べる用途にしか使えません。
省市区ごとの分省地図集としては、以下のシ
リーズが入手しやすいでしょう。

 ⿟中国分省系列地図冊（中国地図出版社）

A5判のハンディな地図帳で、『～～省地図冊』
の題名で販売されているほか、全国版のセット販
売もされています。県級行政区画ごとの地図を掲
げているので、村級の地名も広く収録されていま
す。ただし、同シリーズには地名索引が付されて
おらず、一般に地勢も描かれません。
分省地図集は、しばしば各地域の地図出版社か

らも刊行されています。陝西省に関しても、筆者
の手元には以下の分省地図集があります。

 ⿟『陝西省地図冊』（西安地図出版社、2011）

地勢が色分けされ数百メートルごととごくおお
まかですが等高線も入っています。しかし、こう
したローカルな出版物は刊行された地域でしか流
通していないものが大半なので、入手が少々困難
です。
情報がリアルタイムで更新され、スマートフォ

ンからも検索できるオンライン地図は非常に実用
的なツールですが、ある地域のある時点における
状況を固定して保存するのは簡単ではありません
し、ある程度広い範囲を俯瞰するのも苦手です。
こうした点をむしろ得意とする紙版の地図には、
まだまだ活躍の場面がありそうです。

❖❖ 地形情報
中国では 1万分の 1の詳細な等高線の入った地

図も作成されてはいますが、軍事機密保持上の理
由から公表されていませんし、紙版・オンライン
版ともに、細かい等高線の入った詳細な地形図は
入手できません。
詳細な地形情報を参照したいとき、戦前・戦中

に旧日本軍などが作成した地図が役に立つかもし
れません。

『中国高速公路及城郷公路網地図集』莘里村付近 『陝西省地図冊』莘里村付近
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 ⿟「外邦図デジタルアーカイブ」（http://chiri.

es.tohoku.ac.jp/~gaihozu/、東北大学附属図書館／理

学部地理学教室）

戦前・戦中の旧日本領や日本占領地域などの地
図を集めたアーカイブです。中国の地図も多数収
録されていますが、オンラインでは閲覧できない
ものが大半なので、直接、所蔵している図書館を
訪問して閲覧する必要があります。
もっとも、近年はオンライン地図検索サービス
を通じて航空・衛星写真が手にはいるようになっ
たおかげで、地形がある程度把握できるように
なっています。

（千田　大介）
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解説：中国地図の検索サービス

⿤⿤ Google マップ
オンライン地図検索サービスの定番である

Googleマップでは、当然のことながら中国の地
図も検索できます。

 ⿟Googleマップ（https://www.google.co.jp/maps/）

Googleマップは世界の地図がシームレスに繋
がっていますので、日本地図を使うのと同じ要領
で、中国語で地名を入力・検索したり、衛星写真
を閲覧したりすることができますが、問題点もあ
ります。
一つは、航空写真と地図のズレです。航空写真
を表示したとき、重ねて表示される道路や地名な
どの情報がズレているのです。これは Googleの
航空写真と中国地図とで異なる座標系が使われて
いるために発生しており、場所によってズレ幅は
異なりますが、最大で東西 500m、南北 200mく
らいになります。
もう一つは情報の鮮度の問題です。2010年に

Googleの検索サービスが中国から撤退した影響
からか、交通経路検索などで満足のいく結果が出
ないなど、最新の地理情報に対応できていない例

が見られます。

❖❖ 中国の地図検索サービス
2010年代半ば以降、中国のインターネット・

モバイル業界の主役となっているのは、フィン
テックや SNSを擁する阿

ア リ バ バ

里巴巴と騰
テンセント

訊です。そ
の勢いは地図検索サービスにも表れています。

 ⿟高徳地図（http://ditu.amap.com/）

阿里巴巴系の地図検索サービスです。情報の鮮
度から、ユーザーの高い支持を得ているようです。
この他では、以下のサービスも人気があります。

 ⿟百度地図（https://map.baidu.com/）

 ⿟騰訊地図（http://map.qq.com/）

いずれも iOS・Android向けのアプリを提供し
ています。いずれも地名の検索・表示や、交通経
路の検索といった基本的な機能は大差ありません
し、航空写真と地図のズレもありません。いくつ
か試してみて気に入ったものを使うよいでしょう。

（千田　大介）

高徳地図で浙江省杭州市の西湖を表示Google マップのズレ（浙江省杭州市の西湖）
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解説：中国の行政区画
論文やレポートで現代中国の地名について言及
する際には、それがどういった行政区画に属して
いるのかを書いておかないと、読者に伝わりにく
くなってしまいます。そこでここでは、中国の行
政区画の制度について整理しておきましょう。

⿤⿤ 中華人民共和国
中華人民共和国の行政区画は、省級・地区級・
県級・郷級・村級の 5つの等級に分かれています。
⿙⿙省級
省・直轄市・自治区があり、略して「省市区」
といいます。香港・澳門両特別行政区も、省級扱
いになりますが、下位の行政区画は「区」だけが
置かれています。
⿙⿙地区級

「地級」と略称されます。省級の直下に置かれ、
複数の県級を含む行政区画になります。直轄市の
下には置かれません。現在では「～～地区」より
も「～～市」と呼ばれる所の方が多くなっていま
すが、それらを直轄市や後述の県級市と区別して
「地級市」と呼びます。
一部の省都および深圳・厦門両経済特区は副省
級市に区分され、一般の地級市よりもランクが高
く、権限も大きくなっています。
このほか、少数民族の居住する地域の「自治州」、
内モンゴル自治区の「盟

アイマク

」も地区級になります。
⿙⿙県級
日本でいえば市町村レベルの行政区画ですが、

都道府県くらいの面積を持つところも多いです。
人口・経済・インフラ整備などの都市化指標の基
準を満たすと、県から「市」（県級市）に昇格する
ことができます。直轄市や地級市の下の都市化が
進んだ地域では、「区」（市轄区）が県級行政区画
になります。経済特区などの「特区」、内モンゴ
ル自治区の「旗

ホショー

」、「鉱区」・「林区」などが県級行
政区画として置かれているところもあります。ま
た、少数ではありますが、地区級を夾まない省級
直轄の県級市もあります。
なお、少数民族の多く居住する地域の場合、頭

に「自治」を付けて、「自治県」・「自治旗」のよ
うに呼ばれます。
⿙⿙郷級
農村部では「郷」ですが、都市部では「街道」

と呼ばれ、地方の町は「鎮」になります。内モン
ゴル自治区には「蘇

ソ ム

木」が置かれます。少数民族
の多く居住する地域では、「民族郷」・「民族蘇木」
になります。
⿙⿙村級
郷のさらに下の最小レベルの自治単位です。農

村部には「村」、都市部には「社区」が、また内
モンゴル自治区の遊牧地には「嘎

ガチャ

査」が置かれます。

これらの行政区画のうち、県級以上は、全国に
重複する地名が生じないように、郷級・村級は一
つ上の行政区画内で重複が生じないように調整さ
れています。つまり、「～市」・「～県」などはそ

省級 直轄市 省・自治区 特別行政区
地級 市（副省級市・地級市） 地区・自治州・盟

区
県級 区（市轄区） 県・自治県 区（市轄区） 県・自治県・旗・自治旗・特区・鉱区・林区
郷級 街道 鎮・郷・民族郷 街道 鎮・郷・民族郷 蘇木・民族蘇木
村級 社区 村 社区 村 嘎査

中華人民共和国の行政区画
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れだけで場所が特定できますが、「～郷」・「～村」
は全国に同じ地名が複数存在することも珍しくな
いので、上級の行政区画名称を漏れなく書いてお
かないと、どこであるのか同定できなくなる恐れ
があるのです。 

⿤⿤ 台湾
台湾の行政区画は、地区級が存在しないなど、
中国大陸とは若干異なっています。
⿙⿙省級
トップレベルの行政区画は「直轄市」と「省」
になります。このうち省は、台湾省と福建省が置
かれていますが、中華民国政府が全中国を統治し
ていた時代の名残というべきもので、現在では有
名無実化しています。直轄市には台北・新北・桃
園・台中・台南・高雄の 6市があります。
⿙⿙県級
省の有名無実化によって、中華民国政府の直接

の管轄下に置かれています。「市」と「県」があ
ります。市は、以前は「省轄市」と呼ばれていた
もので、現在、基隆・新竹・嘉義の 3市があります。
⿙⿙郷級
直轄市・市の下には「区」が置かれ、県の下に

は「市（県轄市）」・「鎮」・「郷」・「山地郷」が置か
れます。また直轄市の山間部の先住民族居住地域
には「山地原住民区」が置かれています。
⿙⿙村里
区・県轄市・鎮の下は「里」、郷の下は「村」

になります。100世帯を目安として設置されます
が、都市部では数千世帯に達するところもありま
す。
⿙⿙隣

「隣」は、最小の地方自治単位です。10世帯を
目安としていますが、都市部では数百世帯で構成
されるところもあります。

（千田　大介）

省級 直轄市 省
県級 市 県
郷級 山地原住民区 区 市（県轄市） 鎮 郷 山地郷
村里 里 村
隣 隣
台湾の行政区画
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⿡⿡行政区画・地域情報をしらべる

Q	 陝西省の莘里村の場所はわかりましたが、行政区画や地域
の特色などは、どうやって調べたらよいでしょうか？

❖❖ 変化する行政区画
中国の地名を表記するとき、県級の場合、しば
しば地区級を省略して「陝西省合陽」のよう書き
ます。県級以上の地名は全国に重複が生じないよ
うに調整されているため、これでも大丈夫ですが、
郷・村レベルの地名ともなると、全国に同名の場
所が複数存在する可能性があるので、所属する行
政区画を漏れなく書いておくべきです（☞解説：中
国の行政区画）。
この行政区画ですが、中国では改革開放以後の
経済発展に伴い、地区が市になる、県が市や区に
なるなど、名称がたびたび変更されています。こ
のため、常に最新の情報を参照して確認しなくて
はなりません。
最新の行政区画については、以下の書籍・Web

サイトで確認してください。

 ⿟『中華人民共和国行政区画簡冊』（中国統計
出版社・中国地図出版社など）

 ⿟中華人民共和国民生部の行政区画検索プ
ラットフォーム（http://xzqh.mca.gov.cn/map）

前者は、県級以上
の行政区画が、地域
番号・郵便番号・人
口・面積データとと
もに一覧表にまとめ
られています。更新
版が毎年刊行されて
いますので、常に最
新版を手元に用意し
ておきましょう。後

者も検査できるのは県級までになっています。国
家民生部が全国で重複がないように直接管理して
いるのが県級までだからでしょう。
中国の地名や地域情報は、中国の地方政府の

WebサイトやWikipediaなどにも掲載されていま
す。ただし、地方政府Webサイトはあまり更新
されていないケースもありますので、それらのサ
イトの記述が最新のものとは限りません。このた
め、上記のサイトや書籍によって確認した方が確
実でしょう。

❖❖ 行政区画の調べかた
質問の事例に戻ります。オンライン地図検索は、

地図上の位置を確認するのには便利ですが、そこ
がどのような行政区画に属しているのかを調べる
のは、案外苦手です。莘里村についても、地図検
索で合陽県に属することはわかりますが、地区級・
郷級の行政区画については判然としません。

Googleなどで検索してもよいのですが、特に
郷級以下の行政区画の情報は必ずしも上手く見つ
かるとは限りません。時には、ヒットしたページ
に異なる行政区画情報が書かれていて、どれが正
しいか迷ってしまうこともありえます。このため、
特に村級などの小さな地名の行政区画を調べる際
には、まず工具書を引いて確実な情報を手に入れ
てから、ネット情報を参考にする方がよいでしょ
う。
中国で、地名辞典は数多く出版されていますが、

現代中国の地名を網羅した工具書としては、以下
の 2つがあります。

 ⿟『中華人民共和国地名大詞典』第 1～ 5巻（崔
乃夫主編、商務印書館、1998～ 2002）
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特集 34. 場所をしらべる　行政区画・地域情報をしらべる

 ⿟『中国古今地名大詞典』上・中・下（戴
均良等主編、上海辞書出版社、2005）

前者は 1～ 3巻が行政区画ごとの行政区画
名を、4・5巻が山川・橋梁・工場・名所旧
跡などを収録しています。最も詳細な現代中
国の地名事典で、村級の地名まで網羅的に収
録しているのですが、残念ながら、CNKI工
具書館（☞解説：CNKI工具書館）には収録され
ていません。
後者は題名通り、歴史的な地名も収録して
います。こちらは、CNKI工具書館で検索するこ
とができるので、手軽に検索することができます。

CNKI工具書館で「莘里」を検索し、『中国古
今地名大詞典』の項目を探しましょう。行政区画
情報は、項目の頭に記述されるため、無償閲覧の
範囲内で確認することができます。

( 莘 xīn)　集镇名。又名莘野。在陕西省合

阳县南部。属洽川镇。……

地級行政区画が記載されていないので、前述の
サイト・『中華人民共和国行政区画簡冊』などで
調べると、合陽県は渭南市に属することがわかり
ます。
こうして、莘里村は陝西省渭南市合陽県洽川鎮
に属することが確認できました。

❖❖ 地域情報
地名辞典では、その地名の概略や沿革、行政区
画などが概説されています。莘里村についても『中
国古今地名大詞典』は、商・周の莘国の都城であっ
たこと、魏の文公が同地に合陽城を築き、秦が合
陽県を置いたこと、小麦・トウモロコシ・綿花を
産すること、明代に「曹全碑」が出土しているこ
と、などを解説しています。これはオンライン地
図検索にはない、工具書のメリットであるといえ
るでしょう。
一方、紙版であるがゆえに、行政区画の変化に
は対応できません。前述の方法で、最新の行政区

画情報を確認するようにしましょう。
なお、県級以上の地名は、Wikipedia日本語版

にも全て項目として立っています。ただし、正確
性についての保証がなく、場所によっては地域情
報がほとんど記載されていませんので、やはり前
述のサイトや工具書などで調べた方がよいでしょ
う。
また、地域情報については、中国の各級地方政

府のWebサイトも参考になります。Googleなど
の検索で探してもよいし、Wikipedia当該行政区
画の項目の外部リンクからジャンプしてもよいで
しょう。

❖❖ 日本語の地名辞典
日本語の中国地名辞典も幾つか出版されていま

す。

 ⿟『精選中国地名辞典』（塩英哲編訳、凌雲出版、
1983）

 ⿟『現代中国地名辞典』（和泉新編、学習研究社、
1981） 

 ⿟『最新中国地名辞典』（張治国監修、日外アソ
シエーツ、1994）

いずれも現代中国の県級以上の地名を全て収録
していますが、最もよく作り込まれているのは『現
代中国地名辞典』です。ただし、どれも 20世紀
の刊行であるため、内容・情報の古さは否めません。

（千田　大介）
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⿡⿡少数民族言語の地名の読み方をしらべる

Q	 チベット自治区の「墨竹工卡」はチベット語の地名だと思
うのですが、どう読めばよいのでしょうか？

❖❖ 少数民族言語の地名
多くの少数民族が居住する中国には、少数民族
の言語によって命名された地名も多数存在します。
とりわけ多いのが、内モンゴル自治区（モンゴル語
地名）、新疆ウイグル自治区（ウイグル語地名）、そ
してチベット自治区・青海省などのチベット語地
名ということになります。
これらの地名は、現代中国で販売されている地
図や地名辞典などには、音訳された漢字地名とし
て収録されていますが、日本語のレポート・論文
などに引用する際には、少数民族語による原音の
カタカナで記述し、漢字音訳地名を括弧に入れる
などして注記するのが、一般的でしょう。

❖❖ ネットで検索する
Wikipedia日本語版は中国の地名をかなり網羅
的に収録しています。「墨竹工卡」で検索する
と、「メルド・グンカル県」の項目に転送されます。
どうやら、「メルド・グンカル」と読むようですが、
Wikipediaには信頼性の問題がどうしてもつきま
といますので、もう少し信頼性の高い資料で確認
したいところです。

CNKI工具書館（☞解説：CNKI工具書館）で「墨
竹工卡」を検索してみましょう。すると『中国地
名由来詞典』から「Maizhokunggar」というロー
マ字表記がわかります。「メルド・グンカル」で
良さそうですが、本当にそのような発音で読むの
かは確定できません。

❖❖ 地名辞典を調べる
日本語の読みを調べる場合は、日本で出版され
た地名辞典が役に立ちます。

 ⿟『精選中国地名辞典』（塩英哲編訳、凌雲出版、
1983）

 ⿟『現代中国地名辞典』（和泉新編、学習研究社、
1981） 

 ⿟『最新中国地名辞典』（張治国監修、日外アソ
シエーツ、1994）

いずれも県級（☞解説：中国の行政区画）以上の地
名について、少数民族言語の地名はカタカナに改
めて掲載していますし、漢字の画数や音読みから
検索することができます。これらの辞書を引くと、
どれも「メゾクンガル」としています。
「墨竹工卡」のチベット音のカタカナは、「メゾ
クンガル」とするのが妥当でしょう。

❖❖ 少数民族言語地名のローマ字表記
を調べる

例の場合は、県級の地名でしたので日本語の地
名辞典で対応できましたが、郷級以下の小さな地
名となると、この方法は使えません。
その場合は、まず地名のローマ字表記を調べて、

その発音をカタカナ表記に改めることになるで
しょう。以下の事典が役に立ちます。

 ⿟『中華人民共和国地名大詞典』第 1～ 5巻（崔
乃夫主編、商務印書館、1998～ 2002）

現代中国の地名を村級まで網羅的に収集してい
ますが、中国語地名にはピンインが、少数民族言
語の地名にはローマ字表記が付されています。残
念ながら CNKI工具書館には収録されていません
ので、図書館などで調べる必要があります。

（千田　大介）
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特集 35. 人をしらべる　歴史的な人物の伝記情報をしらべる

⿡⿡歴史的な人物の伝記情報をしらべる

Q	 授業で清代の詩人・沈
しんとくせん
徳潜について発表しなくてはなりま

せん。どのような人物なのか、どうやって調べたらよいで
しょうか？

❖❖ 日本語の参考図書を調べる
中国の歴史上の人物であっても、ある程度有名
であれば、日本語の参考図書で略歴を調べること
ができます。それこそWikipedia日本語版にも「沈
徳潜」のページが作られていますが、Wikipedia

は信頼性が高くありませんので、あくまでの参考
に留めて、信頼できる参考図書でキチンと調べな
くてはなりません。
文学者の場合は、以下の辞書で略歴や文学者と
しての評価などを調べることができます。

 ⿟『中国文化史大事典』（尾崎雄二郎・竺沙雅章・
戸川芳郎編集代表、大修館書店、2013）

文学のみならず中国歴代の文化全般について取
り扱った事典で、文学者や芸術家についても多く
収録しています。これで、沈徳潜の生没年・出身
地・字号、官僚としての履歴、文学上の評価、主
要著作といった基本的な情報がわかります。
王侯・后妃・官僚・武将といった政治史上の人
物については、以下の事典が参考になります。

 ⿟『アジア歴史事典』（平凡社、1959～ 1962）

❖❖ 中国語の人名辞典を引く
いささかマイナー事物になると、やはり中国語
の辞書を引かなくてはなりません。CNKI工具書
館（☞解説：CNKI工具書館）を簡体字「沈德潜」で
検索すると、文学のみならず書道・美術などさま

ざまな分野の辞書の記事がヒットします。それら
を通じて、各分野における業績・評価などを総合
的に知ることができるでしょう。
また、中国では歴史的人物の人名辞典が幾つか

出版されていますが、以下の辞典が比較的新しく
て収録人名が多いので便利でしょう（CNKI工具書

館には未収録です）。

 ⿟『中国歴代人名大辞典』（張撝之・沈起煒・劉
徳重主編、上海古籍出版社、1999）

❖❖ もっと詳しい伝記情報をしらべる
さらに詳しい情報を調べたい場合は、辞書の解

説に見える伝記資料に直接あたるか、あるいは正
史列伝・筆記などの伝記資料を調査することにな
ります。詳細は「解説：伝記資料」を参照して下
さい。
ところで、清代の人物の伝記資料を調べるのに

『清史稿』は手っ取り早い資料です。しかし『清
史稿』は正史ではなく（「二十五史」というのはあく
までも俗称です）、しかも編纂する際に参照された
歴史資料は大半が現存していますので、その列伝
はそれらをまとめた二次資料に過ぎません。調査
にあたってはしっかりと一次資料にあたってくだ
さい。
ところで現在、中華人民共和国では正史『清史』

の編纂プロジェクトが進んでいます。その列伝は
国家が公認した伝記という権威を持つかもしれま
せんが、歴史資料としては、やはり二次資料にし
かなり得ません。

（千田　大介）
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解説：伝記資料
人物の事績を記したものを伝記といいます。こ
こでは伝記資料の種類と探し方を解説します。

⿤⿤ 正史列伝
正史とは国の公式な歴史書です。これに対して、
正史以外の歴史書を野

や し

史といいます。中国の正史
は表 1のように 24種（二十四史）あり、紀

きで ん

伝体と
いう体例をとっています。正史のうち、『史記』・『漢
書』・『後漢書』・『三国志』は前四史と呼ばれ、中
国学において必読の古典とされてきました。

表 1　二十四史一覧

書名 撰者・主な編纂者
1 史記 （前漢）司馬遷
2 漢書 （後漢）班固
3 後漢書 （宋）　范曄
4 三国志 （晋）　陳寿
5 晋書 （唐）　房玄齢
6 宋書 （南斉）沈約
7 南斉書 （梁）　蕭子顕
8 梁書 （唐）　姚思廉
9 陳書 （唐）　姚思廉

10 魏書 （北斉）魏収
11 北斉書 （唐）　李百薬
12 周書 （唐）令狐徳棻
13 隋書 （唐）魏徴、長孫無忌
14 南史 （唐）　李延寿
15 北史 （唐）　李延寿

16 旧
く

唐
とう

書
じょ

（後晋）劉昫
17 新唐書 （北宋）欧陽修、宋祁
18 旧五代史 （北宋）薛居正
19 新五代史 （北宋）欧陽修
20 宋史 （元）　脱脱
21 遼史 （元）　脱脱

22 金史 （元）　脱脱
23 元史 （明）　宋濂
24 明史 （清）　張廷玉

正史の編纂は、後の王朝で行います。もともと、
個人が著した歴史書を国家が追認する形でしたが、
唐朝以降、組織的に編纂するようになります。丸
数字のものは、数代の王朝わたる通史となってい
るものです。そのほかは、一つの王朝に焦点をあ
てた断代史です。
紀伝体は、皇帝の一代記（本

ほんぎ

紀）、皇帝以外の伝
記（列伝）、部門史（志）、年表など各種の表から構
成されます。このうち、正史において最も分量が
多くなるのは列伝です。また、本紀は皇帝の伝記
ともみなせます。このように。紀伝体の正史は伝
記の宝庫ですから、人物を調べる際に、正史列伝
の確認から入るのが王道です。ただし正史は、編
纂した王朝が皇帝権を継承した正統性を示すもの
ですから、編纂時の王朝にとって都合良く書かれ
ています。このため、人物の選択や評価に、偏り
は避けられません。また、採り上げられている人
物は、皇帝の一族や官僚が大多数で、一般大衆は
わずかです。
現在、中華書局の点校本（☞解説：刊本・鈔本・影

印本・排印本）が一般に最も使いやすいテキストで
す。各正史には別冊で人名索引があり、列伝の有
無の検索に便利です。版本では、善本をつなぎ合
わせた百衲本二十四史や、和刻本正史があり、い
ずれも影印本があります。
台湾中央研究院の漢籍電子文献資料庫では、正

史の全文検索もできます。人名の検索では、列伝
部分以外もヒットするので、列伝部分だけを閲覧
したいような場合は、アナログな正史人名索引の
方が、手早い可能性もあります。

 ⿟漢籍電子文献資料庫（http://hanchi.ihp.sinica.edu.
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tw/ihp/hanji.htm）

⿤⿤ 地方志
宋以降、地方志の編纂が盛んになります。地方
志には、地域の出身者や、中央から赴任してきた
官僚について、事績や逸話が記録されています。
ただし、他の資料からの孫引きも多いので、典拠
の十分な確認が必要です。
地方志にしかない記事の場合でも、それが刊行
時より前の王朝の記録（たとえば清代の地方志にしか
ない宋代の記録など）の場合は、他の傍証資料を探
すなど、慎重に対処しましょう。
地方志の人物記事の探し方は、「人名辞典に載っ
ていない人物の伝記情報」を参照してください。

⿤⿤ 筆記
筆記とは筆記小説ともいい、短編の随筆風の作
品集を指します。筆記のうち、人の逸話や事績を
題材に書かれているものは、伝記資料としての性
格を持ちあわせています。ただし、フィクション
とノンフィクションが入り交じっていますから、
それぞれの資料の性格を踏まえて、事実かどうか
を判断しなければなりません。
正史でも、『新唐書』や『新五代史』の列伝は、
筆記からの引用が多いことで知られています。筆
記は、中華書局から「歴代史料筆記叢刊」として、
唐から清までの筆記の点校本が出版されています。

⿤⿤ 別集・年譜・石刻など
別集とは個人の作品集（☞解説：別集・総集・選

集）、年譜とは個人の事績を時代順で記したもの
です。別集のうち、作品の配列が発表順であるも
の、作品ごとに成立の経緯が注記してあるものな
どは、そのままで伝記を補完する資料となります。
また別集には、行

こうじょう

状や墓誌など、第三者の履歴
を称えた公的文書や、親族・友人などに送った詩
歌が収められています。ここから、履歴、各種事
件の経緯、人間関係などがわかるため、どちらも
重要な伝記資料の一つといえるでしょう。
年譜には、対象人物の近縁者が編纂したものと、
第三者が人物研究の成果として出版したものがあ

ります。特定の人物に関する事項が、誕生から死
没まで時系列で記してあります。出典が明記され
ていることも多く、索引がわりにも利用できます。
近年、伝記資料としても注目されているのが、

石刻資料（☞解説：拓本）です。大量の墓誌の出土
により、より多くの人物の履歴を明らかにできる
ようになりました。通常、墓誌は父祖の代から書
き起こされるので、埋葬された人物を取り巻く
人々の履歴まで明らかになったのです。また、墓
誌により、文献資料の記述内容を修正することも
可能になりました。

⿤⿤ 伝記資料の索引
ある人物の伝記資料にどんなものがあるかを調

べるには、時代別の伝記索引類が最も役に立ちま
す。一部、明清時代に関しては台湾の中央研究院
でデータベースが整備されつつありますが、まだ
アナログが主流です。

 ⿟人名権威：人物伝記資料査詢（http://archive.

ihp.sinica.edu.tw/ttsweb/html_name/search.php）

以下に代表的な時代別の伝記索引を列挙してお
きます。ただし、これらは、正史列伝・筆記・別
集・年譜などの文献資料が中心です。石刻の索引
類については「石刻資料をしらべる」を参照して
ください。

① 『唐五代人物伝記資料綜合索引』（傅璇琮ほ
か編撰、中華書局、1982）

② 『宋人伝記資料索引』（昌彼得ほか編、鼎文書局、
1974～ 1976）

③ 『元人伝記資料索引』（王徳毅ほか編、新文豊
出版、1979～ 1982）

④ 『明人伝記資料索引』（国立中央図書館編、1965

～ 1966）

⑤ 『三十三種清代伝記綜合引得』（引得編纂処校
訂、中華書局、1959）

⑥ 『二十世紀中国人物伝記資料索引』（復旦大
学歴史系資料室編、上海辞書出版社、2010）

（小島　浩之）
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⿡⿡別名から本名をしらべる

Q	 授業の課題に唐の韓
か ん ゆ
愈の詩「無本師の范

はんよう
陽に帰るを送る」

が出ました。「無本」がどのような人物なのか、どうやっ
て調べればよいでしょうか？

❖❖ 人物の別名の辞書・索引
中国の歴史上の人物には、多くの別名・呼称が
ありますが（☞解説：さまざまな別名）、人名辞典は
一般に本名で項目を立てていますので、別名で検
索できるのはごく一部の有名人に限られます。こ
のため、中国では別名を調べるための辞典や索引
がいくつも出版されています。

CNKI工具書庫で「無本」を検索してみると
『歴代名人室名別号辞典』（池秀雲編、山西古籍出版社、

1998）の記事がヒットし、本名が賈島であること
がわかります。あとは人名辞典で調べれば、賈島
が「推敲」の故事で知られる詩人だとわかります。
歴史上の人物を調べる際には、以下の辞典の方
が新しくて収録人名も多いので便利でしょう。

 ⿟『中国人名異称大辞典』（尚恒元・孫安邦主編、
山西人民出版社 、2002）

名前の伝わっている人物がとりわけ多い明・清
代については、以下の索引が便利です。

 ⿟『明人室名別称字号索引』（増補本）（楊廷福・
楊同甫編、上海古籍出版社、2002）

 ⿟『清人室名別称字号索引』（増補本）（楊廷福・
楊同甫編、上海古籍出版社、2001）

これらは索引ですので、本名と字・室号などが
一覧になっているだけで、人物の伝記情報は一切
掲載されていません。
近現代でも、例えば毛沢東が潤之であったり、
魯迅がペンネームで本名を周樹人というように、
やはり別名は避けて通れません。近現代の人物に

ついては、以下の辞書が参考になるでしょう。

 ⿟『中国近現代人物名号大辞典』全編増訂本
（陳玉堂編著、浙江古籍出版社、2005）

❖❖ CBDB で調べる
インターネット上で中国の歴史上の人物の別名

を検索する際には、以下のサイトも役に立ちます。

 ⿟中國歷代人物傳記資料庫（CBDB）（https://

projects.iq.harvard.edu/chinesecbdb）

ページの下の方の「中文查詢系統」から検索す
ると、本名が賈島であることがわかります。

CBDBはハーバード大学フェアバンク中国研究
センター・台湾中央研究院歴史語言研究所・北京
大学中国古代史研究センターが中心となって構築
しているデータベースで、人間関係や職歴、地縁
なども調べることができます。とても便利ですが、
収録されている人物の時代や分野にいささか偏り
がありますので、ここで検索して出てこなかった
からといって諦めずに、別の参考図書などで調べ
るようにしましょう。  （千田　大介）
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⿡⿡人名辞典に載っていない人物の伝記情報

Q. 清の毛
もうきれい
奇齢の「何孝子伝」に「長山富

ふ げ ん
玹」とあります。明

代の事件を描いており、長山は浙江省蕭
しょうざん

山県の地名だと
わかりましたが、「富玹」が人名辞典に見あたりません。
どうやって調べたらよいでしょうか？

❖❖ データベースは人名が苦手
人名辞典が収録するのは、分量の制約から、あ
る程度著名な人物に限られますので、全国的な影
響力を持たなかったローカルエリートの調査には
あまり役に立ちません。唐代くらいまでは、それ
でも大半をカバーしているのですが、宋代や明・
清代ともなると、伝存する文献と名前の伝わる人
物の総数が厖大であるため、むしろ全国区のよほ
どの有名人しか人名辞典に収録されていない、と
いう状況になります。
そうした人物を調査する際、大規模全文データ
ベースは意外と役に立ちません。中国古典では、
人を字や号・官職名など（☞解説：さまざまな別名）
で呼ぶのが一般的で、姓名をそのまま書くことが
ほとんどありませんし、正史の列伝でも、親子・
孫などが一つの伝にまとめられている場合、姓と
諱がセットで記されるのは伝の筆頭に掲げられる
人物のみ、あとは「子の某」というように、諱だ
けしか書かれません。このため、姓名を検索して
もほとんどヒットしません。さらに、2文字の特
徴的な諱や字であれば全文検索で探すこともでき
ますが、「仁」のようなごくありふれた 1文字の
諱では、人名以外の用例が大量にヒットしてしま
い必要な情報になかなかたどり着けなくなってし
まいます。
現在発売されている大規模文献データベースで
は、唯一、『中華経典古籍庫』が異名の一括検索
機能を実装していますが、その機能が使えるのは
二十五史など一部の資料に限られています。
このため人名の調査では、まだまだ伝統的な工

具書・索引の類が有効で、全文データベースは最
後の手段ということになるでしょう。
さて、富玹という人物ですが、CNKI工具書館

には見あたりませんが、CBDB（☞人物の別名をしら

べる）でヒットします。『成化十七年進士登科録』・
『明清進士題名録索引』に記載されおり、正統八
（1443）年生まれ、成化十七（1481）年進士で字が
廷輝であることがわかります。科挙に及第してい
るからには、なんらかの官職に就いていたと思わ
れますので、もう少し調査する必要がありそうで
す。

❖❖ 伝記資料索引・地域人名辞書
人物の伝記情報を調べるための資料は、いくつ

かありますが、それらは時代ごと・地域ごとに別
れていますので、まずは調査している人物がどの
時代・地域に属するのかを資料の記述などからあ
る程度絞り込む必要があります。
質問の事例では明代の人物とわかっていますの

で、まず明代の伝記資料索引を引いてみましょう。

 ⿟『明人伝記資料索引』（國立中央圖書館編、國
立中央圖書館、1965- 1966）

人物の略伝とその根拠となる資料名が掲載され
ており、人名辞典よりも多くの人物を収録してい
ますが、残念ながら「富玹」は見あたりません。
なお、明以外の時代の伝記資料索引として、以

下のものがあります。

 ⿟『唐五代人物伝記資料総合索引』（傅璇琮・ 
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張忱石・ 許逸民編撰、中華書局、1982）

 ⿟『宋人伝記資料索引』（昌彼得・王徳毅・程元敏・
候俊徳編、王徳毅増訂、鼎文書局、1974～ 1976）

 ⿟『遼金元伝記資料叢刊』（北京図書館出版社影
印室輯、北京図書館出版社 、2006）

 ⿟『元人傳記資料索引』（王徳毅・ 李榮村・ 潘柏

澄編、新文豊出版、1979～ 1982）

また、台湾中央研究院の以下のデータベースも
参考になるでしょう。

 ⿟人名権威人物伝記資料査訊（http://archive.ihp.

sinica.edu.tw/ttsweb/html_name/）

❖❖ ローカル人名辞典
次に、各地域ごとに刊行されている工具書や資
料にあたってみましょう。
質問の事例の場合は、浙江省の人物であること
がわかっているので、以下の工具書が役に立つか
も知れません。

 ⿟『浙江古今人物大辞典』1～ 3（単錦珩総主編、

江西人民出版社、1998）

古代から現代まで、浙江省出身の人物を網羅的
に収集しています。中国ではこのように省レベル、
あるいは県レベルの人名辞典が出版されている
ケースが多々ありますが、日本国内で収蔵してい
る図書館は限られてきます。

富玹ですが、残念ながら『浙江古今人物大辞典』
には掲載されていませんでした。

❖❖ 地方志を調べる
ローカルな人名辞典にアクセスできなかったり、

掲載されていなかった場合、最後の砦となるのが
地方志（☞解説：伝記資料）です。地方志はある行
政区画の歴史・地理・産業・風俗・出身者などを
まとめた書籍です。唐宋のころから全国的に作ら
れるようになり、明・清代には全国各地でたびた
び地方志が編纂されました。
同じ地域の地方志が、何度も作り直されていま

すので、それらを区別するために、作られた年号
を冠して『康熙蕭山県志』のように称します。
地方志を網羅的に収録したデータベースとして

は、次のものがあります。

 ⿟『中国方志庫』（愛如生）

中国基本古籍庫と同じシリーズのデータベース
で、国内では東方書店が代理店となっています
（https://www.toho-shoten.co.jp/er07/housiko.html）。全文テキ
スト検索機能のほか、原本の画像も収録されてい
ます。現在、それぞれ 2,000種の地方志を収録し
た初集・二集が発売されており、最終的には五集
まで作られる予定です。
同データベースで「富玹」を検索すると、33

件ヒットします。その中から、まず、地方志の「人
物志」・「名宦志」・「文苑志」などに収録されてい
る項目がないかを探します。人物志はその地域出
身の著名人物、名宦志はその地域を統治した官僚、
文苑志はその地域出身の著名文人の伝記を、それ
ぞれ収めていますので、それらに掲載されていれ
ば一件落着なのですが、「富玹」は残念ながらそ
うしたセクションに掲載されていません。
次に見るべきは「選挙志」です。選挙志はその

地域の科挙試験及第者をまとめていますので、科
挙合格年とその後の官僚としての履歴を調べるこ
とができます。すると富玹は明の成化十七年の進
士として掲載されており、刑部主事、湖広・福建
僉事などを勤めたことがわかります。これで、最『中国方志庫』で「富玹」を検索
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低限の伝記情報がわかりました。
さらにその他の地方志の記事を参照することで、
地方官への着任・離任時期、地方志・詩などの作
品を探すことができます。

❖❖ 中国国家図書館「数字方志」
『中国方志庫』は非常に高価なデータベースであ
るため、国内で導入している大学・研究機関が限
られており、手軽に利用できる環境にない人が大
半だと思われます。そのような場合にはまず、地
方志の伝記索引を引いてみましょう。

 ⿟『明代地方志伝記索引』（大化書局、1986）

質問の「富玹」は、地方志に伝が立っていない
ので残念ながら収録されていません。なお、地方
志の伝記索引には、他に以下のようなものがあり
ます。

 ⿟『中国地方志宋代人物資料索引』正・続編（沈
治宏・王蓉貴編撰、四川辞書出版社、1997・2002）

索引で見つからない場合は、地方志を片っ端か
らめくって探すしかありませんが、このとき便利
なのがネット経由で閲覧できる以下のサイトです。

 ⿟中国国家図書館『数字方志』（http://mylib.nlc.

cn/web/guest/shuzifangzhi）

中国国家図書館が所蔵する地方志のオンライン
画像データベースになります。全文検索はできま
せん。利用にあたっては中国国家図書館のユー
ザー登録が必要ですが、執筆時点では、日本から
の登録が難しくなっています（☞解説：中国国家図
書館 OPAC）。
人物に関する情報を探す手順は、紙版と大差あ

りません。まず、必要な地域の地方志を検索しま
す。「萧山」で検索すると 4件ヒットします。こ
のうち、『民国蕭山志稿』を開きます。
次に巻一の目録を開いて「人物志」・「選挙志」

などの収録されている巻を調べます。その上で必
要な巻を開きますが、「数字方志」では目録を巻
一に数えているために、目録画面の巻数と収録さ
れている原本の巻数がズレており、往々にして巻
数 +1を開かないといけない点に注意が必要です。
あとは、画面上でページをめくって、必要な情報
をベタあたりで探します。
富玹の着任先の地方志を詳細に調べれば、より

詳細な情報を探し出すこともできます。
なお中国国家図書館「数字方志」は主に同図書

館の所蔵地方志を収録したもので、現存している
全ての地方志を網羅したデータベースではありま
せん。図書館に紙版の地方志影印本の叢書が収蔵
されている場合は、それらを調べてもよいでしょ
う。

（千田　大介）

『数字方志』で『民国蕭山志稿』を開く
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解説：さまざまな別名

⿤⿤ 主な別名
歴史上の人物の別名としては次のようなものが
あります。
諱
いみな

は、本名のことで、通常は呼んだり書いたり
しません。特に皇帝の諱は、書籍や文書にその文
字じたいを使わず、別の文字で代用したり（避

ひ き

諱）、
最終筆画を書かずにおきます（欠

けっかく

画）。たとえば、
古代王朝の殷を中国で商と呼ぶのは、北宋の太宗
皇帝の父の諱（弘殷）を避けた名残です。
字
あざな

は諱に対して、通常の呼び名として使用され
るものです。封爵号は、封建や功労によって与え
られた爵位名称によるものです。貴人になると死
後に事績に基づいて、諡

おくりな

（諡
しご う

号）が付けられます。
以上について、諸葛孔明を例にすると、諱は亮、
字は孔明、封爵号は武郷侯、諡は忠武侯になります。
また、本籍地や赴任地の地名や、官職で呼ぶこ
ともあり、これを代称といいます。韓愈を韓昌黎
（本籍地である昌黎県から）、杜甫を杜工部（官職名であ
る工部員外郎から）呼ぶのはこの代表例です。
このほか、詩歌や書画など発表する際に付ける
名が号です。「○○室」、「○○堂」、「○○斎」と
いったものが多く、これらはそれぞれ、室名、堂名、
斎名などとも呼ばれます。成人前の名である幼名、
第三者がつけたあだ名で、その人の性質や身体的
特徴に基づくことの多い綽

しゃくごう

号などもあります。

⿤⿤ オンラインで別名を調べる
こういった別名での検索に、昔から力を入れて
いるのが図書館の目録システムです。
図書館では書誌データとは別に、著者名典拠
データと呼ばれるものを蓄積しており、データ
ベース上で異名同人の検索が可能なようにされて
いるのです。これを著者名典拠コントロールとい
います。国立国会図書館（NDL）の著者名典拠デー
タは、一般に公開されており、これを検索するこ

とで、著名人に関しては、別名の情報を得られます。

 ⿟Web NDL Authorities（http://id.ndl.go.jp/auth/

ndla/）

図 1　蘇軾の著者名典拠

たとえば、蘇軾と入れて検索すると、別名欄に
は、諡の「文忠」、字の「子瞻」のほか、「雪浪斎」、「静
常斎」、「東坡居士」、「鉄冠道人」という 4つの号
が表示されています。NDLの目録検索では、こ
ういった別名を著者名典拠データによって、蘇軾
という名称の下に集約し、どの名称でも同じ検索
結果を返すようになっているのです。
今度は逆にWeb NDL Authoritiesで、「静常斎」

と入力して検索してみましょう。図 2のように、
静常斎が蘇軾の別名であることがわかります。

図 2　静常斎での検索

このように、Web NDL Authoritiesは、別名や異
名の検索ツールとしての使い道もあるのです。
大学図書館の著者名典拠データは、CiNii Books

（☞解説：CiNii Books）のメインメニューから、「著
者名検索」を選択して、人名で検索することで、
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同様に確認できます。
現在の全文検索タイプのテキストデータベース
では、図書館の著者典拠コントロールのようなし
くみがないので、別名での検索精度は高くありま
せん。
ただし、字に関しては、少しの工夫で絞り込む
ことができます。一般に字は墓誌や行状、列伝な
ど、個人の伝記の冒頭で、次のように表現されます。

 ⿟「朱熹字元晦、一字仲晦、徽州婺源人。」（朱
熹、字は元晦、一に字は仲晦、徽州婺源の人なり。）

『宋史』巻 429、朱熹伝

ここで重要なのは、「字は○○です」という意
味を表わす漢文の句作りが、「字○○」となって
いることです。これを逆手にとれば、字ではない
かと考えられる別名の場合は、名称の前に「字」
をつけて検索すると、検索結果を得られやすいと

いうことになります。

⿤⿤ 工具書など
著者名典拠データは、長い年月をかけて人手で

構築されたものなので、網羅的とは限りません。
特に外国人名はその傾向が強いので、最終的には、
以下のような、アナログな工具書が威力を発揮し
ます。

①『史諱挙例』（陳垣撰、燕京大学燕京学報編輯会，
1928初版）

②『歴代避諱字彙典』（王彦坤編著、中華書局、
2009）

③『古今人物別名索引』（陳徳芸編著、広州嶺南
大学図書館、1937初版）

④『室名別号索引』増訂本（陳乃乾、中華書局、
1982）

⑤『歴代人物諡号封爵索引』（楊震方ほか編著、
上海戸籍出版社、1996）

①は皇帝の諱に関する古典的な工具書です。近
年では②のように、避諱に関する字典もいくつか
出版されて便利になりました。
③は別名全般から人名を検索する総合的な索引、

④は各種の号から人名を検索する索引です。いず
れも初版は古いのですが、有用な工具書です。⑤
は諡号と封爵号に関する索引で、諡号から姓名と
封爵を検索できる上編と、姓名から諡号と封爵を
検索できる下編の、二つの索引からなっています。
ただし、いずれの索引も掲載されているのは、一
定の知名度のある人物に限られています。

（小島　浩之）

図 3　CiNii Books 著者名検索での典拠確認
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デジタル時代の
中国学リファレンス　①特集 3

⿡⿡現代の人名をしらべる

Q: 民国期から 1950 年代にかけて活躍した倪
げいいのう
慰農という教育

者・農学家について調べています。ネットでは不確かな情
報しかなく、確実な情報を得たいと思います。 

『20 世紀中国人物伝記資料索引』

❖❖ 出所がわからない情報
この人物の名前をとりあえず Googleで検索し

てみると、百度百科において、1889年生、1961

年没、呉江県黎里鎮出身の人物という情報がえら
れます。しかし、出典はまったく記されておらず、
そのまま信用してよいのかには強い疑問が残りま
す。このような人物は無数にいますが、どのよう
に調べればよいでしょうか。

❖❖ 工具書で確認する
⿙⿙日本語の人名辞典
全国的に著名な人物について調べる工具書は少
なからずあります。日本語の場合、筆頭にあげら
れるのが霞山会によって編纂された次のものです。

 ⿟『現代中国人名辞典（1995年版）』（現代中国人
名辞典編集部編、霞山会、1995）

この辞書は、1966年、1972年、1982年、1986年、

1991年、と版を重ねられて来ており、収録人物
も状況によって異動があります。このほか、『現
代中国人名録』（中国研究所編、大修館書店、1979）、『現
代中国人名辞典』（竹之内安巳著、国書刊行会、　1981）

なども参考になります。しかし、全国的に著名な
人物を知るには有用でも、ローカルな人物につい
ては極めて限定されています。
⿙⿙中国語の人名辞典
したがって、中国語の人物辞典にあたってみる

ことはこのような場合不可欠です。類書は多数出
版されていますが、よりベーシックな人名辞典
に『中国人名大詞典：当代人物巻』（上海辞書出版社、
1992）があります。極めて詳細なのが全四冊から
なる次の辞典です。

 ⿟『二十世紀中国人物伝記資料索引』（復旦大
学歴史系資料室編、上海辞書出版社、2010）

なお、号や筆名からも検索をすることができ
る辞書も便利です。『中国近現代人物名号大辞典
（全編増訂本）』（陳玉堂編著、浙江古籍出版社、2005）『20

世紀中華人物名字号辞典』（周家珍編著、法律出版社、
2000）、『中国人名異称大辞典』（尚恒元・孫安邦主編、
山西人民出版社、2002）がそのような機能をもつ辞
典です。
農学家・教育家という情報を手がかりに、専門

分野に特化した人名辞典を捜してみることもでき
ます。例えば、『中国専家大辞典』（江涛・劉国雄・
王海濱主編、中国人事出版社、1999）のような辞書も
あります。しかし、これらでも倪慰農に関する情
報にはたどり着きません。
⿙⿙ CNKI 工具書館で調査する
中国語の辞典については、個人はいうまでもな



	 Journal of JAET vol.17●	 149

特集 35. 人をしらべる　現代の人名をしらべる

く、これらを取りそろえている大学図書館もそれ
ほど多くはありません。このような場合、先ずは
CNKI工具書館（☞解説：CNKI工具書館）にある各
種工具、特に 360種もの「人物伝記」を活用しな
い手はありません。先に挙げた『20世紀中華人
物名字号辞典』などもここに収録されています。

❖❖ 地方志関連情報にあたってみる
しかしそれでも見つからない場合どうすればよ
いでしょうか。そこで、有用であるのが新編地方
志に収録された人物伝です。最も便利なのが北京
万方数据股份有限公司による知識服務平台という
商用のデータベースサービスです。ここには、旧
地方志と新編地方志とが収録されており、後者
を利用してみます（具体的な使用法は佐藤仁史「万方
数拠新方志データベース」（『漢字文献情報処理研究』15号、

2015）を参照）。

 ⿟万方数拠新方志データベース（http://new.

wanfangdata.com.cn/index.html）

すでに倪慰農が呉江県黎里鎮の出身という
手がかりを得ているので、地方志の検索は新
編県志と新編鎮志が対象となります。ところ
が、本データベースには、蘇州市下の新編県
志がほとんど収録されていないことに注意し
なくてはなりません。検索した結果、『黎里
鎮志』巻 11人物・第１章人物、に彼の人物
伝があり、土地改革から 1950年代の黎里に
おける教学状況を知ることが出来ます。

❖❖ 地方志関連情報の注意点
万方数拠新方志データベースには極めて多くの

新編地方志が収録されているため、一見すると相
当網羅されているように見えます。しかし、不思
議なことに、少なからぬ新編県志が収録されてい
ないことに注意が必要です。
こうした場合にも異なるリソースに当たる必要

があります。地方志編纂委員会によっては、地方
志のデータをそのままオンラインで公開している
ので便利です。蘇州市はその一例で、蘇州市地方
志編纂委員会辦公室による「蘇州地情網」（http://

www.dfzb.suzhou.gov.cn/）のトップページから「志書博
覧」の欄に行くと、県志や鎮志、関連史書などの
分類で情報が公開されています。  

ここから新編『呉江県志』をみてみると、第
26巻人物・第１章「人物伝」にある倪慰農
の伝にたどり着きます。
注意しなくてはならないのは、新編地方志

の情報が百度百科にそのまま「転載」されて
いることです。結果的に行き着いた情報は同
じですが、紙媒体にせよネット情報にせよ、
出所をしっかり押さえて使用できるかどうか
は情報を利用する際の鍵となります。

（佐藤　仁史）

蘇州地情網

万方数拠新方志データベース
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⿡⿡架空の人名をしらべる

Q	 陳独秀の『論戯曲』に「穆
ぼくけいえい
桂英、樊

は ん り か
梨花、韓夫人などの類」

とありますが、人名辞典を引いても見つかりません。

❖❖ 工具書で調べる
通常、人名辞典は実在の人物を対象としていま
すので、唐宋伝奇や明清小説、戯曲などのフィク
ション作品に登場する架空の人物はいかに有名で
あっても収録されていません。
こうした人物を探すときに役立つのが以下の工
具書です。

 ⿟『中国古代小説人物辞典』（苗壮主編、斉魯書社、
1991）

唐宋伝奇、明清の話
わほ ん

本小説・章
しょうかい

回小説など約
300の作品の主要登場人物 1,700人余りについて、
人物の来歴、作中でのはたらき、評価などをまと
めています。古典戯曲や伝統劇は収録対象になっ
ていませんが、芝居の出し物の大半は小説と題材
が共通していますので、この工具書で概ね対応で
きるでしょう。

『中国古典小説人物辞典』は出版時期が古いので
現在では古書として入手するしかありませんが、
CNKI工具書館（☞解説：CNKI工具書館）に収録さ
れていますので、そこで検索・閲覧することがで
きます。
同辞典によれば、穆桂英は北宋の楊一族の将軍

たちを描いた『楊家府演義』・『北宋志伝』の登場
人物で楊宗保の妻、武芸に秀で、遼の天門陣攻略
などで活躍します。また、樊梨花は唐の薛仁貴と
その子孫を描いた『説唐三傳』の登場人物で薛丁
山の妻、武芸と道術に優れ、西涼征伐で活躍しま
す。いずれ劣らぬ女将軍であることがわかります。
さて、問題は韓夫人です。CNKI工具書館で簡
体字の「韩夫人」を検索すると、以下の 3人がヒッ
トします。

・ 漢の更始帝劉玄の夫人。
・ 趙武霊王の夫人。
・ 張実『流紅記』の登場人物。唐の僖

きそう

宗の時

『中国古代小説人物辞典』 CNKI 工具書館で「穆桂英」を検索
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の宮女。

穆桂英・樊梨花が歴史物語に登場する女将軍で
あるのに対して、この 3人はいずれも妃や宮女で
あり、キャラクターの類型がまったく異なってい
ます。そもそも韓夫人といった場合、韓という名
字の夫人であるのか、韓という名字の男性の夫人
であるのかさえも判然としません。
そうなると、Google検索の出番です。「韩夫人」
と、女将軍を意味する「巾帼英雄」をキーワード
に検索すると、トップ 5件で以下の 2人がヒット
します。

・ 襄陽の夫人城：東晋の中郎將・梁州刺史の
朱序の母

・ 梁紅玉：韓世忠の妻

前者は韓夫人としか伝わっておらず本名がわか
りませんが、先ほど CNKI工具書館で「韓夫人」
を検索してヒットしなかったので、これは除外し
てよいでしょう。そこで、後者を『中国古代小説
人物辞典』で調べてみると、梁紅玉は南宋初期の
名将・韓世忠の妻で小説『説岳全伝』に登場する
こと、両狼関の戦い、黄

こうてんとう

天蕩の戦いなどで活躍す
ることがわかります。また CNKI工具書館で「梁

红玉」を検索すると、多くの人名辞典に収録され
ていることから実在の人物であること、彼女を主
人公とした芝居があることもわかります。
穆桂英・樊梨花・梁紅玉はいずれも、歴史小説
とそれを元にした芝居に登場する、女将軍である
ことがわかりました。

❖❖ 架空人名調査の注意点
小説・戯曲などに登場する架空の人名は、主要
な人物こそ『中国古典小説人物辞典』で検索する
ことができますが、ちょい役や脇役は必ずしも収
録されていませんし、清末以降の作品も採られて
いません。そうした人名を探す場合は、まずは
CNKI工具書館で検索しましょう。検索結果のう

ち、中国古典小説・戯曲に関連する工具書の項目
を選んで読むとよいでしょう。
それでも見つからない場合は、Googleなどの

Web検索に頼らざるを得ません。そうした人名は、
Wikipediaや百度百科などに項目が立っているこ
ともありますが、Wikipediaの記述はしばしば言
われるように往々にして必ずしも正確ではない上
に出典が明記されていないことも多々ありますし、
中国の百度百科・互動百科などに至っては、項目
の書き方のテンプレートも統一されておらず、新
聞・雑誌などからコピー＆ペーストしたとおぼし
い記事が大半で、的確な説明になっていなかった
り誤りがあったりするが当たり前なので、確認・
検証なしに記事の内容をそのまま鵜呑みにするこ
とはできません。
架空人物に関するネット検索は、どのような作

品に登場する人物かを確認するための予備調査で
あると割り切りましょう。その上で、小説・戯曲
関連の工具書でその作品のあらすじ・登場人物を
確認する作業が必要になります。
古典小説のあらすじをまとめた工具書は多数出

版されてますが、比較的新しくかつ大規模なもの
としては、以下が挙げられます。

 ⿟『中国古代小説総目提要』（朱一玄・寧稼雨・
陳桂声編著、人民文学出版社、2005）

古典戯曲・伝統演劇については、元・明・清の
戯曲作品から各地の伝統劇まで幅広く網羅してい
る以下の工具書が便利でしょう。

 ⿟『中国劇目辞典』（王森然遺稿、河北教育出版社、
1997）

このほか、現代の小説や映画・ドラマの登場人
物など、架空の人物は数多いですが、それらもや
はりネット検索を駆使してあたりを付け、実作品・
公式サイトなどで確認することになるでしょう。

（千田　大介）
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デジタル時代の
中国学リファレンス　①特集 3

⿡⿡神仙をしらべる

Q	 明代の小説『封
ほうしんえんぎ
神演義』に出てくる「崑

こんろん
崙十二仙」の赤精

子や広成子といった仙人は、『封神演義』のオリジナルの
仙人なのでしょうか。調べても『封神演義』関連の情報が
多いように思えます。

❖❖ 工具書で確認する
まずは人名辞典のたぐいで調べることが必要で
しょう。しかし人名辞典は、実在の人物が中心な
ので、神々や仙人に関する情報は載っていないこ
とも多いです。
ずっと以前は中国の神々や仙人について調べる
のは、そもそも書籍がなくて大変だったのですが、
いまは工具書も多く出版されて、かなり状況が改
善されています。
まず日本語の辞典では、神仙について調べるに
は

 ⿟『道教事典』（野口鐵郎・坂出祥伸・福井文雅・
山田利明編、平河出版社、1994）

 ⿟『中国神話・伝説大事典』（袁珂著・鈴木博訳、
大修館書店、1999）

が挙げられるでしょう。これらの書物は、現在で
もまだ発売されていますし、大きな図書館に行け
ば所蔵されていることが多いです。まずはこちら
から調べてみることが第一だと思います。ちなみ
に、『中国神話伝説大事典』は、袁珂著『中国神
話伝説詞典』（上海辞書出版 1985年）の翻訳になり
ます。
これらの書を調べてみると、広成子については
いずれも説明があります。
『道教事典』では、「修身・治世の要旨は自然と
一体化し、長生不老の術を会得することであると
軒轅黄帝に伝授した人物」とあります。また伝は
『荘子』『神仙伝』『歴世真仙体道通鑑』にあると

書かれています。『封神演義』より以前から、有
名な仙人であったことが判明します。
しかし、赤精子について調べると、この両者に

は記載がありません。その場合は、中国の工具書
を調べることになります。
中国では多くの工具書が出版されています。

 ⿟『簡明道教辞典』（黄海徳・李剛編著、四川大学
出版社、1991）

 ⿟『中華道教大辞典』（胡孚琛主編、中国社会科学
出版社、1995）

 ⿟『中国神怪大辞典』（欒保群編著、人民出版社、
2009）

 ⿟『中華神仙図典』（劉秋霖・劉健編、百花文芸出

『中華道教大辞典』
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版社、2008）

ただ、これらの書物には赤精子についての記載
がほとんどないか、あるいはあってもそれほど多
くはありません。『中国神怪大辞典』の説明によ
れば、赤精子は老子の化身であることが示されま
す。一応、『封神演義』より以前に伝承があるこ
とは判明します。ただ、それくらいです。赤精子
は、むしろ『封神演義』の活躍により知られてい
る仙人といえるでしょう。
この両名に限らず、崑崙十二仙は、ほぼ『封神
演義』以前から由来がある仙人がほとんどとなり
ます。もっとも、仙人だけでなく、文殊菩薩や普
賢菩薩などの仏教の菩薩も取り込んでいます。そ
の場合は、むしろ仏教辞典など、仏教関連の書籍
を調べるべきかもしれません。
『封神演義』に関連する場合、

 ⿟『中国神話人物辞典』（李剣平主編、陝西人民
出版社、1998）

が有用な場合があります。この書は、『封神演義』
の神々についてはかなり詳しく出ているので、『封
神演義』のオリジナルかどうかを判別しやすい点
が特色です。

❖❖ CNKI 工具書館を利用
なお、中国の工具書については、大学図書館な

どには所蔵されていることがありますが、多くは
入手困難であったりします。その場合は、CNKI

工 具 書 館（http://gongjushu.cnki.net/refbook/　 ☞ 解 説：

CNKI工具書館）で探すと、見つけられる可能性が
高いです。
広成子の場合、こちらで調べると、先に挙げ

た『簡明道教辞典』『中華神仙図典』など 932件
がヒットします。赤精子の場合はぐっと少なくて
77件になります。またそのうち、「赤帝」などの
やや関連の薄い項目も拾ってしまうことがありま
す。工具書だけでは、やはり限界があるかもしれ
ません。

❖❖ 神仙を調べる資料
工具書類から一歩進んで、神仙の資料を直接探

すこともできます。
古い仙人については、『神仙伝』『列仙伝』など

の書物があり、これで確認できます。この両書に
関しては、日本語の訳があります。

 ⿟『列仙伝・神仙伝』（劉向著・葛洪著・澤田瑞穂
訳、平凡社ライブラリー、1993）

がそれで、入手しやすい書物です。
なお、仙人でなく、神々を調べたい場合は、

 ⿟『道教の神々』（窪徳忠著、講談社学術文庫、
1996）

が適しています。『封神演義』でも、哪吒や趙公
明などの民間の神々について調べるのであれば、
こちらがよいでしょう。
一歩進んで、

 ⿟『中国民間諸神』（呂宗力・欒保群編著、河北教
育出版社、2001）

を調べるのもいいでしょう。これは中国の神々に『中国神話人物辞典』
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が充実しています。
たとえば、「赤精子」でテキスト検索を行うと、

『混元聖紀』などの 106例が検索できます。「廣成
子」で検索すると、さらに多く 1,326例の文章が
提示されます。ほぼ網羅的に調べられると考えて
よいでしょう。これは非常に便利です。
神仙の伝に関しては、「ウィキペディア」（https://

ja.wikipedia.org/wiki/）などのサイトもかなり充実して
きていますが、まだ工具書には及ばない面があり
ます。紙の書籍と、ネットの情報を相互に参照す
る必要があります。

（二階堂　善弘）

ついて網羅的に書物が引用され
ているので、非常に便利な書物
です。もっとも、仙人について
は手薄です。
さらに神仙の伝記の原文まで
見たいのならば、書物としては、

 ⿟『中国民間信仰資料彙編』
（王秋桂・李豊楙主編、台湾

学生書局、1989）

があります。これは『列仙全伝』
や『三教捜神大全』をはじめとした、仙人や神々
の伝記の原典を網羅的に集めたものです。
なお『列仙伝』などの原文については、Webサ

イトでも確認することができます。

 ⿟「中国哲学書電子化計画」（http://ctext.org/zh）

では多くの文献が検索可能ですが、『列仙伝』な
どもこちらに収録されていますので、調べること
が可能です。
また道教などの関連文献については、

 ⿟「漢リポ Kanseki Repository」（http://www.kanripo. 

org/）

「漢リポ Kanseki Repository」
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⿡⿡仏教の仏・菩薩・天・高僧等をしらべる

Q: 現在読んでいる中国語文献に、仏教系の神様や僧侶の名前
が出てくるのですが、仏教辞典を引いてもわかりません。 

❖❖ 仏・菩薩・天を調べる
通常の仏教辞典は、「空

くう

」や「無我」といった
仏教語の解説が中心ですので、教理・思想を勉
強するには便利ですが、仏・菩薩・天（大

だいこくてん

黒天・

帝
たいしゃくてん

釈天などの神様）といった尊
そんかく

格についての解説や、
人物や寺院などの固有名詞についてはあまり載っ
ていません。
また、仏・菩薩・天などを含めた仏教語を調べ
る際に注意しなければならないのは、一つの項目
に複数の表記があり得ることです。特に、サンス
クリット語から翻訳されている場合には、複数
の表記があることが普通です。有名な例として
は、マハーヴァイローチャナは「摩

ま か

訶毘
び る し ゃ な

盧遮那」
と音写（漢字の発音で言語を表すこと）されることも
「大

だいにちにょらい

日如来」「大
だいへんじょう

遍照」と意訳されることもありま
す。また、アヴァロキテーシュバラには「観

かんのん

音」
「観

かんぜおん

世音」「観
かんじざい

自在」などと複数の訳語があり、い
ずれもよく知られています。辞書を引いたり、デー
タベースで検索したりする場合には、複数の呼び
方で調べてみる必要があるでしょう。
さて、これらの項目を多く載せている日本の仏
教辞典としては、以下のものがあります。

 ⿟『望
もちづき

月仏教大辞典』全 10巻（望月信亨編・塚
本善隆編纂代表、世界聖典刊行協会）

 ⿟『総合仏教大辞典』（総合仏教大辞典編集委員会
編、法蔵館、2005）

『望月仏教大辞典』は項目数が多いのが特徴です
が、戦前から戦後にかけて編纂されたこともあっ
て内容的には古いです。しかし、現在でもよく使
われています。
日本の仏教辞典は日本語話者にとっては便利で

すが、日本仏教内での伝承・伝説等を中心に解説
していますので、中国での用例を調べる場合には
中国の仏教辞典を使うほうがよいでしょう（たと
えば、日本で有名な地蔵菩薩は、中国では地蔵王菩薩など

とよばれかなり違っています）。引きやすいものとし
ては、CNKI工具書館（☞解説：CNKI工具書館）に
も収録されている以下の辞典があります。

 ⿟『仏教大辞典』（任継愈主編、江蘇古籍出版社、
2002）

CNKI工具書館にはほかにも仏教系の辞典がい
くつも収録されていますので、横断検索をするこ
ともできます。
また、仏・菩薩・天などの図像について調べた

い場合には、『大
たいしょうしんしゅうだいぞうきょう

正新脩大蔵経』86～ 100巻に
収録されている「図像部」があります。これは電
子化されており、インターネット上で検索・閲覧
が可能です。

 ⿟大蔵経図像データベース :SAT大正蔵図像
DB（https://dzkimgs.l.u-tokyo.ac.jp/SATi/images.php）

このデータベースでは、仏・菩薩・天などの名
前だけでなく、「剣」「象」などの部分でも検索で
きるので便利です（次ページ図）。ただし辞典のよ
うな解説があるわけではありません。

 実際に仏典にあたって調べる場合には、以下
のデータベースを使えばよいでしょう。

 ⿟SAT大正新脩大藏經テキストデータベース
（http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/）

 ⿟CBETA 中華電子佛典協會（http://cbeta.org）
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S
サット

ATでは日本撰述部（56～ 84巻）を含む『大正
新脩大藏經』全巻が電子化されており、C

シーベータ

BETA

では日本撰述部・図像部を除く『大正新脩大蔵
経』（1～ 55巻・85巻）と、『卍

まんじ

続
ぞくぞうきょう

蔵経』『中華大蔵
経』などに収録された文献が電子化されています。
中国の仏教文献は後者の方が多く収録されていま
すが、台湾で開発されていることもあって漢字の
使い方が日本と少し違いますので注意が必要です
（たとえば、CBETAでは「衆」ではなく「眾」で表記され

ています）。

❖❖ 僧を調べる
人名を調べる場合にも、インドや中央アジアか
ら渡ってきた人物の場合、先に述べたような複数
表記があることを考慮しなければなりません（た
とえば、サンスクリット語でダルマクシェーマと呼ばれる

僧は、音写で「曇
どんむしん

無讖」「曇
どん む ら し ん

無羅讖」、意訳で「法
ほうらく

楽」など

と漢訳されます）。また、中国人の名前一般に言え
ることですが、「諱

いみな

」「号」などの複数の呼び方
があります。特に禅僧の場合は「蘭

らんけいどうりゅう

渓道隆」の
ように道

どうごう

号＋僧名となっていることが多く、ま
た「大

だいかくぜんじ

覚禅師」のような禅
ぜんじごう

師号を持っていること
もありますので、注意が必要です（☞音読みの種類、
解説：さまざまな別名）。
高僧を調べたい場合には、まずは上で紹介した

『望月仏教大辞典』や CNKI工具書館などを調べ
てみましょう。また、史資料中に登場する僧を集
めた仏教人名辞典は数多くあります。以下、代表

的なものをあげておきます。
 

 ⿟『中国仏教人名大辞典』（上海辞書、1999）

 ⿟『中華仏教人物大辞典』（張志哲主編、黄山書社、
2006）

調べたい僧の宗派・学派などがわかる場合には、
宗派ごとの辞典もありますので、それを活用して
も良いでしょう。

 ⿟『新版 禅
ぜんがく

学大辞典』（駒沢大学内禅学大辞典編
纂所編、大修館書店、1985）

 ⿟『密
みっきょう

教大辞典』（密教辞典編纂会編、法蔵館、
1983）

また、梁・慧
えこ う

皎『高僧伝』、唐・道
どうせん

宣『続高僧
伝』、宋・賛

さんねい

寧『宋高僧伝』、明・如
じょせい

惺『大
だいみん

明高僧
伝』をはじめとする代表的な高僧伝の原文は、上
記の SATや CBETAで検索できます。

（師　茂樹）

『中国仏教人名大辞典』

大蔵経図像データベース :SAT 大正蔵図像 DB
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〈中国学の情報化対応に関する 
アンケート 2016〉概要

師　茂樹（もろ　しげき）

██ はじめに
本アンケートは、2011年に実施した〈中国学

情報化への対応に関するアンケート――パソコン
の中国学利用実態調査――〉（以下「2011アンケート」

とよぶ）[1]をもとに、質問項目を一部改定、増補
して 2016年に再度実施したものである（今回のア
ンケートについては「2016アンケート」とよぶ）。アンケー
トにご協力いただいた学生・大学院生・教員の方々
にまずは御礼を申し上げたい。
近年、中国をはじめとする東アジア各国におい
て史資料や学術情報のデジタル化が活発化してお
り、スマートフォンを中心とした社会インフラも
急速に構築されつつある。したがって、他の学問
分野と同様、中国学（および東洋学諸分野）におい
ては、教育（学修）・研究のための ICT（情報通信技

術）スキルが必須となってきている。しかし残念
ながら、我が国の中国学の ICT対応はまだまだ
不充分であると言わざるを得ない。そのような問
題意識のもと、申請・採択されたのが科学研究費
補助金・基盤研究 (B)「情報化時代における中国
学次世代研究基盤の確立」（研究代表者：二階堂善弘、
課題番号 23320010、2011～ 2015年度）であり、そこで
学生・大学院生の ICTスキル把握のために実施
されたのが 2011アンケートである。そして 2016

アンケートは、これを継承する科学研究費補助金・
基盤研究 (B)「情報時代における中国学研究・教
育オープンプラットフォームの構築」（研究代表者：
二階堂善弘、課題番号 16H03351、2016年度～）の一環
として行われたものである。2016アンケートの
結果は本誌の特集 3とも連動しており、リファレ
ンス情報を含めた「中国学研究・教育支援データ

ベース」構築のための予備的調査として位置づけ
られている。
以下に述べる 2016アンケートの概要報告では、

2011アンケートと比較しながら、この 5年間に
生じた変化を中心に簡単に考察していきたい。

██ アンケートの概要
アンケートの概要は以下の通りである。

⿎⿎アンケート実施期間

2011 アンケート 2016 アンケート

2011年 7・10～ 11月 2016 年 10 ～ 11 月、
2017年 7月

⿎⿎答者人数

2011 アンケート 2016 アンケート
503名 375名

⿎⿎回答者の所属

2011 アンケート 2016 アンケート
早稲田大学 * 早稲田大学 *

中央大学 * 中央大学 *

大谷大学 * 大谷大学 *

花園大学 * 花園大学 *

立命館大学 上智大学
関西大学 一橋大学

慶応大学

*印は 2回ともアンケートをとったところ。
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⿎⿎回答者の年齢層

明らかに回答ミスと思われるものも含むが、20

歳前後が最も多い。

██ 2016 アンケート結果の特徴
2011アンケートから 2016アンケートへの変化

については、いくつか注目される変化が見られる。
ここでは「スマートフォンの普及とパソコンの所
持率」「情報処理入門科目と初年次教育科目」「情
報処理教育の低学年化」の 3点について考察した
い。

⿎⿎スマートフォンの普及とパソコンの所持率

容易に予想されることであるが、この 5年間で
ICTをめぐり大きく変化したことの一つが、ス
マートフォンの普及であろう。実際、下表にある
ように、いわゆるガラケーはほとんど使用者がい
なくなり、パソコンでインターネットにアクセス
する者も減って、スマートフォンのユーザが大幅
に増加している。
質問 23　インターネット（電子メール・ホームペー

ジ閲覧・SNS等）を利用する際に、よく使用す
る情報機器をお知らせ下さい（複数回答可）。

2011 2016
①携帯電話（伝統的な携帯電話：ガ
ラケー） 226 20

②スマートフォン 188 305

③ iPad などのタブレットマシン 36 46

④パソコン 360 176

⑤ゲーム専用機 12 11

⑥その他 3 2

しかし、興味深いことに、パソコンの所持率は
それほど減少していない。
質問 10　パソコンを持っていますか？

2011 2016
①持っている（自分専用） 396 282

②持っている（家族・同居人と共用） 97 75

③持っていない 6 17

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011

2016

①持っている（自分専用）
②持っている（家族・同居人と共用）
③持っていない

舞田敏彦氏が内閣府の 2013年度の調査に基づ
き、日本・韓国・アメリカ・イギリス・ドイツ・
フランス・スイスの 13～ 29歳の若者の電子機器
の所持率について比較した結果では、日本の大学
生ぐらいの年齢層におけるパソコンの所持率は以
下の通りであるという [2]。

16 〜 19 歳 20 〜 24 歳
ノートパソコン 58.0％ 76.4％
デスクトップパソコン 25.0％ 23.0％

2011アンケート・2016アンケートにおいて、

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑥その他

⑤ゲーム専用機
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パソコンを「持っている（自分専用）」回答者の比
率は、概ね上表の 20～ 24歳のノートパソコン所
持率と一致するが、これは他国の所持率からすれ
ば低い水準である。舞田氏はパソコンの所持率と
ICTスキルのあいだに相関が見られることも指摘
しているが [3]、中国学における ICTスキルにつ
いても同様のことが言えるのではないだろうか。
現在のところ、スマートフォンの普及がパソコ
ンの所持率を押し下げているとは言えないが、今
後何らかの形（たとえば利用時間の低下など）で影響
があるかもしれない。中国でのスマートフォン普
及なども見すえつつ、今後の動向を注視していく
必要があろう。

⿎⿎情報処理入門科目と初年次教育科目

また 2016アンケートでは、初年次教育が普及
した反面、情報処理入門科目が減少したことが見
て取れる。両者に因果関係があるかはわからない
が、初年次教育と情報処理入門科目には内容的に
重なる面もあるので、初年次教育の普及が情報処
理入門科目の減少の原因となっている可能性はあ
るだろう。
質問 37　あなたの所属する（卒業した）大学では、

情報処理入門科目が設置されていますか？

2011 2016
①必修科目として設置されている 147 84

②選択科目として設置されている 245 147

③設置されていない 17 33

④わからない 87 110

質問 38　あなたの所属する（卒業した）大学では、
1年生に文献の調査方法、レポート・論文の
書き方、プレゼンテーションの方法などを教
える科目（いわゆる初年次教育科目）が設置され
ていますか？

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011

2016

①必修科目として設置されている
②選択科目として設置されている
③設置されていない
④わからない

2011 2016
①必修科目として設置されている 251 252

②選択科目として設置されている 131 42

③設置されていない 26 27

④わからない 83 53

初年次教育のなかで OPACの使い方やWordで
のレポートの書き方などを教授している大学もあ
るだろう。大学教育における情報処理入門科目は
（実態はともかく）アカデミック・スキルから独立
して存在するものではないと考えれば、初年次教
育において両者が接続するのは有意義なことであ
ると考えられる。しかし、上記の通りただでさえ
ICTスキルが低水準である現状において、初年次
教育で情報処理入門科目が代替されているのであ
れば、望ましくないようにも思われる。カリキュ
ラム編成において何に重点を置くかは常に悩まし
い問題であるが、学生の ICTスキルの実態をふ
まえた情報処理教育の実施が望まれる。

⿎⿎情報処理教育の低学年化

学生の ICTスキルの実態に関して言えば、大
学入学以前の学校教育において、Word・Excel・
PowerPointなどのソフトウェアをいつごろ学んだ
か、という質問に対する回答を見てみると、以下
のようにやや低学年化していることが読み取れる。
質問 34　以下のソフトウェアの使い方を小学校
～高校の授業で習いましたか？該当するもの
を全て選んでください（複数回答可。習っていな
い場合はマークしない）。

2011 2016
①Word 小学校で習った 80 71

②Word 中学校で習った 222 154

③Word 高校で習った 178 125

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011

2016

①必修科目として設置されている
②選択科目として設置されている
③設置されていない
④わからない
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④ Excel 小学校で習った 27 33

⑤ Excel 中学校で習った 165 114

⑥ Excel 高校で習った 214 136

⑦ PowerPoint 小学校で習った 30 44

⑧ PowerPoint 中学校で習った 146 91

⑨ PowerPoint 高校で習った 195 126

この三種のソフトウェアのなかでは、
PowerPoint教育の低学年化が特に目立つ。恐らく
は、調べ学習が増え、発表の機会が多くなってき
たことが原因と思われるが、詳細は今後の課題と
したい。
中国学における ICTスキルという点で言えば、
大学入学以前に学んだことが大学入学後の学びに
活かされているのか、という点が気になるところ
である。筆者の個人的な経験であるが、大学で情
報処理教育を担当していると「中学生の時に少し
やったけど、今はすっかり忘れてしまった」とい
う学生に会うことも少なくない。ICT教育の早期
化は重要であろうが、それが身についていないの
であれば早期化の意味がないことになってしまう。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011

2016

①Word小学校で習った ②Word中学校で習った

③Word高校で習った

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011

2016

④Excel小学校で習った ⑤Excel中学校で習った

⑥Excel高校で習った

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2011

2016

⑦PowerPoint小学校で習った
⑧PowerPoint中学校で習った
⑨PowerPoint高校で習った

██ おわりに
以上、雑駁ながら、2016アンケートの概要を

述べてきた。今後はこのデータをさらに分析し、
「中国学研究・教育支援データベース」構築につ
なげていければと考えている。
一方で、2016アンケートの質問項目のなかに

は、すでに時代遅れ、もしくは実態にそぐわない
のではないか、と思われるものもいくつか見られ
る。たとえば質問 55～ 59の設問では、古典研究
や歴史研究に偏った内容となっている。しかし、
現在ある中国関係の学部・学科などでは古いもの
だけを教育・研究しているわけではないので、こ
の質問では現在の学生・大学院生の ICT利用の
実態を把握できない可能性もある。また、スマー
トフォンの所持率がパソコンの所持率の低下につ
ながっていないとしても、パソコンを使って何ら
かの作業をしている時間が減るのであれば、スキ
ルの低下につながる可能性がある。しかし、2011

アンケート・2016アンケートともにスマートフォ
ン、パソコンの利用時間について把握するような
質問項目を立てていない（メールの利用頻度などはそ
れに間接的に該当するであろうが）。今後は、設問を見
直して再度アンケートをとることも検討しなけれ
ばならないかもしれない。

注

[1] 2011アンケートの結果については、本誌『漢字文献

情報処理研究』12号（2011）の特集 1および同 13号（2012）

の特集 2を参照。

[2] 舞田敏彦「データえっせい : パソコンを持たない若者」

（2015 年 2 月 25 日公開、http://tmaita77.blogspot.jp/2015/02/blog-

post_25.html、2018年 1月 5日最終確認）

[3] 舞田敏彦「データえっせい : パソコン利用度とコン

ピュータスキルの関連」（2015年 5月 14日公開、http://

tmaita77.blogspot.jp/2015/05/blog-post_14.html、2018年 1月 5日最

終確認）
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██ 個人情報
質問 1　学年（回生）・職業をお知らせ下さい。☆ [1]

①学部 1年 53 (14.1%)
②学部 2年 156 (41.6%)
③学部 3年 72 (19.2%)
④学部 4年以上 31 (8.3%)
⑤学部聴講生（科目等履修生を含む） 6 (1.6%)
⑥大学院修士課程（聴講生・科目等履修生を
含む） 31 (8.3%)

⑦大学院博士課程（オーバードクター・聴講生・
科目等履修生を含む） 15 (4.0%)

⑧大学・研究所非常勤教員（非常勤研究員を
含む） 5 (1.3%)

⑨大学・研究所専任教員（有期専任・常勤研
究員を含む） 5 (1.3%)

⑩その他の職業の研究者 1 (0.3%)

質問 2・質問 3　生年（西暦）の下二桁をお知らせ
ください。☆

～ 1949 4 (1.1%) 1994 34 (9.1%)
1950 年代 2 (0.5%) 1995 57 (15.2%)
1960 年代 2 (0.5%) 1996 113 (30.1%)
1970 年代 7 (1.9%) 1997 69 (18.4%)
1980 年代 20 (5.3%) 1998 9 (2.4%)
1990 4 (1.1%) 1999 1 (0.3%)
1991 10 (2.7%) 2000 ～ 12 (3.2%)
1992 9 (2.4%) エラー・空白 3 (0.8%)
1993 19 (5.1%)

質問 4　性別をお知らせ下さい。☆
①男性 182 (48.5%)
②女性 193 (51.5%)

質問 5　出身国・地域をお知らせください。☆
①日本 344 (91.7%)
②中華人民共和国 21 (5.6%)
③台湾・香港・マカオ 3 (0.8%)
④大韓民国 5 (1.3%)
⑤その他アジア地域 1 (0.3%)
⑥ヨーロッパ 0 (0.0%)
⑦アフリカ 0 (0.0%)
⑧アメリカ・カナダ 1 (0.3%)

⑨中南米 0 (0.0%)
⑩オセアニア・大洋州 0 (0.0%)

質問 6　あなたの専攻分野（あるいは専攻を考えてい
る分野）をお知らせください（複数回答可）。☆

①文学・言語学・語学 213 (56.8%)
②歴史学 88 (23.5%)
③哲学・宗教学 50 (13.3%)
④文献学・図書館学 7 (1.9%)
⑤美学・芸術学・表象メディア 9 (2.4%)
⑥社会学・地域文化論 22 (5.9%)
⑦社会科学（経・政・法・商等） 4 (1.1%)
⑧理系（理工・情報・医・薬等） 12 (3.2%)
⑨その他 8 (2.1%)
⑩未定 6 (1.6%)

質問 7　あなたが研究対象とする（あるいはする予
定の）時代・地域をお知らせください（複数回
答可）。☆

①日本 75 (20.0%)
②江戸時代以前の日本 30 (8.0%)
③近現代日本 32 (8.5%)
④中国 148 (39.5%)
⑤清代以前の中国 55 (14.7%)
⑥近現代中国 51 (13.6%)
⑦日本・中国以外のアジア 28 (7.5%)
⑧その他 49 (13.1%)
⑨未定 26 (6.9%)
⑩時代・地域とは無関係 9 (2.4%)

質問 8　中学・高校・大学で履修経験のある英語・
日本語以外の外国語を挙げて下さい（複数回
答可）。☆

①中国語 220 (58.7%)
②韓国・朝鮮語 39 (10.4%)
③ドイツ語 53 (14.1%)
④フランス語 59 (15.7%)
⑤スペイン語 16 (4.3%)
⑥ポルトガル語 3 (0.8%)
⑦イタリア語 18 (4.8%)
⑧ロシア語 15 (4.0%)
⑨アラビア語 7 (1.9%)
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⑩その他 23 (6.1%)

質問 9（質問 8で①と答えた方のみ）　あなたが受講し
た中国語の授業で、e-Learningを使用してい
ましたか。

①外国語学習専用の CALL 教室で使用した 3 (1.4%)
②情報処理実習室などコンピュータ教室で使
用した 19 (8.6%)

③普通教室にノート PC やタブレットを持ち
込んで使用した 2 (0.9%)

④教室外で自宅のパソコン等を使用した 1 (0.5%)
⑤教室外でスマホまたはタブレット等を使用
した 2 (0.9%)

⑥使用していない 192 (87.3%)

██ 情報環境・行動について
質問 10　パソコンを持っていますか？☆
①持っている（自分専用） 282 (75.2%)
②持っている（家族・同居人と共用） 75 (20.0%)
③持っていない 17 (4.5%)

質問 11　あなたのパソコンのオペレーティング
システムとバージョンをお知らせ下さい（複
数回答可）。☆

①Windows 10 175 (48.9%)
②Windows 8 / 8.1 45 (12.6%)
③Windows 7 73 (20.4%)
④Windows Vista 以前 7 (2.0%)
⑤Mac OS X 42 (11.7%)
⑥Unix 系（Linux Free BSD 等） 5 (1.4%)
⑦その他 0 (0.0%)
⑧よくわからない 50 (14.0%)

質問 12　Microsoft Officeについての質問です。あ
なたが現在お使いのバージョンをお知らせ下
さい（複数回答可）。☆

①Office 2016 60 (16.8%)
②Office 2013 112 (31.3%)
③Office 2010 以前 37 (10.3%)
④Office for Mac 2016 10 (2.8%)
⑤Office for Mac 2011 9 (2.5%)
⑥Office 2008 for Mac 以前 1 (0.3%)
⑦Office365 9 (2.5%)
⑧使っているがバージョンが分からない 106 (29.6%)
⑨使っていない 27 (7.5%)

質問 13　よく使うMicrosoft Officeアプリケーショ
ンソフトをお知らせください（複数回答可）。
☆

①Word 314 (87.7%)
② Excel 111 (31.0%)
③ PowerPoint 90 (25.1%)
④ Access 8 (2.2%)
⑤ Publisher 1 (0.3%)
⑥OneNote 13 (3.6%)
⑦ InfoPath 0 (0.0%)
⑧特に無い 38 (10.6%)

質問 14　よく使うWebブラウザを選んで下さい
（複数回答可）。☆

① Internet Explorer 191 (53.4%)
②Microsoft Edge 17 (4.7%)
③Mozilla Firefox 36 (10.1%)
④Google Chrome 155 (43.3%)
⑤ Safari 97 (27.1%)
⑥その他 11 (3.1%)
⑦わからない 12 (3.4%)

質問 15　よく使うソフトウェアを選んで下さい
（Microsoft Office、ブラウザ以外。複数回答可）。☆

①OpenOffice.org 32 (8.9%)
②一太郎 11 (3.1%)
③テキストエディタ 21 (5.9%)
④ Skype 78 (21.8%)
⑤Google Earth 71 (19.8%)
⑥ Adobe 社 製 品（Photoshop・Illustrator・
InDesign など） 55 (15.4%)

⑦Google ドライブ（ドキュメント・スプレッ
ドシート・スライド） 82 (22.9%)

⑧プログラミングソフト 9 (2.5%)
⑨その他 82 (22.9%)

質問 16　スマートフォンを持っていますか？
①持っている 349 (93.1%)
②持っていない 26 (6.9%)

質問 17　あなたのスマートフォンの OSとバー
ジョンをお知らせ下さい（複数回答可）。

① iOS (Apple) 258 (73.9%)
② Android (Google) 96 (27.5%)
③Windows Phone 0 (0.0%)
④その他 1 (0.3%)
⑤わからない 4 (1.1%)

質問 18　スマートフォンでよく使うアプリを選
んで下さい（Microsoft Office、ブラウザ以外。複数

回答可）。
①電子書籍 49 (14.0%)
②語学学習 31 (8.9%)
③ゲーム 130 (37.2%)
④音楽 172 (49.3%)
⑤ニュース 105 (30.1%)
⑥写真・ビデオ 189 (54.2%)
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⑦オフィスソフト（Microsoft Office、Google
ドライブなど） 30 (8.6%)

⑧辞書・辞典など 77 (22.1%)
⑨ SNS（Twitter、Facebook、LINE など） 252 (72.2%)
⑩その他 20 (5.7%)

質問 19　スマートフォン用中国語辞書アプリを
使ったことがありますか？（複数選択可）

①小学館中日・日中辞典 38 (10.1%)
②超級クラウン中日・クラウン日中辞典 7 (1.9%)
③講談社パックス中日・日中辞典 13 (3.5%)
④中国語生活図解辞典 2 (0.5%)
⑤現代漢語大詞典 16 (4.3%)
⑥Weblio 中国語辞典 103 (27.5%)
⑦その他 113 (30.1%)

質問 20　タブレット端末を持っていますか？
①持っている（自分専用） 86 (22.9%)
②持っている（家族・同居人と共用） 42 (11.2%)
③持っていない 241 (64.3%)

質問 21　あなたのタブレット端末の種類をお知
らせ下さい（複数回答可）。

① iPad (Apple) 83 (61.9%)
② Surface (Microsoft) 20 (14.9%)
③Nexus (Google) 14 (10.4%)
④その他 Android 系（Xperia など） 25 (18.7%)
⑤ Kindle (Amazon) 7 (5.2%)
⑥わからない 4 (3.0%)

質問 22　タブレット端末でよく使うアプリを選
んで下さい（Microsoft Office、ブラウザ以外。複数

回答可）。
①電子書籍 36 (26.9%)
②語学学習 14 (10.4%)
③ゲーム 39 (29.1%)
④音楽 32 (23.9%)
⑤ニュース 30 (22.4%)
⑥写真・ビデオ 42 (31.3%)
⑦オフィスソフト（Microsoft Office、Google
ドライブなど） 34 (25.4%)

⑧辞書・辞典など 19 (14.2%)
⑨ SNS（Twitter、Facebook、LINE など） 31 (23.1%)
⑩その他 25 (18.7%)

質問 23　インターネット（電子メール・ホームペー
ジ閲覧・SNS等）を利用する際に、よく使用す
る情報機器をお知らせ下さい（複数回答可）。
☆

①携帯電話（伝統的な携帯電話：ガラケー） 20 (5.3%)
②スマートフォン 305 (81.3%)
③タブレット端末 46 (12.3%)

④パソコン 176 (46.9%)
⑤ゲーム専用機 11 (2.9%)
⑥その他 2 (0.5%)

質問 24　パソコンで電子メールをチェックする
頻度はどの程度ですか？☆

①週に 1〜 2回 68 (18.1%)
②週に数回 67 (17.9%)
③ほぼ毎日 71 (18.9%)
④毎日何回も 47 (12.5%)
⑤パソコンの電子メールは使わない 121 (32.3%)

質問 25　パソコンで電子メールを読み書きする
とき、メール専用のソフトを使いますか、そ
れとも、ウェブブラウザを使って（ホームペー
ジ経由で）行いますか？☆

①メールソフト 68 (18.1%)
②ウェブブラウザ上のメールサービス 127 (33.9%)
③両方使う 54 (14.4%)
④よくわからない 53 (14.1%)
⑤パソコンの電子メールは使っていない 69 (18.4%)

質問 26　パソコンでウェブページ（ホームページ）
やオンラインサービスを利用する頻度はどの
くらいですか？☆

①週に 1〜 2回 59 (15.7%)
②週に数回 65 (17.3%)
③ほぼ毎日 87 (23.2%)
④毎日何回も 80 (21.3%)
⑤ほとんど利用しない 81 (21.6%)

質問 27・質問 28　以下の日本語のウェブページ
（ホームページ）・ウェブサービスから、よく利
用するものを選んでください（複数回答可）。

①所属大学のWebサイト 182 (48.5%)
②所属学部・学科（専攻・専修・ゼミ等）の
Webサイト 50 (13.3%)

③所属大学のOPAC（蔵書検索） 120 (32.0%)
④他大学・研究機関のOPAC（蔵書検索） 19 (5.1%)
⑤ニュースサイト（新聞社等） 51 (13.6%)
⑥オンラインジャーナル（学術系電子雑誌） 24 (6.4%)
⑦Google 212 (56.5%)
⑧ Yahoo! 106 (28.3%)
⑨その他のサーチエンジン 20 (5.3%)
⑩動画共有サイト（Youtube, ニコニコ動画等）161 (42.9%)
①ソーシャルネットワークサービス（mixi・
FaceBook・LINE 等） 245 (65.3%)

②掲示板（2ch 等。閲覧のみ） 80 (21.3%)
③掲示板（閲覧と書き込み） 24 (6.4%)
④ブログ（閲覧のみ） 40 (10.7%)
⑤ブログ（閲覧と書き込み） 14 (3.7%)
⑥ Twitter（閲覧のみ） 63 (16.8%)
⑦ Twitter（閲覧と書き込み） 170 (45.3%)
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⑧翻訳サービス（Google 翻訳 , Excite, 英辞郎
等） 73 (19.5%)

⑨通販サイト（Amazon, 楽天 , 価格 com等） 127 (33.9%)
⑩データ保存サービス（EverNote，DropBox, 
SkyDrive 等） 59 (15.7%)

質問 29　以下の言語・文字のウェブページ（ホー
ムページ）を閲覧した事がありますか（複数回
答可）？☆

①英語 280 (74.7%)
②中国語（簡体字） 190 (50.7%)
③中国語（繁体字） 101 (26.9%)
④韓国・朝鮮語（ハングル） 39 (10.4%)
⑤ラテンアルファベット系（ドイツ語・フラ
ンス語・イタリア語・スペイン語等） 43 (11.5%)

⑥ロシア語・キリル文字 13 (3.5%)
⑦アラビア語・アラビア文字 8 (2.1%)
⑧タイ語 4 (1.1%)
⑨チベット語・チベット文字 5 (1.3%)
⑩その他の文字・言語 26 (6.9%)

██ 情報教育・学習歴について
質問 30　高校の「情報」科目は、何年生の何学
期に配当されていましたか（複数回答可）？☆

①一年一学期（前期・春期） 183 (48.8%)
②一年二学期（後期・秋期） 147 (39.2%)
③一年三学期 97 (25.9%)
④二年一学期（前期・春期） 76 (20.3%)
⑤二年二学期（後期・秋期） 73 (19.5%)
⑥二年三学期 50 (13.3%)
⑦三年一学期（前期・春期） 48 (12.8%)
⑧三年二学期（後期・秋期） 49 (13.1%)
⑨三年三学期 23 (6.1%)
⑩高校で「情報」を履修していない（履修漏れ、
「情報」科目設置以前の卒業） 53 (14.1%)

質問 31　高校で履修した情報の科目の種別は何
ですか？☆

①情報 A 85 (26.4%)
②情報 B 32 (9.9%)
③情報 C 11 (3.4%)
④社会と情報 18 (5.6%)
⑤情報の科学 21 (6.5%)
⑥わからない 162 (50.3%)

質問 32・質問 33　高校の情報授業で学習した内
容をお知らせください（教科書を全て学習した人
は①のみをマーク。その他の人は複数回答可）。☆

①教科書を全てやり終えた 58 (18.0%)
②他の受験科目の授業になっていた 7 (2.2%)
③覚えていない 115 (35.7%)

④インターネットを通じた情報の検索と収集 57 (17.7%)
⑤インターネットを通じた情報の発信（ウェ
ブページの作成など） 54 (16.8%)

⑥インターネットを通じたコミュニケーショ
ン（BBS・メール・ブログ・SNS など） 20 (6.2%)

⑦コンピュータの仕組み 47 (14.6%)
⑧デジタルデータ（文字・画像・圧縮ファイ
ルなど）の仕組み 75 (23.3%)

⑨ネットワークの仕組み 38 (11.8%)
⑩ネットワークのセキュリティ 34 (10.6%)
①個人情報や知的財産権の保護 124 (38.5%)
②情報化と社会について 84 (26.1%)
③画像・映像・音声などマルチメディアの活
用 79 (24.5%)

④Word（ワープロソフト）の使い方 175 (54.3%)
⑤ PowerPoint（プレゼンテーションソフト）
の使い方 136 (42.2%)

⑥ Excel（表計算ソフト）の使い方 156 (48.4%)
⑦データベースの仕組み・使い方（Access な
ど） 24 (7.5%)

⑧モデルとシミュレーション 10 (3.1%)

質問 34　以下のソフトウェアの使い方を小学校
～高校の授業で習いましたか？該当するもの
を全て選んでください（複数回答可。習っていな
い場合はマークしない）。☆

①Word 小学校で習った 71 (18.9%)
②Word 中学校で習った 154 (41.1%)
③Word 高校で習った 125 (33.3%)
④ Excel 小学校で習った 33 (8.8%)
⑤ Excel 中学校で習った 114 (30.4%)
⑥ Excel 高校で習った 136 (36.3%)
⑦ PowerPoint 小学校で習った 44 (11.7%)
⑧ PowerPoint 中学校で習った 91 (24.3%)
⑨ PowerPoint 高校で習った 126 (33.6%)

質問 35・質問 36　今までに学習または使用経験
のあるプログラミング言語を全て選んでくだ
さい（複数回答可）。☆

①ない 255 (68.0%)
② C 33 (8.8%)
③ C++ 25 (6.7%)
④ C# 3 (0.8%)
⑤Objective-C 6 (1.6%)
⑥ Visual Basic 19 (5.1%)
⑦ Visual Basic .NET 2 (0.5%)
⑧ JAVA 29 (7.7%)
⑨アセンブラ 2 (0.5%)
⑩ Pascal 2 (0.5%)
① BASIC（Visual Basic を除く） 46 (12.3%)
② FORTRAN 19 (5.1%)
③ Perl 12 (3.2%)
④ Ruby 11 (2.9%)
⑤ PHP 13 (3.5%)
⑥ Javascript 19 (5.1%)
⑦ Python 4 (1.1%)
⑧ Lisp 15 (4.0%)
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⑨ TeX 7 (1.9%)
⑩その他 67 (17.9%)

質問 37　あなたの所属する（卒業した）大学では、
情報処理入門科目が設置されていますか？☆

①必修科目として設置されている 84 (22.4%)
②選択科目として設置されている 147 (39.2%)
③設置されていない 33 (8.8%)
④わからない 110 (29.3%)

質問 38　あなたの所属する（卒業した）大学では、
1年生に文献の調査方法、レポート・論文の
書き方、プレゼンテーションの方法などを教
える科目（いわゆる初年次教育科目）が設置され
ていますか？☆

①必修科目として設置されている 252 (67.2%)
②選択科目として設置されている 42 (11.2%)
③設置されていない 27 (7.2%)
④わからない 53 (14.1%)

質問 39　あなたの所属する（卒業した）大学・大
学院に、情報処理の人文学や東洋学への応用
を専門に教授する科目が設置されています
か？☆

①必修科目として設置されている 37 (9.9%)
②選択科目として設置されている 84 (22.4%)
③以前設置されていたが現在は設置されてい
ない 2 (0.5%)

④設置されていない 31 (8.3%)
⑤わからない 217 (57.9%)

質問 40（質問 39で①②③を選んだ方のみ）　その科目
を履修（受講）しましたか？☆

①既に履修して単位を取得した 53 (26.4%)
②履修したけれども、単位を落とした 3 (1.5%)
③今年度履修中（履修予定） 22 (10.9%)
④来年度以降、履修するつもりだ 54 (26.9%)
⑤履修するつもりはない・履修していない 55 (27.4%)

██ パソコンのスキルと使い方につい
て

質問 41　以下のWordの機能のうち、使いこな
せるものを全て選んでください（複数回答可）。
☆

① 1ページの行数・文字数・余白・フォント・
文字サイズを設定する 343 (91.5%)

②文末脚注とページ脚注を使い分ける 164 (43.7%)
③ページ番号を自動で付ける 222 (59.2%)

④章・段落番号を自動で付ける 152 (40.5%)
⑤目次を自動で生成する 73 (19.5%)
⑥返り点を付けた訓点文を作成する 47 (12.5%)
⑦中国語のピンインのふりがなを自動で振る 46 (12.3%)
⑧MSゴシックの文字だけを検索・置換する 74 (19.7%)
⑨段落のタブやインデントを設定する 61 (16.3%)
⑩マクロを使う 13 (3.5%)

質問 42　以下の Excelの機能のうち、使いこなせ
るものを全て選んでください（複数回答可）。
☆

①四則計算（＋−＊／）ができる 216 (57.6%)
②簡単な関数（sum, average, max, min 等） 174 (46.4%)
③グラフの作成 168 (44.8%)
④セルの文字方向を縦方向（縦書き）に設定
する 87 (23.2%)

⑤並べ替え機能 83 (22.1%)
⑥氏名の記入されたセルの個数を数える計算
式を作成する 56 (14.9%)

⑦ 60 点以上は合格・それ以外は不合格の計算
式を作成する 62 (16.5%)

⑧ vlookup 関数を使う 27 (7.2%)
⑨ピボットテーブルを使う 10 (2.7%)
⑩マクロを使う 12 (3.2%)

質問 43　パソコンで入力したい漢字が変換候補
に表示されない場合、どうしていますか（複
数回答可）？☆

①該当箇所を空白で印刷し、手書きで補う 68 (18.1%)
②外字を作成する 18 (4.8%)
③ IME の文字パレットで検索する 144 (38.4%)
④Word の「記号と特殊文字」で探す 60 (16.0%)
⑤ CHISE IDS 漢字検索を使う 5 (1.3%)
⑥今昔文字鏡を使う 21 (5.6%)
⑦GT書体を使う 5 (1.3%)
⑧入力したい漢字の前後の字句をサーチエン
ジン等で検索し、検索結果からコピーして
貼り付け

153 (40.8%)

⑨画像を貼り付ける 19 (5.1%)
⑩その他 32 (8.5%)

質問 44　Windows・Mac標準搭載のフォントでは、
2016年 6月現在、何文字の漢字が使用可能
だと思いますか？ 参考までに『大漢和辭典』
の見出し字は約 50,000字、『漢語大字典』は
60,370字です。☆

①約 10,000 字 28 (7.5%)
②約 25,000 字 62 (16.5%)
③約 50,000 字 44 (11.7%)
④約 60,000 字 49 (13.1%)
⑤約 70,000 字 64 (17.1%)
⑥約 80,000 字 63 (16.8%)
⑦約 90,000 字 18 (4.8%)
⑧約 100,000 字 39 (10.4%)
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質問 45・質問 46　あなたが学習・研究・教育で
使用する言語・文字等を以下から選んでくだ
さい（複数回答可）。☆

①中国語（簡体字・繁体字） 233 (62.1%)
②中国語のピンイン 159 (42.4%)
③金文・甲骨文字 13 (3.5%)
④漢文訓読 90 (24.0%)
⑤変体仮名 23 (6.1%)
⑥韓国・朝鮮語 ( ハングル ) 22 (5.9%)
⑦モンゴル文字 9 (2.4%)
⑧アラビア文字 18 (4.8%)
⑨チベット文字 10 (2.7%)
⑩中国少数民族言語・文字（彝語など） 6 (1.6%)
①満州語 21 (5.6%)
②中国の歴史的言語・文字（パスパ文字・西
夏文字など） 17 (4.5%)

③キリル文字 4 (1.1%)
④チェノム 4 (1.1%)
⑤タイ語・東南アジア言語 1 (0.3%)
⑥サンスクリット 19 (5.1%)
⑦英語 192 (51.2%)
⑧英語以外のヨーロッパ諸語 50 (13.3%)
⑨ IPA 16 (4.3%)
⑩その他 23 (6.1%)

質問 47　パソコンで中国語が入力できますか（複
数回答可）？☆

①できる（簡体字：ピンイン入力） 163 (69.1%)
②できる（繁体字：ピンイン入力） 88 (37.3%)
③できる（繁体字：注音入力） 20 (8.5%)
④できる（簡体字・繁体字問わず：手書き入力） 62 (26.3%)
⑤できる（簡体字・繁体字問わず：音声入力） 12 (5.1%)
⑥できる（簡体字・繁体字問わず：その他の
入力方式） 11 (4.7%)

⑦できない 73 (30.9%)

質問 48　中国語が入力できるように、自分でパ
ソコンを設定できますか？☆

①できる 178 (75.4%)
②できない 82 (34.7%)

質問 49　どのような中国語入力ソフトを使って
いますか（複数回答可）？☆

①微軟ピンイン IME 52 (22.0%)
②微軟新注音・倉頡 IME 8 (3.4%)
③ ChineseWriter 9 (3.8%)
④ cWnn 5 (2.1%)
⑤中文起稿 2 (0.8%)
⑥Google IME 48 (20.3%)
⑦捜狗 IME 17 (7.2%)
⑧百度 IME 17 (7.2%)
⑨Mac の中国語入力 26 (11.0%)
⑩その他 66 (28.0%)

質問 50　声調符号付きピンインを入力できます

か？☆
①できる 56 (23.7%)
②できない 204 (86.4%)

質問 51　以下の中国語インターネットサービス
のうち、閲覧・利用した経験のあるものを全
て選んでください（複数回答可）。☆

①サーチエンジン（中国語版 Google・百度・
愛問・捜狗等） 177 (75.0%)

②オンライン書庫（国学網等） 31 (13.1%)
③百科事典（WikiPedia 中国語版・百度百科等）110 (46.6%)
④ SNS（QQ等） 63 (26.7%)
⑤ BBS（西陸・天涯等） 18 (7.6%)
⑥ブログ・マイクロブログ（新浪微博等） 44 (18.6%)
⑦動画共有サイト（Youku, 土豆网等） 76 (32.2%)
⑧通販サイト（中国 amazon・当当網・孔夫
子等） 50 (21.2%)

⑨ニュースサイト（人民網・新浪等） 62 (26.3%)
⑩中国政府・省庁公式サイト 36 (15.3%)

質問 52　スマートフォンもしくはタブレット端
末で中国語を入力できますか？

①自分で設定して入力できる 183 (77.5%)
②人に設定して貰って入力している 6 (2.5%)
③できない 60 (25.4%)
④スマートフォン・タブレット端末を使って
いない 21 (8.9%)

質問 53　以下の中国語辞書サイトを使ったこと
がありますか？（複数回答可）

①中日辞書　北辞郎 44 (11.7%)
②Weblio 日中中日辞典 187 (49.9%)
③中日辞書 - goo 辞書 134 (35.7%)

██ データベースなどの利用経験
質問 54　授業やレポート・論文執筆などで調べ
物をする際、あなたがよく利用する方法はど
れですか？（複数回答可）☆

①辞書・事典・目録・索引などを引く 210 (56.0%)
②研究入門書・文献リストを読む 114 (30.4%)
③研究誌や論文誌を探す 100 (26.7%)
④図書館に行って本や論文を探す 233 (62.1%)
⑤図書館司書に相談する 8 (2.1%)
⑥OPAC やオンライン論文データベースを検
索する 147 (39.2%)

⑦Google などサーチエンジンで検索する 191 (50.9%)
⑧先生に聞く 72 (19.2%)
⑨先輩や友人に聞く 54 (14.4%)
⑩その他 6 (1.6%)

質問 55　以下のOPAC・論文検索サービスのうち、
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使ったことのあるものを全て選んでください
（複数回答可）。☆

①NDL-OPAC（国立国会図書館） 107 (28.5%)
②国立国会図書館サーチ 101 (26.9%)
③中国国家図書館（北京） 22 (5.9%)
④国家図書館（台北） 13 (3.5%)
⑤漢籍データベース 39 (10.4%)
⑥ China3（東洋学文献類目検索） 10 (2.7%)
⑦ CiNii 208 (55.5%)
⑧ CNKI 42 (11.2%)
⑨万方 9 (2.4%)

質問 56・質問 57　以下のオンラインデータベー
スのうち、使ったことのあるものを全て選ん
でください（複数回答可）。

①近代デジタルライブラリー（国立国会図書
館） 95 (25.3%)

②国立国会図書館デジタルコレクション 60 (16.0%)
③アジア歴史資料センター 29 (7.7%)
④ JapanKnowledge 54 (14.4%)
⑤漢籍電子文献（台湾中央研究院） 42 (11.2%)
⑥ SAT 19 (5.1%)
⑦文物図象研究室資料庫 4 (1.1%)
⑧中國哲學書電子化計劃 26 (6.9%)
⑨寒泉 13 (3.5%)
⑩国学網 13 (3.5%)
①超星数字図書館 21 (5.6%)
②漢典 59 (15.7%)
③ CNKI 工具書館 21 (5.6%)

質問 58　以下のデータベースソフトのうち、使っ
たことのあるものを全て選んでください（複
数回答可）。☆

①『四庫全書』 54 (14.4%)
②『四部叢刊』 14 (3.7%)
③その他書同文社製品（『歴代石刻』, 『十通』等） 10 (2.7%)
④中国基本古籍庫 16 (4.3%)
⑤拇指数拠庫（北京愛如生） 4 (1.1%)
⑥その他愛如生社製品（『明實録』, 『清實録』等） 7 (1.9%)
⑦雕龍—古籍全文検索叢書シリーズ 8 (2.1%)
⑧『漢語大詞典』 57 (15.2%)
⑨『中華経典典籍庫』（中華書局） 3 (0.8%)
⑩その他・使ったことがあるが名称がわかな
らい 94 (25.1%)

質問 59　中国古典（漢文）文献の引用の出典を調
査するとき、通常どのような方法を使います
か（複数回答可）。

①『大漢和』・『漢語大詞典』などの辞書・工
具書を引く 108 (28.8%)

②逐次索引・語彙索引を引く 34 (9.1%)
③インターネットで引用個所を検索する 160 (42.7%)
④オンラインデータベースで検索する 68 (18.1%)
⑤データベースソフトで検索する 51 (13.6%)

質問 60　あなたは正規表現を使った検索ができ
ますか？

①できる（「.*+」などを使った比較的単純な
パターン指定） 71 (18.9%)

②できる（「[]()」などを使った複雑なパター
ン指定） 31 (8.3%)

③できない 240 (64.0%)

注

[1] ☆印は 2011アンケートと重複する設問であることを

示す。
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〈中国学の情報化対応に関する 

アンケート 2016〉質問票
❖個人情報

質問 1　学年（回生）・職業をお知らせ下さい。
①学部 1年　②学部 2年　③学部 3年　④学部 4年
以上　⑤学部聴講生（科目等履修生を含む）　⑥大学院
修士課程（聴講生・科目等履修生を含む）　⑦大学院博士
課程（オーバードクター・聴講生・科目等履修生を含む）　
⑧大学・研究所非常勤教員（非常勤研究員を含む）　⑨
大学・研究所専任教員（有期専任・常勤研究員を含む）　
⑩その他の職業の研究者
質問 2・質問 3　生年（西暦）の下二桁をお知らせくだ
さい。
質問 2：10の位　質問 3：1の位
質問 4　性別をお知らせ下さい。
①男性　②女性
質問 5　出身国・地域をお知らせください。
①日本　②中華人民共和国　③台湾・香港・マカオ 

④大韓民国　⑤その他アジア地域　⑥ヨーロッパ　
⑦アフリカ　⑧アメリカ・カナダ　⑨中南米　⑩オ
セアニア・大洋州
質問6　あなたの専攻分野（あるいは専攻を考えている分野）
をお知らせください（複数回答可）。
①文学・言語学・語学　②歴史学　③哲学・宗教学
④文献学・図書館学　⑤美学・芸術学・表象メディ
ア　⑥社会学・地域文化論　⑦社会科学（経・政・法・
商等）　⑧理系（理工・情報・医・薬等）　⑨その他　⑩
未定
質問 7　あなたが研究対象とする（あるいは対象とする予
定の）時代・地域をお知らせください（複数回答可）。
①日本　②江戸時代以前の日本　③近現代日本　④
中国　⑤清代以前の中国　⑥近現代中国　⑦日本・
中国以外のアジア　⑧その他　⑨未定　⑩時代・地
域とは無関係
質問 8　中学・高校・大学で履修経験のある英語・日
本語以外の外国語を挙げて下さい（複数回答可）。
①中国語　②韓国・朝鮮語　③ドイツ語　④フラン

ス語　⑤スペイン語　⑥ポルトガル語　⑦イタリア
語　⑧ロシア語　⑨アラビア語　⑩その他
質問 9（質問 8で①と答えた方のみ）　あなたが受講した中
国語の授業で、e-Learning を使用していましたか。
①外国語学習専用の CALL教室で使用した　②情報
処理実習室などコンピュータ教室で使用した　③普
通教室にノート PCやタブレットを持ち込んで使用
した　④教室外で自宅のパソコン等を使用した　⑤
教室外でスマホまたはタブレット等を使用した　⑥
使用していない

❖情報環境・行動について

質問 10　パソコンを持っていますか？
①持っている（自分専用）　②持っている（家族・同居
人と共用）　③持っていない
質問 11～ 15は質問 10で①または②と答えた方の
みお答え下さい
質問 11　あなたのパソコンのオペレーティングシス
テムとバージョンをお知らせ下さい（複数回答可）。
①Windows 10　②Windows 8 / 8.1　③Windows 7　
④Windows Vista以前　⑤Mac OS X　⑥Unix系（Linux, 

Free BSD等）⑦その他　⑧よくわからない
質問 12　Microsoft Office についての質問です。あな
たが現在お使いのバージョンをお知らせ下さい（複
数回答可）。
① Office 2016　② Office 2013　③ Office 2010以前
④ Office for Mac 2016　 ⑤ Office for Mac 2011　 ⑥
Office 2008 for Mac以前　⑦ Office365　⑧使ってい
るがバージョンが分からない　⑨使っていない
質問 13　よく使うMicrosoft Office アプリケーション
ソフトをお知らせください（複数回答可）。
①Word　② Excel　③ PowerPoint　④ Access　
⑤ Publisher　⑥ OneNote　⑦ InfoPath　⑧特に無い
質問 14　よく使うWeb ブラウザを選んで下さい（複
数回答可）。
① Internet Explorer　 ② Microsoft Edge　 ③ Mozilla 
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Firefox　④ Google Chrome　⑤ Safari　⑥その他
⑦わからない
質問 15　よく使うソフトウェアを選んで下さい
（Microsoft Office、ブラウザ以外。複数回答可）。
① OpenOffice.org　②一太郎　③テキストエディタ
④ Skype　⑤Google Earth　⑥ Adobe社製品（Photoshop・

Illustrator・InDesignなど）　⑦ Googleドライブ（ドキュメ
ント・スプレッドシート・スライド）　⑧プログラミング
ソフト　⑨その他
質問 16　スマートフォンを持っていますか？
①持っている　②持っていない
質問 17～ 18は質問 16で①と答えた方のみお答え
下さい
質問 17　あなたのスマートフォンの OS とバージョ
ンをお知らせ下さい（複数回答可）。
① iOS (Apple)　 ② Android (Google)　 ③ Windows 

Phone　④その他　⑤わからない
質問 18　スマートフォンでよく使うアプリを選んで
下さい（Microsoft Office、ブラウザ以外。複数回答可）。
①電子書籍　②語学学習　③ゲーム　④音楽　⑤
ニュース 　⑥写真・ビデオ　⑦オフィスソフト
（Microsoft Office、Googleドライブなど）　⑧辞書・辞典な
ど　⑨ SNS（Twitter、Facebook、LINEなど）　⑩その他

質問 19　スマートフォン用中国語辞書アプリを使っ
たことがありますか？（複数選択可）
①小学館中日・日中辞典　②超級クラウン中日・ク
ラウン日中辞典　③講談社パックス中日・日中辞典
④中国語生活図解辞典　⑤現代漢語大詞典
⑥Weblio中国語辞典　⑦その他

質問 20　タブレット端末を持っていますか？
①持っている（自分専用）　②持っている（家族・同居
人と共用）　③持っていない
質問 21～ 22は質問 20で①または②と答えた方の
みお答え下さい
質問 21　あなたのタブレット端末の種類をお知らせ
下さい（複数回答可）。
① iPad (Apple)　 ② Surface (Microsoft)　 ③ Nexus 

(Google)　 ④ そ の 他 Android 系（Xperia な ど ）　 ⑤
Kindle (Amazon)　⑥わからない
質問 22　タブレット端末でよく使うアプリを選んで
下さい（Microsoft Office、ブラウザ以外。複数回答可）。
①電子書籍　②語学学習　③ゲーム 　④音楽　⑤
ニュース 　⑥写真・ビデオ　⑦オフィスソフト

（Microsoft Office、Googleドライブなど）　⑧辞書・辞典な
ど　⑨ SNS（Twitter、Facebook、LINEなど）　⑩その他

質問 23　インターネット（電子メール・ホームページ閲覧・
SNS 等）を利用する際に、よく使用する情報機器を
お知らせ下さい（複数回答可）。
①携帯電話（伝統的な携帯電話：ガラケー）　②スマート
フォン　③タブレット端末　④パソコン　⑤ゲーム
専用機　⑥その他
質問 24　パソコンで電子メールをチェックする頻度
はどの程度ですか？
①週に 1～ 2回　②週に数回　③ほぼ毎日　④毎日
何回も　⑤パソコンの電子メールは使わない
質問 25　パソコンで電子メールを読み書きするとき、
メール専用のソフトを使いますか、それとも、ウェ
ブブラウザを使って（ホームページ経由で）行います
か？
①メールソフト　②ウェブブラウザ上のメールサー
ビス　③両方使う　④よくわからない　⑤パソコン
の電子メールは使っていない
質問 26　パソコンでウェブページ（ホームページ）やオ
ンラインサービスを利用する頻度はどのくらいです
か？
①週に 1～ 2回　②週に数回　③ほぼ毎日　④毎日
何回も　⑤ほとんど利用しない
質問 27・質問 28　以下の日本語のウェブページ（ホー
ムページ）・ウェブサービスから、よく利用するもの
を選んでください（複数回答可）。
質問 27　①所属大学のWebサイト　②所属学部・
学科（専攻・専修・ゼミ等）のWebサイト　③所属大
学の OPAC（蔵書検索）　　④他大学・研究機関の
OPAC（蔵書検索）　⑤ニュースサイト（新聞社等）　⑥
オンラインジャーナル（学術系電子雑誌）　⑦ Google

⑧ Yahoo!　　⑨その他のサーチエンジン　⑩動画共
有サイト（Youtube, ニコニコ動画等）

質問 28　①ソーシャルネットワークサービス（mixi・

FaceBook・LINE等）　②掲示板（2ch等。閲覧のみ）　③掲
示板（閲覧と書き込み）　④ブログ（閲覧のみ）　⑤ブロ
グ（閲覧と書き込み）　⑥ Twitter（閲覧のみ）　⑦ Twitter

（閲覧と書き込み）　⑧翻訳サービス（Google翻訳 , Excite, 

英辞郎等）　⑨通販サイト（Amazon, 楽天 , 価格 com等）　
⑩データ保存サービス（EverNote，DropBox, SkyDrive等）

質問 29　以下の言語・文字のウェブページ（ホームペー
ジ）を閲覧した事がありますか（複数回答可）？
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①英語　②中国語（簡体字）　③中国語（繁体字）　④
韓国・朝鮮語（ハングル）　⑤ラテンアルファベット
系（ドイツ語・フランス語・イタリア語・スペイン語等）　⑥
ロシア語・キリル文字　⑦アラビア語・アラビア文
字　⑧タイ語　⑨チベット語・チベット文字
⑩その他の文字・言語

❖情報教育・学習歴について

質問 30　高校の「情報」科目は、何年生の何学期に
配当されていましたか（複数回答可）？
一年　①一学期（前期・春期）　②二学期（後期・秋期）
③三学期
二年　④一学期（前期・春期）　⑤二学期（後期・秋期）
⑥三学期
三年　⑦一学期（前期・春期）　⑧二学期（後期・秋期）
⑨三学期
その他　⑩高校で「情報」を履修していない（履修
漏れ、「情報」科目設置以前の卒業）

質問 31～質問 33は、質問 30で⑩以外を選んだ方
のみお答えください。
質問 31　高校で履修した情報の科目の種別は何です
か？
①情報 A　②情報 B　③情報 C　④社会と情報　⑤
情報の科学　⑥わからない
質問 32・質問 33　高校の情報授業で学習した内容を
お知らせください（教科書を全て学習した人は①のみを
マーク。その他の人は複数回答可）。
質問 32　①教科書を全てやり終えた　②他の受験
科目の授業になっていた　③覚えていない　④イン
ターネットを通じた情報の検索と収集　⑤インター
ネットを通じた情報の発信（ウェブページの作成など）
⑥インターネットを通じたコミュニケーション
（BBS・メール・ブログ・SNSなど）　⑦コンピュータの仕
組み　⑧デジタルデータ（文字・画像・圧縮ファイルなど）
の仕組み　⑨ネットワークの仕組み　⑩ネットワー
クのセキュリティ
質問 33　①個人情報や知的財産権の保護　②情報
化と社会について　③画像・映像・音声などマルチ
メディアの活用　④Word（ワープロソフト）の使い方
⑤ PowerPoint（プレゼンテーションソフト）の使い方
⑥ Excel（表計算ソフト）の使い方　⑦データベースの
仕組み・使い方（Accessなど）　⑧モデルとシミュレー
ション

質問 34　以下のソフトウェアの使い方を小学校〜高
校の授業で習いましたか？該当するものを全て選ん
でください（複数回答可。習っていない場合はマークしない）。
Word　①小学校で習った　②中学校で習った　③
高校で習った
Excel　④小学校で習った　⑤中学校で習った　⑥
高校で習った
PowerPoint　⑦小学校で習った　⑧中学校で習った
⑨高校で習った
質問 35・質問 36　今までに学習または使用経験のあ
るプログラミング言語を全て選んでください（複数
回答可）。
質 問 35　 ① な い　 ② C　 ③ C++　 ④ C#　 ⑤
Objective-C　⑥ Visual Basic　⑦ Visual Basic .NET　⑧
JAVA　⑨アセンブラ　⑩ Pascal

質問 36　① BASIC（Visual Basicを除く）　② FORTRAN

③ Perl　④ Ruby　⑤ PHP　⑥ Javascript　⑦ Python

⑧ Lisp　⑨ TeX　⑩その他
質問 37　あなたの所属する（卒業した）大学では、情
報処理入門科目が設置されていますか？
①必修科目として設置されている　②選択科目とし
て設置されている
③設置されていない　④わからない
質問 38　あなたの所属する（卒業した）大学では、1年
生に文献の調査方法、レポート・論文の書き方、プ
レゼンテーションの方法などを教える科目（いわゆ
る初年次教育科目）が設置されていますか？
①必修科目として設置されている　②選択科目とし
て設置されている　③設置されていない　④わから
ない
質問 39　あなたの所属する（卒業した）大学・大学院に、
情報処理の人文学や東洋学への応用を専門に教授す
る科目が設置されていますか？
①必修科目として設置されている　②選択科目とし
て設置されている　③以前設置されていたが現在は
設置されていない　④設置されていない　⑤わから
ない
質問 40（質問 39 で①②③を選んだ方のみ）　その科目を履
修（受講）しましたか？
①既に履修して単位を取得した　②履修したけれど
も、単位を落とした　③今年度履修中（履修予定）　
④来年度以降、履修するつもりだ　⑤履修するつも
りはない・履修していない



	 Journal of JAET vol.17●	 171

〈中国学の情報化対応に関するアンケート 2016〉質問票

❖パソコンのスキルと使い方について

質問 41　以下のWord の機能のうち、使いこなせる
ものを全て選んでください（複数回答可）。
① 1ページの行数・文字数・余白・フォント・文字
サイズを設定する　②文末脚注とページ脚注を使い
分ける　③ページ番号を自動で付ける　④章・段落
番号を自動で付ける　⑤目次を自動で生成する　⑥
返り点を付けた訓点文を作成する　⑦中国語のピン
インのふりがなを自動で振る　⑧MSゴシックの文
字だけを検索・置換する　⑨段落のタブやインデン
トを設定する　⑩マクロを使う
質問 42　以下の Excel の機能のうち、使いこなせる
ものを全て選んでください（複数回答可）。
①四則計算（＋－＊／）ができる　②簡単な関数（sum, 

average, max, min等）　③グラフの作成　④セルの文字
方向を縦方向（縦書き）に設定する　⑤並べ替え機
能　⑥氏名の記入されたセルの個数を数える計算式
を作成する　⑦ 60点以上は合格・それ以外は不合
格の計算式を作成する　⑧ vlookup関数を使う　⑨
ピボットテーブルを使う　⑩マクロを使う
質問 43　パソコンで入力したい漢字が変換候補に表
示されない場合、どうしていますか（複数回答可）？
①該当箇所を空白で印刷し、手書きで補う　②外
字を作成する　③ IMEの文字パレットで検索する
　④Wordの「記号と特殊文字」で探す　⑤ CHISE 

IDS漢字検索を使う　⑥今昔文字鏡を使う　⑦ GT

書体を使う　⑧入力したい漢字の前後の字句をサー
チエンジン等で検索し、検索結果からコピーして貼
り付け　⑨画像を貼り付ける　⑩その他
質問 44　Windows・Mac 標準搭載のフォントでは、
2016 年 6 月現在、何文字の漢字が使用可能だと思
いますか？ 参考までに『大漢和辭典』の見出し字
は約 50,000 字、『漢語大字典』は 60,370 字です。
①約 10,000字　②約 25,000字　③約 50,000字　④
約 60,000字　⑤約 70,000字　⑥約 80,000字　⑦約
90,000字　⑧約 100,000字
質問 45・質問 46　あなたが学習・研究・教育で使用
する言語・文字等を以下から選んでください（複数
回答可）。
質問 45　①中国語（簡体字・繁体字）　②中国語のピ
ンイン　③金文・甲骨文字　④漢文訓読　⑤変体仮
名　⑥韓国・朝鮮語 (ハングル )　⑦モンゴル文字

⑧アラビア文字　⑨チベット文字　⑩中国少数民族
言語・文字（彝語など）
質問 46　①満州語　②中国の歴史的言語・文字（パ
スパ文字・西夏文字など）　③キリル文字　④チェノム
⑤タイ語・東南アジア言語　⑥サンスクリット　⑦
英語　⑧英語以外のヨーロッパ諸語　⑨ IPA　⑩そ
の他
質問 47～質問 52は、質問 45で①もしくは②（中国
語・ピンイン）を選んだ方のみお答えください。
質問 47　パソコンで中国語が入力できますか（複数回
答可）？
①できる（簡体字：ピンイン入力）　②できる（繁体字：
ピンイン入力）　③できる（繁体字：注音入力）　④でき
る（簡体字・繁体字問わず：手書き入力）　⑤できる（簡体字・
繁体字問わず：音声入力）　⑥できる（簡体字・繁体字問わず：
その他の入力方式）　⑦できない

質問 48　中国語が入力できるように、自分でパソコ
ンを設定できますか？
①できる　②できない
質問 49　どのような中国語入力ソフトを使っていま
すか（複数回答可）？
①微軟ピンイン IME　②微軟新注音・倉頡 IME　
③ ChineseWriter　④ cWnn　⑤中文起稿　⑥ Google 

IME　⑦捜狗 IME　⑧百度 IME　⑨Macの中国語
入力　⑩その他
質問 50　声調符号付きピンインを入力できますか？
①できる　②できない
質問 51　以下の中国語インターネットサービスのう
ち、閲覧・利用した経験のあるものを全て選んでく
ださい（複数回答可）。
①サーチエンジン（中国語版 Google・百度・愛問・捜狗等）

②オンライン書庫（国学網等）　③百科事典（WikiPedia

中国語版・百度百科等）　④ SNS（QQ等）　⑤ BBS（西陸・

天涯等）　⑥ブログ・マイクロブログ（新浪微博等）　
⑦動画共有サイト（Youku, 土豆网等）　⑧通販サイト（中
国 amazon・当当網・孔夫子等）　⑨ニュースサイト（人民網・
新浪等）　⑩中国政府・省庁公式サイト

質問 52　スマートフォンもしくはタブレット端末で
中国語を入力できますか？
①自分で設定して入力できる　②人に設定して貰っ
て入力している　③できない　④スマートフォン・
タブレット端末を使っていない
質問 53　以下の中国語辞書サイトを使ったことがあ
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りますか？（複数回答可）
①中日辞書　北辞郎　②Weblio日中中日辞典　③
中日辞書 - goo辞書

❖データベースなどの利用経験に関する質問です

質問 54　授業やレポート・論文執筆などで調べ物を
する際、あなたがよく利用する方法はどれですか？
（複数回答可）

①辞書・事典・目録・索引などを引く　②研究入門書・
文献リストを読む　③研究誌や論文誌を探す　④図
書館に行って本や論文を探す　⑤図書館司書に相談
する　⑥ OPACやオンライン論文データベースを
検索する　⑦ Googleなどサーチエンジンで検索す
る　⑧先生に聞く　⑨先輩や友人に聞く　⑩その他
質問55　以下のOPAC・論文検索サービスのうち、使っ
たことのあるものを全て選んでください（複数回答可）。
① NDL-OPAC（国立国会図書館）　②国立国会図書館
サーチ　③中国国家図書館（北京）　④国家図書館（台
北）　⑤漢籍データベース　⑥ China3（東洋学文献類目

検索）　⑦ CiNii　⑧ CNKI　⑨万方
質問 56・質問 57　以下のオンラインデータベースの
うち、使ったことのあるものを全て選んでください
（複数回答可）。
質問 56　①近代デジタルライブラリー（国立国会図書
館）　②国立国会図書館デジタルコレクション　③
アジア歴史資料センター　④ JapanKnowledge　⑤漢
籍電子文献（台湾中央研究院）　⑥ SAT　⑦文物図象研
究室資料庫　⑧中國哲學書電子化計劃　⑨寒泉　⑩

国学網
質問 57　①超星数字図書館　②漢典　③ CNKI工
具書館
質問 58　以下のデータベースソフトのうち、使った
ことのあるものを全て選んでください（複数回答可）。
①『四庫全書』　②『四部叢刊』　③その他書同文社
製品（『歴代石刻』, 『十通』等）　④中国基本古籍庫　⑤
拇指数拠庫（北京愛如生）　⑥その他愛如生社製品（『明
實録』, 『清實録』等）　⑦雕龍—古籍全文検索叢書シリー
ズ　⑧『漢語大詞典』　⑨『中華経典典籍庫』（中華
書局）　⑩その他・使ったことがあるが名称がわかな
らい
質問 59　中国古典（漢文）文献の引用の出典を調査す
るとき、通常どのような方法を使いますか（複数回
答可）。
①『大漢和』・『漢語大詞典』などの辞書・工具書を
引く　②逐次索引・語彙索引を引く　③インター
ネットで引用個所を検索する　④オンラインデータ
ベースで検索する　⑤データベースソフトで検索す
る
質問 60　あなたは正規表現を使った検索ができます
か？
①できる（「.*+」などを使った比較的単純なパターン指定）

②できる（「[]()」などを使った複雑なパターン指定）　③で
きない
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2015 年下半期から 2017 年のレビューをお送りする。一年ぶりの本レビューではあ
るが、取り上げるトピックは多いとは言えない。これは定期刊行最終号刊行時から変
わらない傾向であり、パソコン・OS機能の成熟とスマートフォンの隆盛、そして主に
中国において人文学データベース開発が一段落したことを反映しているのだろう。
そんな中にあって今号では、国際標準の発展、日本からの学術情報の発信、国立国
会図書館検索サービスのリニューアル、そして中国における大規模古典文献データベー
スの SNS 対応という選りすぐりの 4件のレビューを掲載する。これらの記事から人文
学情報化を取り巻く環境が着実に変化していることを感じ取っていただければ幸いで
ある。
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Unicode  10 .0 における変体仮名収録
岡田　一祐（おかだ　かずひろ）

⿡⿡ はじめに
2017年6月に出版されたUnicode 10.0において、また、

執筆時点では 2018年出版見込みの ISO/IEC 10646/

Amd.1において、あらたに変体仮名 286字が収録され
た。かつての日本語に存在した /e/、 /je/を表す仮名が
すでに入っている Kana Supplementブロックおよび新
規に設置された Kana Extended-Aブロックに収められ
たものであるが、平仮名・片仮名の古形として登録さ
れているこれらの 2字とは異なり、変体仮名として登
録を受けることとなった（ただし、「𛀁」については、既存

の古形に変体仮名としての名前を附加する形式が取られている）。
変体仮名とは、教科書的な説明としては、1900年

に小学校令施行規則によって廃止された平仮名のこと
である。しかしながら、今回は、変体仮名は現代の
文字として登録されている [1]。それはなぜかといえば、
現代において流通している変体仮名のコード化を目的
としているからである。具体的には、戸籍行政におけ
る用途と、学術翻刻における用途が主たる対象とされ
た。このことは、変体仮名を歴史的に網羅するという
ある種の重荷から解き放ちもし、同時に、問題を生む
ことにもなった。
本稿では、平仮名史研究者の視点からこの収録の意
義と限界を考える。以下の内容は、以前 Unicodeへの
変体仮名収録について審議中に執筆した内容と重なる
ところがあるが、当該記事における誤認を改めた箇所
などもある（岡田、2015b）。

⿡⿡ 変体仮名の現在

以下、稿者の理解する範囲において Unicode 10.0に
収録されるにいたった経緯を略〻まとめてみる。具
体的な内容は、Unicode (ISO/IEC 10646)提案の中心
を担った高田らによる論考を参照されたい（高田ほか、
2015、高田、2016、高田・矢田・斎藤、2016、高田、2017、小林、

2017）。
1900年以前には多数の仮名が使われていたが、

1900年に小学校令施行規則において、小学校で教え

られる仮名が歴史的仮名遣いの表記に必要な 47字に
「ん」字を加えた 48字に統一され、残余は変体仮名と
された。以後、紆余曲折はありつつ、現代の平仮名は
このとき示された仮名が使われている。しかしながら、
変体仮名とされたものがここで抹殺されたわけではな
い [2]。これはあくまで文部省の発した小学校教育に関
する省令に過ぎず、公的機関にあっても、変体仮名が
使われる範囲はまだまだ広かった。郵便貯金の記号も
そのひとつだが [3]、このほかに重要なものとして、戸
籍があった。戸籍には文字種に関する規程が 1947（昭

和 22）年改正まで実質的になく、法的には、変体仮名
による名付けだから出生届を受理しないということは
できなかった。したがって、1900年以降に変体仮名
で名付けられているひとはまだ存命であるわけである。
そのようなかたがたの名前もシステムで扱わなけれ
ばならないという事情から、公的文字コードには規定
されてこなかったけれども、変体仮名はいわゆるベン
ダー外字として長く存在していた。端的にいえば、こ
のようなベンダー外字を整理統合した行政用の変体仮
名と、仮名字体研究や学術的翻刻において用いられて
きた変体仮名とをすりあわせてまとめあげられたのが
このたび Unicodeに収録された変体仮名と言えよう。
以下、Unicodeに収録されるまでの流れを見ておく

（以下、審議に関する用語は厳密ではない）。まず、JISの文字
コードには、これまで、変体仮名が収録されたことは
なかった。JIS X 0213の解説に記されたつぎの内容は、
変体仮名の収録をめぐる問題をよく伝える（日本工業標
準調査会『7ビット及び 8ビットの 2バイト情報交換用符号化拡

張漢字集合 JIS X 0213:2000』日本規格協会、2000、p. 512）。

4.4.5　変体仮名　変体仮名は、少数例ながら、書
道の教科書などから採取され、採録の要望も出さ
れていた。
しかしながら、文字セットとしての変体仮名の
レパートリの確定が非常に困難であると判断され
たことと、採取例などに基づき、幾つかの変体仮
名を追加することを想定した場合でも、“ 図形文
字として十分に同定可能な安定した字形を示す
こと ”、“ 変体仮名とそのもとになった漢字の草
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書体とを明確に区別すること ” などが困難であり、
採録規準を満たせないと判断されたことから、変
体仮名は、採録しないこととした。

この判断は、JIS X 0213の漢字収録に対する積極
的な態度と比べて、著しく保守的に見える。あるい
は、歴史的に変体仮名字体を網羅することを考えて匙
を投げたのではなかろうか。高田らのグループの整理
では、現代の文字情報交換に必要なものに限定したこ
とにより、かなり現実的な選字が行われたように思わ
れる。なお、いささか脱線するが、変体仮名不採録は
JIS漢字原案作成委員会の責任だけにすることはでき
ない。仮名研究において、漢字採録の議論にあたって
利用できたような水準でのレパートリーは議論されて
おらず、どちらかといえば、その場その場の字体区別
や、あるいは字母単位とした雑駁な議論しか積み重ね
てこなかったことにも責任はあろう。高田らが一から
レパートリーを検討したことはその労を多とすべきで
ある。
その後、JIS文字コードは独自に編纂されなくなり、

議論の場は Unicodeに移されることとなった。2008年
にある日本人が消滅した音韻を表記するための平仮
名・片仮名を申請し（L2/07-421）、通過したことによっ
て Kana Supplementブロックができる（高田、2011）。そ
して、2009年にあるオランダ人のプログラマーが、
歴史的文字もひとしく Unicodeで使用できてしかる
べきであるとして、変体仮名の追加を申請する（L2/09-

099）。しかし、これは、日本政府が検討中として留保され、
実現することはなかった。その後、2013年ごろから
高田らが申請のための文字集合の整理に着手し、学術
における用途や利用を整理したうえで、情報処理推進
機構の文字情報基盤事業の一部として行政用の文字集
合と統合し（文字情報基盤事業については、平本、2014参照）、
2015年に申請に至ったものである（L2/15-239）。
この文字情報基盤事業において整理した段階で、一
覧表と「変体仮名標準化へ向けての考え方」が提出さ
れた [4]。ここでは、変体仮名の符号化を進めるうえで
の基本的方針として、「変体仮名における「崩し方」
は必ずしも安定したものではなく、形状のみに基づい
て文字を同定し、標準化することは適切では」ないと
して、「原則、「音価」×「字母」の組一つにつき、一
つの変体仮名のみを符号化」するとした [5]。ただし、「一
部、ある変体仮名の字形（崩し方）が積極的に使い分

けられる場合があり、そのような場合には、例外的に
ひとつの「音価」×「字母」の組について複数の変体
仮名を符号化すること」を認めるとする。申請を検討
する段階で、学術情報交換用変体仮名にあるものでも、
稀字や「崩し方」の違いにすぎないとされて申請され
なかったとおぼしきものがあるが、それは、このよう
な考え方に基づいたものである（なお、実現した文字コー
ドでは音価へのこだわりは薄らいでいる）。
このような Unicode登録戦略は、いたしかたなかっ
たとも言えるが、のちにも触れる同字母異体字を今後
登録しようとするときの問題を生んだようにも思われ
る。それは、単に説得の問題だけではなく、既存の包
摂体系の抜本的な修正が迫られるからである。それゆ
えに、互換性を損ねないように拡張するには、字母レ
ベルの拡張以外にはないのだろう。今回登録された変
体仮名は字母の網羅性がかなり高く、拡張の余地は大
きくないと思うが、今後変体仮名での情報交換が活発
化するようなことがあれば、あるいはあり得ないとも
言いきれない（とくに、学術情報交換用変体仮名のなかの、既
存の字体の字母では補えない仮名は、調べ方によっては追加され

ることになるかもしれない）。

なお附言すれば、「変体仮名標準化へ向けての考え
方」を受けたパブリック・コメントにおいて [6]、片仮
名の変体仮名収録への要望が上がっているが、今後の
課題とされるに留まっている。今回変体仮名として収
録された文字にも、本来的には片仮名としての用法が
より重要な字体があるが（具体的には「𛂘」と「𛄍」）、今
回追加された文字が、「平仮名」として収録されたわ
けではない以上、「片仮名の変体仮名」も「片仮名」
として収録されるとは思われず、平仮名・片仮名の区
別なく変体仮名と見做せば済む話ではないかと思う
（「𛄍」は戸籍統一文字に由来するが、これが片仮名でなかったと

いう保証はない）。

⿡⿡ 平仮名研究にとってUnicode の変体
仮名はどれくらい有用か

経緯はなんであれ、すでに標準として変体仮名は使
用可能となった。それでは、これは日本語史、とりわ
け平仮名研究にとってどれほど有用だろうか。学術情
報交換用変体仮名に関しては、銭谷 (2017)が古筆の
エンコーディングを通じて検証を試みているので、そ



176	 ● 漢字文獻情報處理研究　第 17 号

レビュー & リソース紹介

こでの知見も意識しつつ検討したい。
Unicodeの変体仮名は、さきにも引用したように、

「字母」というものを重視する。高田 (2016、 p. 55)は、
Unicodeの審議に係わるひとびとに同一字母複数字体
という変体仮名のありようは理解されがたいとし、「理
論上、同一字母から草体化によって生じる具体的字形
は、無限かつ連続的だと考えられるため、字形を符号
化対象とするのは、符号化の観点では意味をなさない」
ので、行政や学術上明確な使い分けがあるとされるも
のを除いて字母を単位として符号化を行ったとする。
これは、古筆や学術上で形状が安定的に独立すること
が指摘されているものであれば、積極的に統合（包摂）
せずに扱った学術情報交換用変体仮名の選字と対照的
である。実用上、行政用変体仮名であれば、微差であっ
ても採録したこととも対照的といえば対照的であるが、
行政用変体仮名でも、使い分けがなければ誤字の修正
や学術上適切な例示字形への変更などが積極的に行わ
れており、一貫していないというほどではない [7]。[4]

に示した「変体仮名標準化へ向けての考え方」におい
て「本一覧表［註：「MJ文字情報一覧表　変体仮名編」］
には戸籍統一文字の変体仮名との対応関係を示してあ
りますが、対応する変体仮名の図形的形状が必ずしも
同一ではない」とされるが、それもこれも、符号化さ
れるのは原則「形」ではないとされるからである。
すなわち、現状の Unicodeで比較的安定に情報交換

が可能なのは、字母を同じくする字体のうちのなんら
か（そしてそれは現在の平仮名とは異なる）が用いられたと
いうことを伝えることだけである。したがって、現状
の Unicodeを用いた符号化において、字体の差を記述
するのは現実的ではない。一般的に、字母というのは
仮名にとって重要ではない。たとえば、「つ」の字母
はいまだに議論があるが、使うにはなんの不都合もな
い。漢字から離れることに仮名たる所以があるからで
ある。それゆえに、字体記述の用途としては、形態を
捉えられなければ始まらないところがある。高田・矢
田・斎藤 (2015)に引かれる「止」に由来する複数の
仮名字体に起因した笑い話は、そのような仮名のあり
方と無縁ではない（しかも、ここに挙がった字体は、学術情
報交換用変体仮名ではあっても Unicodeには提案されなかった）。
その意味で、学術情報交換用変体仮名は、字体記述に
使えるだけの細かさの単位を持つが、Unicodeのほうは、
現在の基準で提案や審査が続くようであれば、一向に、
その用途を足すものとは成りえない。

ただ、いままで変体仮名が使えなかったことで、し
ばしば漢字や類似の片仮名が翻刻に際して代用されて
きたことを思えば、変体仮名であることが明示される
だけでも圧倒的に適切な情報になるわけである。たと
えば、中世以降の日本語でしばしば入声音ないし促音
の表記に「𛁪」が用いられているが、あくまで平仮名
として用いられているので、これを形状の類似に基づ
いて片仮名のツで翻字するのは、相応しくないことが
多い。また、近世文学では、助詞の「は」に「𛂞」が
用いられた箇所を片仮名で翻字することがまま見られ
たが、より本来的な文字を用いることができるように
なったことは、情報交換の適切性という観点から好ま
しいと言えよう。したがって、日本史や文学などでの
学術的な翻刻においては、問題となるところはほとん
どないと思われる。字体研究のようなもっとも精度を
要求される用途において十分ではないからといって、
否定するのは行き過ぎであろう。
また、一般的に言って、多すぎる異体字の候補は、
一貫性などや選択の負荷などから翻刻時には好ましく
ない。一字母一字体のものについては、どれほど違い
が大きかったとしても字体の差を包摂して符号化すれ
ばよいが、多字体のものは、少なからず問題を含むの
は否めない（これには、現行の仮名と字母を同じくする字体も
含む）。戸籍統一文字由来なので致し方がないとはい
え、たとえば、𛄋・𛄌という近すぎる字体が同時に
提示されてしまうようなことが増えるのは、望ましく
ないというのはあきらかである（字体としても差があるか
微妙な例ではあるが）。また、同字母の複数の字体があり
ながら、適切な字体を選べないときがあるのも問題で
ある。たとえば、「本」に由来する Unicodeの字体は
「𛂿」と「𛃀」の 2種類がある。ともに学術情報交換
用変体仮名にあり、「𛃀」については戸籍統一文字に
もある。これで足りるかといえば、学術情報交換用変
体仮名 300050020（図 1）というものがあり、これが「𛂿」
と「𛃀」のいずれに包摂して符号化すべきか、容易に
結論を出せそうにない。

 図 1　学術情報交換用変体仮名300050020（IPA・NINJAL提供）
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このような一貫性や厳密性に関する問題の存在は否
めないものの、細部に亙る議論はもともと原画像でも
なければしにくいところであり、多くのばあいには問
題にならないものと思われる [8]。

⿡⿡ 変体仮名フォント・入力法の問題

紙幅がないので手短にするが、変体仮名のフォント
と入力法は普及において課題であり、触れておく。

⿎⿎ 変体仮名フォントについて

現在、Unicodeの変体仮名が実用的に使えるフォン
トには、IPAmj明朝フォント (Ver.004.01)の変体仮名
グリフを @wakufactory氏が Unicode対応フォントにし

た「Unicode変体仮名フォント」（図 2）と、花園明朝（図
3）とがある。IPAmj明朝フォントは、全面的に仮名字
体史の専門家の監修を受けたデザインであり、好みの
問題を脇に置けばとくに言うことはない。それに対し
て、花園明朝は、戸籍統一文字の例示字形を下敷きに、
Unicodeでの例示字形との差異が見いだされた箇所の
み修正するという方策を取ったと見え、戸籍統一文字
における不適切な字形を引きずっているケースが散見
される。あくまで字母が符号化されているので、誤り
とまではいえないが、なんの字か分らないほどかけ離
れたものもあって、再度見直したほうがよいように思
う。
今後の変体仮名フォント実装において、どのような
字形を採用するかは悩ましい。字形は実装者が自由に
選べるので、例示字形と異なる字体のものを採用でき

図 2　Unicode 変体仮名フォント 1.10

図 3　花園明朝（2017 年 09 月 04 日版）

ないわけではない一方、戸籍統一文字
の字体変更を踏まえても、今後の拡張
次第では、（いわゆる 83JISのような）非互
換的な変更が強いられる可能性も否定
はできない。例示字形からさほど離れ
ない字体選択が現実的であろうか。

⿎⿎ 変体仮名入力法について

変体仮名の入力法は現状存在してい
ないし、稿者には案もないが、いちお
う検討しておく。いちいち文字パレッ
トから選択して入力していくのは、大
量のテキストを扱うためには現実的で
ないが、かといって、T-code的なもの
があっても普及するかどうか。変体仮
名を打ち込むといっても、変体仮名だ
けを打てばいいわけではなく、漢字を
打ち込まなければならないことを考え
ると煩わしい。ただ、戸籍統一文字由
来の字体は、それ以外の用途において
使うのに向かないことが少なくなく、
そのような配慮をしてくれるような入
力支援システムは実用上必要であろう
と考える。
いちばん現実的に思えるのは、変換
システム上で単漢字のように扱うこと
である。最近は変換辞書を選択して候
補の増減をすることが容易になりつつ
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あるが、そのような方法であれば、変換履歴もそこま
で汚さずに済むのではないか。いずれにせよ、合理的
な操作手順で扱えるさまざまな手段が出てくることが
もっとも望ましい。

⿡⿡ おわりに

以上、駆け足ながら、Unicode 10.0における変体仮
名収録を検討してきた。
現在の集合は、精密さを追い求める用途には確実に
足りない文字集合であるが、一般的な翻刻にはかなり
強力な武器となることもまたあきらかである。変体仮
名のような、いま使わなければならないわけではない
存在の文字で翻刻する必要性を考えるとき、起こす文
字を選択するコストを最小化するには、使い分けに十
分な根拠があるものに限ったのは賢明だったと思われ
るのである。さまざまな原因によって、今後の展開を
描くことはかならずしも容易ではないが、着実な実例
の積み重ねにより過不足が見えてくることが望ましい。
そのためにも、フォントや入力法、入力支援システム
の充実が望まれる。
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46字と、四分の一に及ぶ。デザインの訂正まで含め

れば、ほぼすべてということになろう。

[8] なお、変体仮名 OCRへの有用性については、精度

100%に近づくためには活用することも必要になって

くるのではないかと思うが、活用の仕方は難しい。変

体仮名は、いまの仮名とまったく関係のないものがほ

とんどである。それは、漢数字・算用数字・ローマ数

字やその他数字をおなじ数字だからということで学習

させようとしているのに似ている。そのような別のも

のをいまの仮名に無理やり置き換えようとするのだか
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ら、最後の 1 %の壁は突破し得ないのではないかと思

われる。一方で、精度が出るためには、標本の大きさ

が一定程度必要で、変体仮名を律義に翻刻すると、使

えるデータが著しく限られてしまい、そこまで性能が

期待できない。 また、現代の仮名で変体仮名を学習さ

せる方法でも、工夫次第で、90 %以上の精度が出る（長

井、2017）。一定の用例のあるものだけ符号化すれば

改善するかとも思うが、知識がなく諸賢のご示教を請

いたいところである。
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『印度學佛教學研究』の書誌XML による⿋
オンラインジャーナル化

師　茂樹（もろ　しげき）

⿡⿡ 大学ランキングの時代の人文学
毎年、タイムズ・ハイヤー・エデュケーション（THE）

の世界大学ランキング [1]が発表されると、日本の大
学の順位がニュースとなり、大学の現状や改革につい
ての議論が活発化する。このランキングでは様々な指
標によって大学の状況や活動が点数化されるが、研究
面での指標の一つが「論文の引用（研究の影響力）」で、
点数全体の 30％を占める。これは、ある論文が他の
論文に何回引用されているかを数える、という計量的
な方法で論文の貢献度・重要度を計るもので、学術雑
誌（ジャーナル）の指標であるインパクトファクター（収
録している論文の被引用回数の平均値）とあわせて、よく知
られた研究成果の評価方法である。
この手の議論が起きると、日本の人文系研究者は
しばしば蚊帳の外に追いやられる。その理由の一つ
が、人文系のジャーナルでインパクトファクターがつ
いている雑誌がほとんどない、ということである。こ
の手の調査の情報源でもある Elsevierや Springerが出
している英文ジャーナルのなかには人文系のものもあ
り、インパクトファクターがついていたりもするのだ
が、たいていは自然科学系や社会科学系のジャーナル
である。
一方、海外の大学では、人文系であってもインパク
トファクターがついている雑誌に投稿することを研究
者に求める研究機関が出てきている（筆者は、仏教学を
学ぶ中国人留学生から、仏教学関連でインパクトファクターがつ

いている雑誌はないか相談されたことがある）。
今後人文系でも、研究成果（論文）の情報発信にお

いては、単に PDFを公開するだけではすまなくなっ
てくるであろう。どの論文がどの論文に引用されてい
るのかを示す情報がデジタル化され、論文やジャーナ
ルの重要度・貢献度が機械的に処理できるようになれ
ば、ジャーナルの価値が可視化され、投稿者を増やす
ことにつながる。逆にそのような情報が提供されない
ジャーナルには投稿者が集まらず、質が下がっていく

可能性がある。

⿡⿡ 『印度学仏教学研究』での取り組み

日本印度学仏教学会は、日本の仏教研究を代表する
学会である。理事校のなかには中国・韓国・台湾の大
学・研究機関も含まれ、年に一度の学術大会には海外
から多くの発表者が集まる。そのようなこともあって、
同学会が毎年度発行している『印度学仏教学研究』は
国際的にも評価されてきたが、インパクトファクター
時代の今日、特に海外の研究者からは不満の声も聞こ
えていた。
『印度学仏教学研究』では従来、参考文献の示し方、
引用のしかたは個々の執筆者の判断に委ねられていた。
しかし数年前から統一マニュアルを整備し、論文を投
稿する者にはそれに従うよう義務づけている [2]。この
参考文献・引用のマニュアルは、日本仏教学会など他
の学会でも踏襲されつつある。
評者は何度かこのマニュアルに従い論文を投稿した
ことがあるが、最初は細かい指示を面倒に思ったもの
の、多少慣れてからは次第にこちらのほうが便利に
思うようになってきた。評者は論文書誌情報や PDF

の管理にMendeley[3]を使用しているが、一度ここに
登録しておけば、Word上で書誌情報を検索し APAや
Chicagoマニュアル（『印度学仏教学研究』もこれに準拠）に
沿った形で書誌情報をペーストできる（論文書誌情報の
登録も CiNiiの検索結果などから、ほぼ自動的に取り込むことが

できるので楽である）。これに慣れてしまうと、他学会で
行われている独自ルールの “ 作法 ” が煩わしく感じら
れるようになる。

⿡⿡ 和文人文系ジャーナル初の試み？

『印度学仏教学研究』は、バックナンバーを含めて
J-STAGEから論文 PDFを公開しているが、65巻 1号
（2016年 12月）の論文については、基本的な書誌情報や
抄録のほかに、引用文献一覧が公開されるようになっ
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た（左下図）。これは、縦書き和文論文を含む人文系
ジャーナルでは、恐らく初の試みである。
データ化された引用文献部分を拡大すると右下図の
通りである。J-STAGEに書誌情報が収録されているも
のは、それへのリンクも貼られている。
縦書き和文の論文からこのような参考文献を抽出す
るためには、まだ完全に自動することはできず、手作
業に依存する部分も大きい [4]。しかしながら、執筆マ
ニュアルの整備によって機械処理がしやすくなったこ
とは間違いない。『印度学仏教学研究』のこのような
取り組みは、今後の人文系ジャーナルのあり方を示す
ものになるかもしれない。

注

[1] https://www.timeshighereducation.com/world-university-

rankings

[2] 日本印度学仏教学会の論文執筆要領のWebページ

（http://www.jaibs.jp/article）に関連文書が公開されてい

る。

[3] https://www.mendeley.com

[4] 中西秀彦・多賀敏・山本剛・服部直「和文人文系学

術誌の XML型オンラインジャーナル掲載」（『情報プ

ロフェッショナルシンポジウム予稿集』2017、2017、

doi: 10.11514/infopro.2017.0_107）参照。ちなみに『印

度学仏教学研究』は毎年度、三分冊（号）で発行され

るが、一冊目・二冊目が和文（うち概ね半分が縦書き、

半分が横書き）、三冊目が英文である。したがって厳

密に言えば純粋な “和文ジャーナル ”ではない。
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NDL ONLINE
小島　浩之（こじま　ひろゆき）

⿡⿡ NDL OPAC から NDL ONLINE へ
 ⿟NDL ONLINE（https://ndlonline.ndl.go.jp）

 

図 1　NDL ONLINE

国立国会図書館（NDL）は、2017年 12月で、これ
までの NDL OPACのサービスを終了し、2018年 1月
から NDL ONLINE（国立国会図書館オンライン）のサービ
スを開始した。

NDL ONLINEは、正式名称を「国立国会図書館検索・
申込オンラインサービス」といい、NDLの所蔵する
多様な資料の書誌・所蔵情報検索と、閲覧や複写に関
する各種申請を、一つのインターフェイスに集約した
ものである。
各種の申し込みは、ショッピングカート型のイン
ターフェイスとなり、オンラインサービスを使い慣れ
た世代にとっては、より親しみやすいものに生まれか
わった。

⿡⿡ NDL サーチとの関係

NDLの検索サービスにはほかにも NDLサーチがあ
る。NDLサーチは検索対象に NDL以外も含まれてい
る点や、異体字テーブルが組み込まれていない点など、
異なる部分もあり、一概に比較できない。
ただし、誤解を恐れずにあえて言えば、検索方法か
らみた場合に、NDL OPACは、人手で付けた詳細な
メタデータがウリの「ディレクトリ型図書検索エンジ
ン」、NDLサーチは、とにかく情報さえ得られればよ

しとする、「全文検索型図書検索エンジン」とでもい
えよう。この意味で両者全くコンセプトのことなる情
報検索用のインターフェイスなのである。

NDLサーチの登場より早く、検索エンジンの世界
では、ディレクトリ型は衰退し、Googleに代表される
ような全文検索型が主流となった。その結果、Google

を検索するという意味の「ググる」という言葉が、ネッ
ト検索の代名詞にすらなってしまった。図書館もこれ
に追随すべく、世界中の図書館で次々と全文検索型図
書検索の登場を見ることとなった。
こういった状況であったので、筆者は次期 NDL 

OPACが NDLサーチに一本化されるのではないかと
の危惧を抱いていた。NDL内でどのような議論が行
われたかは知り得ないが、図書館員の中にさえ、全文
検索型で、ボックスが一つあればそれで事足りるとす
る意見もあったからである。

 

図 2　NDL ONLINE 詳細検索画面

少なくとも学術資料としての図書や雑誌を検索する
場合、キーワードの組み合わせだけでは満足のいく結
果を得られないことも多い。言語や出版国、資料形態
などでの絞り込み機能は、研究者にとっては大変あり
がたく、こういったものが全文検索化のあおりで、無
くなってしまうことを恐れていた。
もちろん、このような考えは、昔ながらの本にこだ
わるごく一部の図書館利用者のものであり、特殊事例
と言われれば、そうかもしれない。また、デジタル
資料を含む多様な図書館資料の全てに、現行の OPAC

が万能だと主張するつもりは毛頭ない。ただし図書館
が、長年蓄積してきた膨大な紙媒体資料を、今後も提
供し続けなければならいこともまた事実である。
これらを考え合わせた時、図書館が提供する情報検
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索を全文検索型に特化させるのは、時期尚早と言わざ
るを得ない。この意味で、筆者は NDL ONLINEの仕
様がどのようになるかを注視していたのである。

⿡⿡ 検索対象の絞り込みと追加の検索条件

 

図 3　検索対象の絞り込み

図 4　検索対象の複数選択

NDL ONLINEでは、検索ボックス下にあるメニュー
（図 3）で検索対象を絞り込むことができる。また、検
索対象を複数選択したい場合は、検索ボタン直下の「複
数を選ぶ」をクリックし、必要なものにチェックを入
れればよい（図 4）。
選択した検索対象によっては、画面下部に検索条件

が追加される。表に主なものを示しておくので参考に
されたい。

表　主な検索対象別の追加検索条件

検索対象 追加の検索条件
雑誌記事 ・掲載誌名・巻・号の入力
和古書・漢籍 ・和古書か漢籍の選択

・印刷か書写かの選択
地図資料 ・縮尺の入力

・投影法コードの選択
・関連コードの入力

障害者向け資料 ・資料種別細目の選択
博士論文 ・授与大学の入力

・学位種別の入力

以上からわかるように、NDL ONLINEは、多様な
検索ニーズにできる限り丁寧に対応しようという姿勢
がみられる。NDL ONLINEは、NDL OPACのよい部
分をしっかりと受け継いでおり、利用者は安心して使
えるものになっていると言えよう。
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中華経典古籍庫WeChat 版
千田　大介（ちだ　だいすけ）

⿡⿡ 携帯端末で古典文献データベース
中華経典古籍庫については、かつて本誌第 15号で
レビューしたが、その後、第 2～ 4期が追加され、現
在では中華書局のみならず斉魯書社・巴蜀書社など 6

社の出版物を含め、書籍約 1,200種、7億字の規模に
まで拡大した。国内でも東方書店が正規代理店となり、
購入する大学・機関も増えているようだ。
その中華経典古籍庫であるが、2017 年 1月に

WeChat版をリリースした。WeChat、すなわち微信
は騰
テンセント

訊社が運営する中国の代表的 SNSであり、日
本における LINEと同様の地位を占めている。その
WeChatの公式アカウント（公衆号）として中華経典古
籍庫が提供されたのである。
当然のことながら無償ではない。データベースを自
由に検索・閲覧できる「普通会员」が 1年間 120元と
なる。年間 2,000円程度で、いつでもどこでも 7億字
のデータベースが使い放題なのだから、極めてリーズ
ナブルな価格設定だといえよう。
このほか年間 1,200元の「专业版」（プロ版）があり、

こちらはスマートフォンだけでなく PCからもアクセ
スでき、書籍のスキャン画像の閲覧や原文引用機能な
ども使うことができる。年間約 2万円と安くはないが、
専任者であれば研究費で購入可能な金額であり、中華
経典古籍庫の機関購入が困難な人にとっては一つの選
択肢になろう。
以下では、中華経典古籍庫WeChat版の導入方法

と機能についてレビューしたい。なお、レビュー
には Zenfone 3（Android 7.0）を用いた。またWeChat・
WeChatペイ・中華経典古籍庫（普通会員）を設定した
のは 2017年 6月である。

⿡⿡ 利用の準備

⿎⿎ WeChat の導入

中華経典古籍庫WeChat版を使うには、まずスマー
トフォンにWeChatアプリを入れて、アカウントを開

設しなくてはならない。WeChatアプリはアップルス
トア・Playストアで「WeChat」乃至は「微信」で検
索して入手する。WeChatアプリは日本語環境では日
本語で起動する。説明に従ってアカウントを取得・設
定する。
公式アカウントは、WeChatアプリ右上の「＋」をタッ
プし、「連絡先の追加」→「公式アカウント」から簡
体字で「经典古籍库」と入力・検索して追加する。

⿎⿎ WeChat ペイの設定

ライセンス料の支払いは、WeChatペイ（微信支付）
で行うことになる。WeChatペイは、アリババのアリ
ペイ（支付宝）と市場を二分する、中国モバイル決済
の雄である。
少々難しいのが、このWeChatペイの設定であ
る。筆者は中国に銀行口座を持っており、中国国内で
WiFi経由でWeChatアプリをインストールしたので特
に問題はなかったが、中国の銀行口座を持たない人が
日本国内から設定する場合にはいくつかのハードルを
越えなくてはならない。
日本でスマートフォンにWeChatアプリをインス
トールした場合、初期状態ではWeChatペイの機能が
表示されない。これは、WeChatペイが使える人を探
すことで解決できる。WeChatペイはWeChatアカウ
ント間の送金に対応しており、誰かに 1元でもよい
ので送金してもらえば、WeChatアプリの右下に表示

連絡先の追加 公式アカウントの追加



	 Journal of JAET vol.17●	 185

中華経典古籍庫 WeChat 版

される「本人」をタップして「マイウォレット」＝
WeChatペイが表示されるようになる。WeChatペイが
導入できたら、身分証明のために「バンクカード」に
クレジットカードを登録する。これでWeChatペイが
使えるようになるはずだ。
こうした設定方法については、詳細な解説や体験記
を公開しているWebページやブログが幾つかあるの
で、それらを検索して最新情報を入手し、あくまでも
自己責任で試して頂きたい。

⿎⿎ WeChat に資金をチャージする

WeChatペイの支払いには 2つの方法がある。1つ
はアカウントと紐付けした中国の銀行口座から直接デ
ビッドカード機能で支払いする方法、もう 1つはアカ
ウントに資金をチャージして支払う方法になる。
前者の方法では中国に銀行口座を持っていなくては
ならないが、昨今、外国人旅行客の口座開設を認めな
い銀行が増えているなど、ハードルが高くなっている。
しかし後者の方法ならば、WeChatペイを使える友人・
知人に現金とひきかえに送金してもらって自分のアカ
ウントにチャージし、支払うことができる。大半の読
者諸賢にとっては、こちらの方法が現実的であろう。
アリペイは 2018年に日本人向けサービスを開始し、
中国国内でもそのまま使えるようにするとしているが、
WeChatペイについても日本国内で公式サービスを提
供し、簡単に使えるようにしてもらいたいものである。

WeChatペイで決済できるようになったら、経典古
籍庫の公式アカウントを開き、最下部の「进入本库」
をタップする。経典古籍庫トップページが表示される
ので、右下の「 」をタップして「个人中心」→「会

员中心」とたどり、手続きしたい会員の種類を選んで
「续费」をタップし、WeChatペイで決済する。

⿡⿡ 機能と特徴

⿎⿎ インターフェイスと検索・閲覧

中華経典古籍庫WeChat版では、トップ画面からデー
タベースを検索・閲覧することができる。以下、「普

通会员」として使用した結果に基づき、機能の特徴を
レビューしたい。
データベースを検索するには、トップページ上部の
ボックスに字句を入力して「检索」をタップすればよ
い。検索結果は 10件ずつ表示される。検索結果をタッ
プすると、当該書籍のヒット箇所にジャンプする。
検索結果画面で、「图书检索」をタップすると、収
録書籍タイトルの検索に切り替わる。検索結果は、デ

検索結果の表示 ヒット箇所の閲覧

マイウォレット 経典古籍庫を開く公式アカウントを開く 経典古籍庫トップ画面
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フォルトでは「相关度」が選択されており検索語がヒッ
トした段落の一覧の形で表示されるが、「按图书」を
クリックするとヒットした書籍の一覧が表示される。
複数の語句をスペース句切りで入力すると、and検
索になる。検索書籍を指定することはできないが、検
索結果画面の最上部で「在结果中检索」（検索結果から
検索）を選択して絞り込み検索することができる。
閲覧は「古籍书库」から四部分類をたどって目的の
書籍を探すか、あるいは書籍タイトルを検索して探す。
「古籍书库」の検索ボックスを使うと書籍タイトルの
検索になる。閲覧にはスマートフォン画面はいささか
小さいので、タブレット端末を使った方がよかろう。

⿎⿎ 異体字・異名検索機能

中華経典古籍庫の実際の開発元は北京創
イ リ ボ

新力博社だ
が、WeChat版はデータこそ共有しているものの、シ
ステムの開発はまったく別の企業が行っている。

さて、文淵閣四庫全書全文検索版の流れを汲む中国
の大規模古典文献データベースでは、異体字の同一視
検索機能の良し悪しが使い勝手に大きく影響する。そ
こで、異体字検索機能を検討してみよう。
「説文解字」・「说文解字」・「說文解字」を検索すると、
いずれもヒット件数は 1,362件なので、説・說・说を
同一視検索している、すなわち簡体字・繁体字のみな
らず日本の常用漢字体にも対応した異体字テーブルを
備えていることがわかる。他の常用漢字を幾つか試し
たが、いずれも問題なく検索できた。恐らく、通常版
の異体字テーブルをそのまま使っているのだろう。
なお「高级检索」では、タイトル・内容・作者・出
版社などを個別に指定できるほか、「关联字检索」す
なわち異体字一括検索機能の on・offを指定できる。
中華経典古籍庫は、人名について、字号・諡號など
の異名を一括検索する機能を備えていたが、この機能
は残念ながらWeChat版「普通会员」では使うことが
できない。このため、例えば「曹操」と「魏武」とでは、
検索結果がまったく異なってくる。また、選択した箇
所を論文引用スタイルに整形して出力する引用機能も、
「普通会员」では使うことができない。もっとも検索
結果のコピーはできるので、それを端末上でWordファ
イルにペーストしたり、メールに貼りつけて PCに転
送して引用したり、という使い方は可能である。

⿡⿡ おわりに

⿎⿎ 新たな中国学ライフスタイルの提案

以上のように中華経典古籍庫WeChat版は、データ「曹操」検索結果

「说文解字」検索結果 「説文解字」検索結果

「魏武」検索結果

「說文解字」検索結果 「高级检索」画面
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ベースの検索・閲覧という点では、通常版とほとんど
遜色のない機能を備えている。スマートフォンから何
時でも利用でき価格も手ごろなので、中国学研究者に
とっては、WeChatペイの設定というハードルはある
ものの、充分に導入の価値があるといえよう。
中国の古典文献データベースの提供方法は、近年、
パッケージ販売から、機関認証によるオンライン提供
へと移行しており、自宅や出先のネットワークから認
証して使えるようになっている機関も多いと思う。か
つては夢物語であった、いつでもどこでも数億字の
データベースを使いこなせる環境は、とっくに実現さ
れている。
それでも中華経典古籍庫WeChat版が面白いのは、

WeChatという、日本における LINEと同じように大
多数の中国人が使っている SNSと古典データベース
とを組み合わせた点にある。生活と古典文献が SNS

アプリの中で融合し共存した、その結果、スマート
フォンで Amazon Kindleの電子書籍を読むのと同じよ

うに、中華書局の古典文献を読むことができるし、メ
モを取ったり、WeChatに引用して議論したりするこ
ともできるようになった。これはあらたなライフスタ
イルの提案であると言ってもよかろう。

⿎⿎ 今後の展開

2017年 11月に創新力博社で伺ったところによると、
中華書局は各地の古籍出版社を次々に呼び込んで中華
基本古籍庫の充実を図っているというので、今後の更
なる拡張にも期待が持てる。ただ、上海古籍出版社は
オファーを断ったとのことである。中華書局と並ぶ古
典文献出版の大手であるだけに残念ではあるが、独自
の展開に期待したい。
また、中華経典古籍庫が国家指導部から称賛された
ことで追随する動きが出てきており、いくつかの大手
出版社から引き合いが来ているという。データベース
の構築には 5年・10年の時間が必要なのですぐに成
果が出るわけではないが、今から楽しみである。
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中国語は形態論的には孤立語であり、それゆえ語彙
に大きく依存する言語であるとされる。学習する際に
も、いわゆる「文法」よりも単語の習得に力を割くべ
きだ、と言われることが多い。その当否はともかく、
語彙学習が中国語の学習において大きな部分を占める
ことは間違いない。かくして大学の初習外国語の授業
で、はじめて中国語に出会った学生たちは、単語帳を
作り、あるいはカードを繰りながら暗記に励むことに
なる。
ところが、そうやって中国語の世界に少しずつ分け
入っていく初級学習者が、突然スランプに陥ることが
ある。そのきっかけになるのは大抵が類義語の弁別、
使い分けの問題である。
「お酒は飲めるが、白酒は飲めない」というときに、
前者の「飲める」は “会 ” で、後者が “能 ” なのは、
後者が「飲酒という技能」においてあるレベルに達し
ているかどうかを表しているからだ。それに対して、
「まだ 10歳なのに、一人で服を買いに行ける」という
例文に “会 ” が使われているのはなぜだろ
う。成長が、発達段階を超えるようなレベ
ルにあるなら “能 ” の方がよくないか、と
いうような “会 ” と “能 ” の使い分け問題
は、しばしば学生から質問を受ける。説明
のひな形は出来上がっているし、辞書を見
ろ、とひとことで済ませることだってでき
るかもしれない。それでも、ぴったりくる
説明ができずモヤモヤが残ることも多い。
さて、ここに上げた例文は、『中国語類
義語辞典』に掲載されているものである。
モヤモヤを解消してくれるヒントはある
のか。276ページの説明を見よ！「このよ
うな “会 ” と “能 ” の意味のファジーなと

ころは常識で判断すればよい」としている。通常、語
学「辞典」の解説で「ファジー」とか「常識で判断」
ということばが登場することは、なかなかないと思う。
本辞典には他にも、以下のような、いわゆる独自研
究や推測をたくさん含んでいる。

“将 ” は書き言葉なので、例 1）と 2）のような日
常会話の命令文には適切ではないと考えられる

学校や会社といった組織や、インターネット上の
アドレスに “住址 ” を用いることはできない。こ
れは “住址 ” には “住 ”zhù（人が居住する）がふく
まれているからだろう

こういった「執筆者の見解」が混じることを非難す
るつもりはない。むしろそれこそが、この辞典の最大
の長所であろう。中国語学習者や教授者が本書から学
ぶべきは、「類義語の細かなニュアンスの違い」だけ

シソーラス辞典 2種
『中国語類義語辞典』

相原茂主編　朝日出版社　2015年 5月　ISBN978-4-255-00841-7　本体 4,500円 +税

『中国語学習シソーラス辞典』
相原茂編　朝日出版社　2017年 4月　ISBN 978-4-255-00993-3　本体 3,800円 +税

田邉　鉄
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ではない。当代一流の中国語使いの達人たちは、どの
ような思考を積み重ねて、類義語のニュアンスを把握
しているのか。その一流の学習法・研究法を学べる、
というのが本書の一番の魅力である。さらに、矛盾多
き自然言語とどのように向き合い、どう折り合いをつ
けているのか、という外国語を学ぶ姿勢のようなもの
も見えてくる。そういう意味で、40人の執筆者が上
げた一つの成果であるとともに、40本の成果を束ね
たものだ、という言い方もできるかもしれない。
本書はまた、「オタク心」をくすぐるところがいく
つも含まれている。執筆者の個人差や、興味によって、
解説にどうしても詳しいものと素っ気ないものの格差
ができてしまうのは、本書の弱点と言っていいだろう
が、「詳しい」方の説明は、辞書の体裁を崩さない範
囲で、（本当はもっと書きたい気持ちを抑えつつ）できるだけ
いろいろな知識を詰めこもうとしているように見える。
私のオススメは「お茶を入れる」と「お茶を飲む」
の項目の、微妙な細かさである。たとえば、「お茶を
飲む」という意味の “喝茶 ”・“饮茶 ”・“品茶 ”・“吃茶 ”
の違いについて、中国各地の喫茶習慣や文化にまで立
ち入って説明している。
その一方「食べる」方は、“吃 ” と “尝 ” の違いを扱っ

ているだけで、“用餐 ” や “食 ” は扱っていない。例
文こそ多いものの解説も結構素っ気ない。もっともこ
れは辞書の瑕疵ではなく、中国語の「食べる」には「お
茶を飲む」ほどのバリエーションがないから、とも言
えるのだが。
本書は、そういう細かいところにかかずらいながら、
面白いと思ったところを適宜拾い読みしていくような
使い方が向いているように思う。あるレベルの同義語
を網羅的に扱っているわけではないので、類義語辞典
としての機能には限界がある。
『中国語類義語辞典』が、中国語学習者のための、「類
義語世界の歩き方」の指針にあたるものであるとする
ならば、『中国語学習シソーラス辞典』は、「類義語世
界の地図」である。作文・会話で実際に類義語を使い
分けて、活用するための辞典であると言える。
日本語の常用語をインデックスに用い、その概念を
構成する複数の中国語について用例を示しつつ、意味

の違いを説明している。読み物的な体裁をとっていた
『類義語辞典』とは異なり、日本語の見出し語の下に、
中国語とその意味や用例が並ぶ、辞書的な体裁をとっ
ている。
たとえば、「つくる」の項目には、“做 ”・“作 ” は

もちろん、“打 ( 毛衣 )”・“配 ( 钥匙 )”・“盖 ( 房子 )”
など、18種類におよぶ「つくる」がピンイン順に並
べられている。ただし、『類義語辞典』にあった解説
の文言はほとんどなく、語義と例文だけを示してある
項目がほとんどである。それは、この『中国語学習シ
ソーラス辞典』が、当初出版物としてではなく、電子
辞書コンテンツとして制作された、いわゆる「デジタ
ル・ファースト」の辞典であることと関係があるか
もしれない。2009年にキャノンが発売した電子辞書
wordtank V923の、目玉コンテンツのひとつ『中国語
類義語活用辞典』は、1万語・1300項目と、その当時
から既に本書（11000語・1400項目）に迫る内容をもって
いた。キャノンは 2012年の Z900を最後に、本格的
中国語辞書を搭載した電子辞書を発売していない。紙
の本が出たのは幸いだが、電子版の行方も気になる。
本書の、日本語の類語ファミリーに属する中国語を
見ると、中国語学習には「日本語の語感」も問われ
るんだなあ、ということがわかる。『逃げるは恥だが
役に立つ』は中国語で “逃避虽可耻但有用 ” のように
訳すことが多い（ドラマの中国語版タイトルは《月薪嬌妻》）。
ところが本書の「逃げる」ファミリーには “逃避 ” は
入っておらず、「さける」「のがれる」ファミリーに入っ
ている。「そうか、恥になっても役立つのは、主体的
に逃げを打った場合であって、敗走や緊急避難ではダ
メなのだな」と妙に納得した（が、同じく「逃げる」ファ
ミリーに入れてもらえなかったものの “回避 ” には「逃げる」と

いう訳がついている）。
2冊の類義語辞典は、もちろん辞典として実用的な
意味はあるのだが、それ以上に、類語研究という知的
な楽しみを、存分に味わわせてくれる。中国語学習で、
脱・初級、脱・中級を目指す人は、ぜひ 2冊手元に揃
えて、好きなところから読んでいくことを勧めたい。
学力と動機付けの両方に卓効があるだろう。
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書 評

本書は、デジタル・ヒューマニティーズ的な手法を
用いて膨大な文学テクスト群を比較分析することで、
新たな文学研究の可能性を提示しようとした著者の論
文集である。評者は文学研究についてまったくの素人
であるが、人文学一般に適用し得る方法論を提示して
いるという点において、文学研究を超えた意義を持つ
と考えたので、拙い紹介を行おうとするものである。
まずは目次をあげておこう。

 ⿟近代ヨーロッパ文学――その地理的素描
 ⿟世界文学への試論
 ⿟文学の屠場
 ⿟プラネット・ハリウッド
 ⿟さらなる試論
 ⿟進化、世界システム、世界文学 (ヴェルトリテ
ラトゥーア )

 ⿟始まりの終わり――クリストファー・プレン
ダーガストへの応答

 ⿟小説――歴史と理論
 ⿟スタイル株式会社――七千タイトルの省察
（1740年から 1850年のイギリス小説）

 ⿟ネットワーク理論、プロット分析
 ⿟訳者あとがき
 ⿟索引

独立した論文を集めた論文集であるが、各論文のつ
ながり、研究史的な流れについては各章冒頭に簡単な
説明がある。たとえば「さらなる試論」は、（名前から
予想できるように）「世界文学への試論」に寄せられた反
論に応えたものである。
さて、本書を手にした読者は、「遠読」という奇妙
なタイトルにまず目がいくのではないかと思う。これ
は、精読（close reading）――訳者の解説によれば、「北
米の文学研究において、ニュークリティシズム以降、
金科玉条となった精読（close reading）」（326ページ）――
に対する反対概念として作られた造語 distant reading

の訳語である。close readingが一つのテクストに接近
して、原語で深く掘り下げるように読む読み方だとす
れば、distant readingは一つ一つのテクストからは距離
をとり、場合によっては翻訳を用いながら、テクスト
群を俯瞰的に「読む」読み方と言えるだろう。
テクスト群を読む、というと比較文学が思い浮かぶ
が、遠読が目指しているものは、たとえば「日中比較
文学論」のような、二国間の代表作を比較するような
研究ではない。モレッティ氏が目指すのは、世界全体
を単一のシステムとして捉えようとする社会学者イマ
ニュエル・ウォーラステインの「世界システム理論」や、
生物全体の歴史を樹形図で記述しようと試みたダー
ウィンの進化論などにならい、ある時代に書かれた文
学テクスト群（正典以外の雑多な作品も含む）全体を比較し、
文学史的な事象を世界全体で捉えようとする「世界文
学」の試みである。たとえば、19世紀に自然主義小説が、
「中核」であるフランスから「半周辺」であるイタリ

『遠読 ―〈世界文学システム〉への挑戦』
フランコ・モレッティ著、秋草俊一郎・今井亮一・落合一樹・高橋知之訳

みすず書房　2016年 6月　ISBN 978-4-622-07972-9　4,968円＋税
師　茂樹
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アを経由して「周辺」であるブラジルへと波及すると
ともに、「周辺」である明治時代の近代日本文学の誕
生にも派生した、とウォーラステインの中核－半周辺
－周辺モデルで説明される（「進化、世界システム、世界文学」
179～ 180ページ）。また、1740年から 1850年に書かれ
た英国小説約 7,000作品のタイトル――残念ながら当
時、小説の本文をデジタル化したデータベースは存在
しなかったようである――を統計的に分析することで、
文学作品のスタイルの変遷と市場との関係を分析した
りもしている（「スタイル株式会社」247～ 261ページ）。
最後の「ネットワーク理論、プロット分析」では、
本誌読者の多くが関心を持つであろう中国の小説につ
いてもとりあげられている。社会学的研究において「社
会的ネットワークをめぐる中国に特有の慣用語で、《感

情》《人情》《面子》《报》など、社会を構築するブロッ
クと密接に関わっている」とされる中国語の「关系」
という概念 [1]に注目し、『紅楼夢』の登場人物間のネッ
トワーク構造を分析しようというものである（310～

320ページ）[2]。ここではコンピュータを用いた分析を
しているわけではないが、将来的にコンピュータによ
る分析を念頭に置いたものであるという（「この文章を
書くあいだにも、演劇とネットワーク理論に関するはるかに大規

模な研究」が、モレッティ氏が所属するリテラリー・ラボで進行

中とのことである [3]）。
このようなモレッティ氏の方法については批判も多
いようである。各国の文学の比較に翻訳を用いてよい
のか、という点、あるいは「非西洋圏の「文学」の分
析に西洋のパラダイムを適用してしまっている」（「訳
者あとがき」331ページ）点など、いくつも問題が指摘さ
れている。コンピュータの利用によって、研究を支援
したり新しい研究成果が出たりすることを期待するの
は当然であろう。その意味ではモレッティ氏の研究は、
“ あら ” が多いのかもしれない。しかし評者は、従来
の人間（現代人）中心の研究方法を相対化し、方法論

的議論を喚起することもまた、コンピュータを用いる
大きな価値の一つだと思っている。その意味で、精読
を相対化し（否定しているわけではない）、新たなアプロー
チの可能性を提示したモレッティ氏の功績は大きいよ
うに思われる。
精読は欧米の文学研究に固有の方法ではない。歴史
学や古典文献学でも精読の重要性は言われていること
である。評者も仏教文献学を専門としている以上、精
読の重要性を否定するつもりはないが、それにこだわ
るあまり見落としているものがあるのではないか。そ
れを本書は気づかせてくれるのではないかと思う（本
書評に関連することを「【研究ノート】2017年仏教学国際学会参

加記」でも述べているので、そちらもあわせて参照いただければ

幸いである）。

注

[1] Gold, T., Guthrie, D., & Wank, D. (2002). An Introduction 

to the Study of Guanxi. In T. Gold, D. Guthrie, & D. Wank 

(Eds.), Social Connections in China: Institutions, Culture, and 

the Changing Nature of Guanxi (Structural Analysis in the 

Social Sciences, pp. 3-20). Cambridge: Cambridge University 

Press. doi:10.1017/CBO9780511499579.002

なお、本書中では繁体字に中国語発音のカタカナルビ

をふって中国語の単語であることを示していたが、こ

こでは簡体字を用いた。

[2] このような分析は、たとえば東アジア仏教研究におけ

るMarcus Bingenheimer氏のソーシャルネットワーク分

析など、他分野でも行われている。

[3] Stanford Literary Labo の プ ロ ジ ェ ク ト（https://litlab.

stanford.edu/projects/） の 一 つ と し て、“Modeling 

Dramatic Networks” があげられている（2018年 1月 5

日最終確認）。
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